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本書について

本書は、Data Protection for VMware の概要、プランニング、およびユーザー指示
について記載しています。

本書の対象読者
本書は、サポートされている環境のいずれかにおいて、 IBM Spectrum Protect™

for Virtual Environments を使用したバックアップ・ソリューションの実装を担当
する管理者およびユーザーを対象にしています。

本書では、読者が次のアプリケーションについての知識があることを前提としてい
ます。

v IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイブ・クライアント

v IBM Spectrum Protect サーバー

v VMware vSphere

インストール、構成、およびアップグレードについての情報は、「IBM Spectrum
Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware インストール・ガイ
ド」に記載されています。

資料
IBM Spectrum Protect 製品ファミリーには、IBM Spectrum Protect
Snapshot、IBM Spectrum Protect for Space Management、IBM Spectrum Protect
for Databases、および IBM® のその他のいくつかのストレージ管理製品が含まれま
す。

IBM 製品資料を確認するには、IBM Knowledge Center を参照してください。

© Copyright IBM Corp. 2011, 2016 v
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バージョン 8.1 の新機能

Data Protection for VMware バージョン 8.1 には、新機能と更新が導入されてい
ます。

このリリースでの新機能と更新のリストについては、Data Protection for VMware
の更新内容を参照してください。

© Copyright IBM Corp. 2011, 2016 vii
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第 1 章 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments:
Data Protection for VMware の概要

IBM Spectrum Protect for Virtual Environments :Data Protection for VMware
では、VM を保護するための包括的ソリューションが提供されています。

Data Protection for VMware は、VMware の ESX または ESXi ベースのホスト
から vStorage バックアップ・サーバーにバックアップの作業負荷をオフロードす
ることにより、VM でバックアップを実行した場合の影響を取り除きます。Data
Protection for VMware は、(vStorage バックアップ・サーバーにインストールさ
れている) IBM Spectrum Protect データ・ムーバーと連携して、VM の IFFULL
バックアップおよび IFINCREMENTAL バックアップを実行します。vStorage バ
ックアップ・サーバーにインストールされているクライアント・ノードは、デー
タ・ムーバー・ノードと呼ばれます。このノードは、保管のため、および後に VM
イメージ・レベルのリストアを実行するために、データを IBM Spectrum Protect
サーバーに「移動」します。ディスク・ボリューム・レベルおよびフル VM レベル
でのインスタント・リストアが有効です。

データ・ムーバーは、独自のユーザー・インターフェースと文書を含む、別個にラ
イセンス交付されるコンポーネントです。VM を保護するための包括的な計画を
Data Protection for VMware に適切に統合するためには、この製品とその資料を熟
知している必要があります。Microsoft Windows 用の IBM Spectrum Protect for
Virtual Environments では、ダウンロード・パッケージにデータ・ムーバー・デー
タ・ムーバー機能が含まれています。

© Copyright IBM Corp. 2011, 2016 1



Data Protection for VMware は、VM の保護に役立つ複数のコンポーネントを提
供します。

Data Protection for VMware vSphere GUI

このコンポーネントは、VMware vCenter Server 上の VM データにアクセスする
ためのグラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) です。GUI のコンテン
ツは、3 つのビューで使用可能です。

v Web ブラウザー・ビュー。サポートされる Web ブラウザーで GUI Web サー
バー・ホストの URL を使用して、このビューにアクセスします。例えば、次の
とおりです。

https://guihost.mycompany.com:9081/TsmVMwareUI/

Web 

IBM Spectrum Protect

vCenter
Server

vStorage API
(VADP)

IBM
Spectrum
Protect

vStorage 

Data Protection for
VMware vSphere 

GUI

Data Protection for
VMware CLI

IBM
Spectrum
Protect

API

IBM Spectrum
Protect

Recovery Agent

(ESX ESXi)

VMDKVMFS
NAS/

SAN

vSphere

IBM Spectrum 
Protect 

(VMware vSphere 
Web )

図 1. VMware vSphere ユーザー環境での IBM Spectrum Protect for Virtual Environments システム・コンポーネント
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v VMware vSphere Client と統合されているプラグイン・ビュー。このプラグイ
ンは、ご使用の vCenter Server System の 「ソリューションおよびアプリケー
ション」パネルで vCenter Server 拡張機能としてアクセスできます。 このビュ
ーのパネルと機能は、ブラウザー・ビューで提供されているものと同じです。

ヒント: プラグイン・ビューは、VMware vSphere 6 環境ではサポートされてい
ません。

v VMware vSphere Web Client の IBM Spectrum Protect 拡張のビュー。 この
ビューのパネルは、Web クライアント内の統合のために独自に設計されていま
すが、このビューのデータとコマンドは他のビューと同じ GUI Web サーバーか
ら取得されています。 IBM Spectrum Protect 拡張は、Web ブラウザーとプラ
グインのビューで使用可能な機能のサブセット、およびいくつかの追加機能を提
供します。 構成と拡張レポート作成の機能はこのビューでは提供されていませ
ん。

インストール時に、1 つ以上のビューを指定できます。

Data Protection for VMware vSphere GUIは、オペレーティング・システムの前提
条件を満たすどのシステムにもインストールできます。Data Protection for
VMware vSphere GUIは入出力データ転送を処理しないため、リソース要件は最小
です。Data Protection for VMware vSphere GUIを vStorage バックアップ・サー
バーにインストールすることが、最も一般的な構成です。

Web ブラウザーとプラグインのビューでは、複数の Data Protection for VMware
vSphere GUI を単一の vCenter Server に登録できます。 このシナリオでは、単
一の VMware Data Protection for VMware vSphere GUI が管理するデータ・セ
ンター (およびその VM ゲスト・バックアップ) の数を削減します。これにより、
各プラグインは、vCenter Server に定義されているデータ・センターの総数のう
ち、サブセットを管理することができます。vCenter Server に登録されているプラ
グインごとに、1 つの Data Protection for VMware パッケージを別個のホストに
インストールする必要があります。管理対象のデータ・センターを更新するには、
「構成」 > 「IBM Spectrum Protect 構成の編集」に進んでください。「GUI ド
メイン」ページで、プラグインが管理する、データ・センターのリスト内の数を減
らします。 使用可能なすべてのデータ・センターのうち、サブセットを管理するこ
とにより、プラグインが操作を完了するために要する照会時間と処理時間が短縮さ
れます。

複数の Data Protection for VMware vSphere GUI を単一の vCenter Server に登
録する際には、次のガイドラインが適用されます。

v 各データ・センターは、インストールされている Data Protection for VMware
vSphere GUI 1 つのみで管理することができます。

v インストールされた Data Protection for VMware vSphere GUI ごとに、固有
の VMCLI ノード名が必要です。

v インストールされた Data Protection for VMware vSphere GUI ごとに固有の
データ・ムーバー・ノード名を使用することにより、ノードの管理が単純化され
ます。

Data Protection for VMware vSphere GUIは、以下のシステムへのネットワーク接
続を持っている必要があります。

第 1 章 VM 用の保護 3



v vStorage バックアップ・サーバー

v IBM Spectrum Protect サーバー

v vCenter Server

また、Derby Database のポート (デフォルト 1527) および GUI Web サーバーの
ポート (デフォルト 9081) を使用可能にする必要があります。

IBM Spectrum Protect ファイル・リストア GUI

Web ベースのファイル・リストア GUI を使用すると、管理者の支援を受けずに
VMware 仮想マシンのバックアップからファイルをリストアすることができます。
この GUI は、 Data Protection for VMware vSphere GUI がインストールされる
と自動的にインストールされます。詳しくは、 53 ページの『第 3 章 ファイル・
リストアの概要』を参照してください。

IBM Spectrum Protect Recovery Agent

このサービスでは、IBM Spectrum Protect サーバーから任意のスナップショット・
ボリュームをマウントできます。クライアント・システム上で、読み取り専用アク
セス権限を使用して、ローカル側でスナップショットを表示するか、iSCSI プロト
コルを使用してリモート・コンピューターからスナップショットにアクセスするこ
とができます。さらに、Recovery Agent は Instant Restore 機能も提供します。リ
ストア・プロセスがバックグラウンドで進行中、Instant Restore 処理で使用される
ボリュームは使用可能なままです。Recovery Agent には、Recovery Agent GUI
またはコマンド・ライン・インターフェースを使用してアクセスします。

リモート・マシンから以下のタスクを実行するために、Recovery Agent コマン
ド・ライン・インターフェースが Windows システムにインストールされます。

v 以下のリストを含む使用可能でリストア可能なデータに関する情報を収集しま
す。

– バックアップされた VM

– バックアップされたマシンで使用可能なスナップショット

– 特定のスナップショットで使用可能な区画

v 仮想デバイスとしてスナップショットをマウントします。

v 仮想デバイスのリストを取得します。

v 仮想デバイスを除去します。

重要: recovery agent GUI を使用してタスクを実行する方法については、GUI と
一緒にインストールされるオンライン・ヘルプに記載されています。いずれかの
GUI ウィンドウで「ヘルプ」をクリックすると、タスクを支援するためのオンライ
ン・ヘルプが開きます。

コマンド、パラメーター、および戻りコードについて詳しくは、 141 ページの『第
6 章 Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェース』を参照してくださ
い。
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Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース

Data Protection for VMware CLI は、Data Protection for vSphere GUI でイン
ストールされる、全機能を持つコマンド・ライン・インターフェースです。 これを
使用すると、以下のタスクを実行できます。

v IBM Spectrum Protect サーバーへの VM のバックアップを開始するか、後で実
行するようにバックアップをスケジュールします。

v IBM Spectrum Protect サーバーから、 VM、VM ファイル、または VM ディ
スク (VMDK) の IFFULL リカバリーを開始します。

v バックアップ・データベースと環境についての構成情報を表示します。

Data Protection for vSphere GUI は、1 次タスク・インターフェースですが、
Data Protection for VMware CLI は、実用的な 2 次インターフェースを提供しま
す。 例えば、これを使用すると、Data Protection for vSphere GUI によって実装
されるスケジューリング機構とは異なるスケジューリング機構を実装できます。ま
た、これはスクリプトを使用した自動化の結果を評価する際にも役に立ちます。

使用可能なコマンドについて詳しくは、 111 ページの『第 5 章 Data Protection
for VMware コマンド・ライン・インターフェース』を参照してください。

バックアップおよびリストアのタイプ
Data Protection for VMware では、以下のタイプのバックアップ機能とリストア機
能が提供されています。

永久増分の増分バックアップ

前回のバックアップ (フルまたは増分) 以降に変更されたブロックをバックアップし
ます。最新の増分が前回のバックアップに追加されます。 この VM のフルバック
アップが存在しない場合は、自動的にフルバックアップが実行されます。 そのた
め、フルバックアップが存在するかどうかを確認する必要はありません。

永久増分フルバックアップ

VM 全体のイメージを作成します。フルバックアップが実行された後は、追加のフ
ルバックアップをスケジュールする必要はありません。 「フル」を選択すると、最
後のバックアップ以降に変更されていない VM テンプレートも組み込まれます。

ファイル・リストア

IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・インターフェースを使用して、Web
ベースのインターフェースでファイルをリストアします。ファイル所有者は、管理
者の支援を受けずに、VM バックアップからファイルの検索、位置指定、およびリ
ストアを行うことができます。

Instant Restore

Instant Restore を使用すると、スナップショットから単一ボリュームの内容をリス
トアできます。このリストアでは、バックアップ/アーカイブ・クライアントによっ
て生成されたスナップショット・データを使用します。Instant Restore は、VM の
フルバックアップまたは増分バックアップから実行できます。リストア・プロセス
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がバックグラウンドで続行していても、ボリュームを直ちに使用できます。インス
タント・リストアを実行するには、ゲスト内インストールが必要です。

フル VM リストア

フルまたは増分 VM バックアップをリストアします。最初にバックアップされたと
きの状態に、VM 全体がリストアされます。

フル VM インスタント・リストア

フル VM インスタント・リストアを使用すると、リストアされた VM は即時に使
用可能になり、バックアップされた VM の検証、または永続ストレージへの VM
のリストアを実行できます。リストアされた VM は、読み取り/書き込みモードで
即時に使用可能になります。

仮想環境での IBM Spectrum Protect ノードの使用方法
Data Protection for VMware は、バックアップ操作、リストア操作、またはマウン
ト操作中に、IBM Spectrum Protect ノードを介して VM と通信します。

ノードは、データ・ムーバー、Data Protection for VMware、またはその他のアプ
リケーション・クライアントがインストールされているシステムを表します。この
システムは、IBM Spectrum Protect サーバーに登録されています。各ノードには、
サーバーに対してシステムを識別するために使用される固有名 (ノード名) がありま
す。VM データへの通信、ストレージ・ポリシー、権限、およびアクセスは、ノー
ドに基づいて定義されます。

Data Protection for VMware vSphere 実稼働環境で最も基本的なノードは、デー
タ・ムーバー・ノードです。このノードは、1 つのシステムから別のシステムに
「データを移動する」特定のデータ・ムーバー (データ・ムーバー) を表していま
す。VM が単一のクライアントによってバックアップされる基本 vSphere 環境で
は、VM データは、データ・ムーバー・ノードの下に直接保管されます。

一部のシナリオでは、VMware データ・センターなどの完全な仮想環境をバックア
ップするために、複数のデータ・ムーバーが使用されます。このシナリオでは、バ
ックアップ作業が複数のデータ・ムーバー間に分散されているため、VM データ
は、(特定のデータ・ムーバー・ノードではなく、) 共有ノードに保管されます。 こ
の共有ノードは、データ・センター・ノードと呼ばれます。このように、この大規
模な vSphere システム環境では、データ・ムーバー・ノードは VM データをデー
タ・センター・ノードに保管します。

複数のデータ・ムーバーとデータ・センターが稼働している大規模な vSphere 仮想
環境では、ノードおよび IBM Spectrum Protect サーバー間の通信には第 3 のノー
ドが使用されます。このノードは、VMCLI ノードです。

マウント・プロキシー・ノードは、マウントされた VM ディスクに iSCSI 接続を
介してアクセスする Linux または Windows プロキシー・システムを表します。
これらのノードにより、マウントされた VM ディスク上のファイル・システムが、
プロキシー・システム上のマウント・ポイントとしてアクセス可能になります。そ
れにより、マウント・ポイントからローカル・ディスクにファイルをコピーするこ
とで、それらのファイルを取得することができます。マウント・プロキシー・ノー

6 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



ドはペアで作成され、プロキシーの機能を果たす Windows システムまたは Linux
システムのデータ・センター・ノードで必要です。 使用可能なマウント・ポイント
の数を増やすには、複数のマウント・プロキシー・ノード・ペアを持つようにデー
タ・センター・ノードを構成します。

Data Protection for VMware vSphere GUI 構成ウィザードまたは構成ノートブッ
クを使用して、 vSphere 環境内でこれらのノードを設定します。

表 1. vSphere 環境内の IBM Spectrum Protect ノード

Node 説明

vCenter ノード vCenter を表す仮想ノード。

データ・センター・ノー
ド

データ・センターへマップされる仮想ノード。データ・センタ
ー・ノードはデータを保持します。

VMCLI ノード Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェ
ース を IBM Spectrum Protect サーバーおよびデータ・ムーバ
ー・ノードに接続するノードです。 データ・ムーバー・ノード
と異なり、VMCLI ノードには、独自の IBM Spectrum Protect
クライアント・アクセプターまたはスケジューラー・サービスは
必要ありません。

データ・ムーバー・ノー
ド

vStorage バックアップ・サーバーにインストールされているデー
タ・ムーバーのノード名。このノードはデータの移動を実行しま
す。各データ・ムーバー・ノードには、独自のクライアント・ア
クセプターおよびスケジューラー・サービスが必要です。
重要: Data Protection for VMware は、機密情報をローカルで
データ・ムーバーに保管します。そのデータ・ムーバーが、VM
ストレージに直接アクセスしている場合もあります。データ・ム
ーバーへのアクセスは、保護する必要があります。信頼できるユ
ーザーに対してのみ、データ・ムーバー・システムへのアクセス
を許可してください。

マウント・プロキシー・
ノード

このノードは、マウントされた VM ディスクに iSCSI 接続経由
でアクセスする Linux または Windows プロキシー・システム
を表します。これらのノードにより、マウントされた VM ディ
スク上のファイル・システムが、マウント・ポイントとしてアク
セス可能になります。
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図 2. 1 つの VMware データ・センターと 2 つのデータ・ムーバー・ノードを含む vSphere 実稼働環境内のノード関
係とアプリケーション
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マウント・プロキシー・ノードおよびデータ・ムーバー・ノードの
要件

操作には、特定のノード・タイプおよび特定の環境設定が必要です。

タスクを試行する前に。以下の Data Protection for VMware ノード要件について
検討してください。

v 以下の操作では、データ・ムーバー・ノードが必要です。

– IFINCREMENTAL - 永久増分の増分バックアップ・タイプを示します。

– IFFULL - 永久増分のフルバックアップ・タイプを示します。

v 以下の操作では、マウント・プロキシー・ノードが必要です。

– フル VM インスタント・アクセス

– フル VM インスタント・リストア

– マウント

v マウント操作では、マウント・プロキシー・システムとして機能する Windows
システムおよび Linux システムにアクセスします。各プロキシー・システムご
とに、独自のマウント・プロキシー・ノードおよびクライアント・アクセプター
が必要です。 Windows プロキシー・システムでは、Recovery Agent もインス
トールされている必要があります。これら 2 つのマウント・プロキシー・ノー
ドは、マウント操作時に一緒に機能します。マウント・プロキシー・ノードはペ
アで作成され、プロキシーの機能を果たす各 Windows または Linux システム
のデータ・センター・ノードで必要です。

v 物理または仮想 Windows マウント・プロキシー・システムごとに許可されるマ
ウント・プロキシー・ノードは 1 つのみです。複数のマウント・プロキシー・
ノード・ペアを使用したい場合は、各 Windows マウント・プロキシー・ノード
を、その独自のクライアント・アクセプターおよび Recovery Agent と一緒に別
個のシステムにインストールする必要があります。

vCenter

(VC1)

(VC1_VCLI1)(VC1_DC1) (VC1_DC2)

IBM Spectrum Protect 

(VC1_DC2_DM1)

Data Protection for VMware CLI

(VC1_DC1_DM1)

IBM Spectrum Protect 

図 3. 2 つの VMware データ・センターを使用する vSphere 環境内のノード間のプロキシー関係。矢印は、プロキシ
ー・エージェント・ノードからプロキシー・ターゲット・ノードを指している。
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v Windows マウント・プロキシー・ノードや Linux マウント・プロキシー・ノー
ドのバックアップを、マウント・プロキシー・ノード自体にマウントすることは
できません。

Recovery Agent は、1 つのノード割り当てに制限されます。このノードは、マウ
ント・プロキシー・ノードでなければなりません。 Windows システムに複数のデ
ータ・ムーバー・ノードが含まれている可能性はありますが、Recovery Agent が
使用できるプロキシー・マウント・ノードは 1 つのみです。 そのため、Recovery
Agent に割り当てられていないノードを持つシステムへの接続を試行した場合、
Recovery Agent を使用する操作は失敗します。

以下の例は、Recovery Agent に割り当てられていないノードが使用された場合に
失敗する操作のタイプを示しています。

マウント操作
マウント・プロキシー・ノードを使用して データ・センター DC1 からマ
ウント操作を実行すると、Recovery Agent はそのマウント・プロキシー・
ノードに接続します。マウント・プロキシー・ノードへの接続のみが正しい
接続であるため、Recovery Agent は、そのマウント・プロキシー・システ
ム上にある別のノードで別のマウント操作を使用することはありません。そ
の結果、VMware データ・センター DC2 からマウント・プロキシー・ノ
ードを使用した場合、マウント操作は失敗します。

マウント操作を試行する前に、Linux マウント・プロキシー・システム上で
マルチパスを無効にする必要があります。

注: 論理ボリューム・マネージャー (LVM) フィルタリングは、iSCSI 接続
をブロックする可能性があります。

注: Linux マウント・プロキシー・システムは、LVM の自動アクティベー
ションをサポートしません。

インスタント・アクセス操作またはインスタント・リストア操作
マウント・プロキシー・システムとして使用している Windows システム
から、マウント・プロキシー・ノードを使用してインスタント・アクセス操
作やインスタント・リストア操作を実行します。Windows マウント・プロ
キシー・システムでは、Recovery Agent がインストールされている必要が
あります。(マウント操作を実行するための) Recovery Agent から
Windows マウント・プロキシー・ノードへの接続のみが正しい接続である
ため、(同じ Windows システムから) このマウント・プロキシー・ノード
を使用するインスタント・アクセス操作あるいはインスタント・リストア操
作は失敗します。

マウント・プロキシー・ノードにはデータ・センター・ノードに対するプロキシ
ー・ノード権限が必要です。 このプロキシー権限は、Data Protection for VMware
vSphere GUI の「構成ウィザード」を使用してノードをセットアップする時に自動
的に付与されます。 ただし、マウント・プロキシー・ノードとデータ・ムーバー・
ノードを手動で設定する場合、GRANT PROXYNODE コマンドを使用して、この IBM
Spectrum Protect サーバー上のデータ・センター・ノードに対するプロキシー権限
を付与する必要があります。例えば、次のとおりです。

GRANT PROXYNODE TARGET=DC_NODE AGENT=LOCAL_MP_WIN
GRANT PROXYNODE TARGET=DC_NODE AGENT=LOCAL_MP_LNX
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ファイル共有セキュリティー

マウントされた仮想マシン・スナップショットを共有する場合、NFS (Linux) およ
び CIFS (Windows) プロトコルに関連する特定のセキュリティー問題が発生する可
能性があります。これらの問題を確認し、マウントされた仮想マシン・スナップシ
ョットを共有する場合のセキュリティーの影響を理解してください。

Linux システム上で以下のすべての条件が存在する場合、各ユーザーは共有システ
ム上のディレクトリーにアクセスすることができます。

v Linuxシステム (B) に属するマウント済みボリュームが、他の Linux ホスト (A)
と共有されている。

v Linux ホスト (A) に、バックアップされた Linux システム (B) と同じユーザー
名が存在する。

例えば、root ユーザー (A) は、すべての root ユーザー (B) ファイルにアクセスす
ることができ、tester (A) は、すべての tester (B) ファイルにアクセスすることがで
きます。この状態では、許可グループおよびユーザーは、nobody に変更されます。

以下の出力は、マウント済みボリュームへのアクセスの例です。

esx2vm55:/opt/tivoli/tsm/client/ba/bin # ls -la /CVT/TSM/ESX2VM21/2014-05-22-01_32_53/Volume7

total 19
drwx------ 4 500 500 1024 Apr 28 23:53 .
drwxr-xr-x 8 root root 4096 May 27 22:06 ..
drwxrwxr-x 2 500 500 1024 Apr 28 23:52 RAID_0
drwx------ 2 root root 12288 Apr 28 23:52 lost+found

以下の出力は、共有ボリュームへのアクセスの例です。

[tester1@ESX2VM51 Volume7]$ ls -la

total 19
drwx------ 4 nobody nobody 1024 Apr 28 23:53 .
drwxr-xr-x 8 nobody nobody 4096 May 27 22:06 ..
drwxrwxr-x 2 nobody nobody 1024 Apr 28 23:52 RAID_0
drwx------ 2 nobody nobody 12288 Apr 28 23:52 lost+found

正しい Linux ホスト名/IP アドレスまたは Windows ユーザー名が指定されてい
ることを確認してください。正しいホスト名/IP アドレスあるいはユーザー名が指
定されない場合、共有操作は失敗します。この失敗は、オペレーティング・システ
ムによって識別されます。

Windows システムでは、バックアップされた Windows 仮想マシンと同じ資格情
報を持つユーザーが、すべての Windows システム上の共有ボリュームにアクセス
することができます。
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磁気テープ・メディアのガイドライン
ご使用の環境で、磁気テープ・メディア (磁気テープ・ストレージ・プールや仮想
テープ・ライブラリーなど) に仮想マシンのバックアップ・データが格納されてい
て、データが磁気テープに直接保管されているか、時間の経過とともに磁気テープ
にマイグレーションされる場合は、以下のガイドラインを検討してください。

構成
v 仮想マシンの制御ファイル・データは常にディスク・ストレージ・プール上にあ

るようにしてください。データ・ムーバーの vmctlmc オプションを使用して、
仮想マシン制御ファイル・データの宛先ストレージ・プールを指定できます。詳
しくは、Vmctlmcを参照してください。

v ファイル・スペースごとのコロケーションを使用して、仮想マシンのバックアッ
プ・データが格納されている磁気テープを最適化してください。

仮想マシンが IBM Spectrum Protect サーバーにバックアップされると、各バッ
クアップはサーバー上で別々のファイル・スペースとして表されます。ファイ
ル・スペースごとのコロケーション設定により、同じ仮想マシンの複数の
IFINCREMENTAL バックアップからのデータが同じボリューム (ディスク・フ
ァイル) に保存されます。磁気テープへのマイグレーション時に、これらのバッ
クアップは一緒に物理テープに格納されます。

ファイル・スペース・レベルでのコロケーションは、サーバーの
COLLOCATE=FILESPACE パラメーターを使用して有効にすることができます。詳し
くは、DEFINE STGPOOLを参照してください。

v マイグレーションしきい値、およびしきい値がデータ可用性に与える影響に注意
してください。例えば、最もアクティブなバックアップがブロックを必要として
いるのに、Data Protection for VMware 内の全く変更されていないブロックが
磁気テープにマイグレーションされる可能性があります。

リカバリー

磁気テープ・メディアからのファイル・リストアはサポートされません。ディス
ク・ストレージからのファイル・リストアの方が推奨される方法です。

ファイル・リストア操作を試行する前に、磁気テープ・メディアからディスク・ス
トレージにターゲットの仮想マシンのバックアップ・データを移動することを検討
してください。仮想マシンの制御データは、常に別個のディスク・ストレージ・プ
ールに含まれている必要があるために移動しないでください。 また、制御データが
常駐するディスク・ストレージ・プール上にバックアップ・データを移動しないで
ください。 バックアップ・データと制御データを同じプールに移動した場合、バッ
クアップ・データと制御データを別個のプールに移動するためには IFFULL バック
アップを実行する必要があります。

バックアップ・データを移動するには、サーバーで MOVE NODEDATA コマンドを使用
して、FROMstgpool パラメーターと TOstgpool パラメーターでは制御データが含ま
れているプールを指定しないようにしてください。
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長期保存

データの長期保管または磁気テープ保存のためのソリューションとして、従来の、
磁気テープ・ストレージへの IFFULL VM バックアップを定期的に実行してくださ
い。例えば、アーカイブが必要な場合のソリューションとして、磁気テープへの
IFFULL VM VM バックアップを毎月実行することができます。

磁気テープ・メディアに関連する追加情報については、技術情報 7021081 を参照し
てください。

処理対象ディスクの制御
処理するディスクを制御するには、include ステートメントと exclude ステートメ
ントを設定します。

Data Protection for VMware を IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイ
ブ・クライアントとともに使用して、VM 環境内のどのディスクをバックアップお
よびリストアするかを決定します。VM 環境には、通常、システム・ディスク、通
常ディスク、独立ディスク、およびロー・デバイス・マッピング (RDM) ディスク
が組み合わせて含まれています。制御の細分度を特定のディスクに拡張できると、
以下の状況で利点があります。

v 破損したシステム・ドライブを交換するために、オペレーティング・システムが
あるディスクをリカバリーする。

v IBM Spectrum Protect Data Protection アプリケーションを、大容量のデータベ
ースとログ・ファイルを含むゲストとして使用している VM 環境でディスクを
保護する。

v VM 構成情報が消失した。VM 構成情報は、ディスクが有効な間にリカバリーさ
れます。

Data Protection for VMware の前のバージョンでは、VM リストアが実行される
時はいつも新しい VM が必要でした。VM が既に存在していた場合、リストアは
失敗しました。この機能を使用すると、選択した仮想ディスクをリストアし、残り
の既存の VM をそのままにしておくことが可能になります。

vSphere 環境での VM テンプレートと vApp
Data Protection for VMware では、VM テンプレートと vApp のバックアップと
リストアがサポートされます。

VM テンプレートは、VM のマスター・イメージです。 テンプレートには、イン
ストール済みゲスト・オペレーティング・システムおよびアプリケーション・セッ
トを含めることができます。

VM テンプレートは、元の VM テンプレートか、代替 VM テンプレートとデー
タ・ストア・ロケーションにリストアすることができます。Data Protection for
VMware は VM テンプレートに 1 単位としてのマークを付けるため、VM テンプ
レートの個別ファイルのリストアは実行不可能です。 単一の仮想ディスクをリスト
アすることも、単一の仮想ディスクのバックアップを ESX ホストでターゲット
VM に接続することもできません。

第 1 章 VM 用の保護 13

http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg27021081


vApp に含まれている VM をバックアップおよびリストアすることはできます。
vApp は、1 つ以上の VM で構成される論理エンティティーです。 vApp を使用
することにより、マルチティア・アプリケーションのすべてのコンポーネントを指
定して組み込むことができます。 vApp には、vApp に含まれているアプリケーシ
ョンの操作ポリシーおよび関連するサービス・レベルも含まれています。

vApp 内の VM が、Data Protection for VMware vSphere GUI 内で VM として
示されます。バックアップする VM を選択する際、vApp を選択することはできま
せん。 VM をリストアすると、VM は以下のいずれかのロケーションに追加され
ます。

v vApp が元の絶対インベントリー・パスに存在する場合、VM はそのロケーショ
ンにリストアされます。

v 元の絶対インベントリー・パスが存在しないか、変更された場合、VM は、ター
ゲット ESX ホスト上の最上位のデフォルトの位置にリストアされます。 リスト
ア操作中にコンテナーは作成されません。

VM テンプレートのバックアップ時にこの VM テンプレートのフルバックアップ
が存在しない場合、以下が行われます。

v 選択されたタイプが永久増分フル (incremental-forever-full) で、VM テンプレー
トに変更が含まれている場合、バックアップ・タイプは永久増分フルに変更され
ます。

v 選択されたバックアップ・タイプが永久増分フルの場合、このタイプにより、変
更が含まれているかどうかに関係なく、VM テンプレートのバックアップが確実
に行われます。

自動クライアント・フェイルオーバー
データを IBM Spectrum Protect サーバーにバックアップした場合は、IBM
Spectrum Protect サーバー上で障害が発生したときに、データ・リカバリーのため
に Data Protection for VMware を自動的に 2 次サーバーにフェイルオーバーでき
ます。

通常の実動プロセス中に IBM Spectrum Protect データ・ムーバー・ノードが接続
するサーバーは、1 次サーバー と呼ばれます。1 次サーバーとデータ・ムーバー・
ノードがノード複製用にセットアップされていれば、1 次サーバー上のクライアン
ト・データを別の IBM Spectrum Protect サーバーに複製できます。このサーバー
を 2 次サーバー と呼びます。

通常動作時に、2 次サーバーの接続情報が、ログオン・プロセス中に 1 次サーバー
からデータ・ムーバー・ノードに自動的に送信されます。2 次サーバー情報は、デ
ータ・ムーバー・ノード上のクライアント・オプション・ファイルに自動的に保存
されます。2 次サーバーの情報を追加するために、手操作による介入は必要ありま
せん。

データ・ムーバー・ノードがサーバーにログオンするたびに、1 次サーバーとの通
信を試みます。1 次サーバーが使用できない場合、データ・ムーバー・ノードは自
動的に 2 次サーバーにフェイルオーバーします (クライアント・オプション・ファ
イルの 2 次サーバー情報に従って)。フェイルオーバー・モードでは、複製された
クライアント・データをリストアできます。1 次サーバーが再度オンラインになる
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と、次にデータ・ムーバー・ノードがサーバーに接続するときに、データ・ムーバ
ー・ノードは自動的に 1 次サーバーにフェイルバックします。

要件: 2 次サーバーの接続情報がクライアント・オプション・ファイルに送られる前
に、次のプロセスを実行する必要があります。

v 1 次サーバー、2 次サーバー、およびデータ・ムーバー・ノードは V7.1 レベル
であることが必要です。

v 1 次サーバーおよび 2 次サーバーをノード複製用にセットアップする必要があ
り、クライアント・ノードはサーバー上のノード・レプリケーション用に構成す
る必要があります。

v VMware データは、少なくとも 1 回は 1 次サーバーにバックアップする必要が
あります。

v 1 次サーバー上のクライアント・データは、少なくとも 1 回は 2 次サーバーに
複製する必要があります。

制約事項: フェイルオーバー時には、次の制限が Data Protection for VMware に
適用されます。

v バックアップ操作など、データをサーバーに格納する必要がある操作は、実行で
きません。

v スケジュールは、2 次サーバーに複製されません。このため、1 次サーバーが使
用不可になっているときは、スケジュールは実行されません。

v 仮想マシンのインスタント・リストアは使用できません。

v 仮想マシン・バックアップの検証は使用できません。

v Data Protection for VMware GUI はフェイルオーバーしません。2 次サーバー
からデータをリストアするには、データ・ムーバー・ノード上でデータ・ムーバ
ーを使用する必要があります。

v IBM Spectrum Protect コンポーネントのフェイルオーバー機能について詳しく
は、技術情報 1649484を参照してください。

VMware データ・ストアのスペース不足エラー
Linux Windows

仮想マシンのバックアップ中のスペース不足エラーを防止するには、
vmdatastorethreshold オプションを使用して、VMware データ・ストアのデータ
使用量のしきい値を設定します。

仮想マシンの VMware データ・ストアごとにスペース使用量のしきい値のパーセ
ントを設定するには、vmdatastorethreshold オプションを使用します。仮想マシン
のバックアップを開始する際、クライアントでは、仮想マシンのスナップショット
が作成される前に VMware データ・ストアのデータ使用量をチェックします。 い
ずれかの VMware データ・ストアでこのしきい値を超えると、仮想マシンはバッ
クアップされません。

例えば、仮想マシン vm1 は、datastore1 および datastore2 にまたがっていま
す。以下のコマンドを発行して、仮想マシンがバックアップされる前に仮想マシン
の VMware データ・ストアの使用率が多くても 90% であるように設定します。
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dsmc backup vm vm1 -vmdatastorethreshold=90

その結果、クライアントはスナップショット操作が開始される前に、datastore1 と
datastore2 の両方のスペース使用量をチェックします。 いずれかの VMware デ
ータ・ストアのスペース使用量が 90% のしきい値を超えている場合、vm1 に対す
るバックアップ要求は開始されません。

要件:

v スナップショットが VMware データ・ストアの使用可能なスペースをすべて使
い尽くすことがないように、十分に低いしきい値が設定されていることを確認し
てください。そうでなければ、VMware データ・ストアでスペース不足が発生
し、スナップショットが作成されません。

v データ・ムーバー・ノードとして機能する複数のクライアントを使用する場合
は、各データ・ムーバーのオプション・ファイルに vmdatastorethreshold オプ
ションを追加する必要があります。

クライアントは、仮想マシンのディスクのスナップショットを含む VMware デー
タ・ストアのデータ使用量を検査します。デフォルトでは、スナップショットは、
親仮想ディスク (.vmdk) ファイルと同じディレクトリー内に作成されます。クライ
アントは、デフォルト・ロケーションでのみデータ使用量をチェックします。

EXCLUDE.VMDISK オプションを使用して 1 つ以上のディスクをバックアップから除
外する場合、しきい値検査はそれらのディスクでも実行されます。これらのディス
クはバックアップされませんが、VMware はこれらのディスクのスナップショット
を作成します。

独立ディスクは、これらのディスクのスナップショットが VMware データ・スト
アのスペースを使用しないため、スペース検証処理中に検査されません。

vmdatastorethreshold オプションについて詳しくは、Vmdatastorethresholdを参照
してください。

フル VM インスタント・リストアの環境要件
Windows

フル VM インスタント・リストア操作に必要なアプリケーション、システム、およ
びバージョンを確認します。

フル VM インスタント・リストア操作を試行する前に、次の環境要件が満たされて
いる必要があります。

v フル VM インスタント・リストアは、IBM Spectrum Protect データ・ムーバー
7.1 (またはそれ以降) Windows 64 ビット、および Windows vStorage バック
アップ・サーバーでのみサポートされます。

v インスタント・アクセスおよびインスタント・リストア機能は、VMware ESXi
5.1 サーバー以降のバージョンでホストされる VMware VM についてのみサポ
ートされます。
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v フル VM インスタント・リストアは、ディスクおよび仮想テープ・ライブラリ
ー (VTL) でのみサポートされます。物理テープ・ストレージ・プールはサポー
トされません。

v IBM Spectrum Protect Recovery Agent 7.1 (またはそれ以降) は、データ・ム
ーバー 7.1 (またはそれ以降) データ・ムーバー・システムと同じシステムにイン
ストールされている必要があります。

v バージョン 7.1.0 のインスタント・リストア操作とインスタント・アクセス操作
に使用されたデータ・ムーバー・ノードは、バージョン 8.1.0 のインスタント・
リストア操作とインスタント・アクセス操作には使用できません。IBM
Spectrum Protect for Virtual Environments をバージョン 8.1.0 にアップグレ
ードした後、マウント・プロキシー・ノードのペアを作成して、インスタント・
リストア操作とインスタント・アクセス操作を実行する必要があります。以下の
いずれかの方法で、マウント・プロキシー・ノード・ペアを作成できます。

– Data Protection for VMware vSphere GUI の「構成」ウィンドウに進み、
「構成の編集」をクリックします。「プロキシー・ノード・ペアのマウン
ト」ページに進み、そのページの指示に従います。

– リモート Windows システムのマウント・プロキシー・ノードの手動による
構成のステップに従ってください。

v データ・ムーバー 6.3 (またはそれ以降) を使用してバックアップされた VM
は、フル VM インスタント・リストアを使用してリストアできます。

v データ・ムーバー・システムは、IBM Spectrum Protect for Virtual
Environments 7.1 (またはそれ以降) ライセンス・ファイルを必要とします。

v iSCSI マウント (recovery agent による) を使用して、VM ディスクを仮想
RDM として ESX に公開します。インスタント・アクセスとインスタント・リ
ストアの操作には、これらの操作に使用される ESX ホスト上で構成された
iSCSI ソフトウェアまたはハードウェア・アダプターが必要です。

v インスタント・リストア操作時に使用される VM をホストする ESX サーバー
上で、ストレージ vMotion をインストールし、構成する必要があります。イン
スタント・アクセス操作 (VM バックアップ・データを検証する) には、ストレ
ージ vMotion は必要ありません。

v インスタント・アクセスとインスタント・リストアの操作には、VM の電源をオ
ンにする vSphere 特権 (Virtualmachine.Interaction.PowerOn) が必要です。

構成の手順について詳しくは、仮想マシン全体のインスタント・リストア操作のた
めの環境の構成を参照してください。

VMware vCenter Server のユーザー特権の要件
Data Protection for VMware の操作を実行するには、特定の VMware vCenter
Server の特権が必要です。

Data Protection for VMware vSphere GUI の Web ブラウザーの
ビューを使用して VMware データ・センターを保護するために必要
な vCenter Server 特権

Data Protection for VMware vSphere GUI のブラウザー・ビューにサインオンす
る vCenter Server ユーザー ID には、
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GUI で管理されているデータ・センターのコンテンツを表示するために十分な
VMware 特権が必要です。

例えば、VMware vSphere 環境に 5 つのデータ・センターが含まれているとしま
す。ユーザー「jenn」が十分な特権を持っているのは、これらのデータ・センター
のうち 2 つに対してのみです。この結果、ビューでは、十分な特権が存在するこれ
ら 2 つのデータ・センターのみが「jenn」に対して表示されます。他の 3 つのデ
ータ・センター (「jenn」が特権を持っていない) は、ユーザー「jenn」に表示され
ません。

VMware vCenter Server は、一連の特権をまとめて 1 つの役割として定義しま
す。指定したユーザーまたはグループのオブジェクトに役割を適用して、特権を作
成します。VMware vSphere Web Client から、一連の特権を持つ役割を作成する
必要があります。バックアップおよびリストア操作用の vCenter Server 役割を作
成するには、VMware vSphere Client の「役割の追加 (Add a Role)」機能を使用
します。指定した vCenter サーバーまたはデータ・センターのユーザー ID に、こ
の役割を割り当てる必要があります。 vCenter 内のすべてのデータ・センターに特
権を伝搬したい場合は、vCenter Server を指定して、「子に伝達 (propagate to

children)」チェック・ボックスを選択します。あるいは、必要なデータ・センター
のみに役割を割り当てて、「子に伝達 (propagate to children)」チェック・ボッ
クスを選択すると、権限を制限することができます。ブラウザーの制約はデータ・
センター・レベルです。

次の例では、2 つの VMware ユーザー・グループに対してデータ・センターへの
アクセスを制御する方法を示します。最初に、技術情報 7047438 に定義されている
すべての特権を含む役割を作成します。この例の特権セットは、
「TDPVMwareManage」という名前の役割で識別されています。グループ 1 は、
Primary1_DC データ・センターと Primary2_DC データ・センター用の仮想マシンを
管理するためのアクセスを必要としています。グループ 2 は、Secondary1_DC デー
タ・センターと Secondary2_DC データ・センター用の仮想マシンを管理するための
アクセスを必要としています。

グループ 1 では、Primary1_DC データ・センターと Primary2_DC データ・センタ
ーに「TDPVMwareManage」役割を割り当てます。グループ 2 では、
Secondary1_DC データ・センターと Secondary2_DC データ・センターに
「TDPVMwareManage」役割を割り当てます。

各 VMware ユーザー・グループ内のユーザーは、Data Protection for VMware
GUI を使用して、それぞれのデータ・センター内の仮想マシンのみを管理できま
す。

ヒント: 役割を作成する際には、オブジェクトに対して他のタスクを実行するために
後で必要になる可能性がある余分な特権を役割に追加することを考慮してくださ
い。

データ・ムーバーを使用するために必要な vCenter Server の特権

vStorage バックアップ・サーバー (データ・ムーバー・ノード) にインストールさ
れている IBM Spectrum Protect データ・ムーバーには、VMCUser オプションおよ
び VMCPw オプションが必要です。VMCUser オプションでは、バックアップ、リスト
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ア、または照会する vCenter Server または ESX サーバーのユーザー ID を指定し
ます。このユーザー ID (VMCUser) に割り当てられる必要な特権により、クライアン
トは仮想マシン環境および VMware 環境で操作を確実に実行することができま
す。このユーザー ID には、技術情報 7047438 に説明されている VMware 特権が
必要です。

バックアップおよびリストア操作用の vCenter Server 役割を作成するには、
VMware vSphere Client の「役割の追加 (Add a Role)」機能を使用します。この
ユーザー ID (VMCUser) の特権を追加する場合は、「子に伝達 (propagate to

children)」オプションを選択する必要があります。また、バックアップおよびリス
トア以外のタスクのために、その他の特権をこの役割に追加することを検討してく
ださい。VMCUser オプションでは、制約は最上位オブジェクトに適用されます。

Data Protection for VMware vSphere GUI 用の IBM Spectrum
Protect 拡張ビューを使用した VMware データ・センターを保護す
るために必要な vCenter Server の特権

IBM Spectrum Protect 拡張 では、GUI へのサインインに必要な特権とは別の一連
の特権が必要です。

インストール時には、IBM Spectrum Protect 拡張のために次のカスタム特権が作成
されます。

v データ・センター > IBM Data Protection

v グローバル > IBM Data Protection

IBM Spectrum Protect 拡張に必要なカスタム特権は、別個の拡張機能として登録さ
れます。特権拡張キーは、com.ibm.tsm.tdpvmware.IBMDataProtection.privileges

です。

これらの特権により、VMware 管理者は IBM Spectrum Protect 拡張のコンテンツ
へのアクセスを有効および無効に設定できます。必要な VMware オブジェクトに
対してこれらのカスタム特権を持つユーザーのみが、IBM Spectrum Protect 拡張の
コンテンツにアクセスできます。 vCenter Server ごとに 1 つの IBM Spectrum
Protect 拡張が登録され、vCenter Server をサポートするように構成されているす
べての GUI ホストによって共有されます。

VMware vSphere Web Client から、IBM Spectrum Protect 拡張を使用してデー
タ保護機能を実行できるユーザーの役割を作成する必要があります。この役割を作
成するには、Web クライアントが必要とする標準の仮想マシン管理者役割の特権に
加えて、「データ・センター」 > 「IBM Data Protection」特権を指定する必要が
あります。それぞれのデータ・センターで、ユーザーによる仮想マシンの管理を許
可する対象のユーザーまたはユーザー・グループごとに、この役割を割り当てま
す。

vCenter レベルのユーザーには、「グローバル」 > 「IBM Data Protection」特権
が必要です。この特権により、ユーザーは vCenter Server と Data Protection for
VMware vSphere GUI Web サーバー間の接続を管理、編集、またはクリアするこ
とが可能になります。この特権は、それぞれの vCenter Server を保護する Data
Protection for VMware vSphere GUI について熟知する管理者に割り当ててくださ
い。IBM Spectrum Protect 拡張の接続は、拡張の「接続」ページで管理します。
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次の例では、2 つのユーザー・グループに対してデータ・センターへのアクセスを
制御する方法を示します。グループ 1 は、NewYork _DC データ・センターと
Boston_DC データ・センター用の仮想マシンを管理するためのアクセスを必要とし
ています。グループ 2 は、LosAngeles_DC データ・センターと SanFranciso_DC デ
ータ・センター用の仮想マシンを管理するためのアクセスを必要としています。

VMware vSphere Client から、例えば「IBMDataProtectManage」役割を作成し、
標準の仮想マシン管理者役割の特権と、さらに「データ・センター」 > 「IBM
Data Protection」特権を割り当てます。

グループ 1 では、NewYork _DC データ・センターと Boston_DC データ・センター
に「IBMDataProtectManage」役割を割り当てます。グループ 2 では、
LosAngeles_DC データ・センターと SanFranciso_DC データ・センターに
「IBMDataProtectManage」役割を割り当てます。

各グループのユーザーは、vSphere Web Client で IBM Spectrum Protect 拡張を
使用して、それぞれのデータ・センター内の仮想マシンのみを管理できます。

不十分な権限に関連した問題

Web ブラウザーのユーザーにデータ・センターに対する十分な権限がない場合、ビ
ューへのアクセスがブロックされます。 代わりに、ユーザーの権限が不十分である
ために管理対象データ・センターへのアクセスを許可されていないことを通知す
る、エラー・メッセージ GVM2013E が発行されます。不十分な権限から生じる問
題について、ユーザーに通知するその他の新規メッセージも参照可能です。権限に
関連した問題を解決するには、ユーザー役割が前のセクションの説明に従ってセッ
トアップされていることを確認してください。ユーザー役割は、「vCenter Server
のユーザー ID およびデータ・ムーバーに必要な特権」表に示されるすべての特権
を持っている必要があります。また、これらの特権は「子に伝達 (propagate to

children)」チェック・ボックスを使用してデータ・センター・レベルで適用されて
いる必要があります。

IBM Spectrum Protect 拡張 ユーザーに、データ・センターに対する十分な権限が
ない場合、データ・センターとそのコンテンツのデータ保護機能が拡張で使用不可
になります。

IBM Spectrum Protect ユーザー ID (VMCUser オプションによって指定される) に
含まれる権限が、バックアップおよびリストア操作に不十分である場合は、次のメ
ッセージが表示されます。

ANS9365E VMware vStorage API エラー。
「この操作を実行する許可が拒否されました。」

IBM Spectrum Protect ユーザー ID に含まれる権限がマシンの表示には不十分で
ある場合は、次のメッセージが表示されます。

VM コマンドのバックアップが開始されました。処理する仮想マシンの合計数: 1
ANS4155E 仮想マシン 'tango' が VMware サーバー上に見つかりませんでした。
ANS4148E 仮想マシン 'foxtrot' の完全 VM バックアップが失敗しました。RC 4390

権限の問題に関するログ情報を VMware Virtual Center サーバーから取得するに
は、次の手順で行います。
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1. 「vCenter Server 設定 (vCenter Server Settings)」で、「ロギング・オプショ
ン (Logging Options)」を選択して、「vCenter ロギング (vCenter
Logging)」を「Trivia (Trivia)」に設定します。

2. 権限エラーを再現します。

3. 余分なログ情報が記録されないように、「vCenter ロギング (vCenter
Logging)」を前の値にリセットします。

4. 「システム・ログ (System Logs)」で、最新の vCenter Server ログ
(vpxd-wxyz.log) を探し、ストリング NoPermission を検索します。例えば、次
のとおりです。

[2011-04-27 15:15:35.955 03756 verbose 'App'] [VpxVmomi] Invoke error:
vim.VirtualMachine.createSnapshot session: 92324BE3-CD53-4B5A-B7F5-96C5FAB3F0EE
Throw: vim.fault.NoPermission

このログ・メッセージは、ユーザー ID に含まれる権限が、スナップショット
の作成 (createSnapshot) には不十分であることを示しています。

第 1 章 VM 用の保護 21



22 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



第 2 章 IBM Spectrum Protect 拡張を使用したデータの管理

IBM Spectrum Protect 拡張は、Data Protection for VMware vSphere GUI のビ
ューを提供する VMware vSphere Web Client 拡張です。

IBM Spectrum Protect 拡張は、VMware vSphere Web Client 内の統合のために
設計されていますが、この拡張のデータとコマンドは Data Protection for VMware
vSphere GUI Web サーバーから取得されます。

IBM Spectrum Protect 拡張は、Data Protection for VMware vSphere GUI のブ
ラウザーのビューで使用可能な機能のサブセット、およびいくつかの追加機能を提
供します。 ご使用の環境に応じて、この拡張を使用して、バックアップ管理のニー
ズ (スケジュール・バックアップ・サービスへの仮想マシン (VM) の組み込みや除
外、バックアップの保存ポリシーの変更、保護する VM ディスクの選択、バックア
ップのデータ整合性の設定、VM バックアップに対するアプリケーション保護の提
供など) に合うようにバックアップ・ポリシーを構成することができます。

また、この拡張を使用して、要求時バックアップ操作およびリストア操作を開始し
たり、vSphere オブジェクト内のすべての VM に関する最新のバックアップ情報を
表示したりすることもできます。この情報には、VM が一度もバックアップされて
いないため、あるいは危険ポリシーで設定された時間間隔内にバックアップが行わ
れなかったために、保護されていない危険な状態にある VM の ID が含まれます。

始めに
VMware データ・センターのデータ保護を管理するための、IBM Spectrum Protect
拡張のインストール、セットアップ、使用に関するタスクについて説明します。

表 2. IBM Spectrum Protect 拡張のインストール、セットアップ、および管理のタスクのロ
ードマップ

タスク 説明 詳細情報

vSphere レベルごと
に使用可能な機能の確
認

vSphere レベルごとに使用可能
な機能について説明します。

25 ページの『使用可能な機能』

IBM Spectrum
Protect 拡張のインス
トール

IBM Spectrum Protect 拡張 を
インストールするには、インス
トール・ウィザードを使用して
インストールする場合は、
「vSphere Web Client 拡張と
して登録」を選択します。サイ
レント・モードでインストール
する場合、REGISTER_EXTENSION

パラメーターを使用します。

IBM Data Protection 延長

Data Protection for VMware コ
ンポーネントのインストール
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表 2. IBM Spectrum Protect 拡張のインストール、セットアップ、および管理のタスクのロ
ードマップ (続き)

タスク 説明 詳細情報

IBM Spectrum
Protect 拡張で必要な
情報の構成

インストール・ウィザードが完
了したら、構成ウィザードが開
きます。 ウィザードの指示に従
って、構成を完了してくださ
い。

ウィザードを使用した、新規イン
ストール済み環境の構成

IBM Spectrum
Protect 拡張の特権を
役割に割り当てる

インストール時には、IBM
Spectrum Protect 拡張のために
カスタム特権が作成されます。
その特権を VMware 管理者お
よびユーザーの役割に割り当て
る必要があります。

VMware vCenter Server のユー
ザー特権の要件

Data Protection for
VMware vSphere
GUI への接続

IBM Spectrum Protect 拡張の内
容は、vCenter 用に事前に構成
されている Data Protection for
VMware vSphere GUI が提供
するバックエンド・サービスに
より異なります。 vCenter の拡
張機能を有効にするには、その
vCenter の Web GUI への接続
を最初に作成する必要がありま
す。

Data Protection for VMware
vSphere GUI への接続

タグ付けサポートの有
効化とバックアップ・
ポリシーの構成 (オプ
ション)

IBM Spectrum Protect 拡張を使
用して、スケジュールされたバ
ックアップ・サービスからの仮
想マシン (VM) の除外や、仮想
マシン・バックアップの保存ポ
リシーの変更など、バックアッ
プ・ポリシーの変更が可能で
す。

この機能を使用するには、
VMware のタグ付けのサポート
を有効にする必要があります。
IBM Spectrum Protect 拡張また
は vSphere PowerCLI バージョ
ン 5.5 R2 以降などのツールか
らタグ付けサポートを有効にす
ることができます。

タグ付けサポートの有効化

30 ページの『バックアップ・ポ
リシーの構成』

データ保護の管理 IBM Spectrum Protect 拡張を使
用して、VMware データ・セン
ターのデータ保護タスクを管理
します。

41 ページの『仮想マシンのバッ
クアップ操作の管理』

48 ページの『仮想マシンのリス
トア』
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表 2. IBM Spectrum Protect 拡張のインストール、セットアップ、および管理のタスクのロ
ードマップ (続き)

タスク 説明 詳細情報

トラブルシューティン
グ

Platform Services Controller 接
続の問題などの解決方法やトレ
ースの有効化の方法を学習し、
IBM Data Protection 拡張メッ
セージの詳細情報を取得しま
す。

208 ページの『IBM Spectrum
Protect 拡張の問題のトラブルシ
ューティング』

使用可能な機能
IBM Spectrum Protect 拡張で使用可能な機能は、使用している VMware vSphere
のバージョンによって異なります。

VMware vSphere 6.0 以降を使用する場合、リストア、バックアップ、およびタグ
付けの機能が使用可能です。 VMware vSphere 5.5 を使用する場合、リストアおよ
びバックアップの機能のみが使用可能です。

関連タスク:

26 ページの『タグ・サポートの有効化』

Data Protection for VMware vSphere GUI への接続
IBM Spectrum Protect 拡張の内容は、vCenter 用に事前に構成されている Data
Protection for VMware vSphere GUI が提供するバックエンド・サービスにより異
なります。 拡張を使用するには、Data Protection for VMware vSphere GUI がイ
ンストールされているホストへの接続を作成する必要があります。

手順

Data Protection for VMware vSphere GUI ホストへの接続を作成するには、以下
のようにします。

1. vSphere Web Client オブジェクト・ナビゲーターで、「IBM Spectrum
Protect」をクリックします。

2. 「管理」タブをクリックします。 IBM Spectrum Protect 拡張 を使用して管理
することができる vCenter が「接続」ページに表示されます。

3. vCenter を選択し、「編集」アイコンをクリックします。

4. Data Protection for VMware vSphere GUI サーバーのホスト名または IP ア
ドレスとポートを入力し、「保存」をクリックします。

タスクの結果

接続が成功したら、vCenter の「接続状態 (Connection Status)」列に「検証済み
接続 (Verified Connection)」が表示されます。
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タグ・サポートの有効化
IBM Spectrum Protect は、VMware vSphere タグを使用して、仮想マシンの保護
を管理するためのバックアップ・ポリシーを確立します。

これらのポリシーについては、 30 ページの『バックアップ・ポリシーの構成』で
説明しています。ただし、バックアップ・ポリシーを構成できるようにするには、
事前にタグ付けサポートを有効にする必要があります。

データ・ムーバー・ノードをタグ・ベース・ノードとして設定
データ・ムーバー・ノードでタグ付けサポートが有効にされている場合、管理者
は、データ保護タグを VMware インベントリー・オブジェクトに適用することが
できます。VMware インベントリー・オブジェクトには、ホスト・クラスター、デ
ータ・センター、ホスト、リソース・プール、仮想マシン、およびフォルダー
(「ホストおよびクラスター」フォルダー、「VM およびテンプレート」フォルダ
ー) などがあります。

始める前に

次の要件が満たされていることを確認してください。

v VMware vCenter Server がバージョン 6.0 Update 1 以降である。

v Data Protection for VMware vSphere GUI がタグ付けサポートで正しく機能す
るためには、GUI のインストール時に以下の要件が満たされている必要がありま
す。

– 少なくとも 1 つのデータ・ムーバーと Data Protection for VMware
vSphere GUI は、同じサーバー上にインストールされている必要がありま
す。vCenter Server の資格情報を保存するように、データ・ムーバー・ノー
ドを構成する必要があります。 構成ウィザードを実行してデータ・ムーバ
ー・ノードのパスワードを保存するか、データ・ムーバーのコマンド・ライ
ンで dsmc set password コマンドを使用することで、資格情報を保存するこ
とができます。

仮想マシンまたは物理マシン上で稼働している他のデータ・ムーバーを追加
データ・ムーバーとして使用する場合、そのデータ・ムーバーを他のサーバ
ーにインストールすることができます。タグ付けをサポートするには、これ
らのすべてのデータ・ムーバーが vmtagdatamover=yes オプションで構成さ
れている必要もあります。これらの追加のデータ・ムーバーがタグ・ベース
のデータ・ムーバーとして正しく機能するために、同じサーバー上に Data
Protection for VMware vSphere GUI がインストールされている必要はあり
ません。

– Linux Linux データ・ムーバーの場合、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーおよび LD_LIBRARY_PATH 環境変数に Java™ 共有ライブ
ラリー libjvm.so を指定したことを確認してください。データ・ムーバーで
vmtagdatamover オプションを使用可能にする場合は、タグ付けサポートで
libjvm.so へのパスが使用されます。手順については、vSphere 環境でのデ
ータ・ムーバー・ノードのセットアップを参照してください。
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– Linux Linux オペレーティング・システムでは、Data Protection for
VMware vSphere GUI はデフォルトのユーザー名 (tdpvmware) を使用して
インストールする必要があります。

– Linux Linux データ・ムーバー・ノードの場合、デフォルトのパスワー
ド・ファイル (/etc/adsm/TSM.PWD) を使用しなければなりません。

このタスクについて

データ保護タグを使用して、VMware インベントリー・オブジェクト内の仮想マシ
ンのバックアップ・ポリシーを構成することができます。これらのデータ保護タグ
は、変更可能な設定として IBM Spectrum Protect 拡張に提示されます。 スケジュ
ールに関連するタグの場合、仮想マシンは、スケジュールによって保護されている
保護セット内になければなりません。保護セットは、Schedule (IBM Spectrum

Protect) タグが割り当てられているコンテナー内の仮想マシンから構成されます。

手順

以下のいずれかの方式を使用します。

v Data Protection for VMware vSphere GUI を使用して、Windows のタグ付け
サポートのために新規データ・ムーバーを構成するには、以下の手順を実行しま
す。

1. Data Protection for VMware vSphere GUI がインストールされている
Windows システムで、Web ブラウザーを開き、GUI Web サーバー・アド
レスを入力して、GUI を開始します。 例えば、次のとおりです。

https://<GUI web server address>:9081/TsmVMwareUI/

vCenter のユーザー ID およびパスワードを使用してログインします。

2. 「構成」タブに進み、「IBM Spectrum Protect 構成の編集」アクションを
選択します。

3. 構成ノートブックの「データ・ムーバー・ノード」ページに進みます。

4. 以下のステップを実行して、データ・ムーバー・ノードを追加します。

a. タグ付けサポートをセットアップしたいデータ・ムーバー・ノードに対
して、「サービスの作成」を選択し、「タグ・ベース・ノード」を選択
します。

b. タグ・ベースのノードをデフォルトのデータ・ムーバーとして指定する
には、「デフォルトのデータ・ムーバー」を選択します。デフォルトの
データ・ムーバー・ノードは、データ・センター内のコンテナーが既に
保護セットに属している場合、そのコンテナーに追加されたすべての新
規 VM をバックアップします。デフォルトのデータ・ムーバーは、Data

Mover タグが割り当てられていない保護セット内の VM もバックアップ
します。

ヒント: 構成を編集したり、新規データ・ムーバー・ノードを追加した
り、その新規データ・ムーバーをデータ・センターのデフォルトのデー
タ・ムーバーとして選択したりする際に、他のデータ・ムーバー・オプ
ション・ファイルで vmtagdefaultdatamover オプションが設定されてい
る場合、データ・センター内の他のデータ・ムーバーのデータ・ムーバ
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ー・オプション・ファイルを手動で編集し、vmtagdefaultdatamover の
値を新規に作成したデータ・ムーバーに変更する必要があります。

c. 「OK」をクリックして変更を保存します。

vmtagdefaultdatamover オプションおよび vmtagdefaultdatamover オプ
ション (設定した場合) が、データ・ムーバー・オプション・ファイル
(dsm.opt) に追加されます。

v タグ付けサポートのために、新規または既存の Linux データ・ムーバー・ノー
ドを構成する、あるいは既存の Windows データ・ムーバー・ノードを構成する
には、次のようにします。

1. vmtagdatamover yes オプションをデータ・ムーバー・オプション・ファイル
(Linux の場合は dsm.sys、Windows の場合は dsm.opt) に追加します。

2. タグ・ベースのノードをデフォルトのデータ・ムーバーとして指定するに
は、vmtagdefaultdatamover yes オプションまたは vmtagdefaultdatamover
dm_name オプションをデータ・ムーバー・オプション・ファイルに追加しま
す。

ヒント: 構成を編集したり、新規データ・ムーバー・ノードを追加したり、
その新規データ・ムーバーをデータ・センターのデフォルトのデータ・ムー
バーとして選択したりする際に、他のデータ・ムーバー・オプション・ファ
イルで vmtagdefaultdatamover オプションが設定されている場合、データ・
センター内の他のデータ・ムーバーのデータ・ムーバー・オプション・ファ
イルを手動で編集し、vmtagdefaultdatamover の値を新規に作成したデー
タ・ムーバーに変更する必要があります。

タスクの結果

データ・ムーバー・ノードがタグ付けサポートに対して有効になっている場合、デ
ータ・ムーバーはバックアップの実行時にタグ付け情報について VMware インベ
ントリーを照会します。 その後、データ・ムーバーは、設定されているデータ保護
タグに応じて仮想マシンをバックアップします。 データ・ムーバー・ノードがタグ
付けサポート用に構成されていない場合、バックアップ操作時にすべてのデータ保
護タグは無視されます。

関連情報:

Vmtagdatamover

Vmtagdefaultdatamover

バックアップ・ポリシーの構成
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VMware インベントリーのタグの作成
タグ付け機能を使用できるようにするには、事前に VMware インベントリー内に
IBM Spectrum Protect タグを作成する必要があります。タグは、IBM Spectrum
Protect 拡張 の使用時、またはデータ・ムーバー・コマンド・ラインでのコマンド
の実行時に作成されます。

このタスクについて

VMware インベントリーにデータ保護タグとカテゴリーが作成されると、vSphere
PowerCLI バージョン 5.5 R2 以降などのツールを使用して、これらのタグをイン
ベントリー・オブジェクトに適用することでインベントリー・オブジェクトのバッ
クアップ・ポリシーを変更できます。

手順

VMware インベントリーにデータ保護タグとカテゴリーを作成するには、以下のい
ずれかの方法を使用します。

v IBM Spectrum Protect 拡張を使用して、インベントリー・オブジェクトのバッ
クアップ・ポリシーを構成します。インベントリー・オブジェクトのバックアッ
プ・ポリシーを変更すると、該当するデータ保護タグが自動的にオブジェクトに
適用されます。

v データ・ムーバー・ノードで dsmc set vmtags コマンドを実行します。 タグを
作成するためにこのコマンドを実行する必要があるのは、1 回のみです。デー
タ・ムーバー・ノードごとにこのコマンドを実行する必要はありません。

旧バージョンのデータ・ムーバー・ソフトウェアからアップグレードする場合
は、dsmc set vmtags コマンドを再実行して、新規バージョンのクライアントで
使用可能な新規タグを作成します。

v データ・ムーバー・ノードから、クライアント・オプション・ファイルまたは
backup vm コマンドで vmtagdatamover yes オプションを指定して、インベント
リー・オブジェクト内の仮想マシンをバックアップします。 例: backup vm

testvm -vmtagdatamover=yes

タスクの結果

VMware インベントリーにデータ保護設定が作成されます。作成されるタグのリス
トについては、サポートされるデータ保護タグを参照してください。

関連タスク:

26 ページの『データ・ムーバー・ノードをタグ・ベース・ノードとして設定』

30 ページの『バックアップ・ポリシーの構成』

関連情報:

Vmtagdatamover

domain.vmfull

set vmtags
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バックアップ・ポリシーの構成
VMware 資産のバックアップを管理する方法 (スケジュール・バックアップ・サー
ビスへの仮想マシン (VM) の組み込みや除外、バックアップの保存ポリシーの変
更、保護する VM ディスクの選択、バックアップのデータ整合性の設定、VM バ
ックアップに対するアプリケーション保護の提供など) を変更することができま
す。

始める前に

バックアップ・ポリシーの構成のヒントの情報を確認してください。

このタスクについて

以下の VMware インベントリー・オブジェクトは、バックアップ・ポリシーの構
成に使用できるコンテナーです。

v Datacenter

v フォルダー (「ホストおよびクラスター」フォルダー、「VM およびテンプレー
ト」フォルダー)

v ホスト

v ホスト・クラスター

v リソース・プール

v 仮想マシン

手順
1. 以下のいずれかの方法を使用して、「IBM Spectrum Protect」ウィンドウにナ

ビゲートします。

v vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「アクシ
ョン」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「データ保
護の管理」をクリックします。

v vSphere Web Client でオブジェクトを選択し、「管理」 > 「IBM
Spectrum Protect」 > 「編集」をクリックします。

ヒント: インベントリー・オブジェクトの既存のバックアップ・ポリシーを表示
するには、インベントリー・オブジェクトを選択し、「管理」 > 「IBM
Spectrum Protect」をクリックします。

2. 以下のデータ保護設定の 1 つ以上を更新します。「説明」列のリンクの 1 つを
クリックし、データ保護設定の詳細を確認します。

オプション 説明

スケジュール名 31 ページの『仮想マシンをバックアップす
るためのスケジュールの選択』

バックアップから除外 33 ページの『スケジュール・バックアッ
プ・サービスの対象となる仮想マシンの除外
または組み込み』

保存ポリシー 34 ページの『仮想マシン・バックアップの
保存ポリシーの指定』
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オプション 説明

データ・ムーバー (VM のみ) 35 ページの『仮想マシンをバックアップす
るためのデータ・ムーバーの選択』

ディスク保護 37 ページの『ディスク保護の設定による仮
想マシン・ディスクの保護』

データ整合性 38 ページの『仮想マシン・バックアップの
データ整合性の設定』

アプリケーション保護 (VM のみ) 39 ページの『仮想マシンのアプリケーショ
ン保護の有効化』

ヒント: フィールドに継承アイコンとオブジェクト名が表示される場合、表示さ
れるデータ保護設定は、上位のインベントリー・オブジェクトから継承したもの
です。この設定を変更すると、現行レベルのオブジェクトおよびすべての下位オ
ブジェクトが継承したプロパティーがオーバーライドされます。データ保護設定
の継承について詳しくは、データ保護設定の継承を参照してください。

データ保護設定は、データ保護タグに対応します。タグについて詳しくは、サポ
ートされるデータ保護タグを参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンは、IBM Spectrum Protect ウィンドウでデータ保護設定が無効
の場合は使用できません。VM の設定を変更する場合は、「スケジュール」フ
ィールド以外のすべてのフィールドをこのウィンドウで更新できます。他のスケ
ジュールを選択するにはスケジュールが割り当てられているコンテナー・オブジ
ェクトを選択します。次に、「 OK」をクリックする前に、 VM を選択してデ
ータ保護設定を変更します。

すべてのデータ保護設定を変更して、継承された状態 (存在する場合) に戻す場
合、「ローカル設定をクリア」をクリックします。

タスクの結果

インベントリー・オブジェクトのバックアップ・ポリシーを更新すると、データ保
護タグがオブジェクトに割り当てられます。割り当てられたタグおよびカテゴリー
は、インベントリー・オブジェクトの「要約」タブで、「タグ」ポートレットに表
示されます。

仮想マシンをバックアップするためのスケジュールの選択
「スケジュール」フィールドからスケジュールを選択し、vSphere インベントリ
ー・オブジェクト内の仮想マシンを自動的にバックアップする頻度とタイミングを
指定します。

このタスクについて

スケジュールを選択すると、Schedule カテゴリーおよびタグがコンテナー・オブジ
ェクト (ホストやクラスターなど) に割り当てられます。タグ (スケジュール名) の
値は、使用する IBM Spectrum Protect スケジュールの名前と一致している必要が
あります。そのコンテナー内あるいは子コンテナー・オブジェクト内のすべての
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VM が、このスケジュールによってバックアップされます。特定の VM をバック
アップしたくない場合は、それらの VM または上位のコンテナー・オブジェクト
(VM フォルダーなど) に対して Excluded タグを設定することができます。

スケジュールは、IBM Spectrum Protect サーバー管理者または VMware 管理者に
よって定義されます。容易に使用できるようにするために、管理者は、IBM
Spectrum Protect Operations Center Version 8.1 を使用して、タグ付けと互換性
のあるスケジュールを作成することができます。

スケジュールには、以下の主要な属性が含まれます。

v スケジュールされた開始時刻

v スケジュールが実行される頻度

v VM のバックアップに使用する 1 つ以上のデータ・ムーバーの ID

v -domain.vmfull=Schedule-Tag オプションの指定 (他のドメイン・レベル・オプ
ションは指定しない)

ただし、保護する VM は、スケジュール定義の一部ではありません。代わりに、
IBM Spectrum Protect 拡張 の「管理」 > 「データ保護」アクションを使用し
て、vSphere オブジェクト (ホスト・クラスターやフォルダーなど) にスケジュール
を割り当てることで、VM のセットを定義します。

スケジュールは、親インベントリー・オブジェクトから継承することができます。
「スケジュール」フィールドには、インベントリー・オブジェクトおよびすべての
子オブジェクトに使用されるスケジュールが表示されます。インベントリー・オブ
ジェクトに継承または割り当てられたスケジュールがない場合、フィールドに警告
メッセージが表示され、VM はどのスケジュール・バックアップにも含まれませ
ん。複数のインベントリー・オブジェクトを選択した場合、スケジュール名はフィ
ールドに表示されません。使用可能なスケジュールを選択する必要があります。

「スケジュール」フィールドで使用可能なスケジュールを選択することで、親スケ
ジュールをオーバーライドすることができます。

ヒント: VM レベルでスケジュールを変更することはできません。代わりに、親オ
ブジェクト (フォルダーなど) を選択して、スケジュールをその親に割り当てます。
親オブジェクトに保護する予定より多くの子オブジェクトまたは子仮想マシンが含
まれている場合、それらのオブジェクトまたは仮想マシンの「バックアップからの
除外」フィールドで「はい」をクリックします。除外されたオブジェクトまたは仮
想マシンは、スケジュールの実行時にバックアップされません。

手順
1. vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「アクショ

ン」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管
理」をクリックします。データ・センター、フォルダー (「ホストおよびクラス
ター」フォルダー、「VM およびテンプレート」フォルダー)、ホスト、ホス
ト・クラスター、あるいはリソース・プールを選択することができます。

vSphere Web Client でオブジェクトを選択し、「管理」 > 「IBM Spectrum
Protect」 > 「編集」をクリックすることもできます。

2. 「スケジュール」フィールドからスケジュールを選択します。
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Schedule (IBM Spectrum Protect) カテゴリーおよびタグと互換性のあるスケジ
ュールのみを選択することができます。互換性のあるスケジュールの定義につい
ては、サポートされるデータ保護タグで Schedule カテゴリーおよびタグに関す
る情報を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

タスクの結果

スケジュール・バックアップから除外されたオブジェクトを除き、インベントリ
ー・オブジェクトおよびすべての子オブジェクト内のすべての VM が、選択された
スケジュールによって保護されます。

vCenter 用に作成された IBM Spectrum Protect スケジュールのリストを表示する
こともできます。詳しくは、 41 ページの『vCenter でのバックアップ・スケジュ
ールの管理』を参照してください。

関連タスク:

『スケジュール・バックアップ・サービスの対象となる仮想マシンの除外または組
み込み』

スケジュール・バックアップ・サービスの対象となる仮想マシンの
除外または組み込み

IBM Spectrum Protect 拡張 を使用して、スケジュール・バックアップ・サービス
の対象となる仮想マシン (VM) を組み込みまたは除外することができます。

このタスクについて

通常、VMware データ・センターの VM は、IBM Spectrum Protect for Virtual
Environments: Data Protection for VMware を使用してスケジュールされたバッ
クアップ・サービスにより保護されています。ただし、シナリオによっては、スケ
ジュールされたバックアップから VM を除外したい場合があります。例えば、その
VM をテストのためだけに使用する場合や、その VM にほとんどアクセスしない
場合など、VM を除外することがあります。

その他のシナリオでは、特定のレベルの vSphere インベントリー・オブジェクト内
の VM のみをバックアップする必要がある場合があります。

仮想マシンは、スケジュールによって保護されている保護セット内になければなり
ません。保護セットは、Schedule (IBM Spectrum Protect) タグが割り当てられた
コンテナー内の仮想マシンから構成されます。

手順
1. vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「アクショ

ン」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管
理」をクリックします。データ・センター、フォルダー (「ホストおよびクラス
ター」フォルダー、「VM およびテンプレート」フォルダー)、ホスト、ホス
ト・クラスター、リソース・プール、または VM を選択することができます。
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vSphere Web Client でオブジェクトを選択し、「管理」 > 「IBM Spectrum
Protect」 > 「編集」をクリックすることもできます。

2. 「バックアップからの除外」フィールドから項目を選択します。

v はい - スケジュール・バックアップから VM を除外します。

v いいえ - スケジュール・バックアップに VM を組み込みます。デフォルト
では、これが選択されます。

継承設定にかかわらず VM がスケジュール・バックアップに組み込まれるよ
うにするには、「いいえ」を選択します。

選択されたオブジェクトが VM である場合、「バックアップからの除外」設定
は、選択された VM のみに適用されます。

ヒント: フィールドに継承アイコンとオブジェクト名が表示される場合、表示さ
れるデータ保護設定は、上位のインベントリー・オブジェクトから継承したもの
です。この設定を変更すると、現行レベルのオブジェクトおよびすべての下位オ
ブジェクトが継承したプロパティーがオーバーライドされます。データ保護設定
の継承について詳しくは、データ保護設定の継承を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

タスクの結果

除外された VMware オブジェクト内の仮想マシンは、将来のスケジュール・バッ
クアップ操作ではバックアップされません。ただし、除外されたオブジェクトのオ
ンデマンド・バックアップは引き続き実行できます。

関連タスク:

43 ページの『仮想マシンのオンデマンド・バックアップの開始』

仮想マシン・バックアップの保存ポリシーの指定
IBM Spectrum Protect サーバー上に仮想マシン (VM) バックアップを保持する期
間、また保持するバックアップのバージョン数を指定できます。

このタスクについて

保存ポリシーは、バックアップ・バージョンが失効するまでサーバー上にバックア
ップ・バージョンを保持できる日数、またはサーバー上に保持できるバックアッ
プ・バージョンの数のどちらかを設定できます。 サーバーのバックアップ・バージ
ョンが失効すると、サーバー・ストレージから削除されます。

管理クラスを指定しない場合、保存ポリシーは、親オブジェクトから継承されま
す。継承された設定が存在しない場合、vmmc オプションで指定された管理クラスが
使用されます。 vmmc オプションが設定されていない場合、データ・センター・ノ
ードのデフォルトの保存ポリシーが使用されます。

使用可能な保存ポリシーはデータ・センターに関連付けられており、IBM Spectrum
Protect サーバー管理者によって作成されています。追加の保存ポリシーが必要な場
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合は、サーバー管理者に連絡してください。

手順
1. vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「アクショ

ン」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管
理」をクリックします。データ・センター、フォルダー (「ホストおよびクラス
ター」フォルダー、「VM およびテンプレート」フォルダー)、ホスト、ホス
ト・クラスター、リソース・プール、または VM を選択することができます。

vSphere Web Client でオブジェクトを選択し、「管理」 > 「IBM Spectrum
Protect」 > 「編集」をクリックすることもできます。

2. 「保存ポリシー」リストからポリシーを選択します。

選択されたオブジェクトが VM である場合、データ保護設定は、選択された
VM のみに適用されます。

ヒント: フィールドに継承アイコンとオブジェクト名が表示される場合、表示さ
れるデータ保護設定は、上位のインベントリー・オブジェクトから継承したもの
です。この設定を変更すると、現行レベルのオブジェクトおよびすべての下位オ
ブジェクトが継承したプロパティーがオーバーライドされます。データ保護設定
の継承について詳しくは、データ保護設定の継承を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

タスクの結果

選択したインベントリー・オブジェクト内の VM に対して設定した保存ポリシー
は、それ以降のすべてのバックアップ操作で使用されます。保存ポリシーが変更さ
れた場合、既存のバックアップは、次回のバックアップ時に新規の保存ポリシーに
再バインドされます。

関連情報:

domain.vmfull

仮想マシンをバックアップするためのデータ・ムーバーの選択
「データ・ムーバー」フィールドから、仮想マシンのバックアップに使用するデー
タ・ムーバーを選択します。このフィールドは、仮想マシン・オブジェクトでのみ
使用可能です。

このタスクについて

データ・ムーバーは、VM を IBM Spectrum Protect サーバーにバックアップする
IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware
プログラムの一部です。データ・ムーバーは、Data Protection for VMware がイン
ストールされているサーバー上にあります。
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「データ・ムーバー」フィールドには、VM に割り当てられた、あるいは親インベ
ントリー・オブジェクトから継承したデータ・ムーバーが示されます。データ・ム
ーバーは、親オブジェクトに割り当てられたスケジュールを介して、親オブジェク
トから継承されます。

スケジュールによって VM をバックアップするためには、それらの VM が、スケ
ジュールに属するコンテナー・オブジェクト内になければならず、少なくとも 1 つ
のデータ・ムーバーがスケジュールに関連付けられている必要があります。

コンテナー・オブジェクトに割り当てられたスケジュールが単一のデータ・ムーバ
ーを指定している場合、VM は、データ・ムーバー割り当てをコンテナー・オブジ
ェクトから継承します。ただし、スケジュールに複数のデータ・ムーバー・アソシ
エーションがある場合は、各 VM に明示的なデータ・ムーバー割り当てが必要で
す。それ以外の場合は、関連付けられたデータ・ムーバーの 1 つがデフォルトのデ
ータ・ムーバーとして構成されていれば、VM はそのデフォルトのデータ・ムーバ
ーによってバックアップされます。

手順
1. vSphere Web Client で VM を選択し、「アクション」 > 「すべての IBM

Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管理」をクリックします。

VM をクリックし、「管理」 > 「IBM Spectrum Protect」 > 「編集」をクリ
ックすることもできます。

2. 「データ・ムーバー」フィールドで、リストからデータ・ムーバーを選択しま
す。 リスト内のすべてのデータ・ムーバーが、VM に関連付けられているスケ
ジュールに関連付けられ、「スケジュール」フィールドに表示されます。VM
にスケジュールが関連付けられていない場合、データ・ムーバーは表示されませ
ん。

ヒント:

v 複数の VM に対して 1 つのデータ・ムーバーを設定することができるの
は、「モニター」 > 「IBM Spectrum Protect」タブにナビゲートし、同じ
スケジュールによってバックアップされる複数の VM を選択し、「アクショ
ン」 > 「データ保護の管理」をクリックした場合のみです。

v スケジュールに関連付けられたデータ・ムーバーを追加または除去する必要
がある場合は、「IBM Spectrum Protect」 > 「管理」 > 「スケジュー
ル」をクリックし、スケジュールを選択して「編集」をクリックします。

仮想マシンにデータ・ムーバーを割り当てない場合、データ・ムーバーは親オブ
ジェクトから継承されます。継承された設定が存在しない場合、仮想マシンは、
スケジュール内のデフォルトのデータ・ムーバー (存在する場合) によってバッ
クアップされます。それ以外の場合、仮想マシンはバックアップされず、仮想マ
シンにデータ・ムーバーが割り当てられるまでは IBM Spectrum Protect 拡張
の「Monitor」表で 「危険」状況として識別されます。

3. オプション: データ・ムーバーの選択を継承した状態 (存在する場合) に戻すに
は、「データ・ムーバー」フィールドから「クリア」を選択します。

すべてのデータ保護設定を変更して、継承した状態に戻したい場合は、「ローカ
ル設定をクリア」をクリックします。
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4. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

関連タスク:

41 ページの『vCenter でのバックアップ・スケジュールの管理』

ディスク保護の設定による仮想マシン・ディスクの保護
仮想マシン (VM) のバックアップに含める仮想マシン・ディスクを選択します。

このタスクについて

VM ディスクは、ディスク番号によって識別されます。例えば、ほとんどの場合、
ディスク 1 はシステム・ディスクです。

デフォルトのバックアップ動作 (すべての VM ディスクがバックアップ操作に含ま
れます) を変更したい場合は、以下の手順を実行します。親オブジェクトから継承
した非デフォルト動作を変更することもできます。

手順
1. vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「アクショ

ン」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管
理」をクリックします。データ・センター、フォルダー (「ホストおよびクラス
ター」フォルダー、「VM およびテンプレート」フォルダー)、ホスト、ホス
ト・クラスター、リソース・プール、または VM を選択することができます。

vSphere Web Client でオブジェクトを選択し、「管理」 > 「IBM Spectrum
Protect」 > 「編集」をクリックすることもできます。

2. 「IBM Spectrum Protect」ウィンドウの「ディスク保護」フィールドから、以
下のいずれかの項目を選択します。

すべてのディスク
すべてのディスクを VM バックアップに組み込みます。

ディスク 1 以外のすべてのディスク
ディスク 1 を除くすべてのディスクを VM バックアップに組み込みま
す。

ディスク 1 のみ
ディスク 1 のみを VM バックアップに組み込みます。

ディスク n,n,n,... のみ
ディスクのカスタム・セットを VM バックアップに組み込みます。例
えば、「ディスク 1,3,5 のみ」では、ディスク 1、3、および 5 のみを
バックアップします。

この項目は、Disk Backup List カテゴリーおよび Include:disk
number,disk number,... タグ値が「IBM Spectrum Protect」ウィンド
ウの外部で設定されている場合にのみ使用可能です。例えば、タグ
Include:1,3,5 では、ディスク 1、3、および 5 のみが VM バックア
ップに組み込まれます。
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ディスク n,n,n,... を除くすべてのディスク
ディスクのカスタム・セットを除くすべてのディスクを VM バックア
ップに組み込みます。例えば、「ディスク 2,3,4 を除くすべてのディス
ク」では、ディスク 2、3、および 4 を除くすべてのディスクをバック
アップします。

この項目は、Disk Backup List カテゴリーおよび Exclude:disk
number,disk number,... タグ値が「IBM Spectrum Protect」ウィンド
ウの外部で設定されている場合にのみ使用可能です。例えば、タグ
Exclude:2,3,4 を使用すると、ディスク 2、3、および 4 を除くすべて
のディスクがバックアップされます。

組み込む、または除外するディスクを指定せず、継承された設定が存在しない場
合、すべての仮想マシン・ディスクがバックアップされます。

ヒント: フィールドに継承アイコンとオブジェクト名が表示される場合、表示さ
れるデータ保護設定は、上位のインベントリー・オブジェクトから継承したもの
です。この設定を変更すると、現行レベルのオブジェクトおよびすべての下位オ
ブジェクトが継承したプロパティーがオーバーライドされます。データ保護設定
の継承について詳しくは、データ保護設定の継承を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

仮想マシン・バックアップのデータ整合性の設定
スナップショットの障害によって失敗する仮想マシン・バックアップ操作に対して
実施するデータ整合性を選択します。

このタスクについて

実施するスナップショット試行の回数、およびスナップショットを試行する前に仮
想マシン・ファイル・システム (すべてのアプリケーションを含む) を静止するかど
うかを指定することで、データ整合性のレベルを設定することができます。

スナップショット試行を指定せず、継承された設定が存在しない場合、
include.vmsnapshotattempts オプションで指定されたスナップショット試行が使用
されます。

手順
1. vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「アクショ

ン」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管
理」をクリックします。データ・センター、フォルダー (「ホストおよびクラス
ター」フォルダー、「VM およびテンプレート」フォルダー)、ホスト、ホス
ト・クラスター、リソース・プール、または VM を選択することができます。

オブジェクトをクリックし、「管理」 > 「IBM Spectrum Protect」 > 「編
集」をクリックすることもできます。

2. 「IBM Spectrum Protect」ウィンドウの「データ整合性」フィールドで、以下
のいずれかの項目を選択します。
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常にアプリケーションと整合
バックアップが失敗する前に、ファイル・システムおよび Microsoft
Windows VSS 静止スナップショットを 2 回試行します。デフォルト
では、これが選択されます。

アプリケーション整合性を試行
静止スナップショットを 2 回試行し、最後に非静止のクラッシュ整合
スナップショットを 1 回試行します。

マシン整合性のみ
VM に対して非静止スナップショットを 1 回だけ試行します。静止ス
ナップショットは実行されません。

カスタム quiesce,nonquiesce
静止を使用するスナップショットを取得する試行回数と、それに続けて
静止を使用せずにスナップショットを取得する試行回数を指定します。

この選択項目は、Snapshot Attempts カテゴリーおよびタグ値が「IBM
Spectrum Protect」ウィンドウの外部で設定されている場合にのみ使用
可能です。このフィールドで、quiesce は静止を使用してスナップショ
ットを取得する試行回数を示し、nonquiesce は最初にファイル・シス
テムを静止せずにスナップショットを取得する試行回数を示します。

例えば、2,2 設定を使用すると、IBM Spectrum Protect は、2 回の静
止スナップショットを試行し、それらが失敗すると、2 回の非静止スナ
ップショットを試行します。

ヒント: フィールドに継承アイコンとオブジェクト名が表示される場合、表示さ
れるデータ保護設定は、上位のインベントリー・オブジェクトから継承したもの
です。この設定を変更すると、現行レベルのオブジェクトおよびすべての下位オ
ブジェクトが継承したプロパティーがオーバーライドされます。データ保護設定
の継承について詳しくは、データ保護設定の継承を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

仮想マシンのアプリケーション保護の有効化
IBM Spectrum Protect によって提供されるアプリケーション保護を使用することが
できます。

このタスクについて

アプリケーション保護が有効にされている場合、IBM Spectrum Protect は、仮想マ
シン (VM) アプリケーションにバックアップが行われることを通知します。このア
クションにより、アプリケーションは、バックアップ操作が開始される前にログを
切り捨て、トランザクションをコミットすることができるため、バックアップの完
了時にアプリケーションを整合した状態から再開することができます。

アプリケーション保護は、VM に対してのみ有効にすることができます。保護した
いアプリケーション・データがディスクに含まれている場合、(「ディスク保護」設
定を使用して) VM ディスクを除外していないことを確認してください。
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アプリケーション保護を有効にしない場合、include.vmtsmvss オプションの設定が
使用されます。この設定を継承することはできません。

手順
1. vSphere Web Client で VM を選択し、「アクション」 > 「すべての IBM

Spectrum Protect アクション」 > 「データ保護の管理」をクリックします。

VM をクリックし、「管理」 > 「IBM Spectrum Protect」 > 「編集」をクリ
ックすることもできます。

2. 「アプリケーション保護」フィールドで、「有効」を選択します。

3. オプション: Microsoft SQL Server を稼働している VM をバックアップする場
合に、Microsoft SQL Server ログが切り捨てられるのを回避するには、
「Microsoft SQL Server ログの保持」を選択します。

このオプションにより、Microsoft SQL Server 管理者が手動で SQL Server ロ
グを管理できるようになるため、それらのログを保存して、仮想マシンのリスト
ア後に SQL トランザクションを特定のチェックポイントにリストアするために
使用することができます。 SQL サーバー管理者は、ゲスト仮想マシン上の
SQL Server ログを手動でバックアップし、場合によっては切り捨てる必要があ
ります。

4. 「OK」をクリックします。

「OK」ボタンおよび「ローカル設定をクリア」ボタンについて詳しくは、 30
ページの『バックアップ・ポリシーの構成』を参照してください。

5. VM のバックアップに使用する各データ・ムーバーに対して、以下の構成ステ
ップを実行する必要があります。

a. データ・ムーバーのコマンド・ラインから次のコマンドを実行して、ゲスト
VM の資格情報を Data Protection for VMware に保管します。

dsmc set password –type=vmguest vm_guest_display_name guest_admin_ID
guest_admin_pw

ここで、vm_guest_display_name は、VMware vSphere Web クライアント
で示されているゲスト VM の名前を指定します。

アプリケーション保護が有効にされている複数の VM に同じ資格情報を使
用してログオンする場合、次のコマンドで allvm パラメーターを指定する
ことで、すべての VM 用のパスワードを設定します。

dsmc set password –type=vmguest allvm guest_admin_ID guest_admin_pw

b. ステップ 5a のコマンドは、ゲスト仮想マシンの資格情報を保管します。こ
れらの資格情報は、データ・ムーバーをホストするシステム上で暗号化され
ます。 guest_admin_ID guest_admin_pw には、以下の最小権限が必要で
す。

バックアップ権限: Microsoft Exchange Server 2013 および 2016: 「組
織の管理」権限 (管理役割グループ「組織の管理」のメンバーシップ)

バックアップ権限: Microsoft SQL Server 2014 および 2016: 「組織の管
理」権限 (管理役割グループ「組織の管理」のメンバーシップ)
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仮想マシンのバックアップ操作の管理
IBM Spectrum Protect 拡張 を使用して、VMware 仮想マシンを IBM Spectrum
Protect サーバーにバックアップしたり、バックアップを管理およびモニターしたり
することができます。

このタスクについて

通常、VMware データ・センターの VM は、スケジュールの実行時にバックアッ
プされます。 スケジュールは、仮想マシンを定期的に自動でバックアップするため
に、IBM Spectrum Protect サーバー管理者または VMware 管理者によってセット
アップされます。スケジュールを選択し、vSphere インベントリー・オブジェクト
内の仮想マシンを自動的にバックアップする頻度とタイミングを指定することがで
きます。

また、VM のオンデマンド・バックアップを開始することも可能です。 例えば、最
近 VM がバックアップされていないことに気付いた場合や、バックアップがエラー
で完了した場合には、バックアップがスケジュールに従って実行されるまで待たず
に、再度バックアップ操作を開始することができます。

vSphere オブジェクト内のすべての仮想マシン (VM) に関する最新のバックアップ
情報を表示することができます。この情報には、バックアップの完了日、所要時
間、およびサイズが含まれます。また、この情報には、VM が一度もバックアップ
されていないため、あるいは危険ポリシーで設定された時間間隔内にバックアップ
が行われなかったために、保護されていない危険な状態にある VM の ID も含まれ
ます。

関連タスク:

31 ページの『仮想マシンをバックアップするためのスケジュールの選択』

vCenter でのバックアップ・スケジュールの管理
スケジュールされたバックアップを管理するために、vCenter について作成された
IBM Spectrum Protect スケジュールのリストを表示することができます。

このタスクについて

スケジュールは、仮想マシンを定期的に自動でバックアップするために、IBM
Spectrum Protect サーバー管理者または VMware 管理者によってセットアップさ
れます。

スケジュールの要約は表形式で表示され、列でソートおよびフィルタリングするこ
とが可能です。これにより、ユーザーはスケジュールのプロパティーを識別および
比較することができます。例えば、「繰り返し」列でソートし、どのスケジュール
が最も頻繁に実行されたかを確認することができます。

手順
1. vSphere Web Client で、「IBM Spectrum Protect」 > 「管理」 > 「スケジ

ュール」をクリックします。

2. ドロップダウン・リストから vCenter サーバーを選択します。vCenter に対し
て定義されているスケジュールが表示されます。
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3. 表内の項目をソートするには、列見出しをクリックします。

各スケジュールの名前、開始時刻、頻度、および説明などの情報が表に表示され
ます。また、スケジュールに有効なデータ・センターも確認することができま
す。追加の列を表示するには、表の下部にあるスクロール・バーを使用します。

「互換性」列には、スケジュールが Schedule (IBM Spectrum Protect) カテゴ
リーおよびタグと互換性があるかどうかが表示されます。互換性のあるスケジュ
ールのみがタグ付けでサポートされ、vSphere Web Client でインベントリー・
オブジェクトに割り当てることができます。互換性のあるスケジュールについて
は、サポートされるデータ保護タグで Schedule タグに関する説明を参照してく
ださい。

選択された各スケジュールの詳細が、ウィンドウの「スケジュールの詳細」セク
ションに表示されます。

v 「データ・ムーバー」フィールドには、スケジュールに関連付けられたデー
タ・ムーバーが表示されます。

v 「オブジェクト」フィールドには、スケジュールに関連付けられたインベン
トリー・オブジェクトが表示されます。これらのインベントリー・オブジェ
クトに含まれているすべての仮想マシンが、このスケジュールの影響を受け
ます。

v スケジュールに関する問題の診断を支援するために、「オプション」フィー
ルドには、スケジュールで定義されている IBM Spectrum Protect オプショ
ンが表示されます。必要に応じて、IBM Spectrum Protect 管理者にこの情
報の検証を依頼することができます。

ヒント: 互換性のあるスケジュールでは、バックアップする VM のインベン
トリーを識別するために「オプション」フィールドを使用しません。

4. オプション: スケジュールに関連付けられたデータ・ムーバーを変更してバック
アップ操作に使用するには、スケジュールを選択し、「編集」をクリックして
「スケジュールの編集」ウィンドウを開きます。タグ付けと互換性のあるスケジ
ュールのみを編集することができます。

a. 「データ・ムーバー」リストで、スケジュールによって保護されているイン
ベントリー・オブジェクト内の VM のバックアップに使用するデータ・ム
ーバーを 1 つ以上選択します。

デフォルトでは、選択されたデータ・ムーバーは、データ・ムーバー割り当
てがない VM、あるいはこのスケジュールに対して無効なデータ・ムーバー
に割り当てられている VM に割り当てられます。スケジュールに対して引
き続き有効である既存のデータ・ムーバー割り当ては、上書きされません。

要件: 複数のスケジュールで同じデータ・ムーバーを使用する場合は、スケ
ジュールの実行時間がオーバーラップしないようにする必要があります。デ
ータ・ムーバーがバックアップ操作を実行することができるのは、一度に 1
つのスケジュールに対してのみです。

b. 複数のデータ・ムーバーを選択しており、それらのデータ・ムーバー間でワ
ークロードを再配分したい場合は、「データ・ムーバーの全体の再バラン

42 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSEQVQ_8.1.0/client/r_supported_tags.html


ス」をクリックします。このオプションは、選択されたデータ・ムーバー
を、このスケジュール内のすべての仮想マシンに割り当てます。

データ・ムーバーの再バランス中には、以下のことが行われます。

v VM がサイズ (ストレージ使用量) によってソートされます。

v データ・ムーバーがサイズによって VM に割り当てられます。最も大き
な VM がリスト内の最初のデータ・ムーバーに割り当てられ、2 番目に
大きな VM が次のデータ・ムーバーに割り当てられます (以降も同様)。

v 既存のデータ・ムーバー割り当てが上書きされます。

例えば、データ・センター内に 3 つのデータ・ムーバー (DM1、DM2、お
よび DM3) と 10 個の VM のみが存在する場合、以下の割り当てが行われ
ます。

1) DM1 が最も大きい VM に割り当てられます。

2) DM2 が 2 番目に大きい VM に割り当てられます。

3) DM3 が 3 番目に大きい VM に割り当てられます。

4) DM1 が 4 番目に大きい VM に割り当てられます (以降も同様)。

c. 変更を保存して「スケジュールの編集」ウィンドウを閉じるには、「OK」
をクリックします。

仮想マシンのオンデマンド・バックアップの開始
仮想マシン (VM) のオンデマンド・バックアップを開始すると、スケジュールの実
行を持つことなくバックアップ操作が直ちに開始されます。

このタスクについて

通常、VMware データ・センターの VM は、スケジュールの実行時にバックアッ
プされます。 ただし、VM が最近バックアップされていないことに気付いた場合、
またはバックアップがエラーで終了した場合に、オンデマンド・バックアップを開
始したい場合があります。 また、スケジュールされたバックアップ・サービスから
除外された VM のオンデマンド・バックアップを開始することも可能です。

ヒント: オンデマンド・バックアップ中は、すべての保存ポリシー設定が対象となり
ます。 VM の保存ポリシーは、IBM Spectrum Protect サーバーに保持できる VM
のバックアップ・バージョンの数を決定します。 サーバーに保持できる VM のバ
ックアップ・バージョンの数によっては、VM のオンデマンド・バックアップを実
行するとより古いバックアップが失効することがあります。 サーバーのバックアッ
プ・バージョンが失効すると、サーバー・ストレージから削除されます。 例えば、
ある VM が 4 回バックアップされており、そのサーバーに保持できるバックアッ
プ・バージョンが 4 つのみの場合、オンデマンド・バックアップを実行すると最も
古いバックアップ・バージョンが失効します。

サーバーに保持できるバックアップ・バージョンの数を確認するには、vSphere
Web Client で VM を選択し、「管理」 > 「IBM Data Protection」をクリック
します。

vSphere Web Client オブジェクト・インベントリー内の VM を選択し、「アクシ
ョン」メニューを使用することで、既存の VM をバックアップすることができま
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す。 VM が含まれるオブジェクト (データ・センター、プール、ホスト、ホスト・
クラスターなど) から、既存の VM を表示およびバックアップすることもできま
す。

手順

VM のオンデマンド・バックアップを開始するには、以下の手順を実行します。

1. vSphere Web Client オブジェクト・ナビゲーターで VM を右クリックし、
「アクション」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「バッ
クアップ」をクリックします。

VM が含まれるインベントリー・オブジェクトを選択し、「モニター」 >
「IBM Spectrum Protect」をクリックします。以下のアクションのいずれかを
実行します。

v VM を右クリックし、「バックアップ」をクリックします。

v VM を選択し、「バックアップ」アイコンをクリックします。

v VM を選択し、「アクション」メニューで「バックアップ」をクリックしま
す。

2. 「仮想マシンのバックアップ」ウィンドウで、実行するバックアップのタイプを
選択します。 IFINCREMENTAL は永久増分の増分バックアップ・タイプを示
し、IFFULL は永久増分のフルバックアップ・タイプを示します。これらのバッ
クアップ・タイプは、IBM Spectrum Protect for Virtual Environments を使用
するためのライセンスを保有している場合にのみ適用可能です。

v 増分: 前回のバックアップ (フルまたは増分) 以降に変更されたブロックをバ
ックアップします。最新の増分が前回のバックアップに追加されます。 この
VM のフルバックアップが存在しない場合は、自動的にフルバックアップが
実行されます。 そのため、フルバックアップが存在するかどうかを確認する
必要はありません。

v フル: VM 全体のイメージを作成します。フルバックアップが実行された後
は、追加のフルバックアップをスケジュールする必要はありません。 「フ
ル」を選択すると、最後のバックアップ以降に変更されていない VM テンプ
レートも組み込まれます。

3. VM をバックアップするデータ・ムーバー・ノードを選択します。 データ・ム
ーバー・ノードには、バックアップ操作を実行する IBM Spectrum Protect デ
ータ・ムーバーが含まれます。

通常は、デフォルトのデータ・ムーバー・ノードを使用できます。 ただし、状
況によってはワークロード・バランシングを向上させるために、使用負荷の小さ
いデータ・ムーバーを選択できます。

4. 「OK」 をクリックして、バックアップ操作を開始します。

5. vSphere Web Client のステータス・バーで「最近のタスク」をクリックし、
「すべてのユーザーのタスク」を選択して、バックアップ操作の進行状況を表示
します。 vSphere Web Client オブジェクト・ナビゲーターで「タスク」をク
リックして進行状況を表示することもできます。
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タスクの結果

バックアップ操作が完了した後、VM が含まれるインベントリー・オブジェクトを
選択し、「モニター」 > 「IBM Spectrum Protect」をクリックして、VM のバッ
クアップ情報を表示します、

関連タスク:

33 ページの『スケジュール・バックアップ・サービスの対象となる仮想マシンの
除外または組み込み』

仮想マシンのバックアップの取り消し
仮想マシン (VM) に対して進行中の要求時バックアップ操作あるいはスケジュー
ル・バックアップ操作を取り消すことができます。

手順

バックアップ操作を取り消すには、以下のようにします。

1. vSphere Web Client のステータス・バーで「最近のタスク」をクリックし、
「すべてのユーザーのタスク」を選択します。

vSphere Web Client オブジェクト・ナビゲーターで「タスク」をクリックする
こともできます。

2. 取り消したいバックアップ操作に関するタスクを見つけ、「タスクのキャンセ
ル」をクリックします。

タスクの結果

バックアップ操作が取り消され、タスクの「状況」列に「ユーザーによってタスク
が取り消されました (The task was canceled by a user)」が表示されます。

仮想マシンのバックアップ操作の状況の表示
vSphere オブジェクト内のすべての仮想マシン (VM) に関する最新のバックアップ
情報を表示することができます。この情報には、VM が一度もバックアップされて
いないため、あるいは危険ポリシーで設定された時間間隔内にバックアップが行わ
れなかったために、保護されていない危険な状態にある VM の ID が含まれます。

このタスクについて

以下のオブジェクト内の仮想マシンのバックアップを vSphere Web Client で表示
することができます。

v データ・センター

v フォルダー (ホスト、クラスターおよび VM)

v ホスト

v ホスト・クラスター

v リソース・プール
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手順

オブジェクト内の仮想マシンのバックアップ情報を表示するには、以下のようにし
ます。

1. vSphere Web Client でインベントリー・オブジェクトを選択し、「モニター」
> 「IBM Spectrum Protect」をクリックします。 各 VM について、最新のバ
ックアップに関する情報が表示されます。データ・センター・オブジェクトの場
合、「表示」リストを使用して、オブジェクト内のすべての VM、既存の VM
のみ、あるいは削除された VM のみを表示することができます。その他のすべ
てのオブジェクトの場合は、既存の VM のみが表示されます。

2. 各 VM について、バックアップ・リスク状況、完了日、所要時間、およびサイ
ズなどの情報を表示することができます。 リスク状況の説明を表示するには、
「リスク状況」列に示された状況の上にカーソルを移動します。

関連タスク:

47 ページの『仮想マシンの危険ポリシーの設定』

仮想マシンのバックアップ・ヒストリーの表示
個々の仮想マシン (VM) の最新のバックアップ・ヒストリーを表示すると、注意が
必要なバックアップ・タスクを識別できます。

このタスクについて

各タスクについて、バックアップ時間、バックアップの状況、および送信されたデ
ータの量などの情報が、「バックアップ・ヒストリー」表に表示されます。

「バックアップ・ヒストリー」表に表示されるバックアップ・タスクの数は、IBM
Spectrum Protect サーバーの SET SUMMARYRETENTION コマンドで設定された日数に
よって異なります。

手順

VM のバックアップ・タスクを表示するには、以下のステップを実行します。

インベントリー・オブジェクトの「モニター」 > 「IBM Spectrum Protect」タブ
のリストから VM を選択します。 その VM に固有のバックアップ・ヒストリー
が「バックアップ・ヒストリー」表に表示されます。
オブジェクト・ナビゲーターで VM を選択し、「モニター」 > 「IBM Spectrum
Protect」をクリックして、「バックアップ・ヒストリー」表を表示することもでき
ます。

次のタスク

VM のバックアップ・タスクに関する追加情報を表示するには、VM を選択して
「要約」をクリックします。これにより、「注」ポートレットに情報が表示されま
す。
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仮想マシンの危険ポリシーの設定
仮想マシン (VM) は、バックアップ操作が失敗したり行われなかったりしたため
に、保護されていない危険な状態になっている場合があります。指定された時間間
隔でバックアップ操作が実行されなかった場合に、VM を危険として表示するかど
うか、あるいはいつ危険として表示するかを指定するポリシーを VM に対して設定
することができます。

このタスクについて

デフォルトでは、各 VM に対してデフォルトの危険ポリシーが設定されています。
デフォルト・ポリシーを使用することも、カスタム・ポリシーを設定することも、
ポリシーを無視することもできます。

デフォルト・ポリシーの値を変更することもできます。この値は、デフォルト・ポ
リシーを使用するすべての VM に適用されます。

手順

デフォルトの危険ポリシーを変更する、選択された VM に対してカスタム危険ポリ
シーを選択する、あるいは選択された VM で危険ポリシーを無視するように設定す
るには、以下のステップを実行します。

1. vSphere Web Client オブジェクト・ナビゲーターで VM が含まれるインベン
トリー・オブジェクトを選択し、「モニター」 > 「IBM Spectrum Protect」
をクリックします。

2. 以下のアクションのいずれかを実行します。

オプション 説明

デフォルトの危険ポリシーを設定する 1. 「アクション」メニューから、「デフォ
ルトの危険ポリシーの設定」をクリック
します。

2. バックアップ操作を実行する必要があ
る、最後のバックアップからの時間を設
定します。デフォルトは 24 時間です。

カスタム危険ポリシーを設定する 1. カスタム・ポリシーを設定する VM を
選択します。

2. 「アクション」メニューから、「危険ポ
リシーの設定」をクリックします。 VM
を選択してポリシー・アイコンをクリッ
クするか、選択した VM を右クリック
することで、「危険ポリシーの設定」オ
プションにアクセスすることもできま
す。

3. 「カスタム」をクリックし、バックアッ
プ操作を実行する必要がある、最後のバ
ックアップからの時間を設定します。デ
フォルト値は 6 時間です。
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オプション 説明

危険ポリシーを無視する 1. 危険警告を抑止する VM を選択しま
す。

2. 「アクション」メニューから、「危険ポ
リシーの設定」をクリックします。 VM
を選択してポリシー・アイコンをクリッ
クするか、選択した VM を右クリック
することで、「危険ポリシーの設定」オ
プションにアクセスすることもできま
す。

3. 「無視」をクリックします。

タスクの結果

VM の危険ポリシーをデフォルトまたはカスタムに設定すると、ポリシーで設定し
た時間間隔内にバックアップが実行されなかった場合に、VM に対して「危険」が
表示されます。 VM が一度もバックアップされていない場合も危険と見なされ、
「バックアップなし」が表示されます。

VM の危険ポリシーが「無視」に設定されると、バックアップに状況にかかわら
ず、VM のリスク状況は「無視」と表示されます。

仮想マシンのリストア
バックアップを持つ仮想マシン (VM) をリストアすることができます。

このタスクについて

vSphere Web Client オブジェクト・インベントリー内の VM を選択し、「アクシ
ョン」メニューを使用することで、既存の VM をリストアすることができます。
VM が含まれるオブジェクト (データ・センター、プール、ホスト、ホスト・クラ
スターなど) から、既存の VM を表示およびリストアすることもできます。ただ
し、削除された VM を表示およびリストアしたい場合は、データ・センターから実
行する必要があります。これにより、オブジェクト内のすべての VM、既存の VM
のみ、あるいは削除された VM のみを表示することができます。

手順

仮想マシンをリストアするには、以下のようにします。

1. vSphere Web Client オブジェクト・ナビゲーターで VM を右クリックし、
「アクション」 > 「すべての IBM Spectrum Protect アクション」 > 「リス
トア」をクリックします。

VM が含まれるインベントリー・オブジェクトを選択し、「モニター」 >
「IBM Spectrum Protect」をクリックします。以下のアクションのいずれかを
実行します。

v VM を右クリックし、「リストア」をクリックします。

v VM を選択し、「リストア」アイコンをクリックします。
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v VM を選択し、「アクション」メニューで「リストア」をクリックします。

2. 「仮想マシンのリストア」ウィザードで、以下のページを完了します。

オプション 説明

リストア・ポイントの選択 このページを使用して、リストア操作に使用
するバックアップを選択します。VM は、選
択されたバックアップで存在していた状態に
リストアされます。

オプションの選択 このページを使用して、新規 VM を作成し
たり、既存の VM を選択したリストア・ポ
イントからのデータに置き換えたりします。
新規 VM を作成した場合、デフォルトの
VM 名は、元の名前に日時が付加されたもの
になります。この名前を使用することも、デ
ータ・センターの別の VM によってまだ使
用されていない他の名前を入力することもで
きます。

以下のいずれかのリストア・タイプを選択す
ることができます。

リストア
リストア操作が完了すると、仮想マ
シンがリストアされ、使用可能にな
ります。

インスタント・アクセス
バックアップ・データの検証のため
に一時仮想マシンが作成されます
が、その仮想マシンはリストアされ
ません。

このリストア・タイプでは、このタ
イプを使用したリストアを終了した
場合に VM のマウント解除を行う
必要があります。 Data Protection
for VMware vSphere GUI を使用
して、インスタント・アクセス仮想
マシンのマウント解除の説明に従っ
て VM をマウント解除します。

インスタント・リストア
リストア操作中に、仮想マシンがリ
ストアされ、使用可能になります。

「仮想マシンをリストアする先のホストを選
択してください」リストでは、バックアップ
操作が実行されたときに使用されたホストが
デフォルトで選択されます。デフォルトを受
け入れることも、別のホストを選択すること
もできます。
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オプション 説明

リソースの選択 このページを使用して、VM のすべてのディ
スクおよび VM 構成をリストアしたり、選
択したディスクのみをリストアしたりするこ
とができます。選択したディスクにリストア
する場合、VM のディスクのみをリストアす
るか、構成のみをリストアするか、あるいは
両方をリストアするかを指定することができ
ます。

「オプションの選択」ページで「新規仮想マ
シンの作成」を選択した場合、「仮想マシン
構成のリストア」オプションを使用すること
はできません。

ストレージの選択 このページを使用して、VM のデータ・スト
アを選択します。インスタント・リストア操
作の場合、「一時データ・ストアの選択」リ
ストから一時データ・ストアを選択するか、
選択されたデフォルトの一時データ・ストア
を受け入れる必要もあります。リストア操作
用に作成または更新されたファイルは、一時
データ・ストアに保管され、リストア操作の
完了時に 1 次データ・ストアにコピーされ
ます。

インスタント・リストア操作の場合、ソー
ス・ディスクと同じ仮想ディスク・フォーマ
ットを使用することも、「仮想ディスク・フ
ォーマットの選択」リストから「Thick」フ
ォーマットまたは「Thin」フォーマットを選
択することもできます。

VMware ストレージ・ポリシーと互換性のあ
るデータ・ストアを表示するには、「仮想マ
シンのストレージ・ポリシーによるフィルタ
ー」リストからポリシーを選択します。デー
タ・ストアは、選択したポリシーと互換また
は非互換としてリストされます。

データ・ムーバーの選択またはマウント・プ
ロキシーの選択

このページを使用して、リストア操作に使用
するデータ・ムーバーあるいはマウント・プ
ロキシーを選択します。

完了する準備ができています このページを使用して、ウィザードで選択し
たオプションを確認します。「完了」をクリ
ックし、リストア操作を開始します。

3. vSphere Web Client の「最近のタスク」セクションで「すべてのユーザーのタ
スク」をクリックし、タスク・ビューでリストア操作の進行状況を確認します。

タスクの結果

リストア操作が完了すると、選択したロケーションに VM がリストアされます。
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インスタンス・アクセス仮想マシンのマウント解除
インスタント・アクセス・リストア・タイプでは、このタイプを使用したリストア
を終了した場合に仮想マシン (VM) のマウント解除を行う必要があります。 Data
Protection for VMware vSphere GUI を使用して、VM をマウント解除します。

手順

VM をマウント解除するには、以下のようにします。

1. Data Protection for VMware vSphere GUI で、「リストア」をクリックしま
す。

2. 「インスタント・アクセス/リストア状況」をクリックします。

3. VM を選択し、「取り外し」をクリックします。

4. 操作の確認を求めるプロンプトが表示されたら、「取り外しと削除」をクリック
します。

タスクの結果

VM がマウント解除され、選択したデータ・センターから削除されます。
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第 3 章 ファイル・リストアの概要

Web ベースのインターフェースから管理者の支援を受けずにファイルをリストアす
る場合、ファイル・リストアが使用可能です。 構成が完了したら、ファイル所有者
は、ファイルを検索、位置指定、およびリストアすることができます。

Web ベース・インターフェースでは、ファイルを手動でコピーするためのファイ
ル・マネージャー・アプリケーションが不要です。 ファイルのリストア時に、ユー
ザーはリストア・ポイントを指定して、ファイルを検索または参照して位置指定
し、リストアを開始します。

構成が完了すると、ファイルにアクセスまたはリストアする際に管理者との対話は
必要ありません。構成プロセス中に、管理者はファイル所有者に対して、それぞれ
のデータが含まれている仮想マシンへのアクセス権を付与します。ファイル所有者
は、ローカル仮想マシンの資格情報によりデータにアクセスするため、管理者はフ
ァイル・リストア・リソースをモニターできます。ファイル所有者の権限は管理す
る必要がありません。

IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・インターフェースについて理解するた
めのデモンストレーション・ビデオを見ることができます。ファイル・リストア・
インターフェースに最初にログインすると、「Find and Restore Files」および
「Monitoring Restores」のビデオが表示されます。ビデオは英語でのみ利用可能で
す。

ファイルをリストアするための共通タスク
さまざまなタイプのユーザーが、ファイル・リストア機能をセットアップして使用
します。各ユーザーは、一連のタスクを担当します。

ファイル所有者

ファイル所有者は、テキスト文書、スプレッドシート、およびプレゼンテーショ
ン・ファイルなどのビジネス・データを維持します。

ファイル所有者は、以下のタスクを実行します。

v 56 ページの『ファイルをリストアするためのログイン』

v 56 ページの『仮想マシン・バックアップからファイルのリストア』

管理者

管理者は、VMware 環境における、初期ソフトウェア・デプロイメントの作成、
IBM Spectrum Protect サーバーへの仮想マシン・バックアップのスケジュール、お
よびユーザー・アカウントおよび権限の管理を担当します。

管理者は、ファイル・リストア用に環境をセットアップするために、以下のタスク
を実行します。

1. 環境でファイル・リストア操作を使用可能にする
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2. 151 ページの『IBM Spectrum Protect への仮想マシン・データのバックアッ
プ』

3. オプション: Linux

Data Protection for VMware を Linux 環境内で、または IBM Spectrum
Protect Snapshot for VMware と組み合わせて実行する場合、ファイル・リス
トア機能を有効にするために Windows システム上にファイル・リストア機能
をインストールする必要があります。

ファイル・リストア操作用に環境の準備ができたら、管理者は、以下のオプショ
ン・タスクを実行できます。

v ファイル・リストア操作のオプションの変更

v ファイル・リストア操作のログ・アクティビティーの構成

ファイル・リストアの前提条件
IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・インターフェースを使用してファイル
をリストアする前に、ご使用の環境が最小限の前提条件を満たしていることを確認
します。

ファイル・リストア機能を有効にするには、Windows システム上に Data
Protection for VMware がインストールされている必要があります。

VMware 仮想マシンの前提条件

以下の前提条件が、リストアするファイルが含まれている VMware 仮想マシンに
適用されます。

v Linux Windows VMware ツールが仮想マシンにインストールされている
必要があります。

v Linux Windows ファイル・リストア操作中、仮想マシンが実行されている
必要があります。

v Windows 仮想マシンは、データ・ムーバー・システムと同じ Windows ドメイ
ンに属している必要があります。

v Windows 仮想マシンが Windows ドメインから削除され、後にリストアされる
場合、ドメイン信頼関係を確保するために、仮想マシンはそのドメインに再加入
する必要があります。ドメイン信頼関係がリストアされるまで、仮想マシンから
ファイルをリストアしないようにしてください。

v Windows ユーザーがリストア対象のファイルを所有していない場合は、その仮
想マシンに対する Microsoft Windows の 「ファイルおよびディレクトリーの
リストア」特権をユーザーに割り当てる必要があります。

v Linux その仮想マシンに対するローカル・ユーザー認証が必要です。認証
は、Windows ドメイン、Lightweight Directory Access Protocol
(LDAP)、Kerberos、およびその他のネットワーク認証方式を介して利用すること
はできません。
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v Linux Red Hat Enterprise Linux 6 オペレーティング・システムでは、
sshd デーモン構成ファイル内の ChallengeResponseAuthentication オプション
(/etc/ssh/sshd_config) が YES に指定されているか、コメント化されている必
要があります。例えば、以下のステートメントはどちらも有効です。

ChallengeResponseAuthentication yes

#ChallengeResponseAuthentication no

このオプションの変更後、 sshd デーモンを再始動してください。

データ・ムーバーの前提条件

データ・ムーバー・システムは、1 つのシステムから別のシステムに「データを移
動する」特定のデータ・ムーバーを表します。

Windows

 
データ・ムーバー・システムは、リストアするファイルが含まれている

仮想マシンと同じ Windows ドメインに属している必要があります。

マウント・プロキシーの前提条件

マウント・プロキシー・システムは、マウントされた仮想マシン・ディスクに
iSCSI 接続を介してアクセスする Linux または Windows プロキシー・システムを
表します。このシステムにより、マウントされた仮想マシン・ディスク上のファイ
ル・システムが、ファイル・リストア・インターフェースへのリストア・ポイント
としてアクセス可能になります。

Linux

 
Linux オペレーティング・システムは、論理ボリューム・マネージャー

(LVM) ボリューム・グループがシステムで使用可能になると、それらのグループを
活動化するデーモンを提供します。LVM ボリューム・グループがシステムで使用可
能になったときに活動化されないように、このデーモンを Linux マウント・プロキ
シー・システムで設定してください。このデーモンの設定方法について詳しくは、
該当する Linux 資料を参照してください。

Linux

 
Windows

 
Windows マウント・プロキシー・システムおよび Linux マ

ウント・プロキシー・システムは、同じサブネット上になければなりません。

Microsoft Windows ドメイン・アカウントの前提条件

Windows ドメイン・アカウントには、以下の前提条件が適用されます。

v Windows ネットワーク共有にアクセスするために、Windows ドメイン管理者
の資格情報が必要です。管理者は、これらの資格情報を Data Protection for
VMware vSphere GUI 構成ウィザードまたはノートブックに入力して、環境を
ファイル・リストア操作に使用可能にします。

v Windows ファイル所有者は、Windows ドメイン・ユーザー資格情報を使用し
て、リモート仮想マシン (リストアするファイルが入っている) にアクセスしま
す。これらの資格情報は、ログイン時にファイル・リストア・インターフェース
で入力されます。ドメイン・ユーザー資格情報は、ファイル所有者がリモート仮
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想マシンにログインしてファイルをリモート仮想マシンにリストアする権限を持
っていることを検証します。これらの資格情報には、特別な権限は必要ありませ
ん。

v Windows ファイル所有者は、(ドメイン内のすべてのコンピューターにアクセス
するのではなく) 特定のコンピューターへのアクセスを制限する Windows ドメ
イン・ユーザー・アカウントを使用する場合、このドメイン・ユーザー・アカウ
ントにアクセス可能なコンピューターのリストにマウント・プロキシー・システ
ムが含まれていることを確認してください。含まれていない場合、ファイル所有
者はファイル・リストア・インターフェースにログインできません。

磁気テープ・メディアの前提条件

磁気テープ・メディアからのファイル・リストアはサポートされません。ディス
ク・ストレージからのファイル・リストアの方が推奨される方法です。

ファイルをリストアするためのログイン
Linux Windows

IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・インターフェースにログインし、管理
者からの最小限の支援でファイルをリストアすることができます。

このタスクについて

このインターフェースにログインすると、ユーザーの都合のよいときにファイルを
見つけてリストアすることができます。

手順
1. Web ブラウザーを開いて、管理者から受け取った URL を入力し、ファイル・

リストア・インターフェースにアクセスします。

2. ファイルが含まれる仮想マシンのネットワーク名または IP アドレスを入力して
ください。例えば、myhost.mycompany.com のように入力します。

3. ファイルへのアクセスに使用するユーザー・アカウントを入力します。

Windows Windows_domain_name¥user_name フォーマットを使用します。

4. ユーザー・アカウントのパスワードを入力して、「ログイン」をクリックしま
す。

仮想マシン・バックアップからファイルのリストア
Linux Windows

ファイルを見つけて、希望の場所にリストアします。

始める前に

IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・インターフェースにログインしている
ことを確認します。ファイルをリストアするには、事前にバックアップが存在して
いる必要があります。
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このタスクについて

オペレーティング・システム上に表示する権限を持っているファイルとディレクト
リーのみが表示されます。

手順
1. 以下の手順を実行して、バックアップを選択します。

a. カレンダーの日付をクリックします。

b. 必要な場合、「利用可能なバックアップ」フィールドで時刻を選択します。

c. 「バックアップの選択」をクリックします。

仮想マシンのディスクまたはディレクトリーがテーブルに表示されます。

2. オプション: デフォルトのバックアップが必要とするものではない場合は、以下
の手順を実行して、別のバックアップを選択します。

a. カレンダーをクリックします。

b. カレンダーの日付をクリックします。

c. 必要な場合は、時刻を選択します。

d. 「バックアップの変更」をクリックします。

制約事項: バックアップの日付または時刻を変更すると、行ったファイル選
択がすべて失われます。ただし、新しいバックアップは、直前に探索したデ
ィレクトリーにロードされます。そのディレクトリーが利用不可の場合、バ
ックアップはトップ・ディレクトリーにロードされます。

仮想マシンのディスクまたはディレクトリーがテーブルに表示されます。

3. リストアするファイルを選択するには、以下の手順を実行します。

a. テーブル内のディスクまたはディレクトリーをクリックして、サブディレク
トリーとファイルを表示します。

b. オプション: 現在のディレクトリーとサブディレクトリーでファイルを検索
するには、「検索」フィールドに名前を入力して、Enter を押します。その
結果は、検出された順序で表示されます。

c. リストアする 1 つ以上のファイルとディレクトリーを選択します。 コンテ
ンツが含まれないディレクトリーを選択した場合、空のディレクトリーはリ
ストアされません。

4. ファイルをリストアする場所を選択します。

v ファイルとディレクトリーを元の場所にリストアするには、「復元先」 >
「元の場所」を選択します。

v ファイルとディレクトリーを別の場所にリストアするには、「復元先」 >
「別の場所」を選択します。

5. 選択を行った後、「復元」をクリックします。 別のディレクトリーにファイル
をリストアする場合は、仮想マシン上の既存のディレクトリーを選択するか、リ
ストアされたファイルを配置するディレクトリーを作成します。次に、「リスト
ア」をクリックします。 同じ名前のファイルが存在する場合、リストアされた
ファイルの元の変更日時がファイル名に追加されます。同じファイルの後続のリ
ストアでは、元の変更日時の後に数値 (_N) が含まれます。 例:
t2.2015-03-07-07-28-03_1.txt
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次のタスク

リストア・アイコン ( ) をクリックして、アクティブな最新のリストアに関す
る情報を表示します。デフォルトでは、情報は、リストアが完了してから 7 日間保
持されます。

リストアがエラーまたは警告で終了した場合、「詳細」 をクリックして、追加情報
を表示します。エラーまたは警告情報を保存するには、「エクスポート」をクリッ
クして、.CSV 形式で情報を保存します。
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第 4 章 ゲスト内アプリケーションの保護

Data Protection for VMware は、VMware vSphere 環境の VMware VM ゲスト
内で実行される Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、および
Active Directory ドメイン・コントローラーを保護します。

VMware 環境での Microsoft Exchange Server データの保護
VMware ESXi 仮想ゲスト・マシンで実行されている Microsoft Exchange Server
ワークロードの場合、Microsoft Exchange Server データをホストしている仮想マ
シンのアプリケーション整合バックアップを取ることができます。IBM Spectrum
Protect Snapshot ソフトウェアを使用して、仮想マシンからデータベース・レベル
およびメールボックス・レベルのバックアップをリカバリーすることができます。

データをバックアップする前に、独自の目標復旧時点 (目標リカバリー・ポイント:
RPO) を確認してください。 RPO は、データをバックアップする頻度を決定する
のに役立ち、データ・バックアップに関連するコストに影響します。

例えば、必要なリカバリー・ポイントを確保するために、頻繁に仮想マシンのバッ
クアップを行うようにスケジュールできます。 仮想マシン・バックアップのリカバ
リー・ポイントは、バックアップが行われた時点です。仮想マシンのバックアップ
は、変更ブロックのトラッキングとデータ重複排除によってコストは節約されるも
のの、多数の仮想マシン・スナップショットの作成や削除を行う場合、コストが高
くなる可能性があります。

一方、従来のゲスト内データ保護メソッドのほとんどは適切な RPO を提供します
が、これらのゲスト内メソッドでは仮想マシン・レベルでデータをバックアップす
ることで得られる効率性が失われます。

IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware
および IBM Spectrum Protect Snapshot with Data Protection for Microsoft
Exchange Server を使用して、仮想マシン・レベルで、バックアップ効率性を維持
する方法で、データをバックアップすることができます。

VMware 環境内の Microsoft Exchange Server データを保護するには、以下の製品
がシステムにインストールされて構成されていることを確認してください。

v IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for
VMware V8.1.0 (IBM Spectrum Protect クライアントを含む)

v Data Protection for Microsoft Exchange Server V4.1.6 を使用する IBM
Spectrum Protect Snapshot

これらのソフトウェア・オファリングが連携することで、Microsoft Exchange
Server データのバックアップに他のソフトウェア製品が使用されていない場合に、
VMware 環境内の Microsoft Exchange Server データを保護します。IBM
Spectrum Protect Snapshot for VMware は、このソリューションでは使用できま
せん。
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Microsoft Exchange Server のアプリケーション・データをバックアップおよびリ
ストアするために必要な権限については、技術情報 1647986 を参照してください。

アプリケーション保護は、VMware vSphere 環境内の VMware VM についてのみ
サポートされます。

VMware 環境での Exchange Server データ保護用のソフトウェ
アの構成

VMware ESXi 仮想ゲスト・マシンで実行されている Microsoft Exchange Server
ワークロードを保護するには、Data Protection for VMware をインストールして構
成します。次に、Data Protection for Microsoft Exchange Server をインストール
して構成します。

始める前に

以下の構成手順は、構成シナリオに基づくもので、ご使用の環境に合っていない可
能性があります。ご使用の環境に合わせて、構成を調整してください。

以下のリストは、このシナリオを要約した早見表です。

Windows ホスト名
EXC10

VSS リクエスター・ノード名
EXC10_VSS

Data Protection for Microsoft Exchange Server ノード名
EXC10_EXC

仮想マシン名
vm_exc10

データ・ムーバー・ノード名
datamover10 および datamover20

データ・センター・ノード名
datacenter10

VM ファイル・スペース
¥VMFULL-vm_exc10

このタスクについて

以下の詳細は、使用されているシナリオについて説明しています。

v vm_exc10 という名前の仮想マシン上の単一の Microsoft Exchange Server デー
タベースをリカバリーする必要があります。

v 仮想マシン vm_exc10 は、ノード名 datacenter10 を使用して Data Protection
for VMware によって保護されています。 IBM Spectrum Protect サーバー内の
このノード名は、vSphere データ・センターを表しています。 データ・ムーバ
ー・ノードは、datamover10 および datamover20 と呼ばれます。

v 仮想マシン・ゲストは、仮想マシン名 vm_exc10 を使用して構成されており、
Microsoft Windows ホスト名は EXC10 です。
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v Data Protection for Microsoft Exchange Server は、仮想ゲスト・マシンにイン
ストールされており、IBM Spectrum Protect サーバーがノード名 EXC10_EXC を
使用するように構成されています。

v 仮想ゲスト・マシン内の IBM Spectrum Protect クライアントは、VSS リクエ
スター・ノードとして構成されており、ノード名 EXC10_VSS を使用していま
す。

手順
1. 各ソフトウェア・パッケージに付属のインストールおよび構成の手順に従ってく

ださい。

Data Protection for VMware の前に Data Protection for Microsoft Exchange
Server をインストールした場合、Data Protection for Microsoft Exchange
Server 構成ウィザードで VMware データ・センター・ノードを指定すること
ができません。構成ウィザードでは、このフィールドが使用不可になっているた
めです。

ヒント: この場合、Data Protection for VMware がインストールされた後に、
Data Protection for Microsoft Exchange Server を再構成して VMware デー
タ・センター・ノードを使用可能にしてください。

2. 以下のチェックリストのタスクを実行します。

v Microsoft Exchange Server データベースおよびメールボックスが VMware
仮想ディスク上でホストされていることを確認してください。

v 物理互換モードのロー・デバイス・マップ (RDM) ディスク、独立ディス
ク、あるいはゲスト内 iSCSI を介してゲストに直接接続されたディスク上で
Exchange Server データベースがホストされていないことを確認してくださ
い。

3. VM ゲストの外部 (データ・ムーバー内) で、Microsoft Exchange Server デー
タベースおよびメールボックスを保護するように Data Protection for VMware
を構成します。

4. ゲスト内で、以下のアクションを実行します。

v Data Protection for VMware Recovery Agent コマンド・ライン・インター
フェースがゲスト仮想マシン上の Recovery Agent と連動するように構成さ
れていることを確認します。

v 仮想マシン・バックアップからバックアップ操作およびリストア操作を実行
するように Data Protection for Microsoft Exchange Server を構成しま
す。

関連タスク:

62 ページの『Data Protection for VMware の構成』

64 ページの『Data Protection for Microsoft Exchange Server の構成』
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Data Protection for VMware の構成
Microsoft Exchange Server データをホストしているシステムの仮想マシン・バッ
クアップ中に Microsoft VSS メタデータ情報を保持するように、Data Protection
for VMware を構成する必要があります。

このタスクについて

Microsoft Exchange Server をホストしている仮想マシンをバックアップする場合
に、Data Protection for VMware はアプリケーション整合性を提供します。これら
のバックアップを使用して、Microsoft Exchange Server を整合した状態で仮想マ
シンをリカバリーすることができます。

IBM Spectrum Protect を使用して、このタイプのバックアップから仮想マシン全体
をリカバリーすることなく選択したデータベースまたはメールボックスのみをリカ
バリーするには、仮想マシンのスナップショットおよびバックアップが作成された
時点の Microsoft Exchange Server の状態に関する情報を保持します。この情報
は、仮想マシンのスナップショットの作成時に行われる Microsoft Volume
Shadow Copy Services (VSS) 対話の一部として収集されます。

Data Protection for VMware で Microsoft Exchange Server の Microsoft VSS メ
タデータを収集するには、バックアップ操作中に仮想マシンからこの情報を取得す
るように Data Protection for VMware を構成する必要があります。

手順

1. Microsoft Exchange Server データをホストしているシステムの仮想マシン・バ
ックアップ中に Microsoft VSS メタデータ情報を保持するように、Data
Protection for VMware を構成します。

a. Data Protection for VMware データ・ムーバーのオプション・ファイルを
見つけます。 Windows システムでは、このオプション・ファイルは
dsm.opt です。Linux システムでは、このオプション・ファイルは dsm.sys
です。

b. 仮想マシンに INCLUDE.VMTSMVSS オプションを指定します。 仮想マシン・
バックアップで Microsoft VSS メタデータ情報を保持するためには、この
オプションを設定する必要があります。例えば、INCLUDE.VMTSMVSS

vm_display_name と指定します。ここで、vm_display_name は、VMware
vSphere Client および vSphere Web Client で示されている仮想マシンの
名前を表します。

c. オプション: Exchange Server Database Availability Group (DAG) に属し
ているデータベースのパッシブ・コピーをバックアップします。 仮想マシ
ンに vmpreferdagpassive yes オプションを指定します。 通常はパッシ
ブ・コピーのバックアップにより、実動データベース内のアクティブ・コピ
ーのパフォーマンスへの影響が軽減されます。 使用できる有効なパッシ
ブ・コピーがない場合は、アクティブ・データベース・コピーがバックアッ
プされます。

d. Microsoft Exchange Server データベースをホストしている仮想マシン・デ
ィスク (VMDK) が仮想マシン・バックアップ操作から除外されていないこ
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とを確認します。 Microsoft Exchange Server をホストしている仮想マシ
ンを保護するすべてのデータ・ムーバーについて、上記の手順を繰り返しま
す。

2. IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイブ・クライアントのコマンド・
ラインから次のコマンドを実行して、各データ・ムーバー (例えば、
datamover10) 上で Data Protection for VMware に対するゲスト仮想マシン資
格情報を保管します。

dsmc set password –type=vmguest vm_guest_display_name
guest_admin_ID guest_admin_pw

このコマンドは、データ・ムーバーをホストするシステム上で暗号化された、ゲ
スト仮想マシン資格情報を保管します。guest_admin_ID guest_admin_pw には以
下の最小権限が必要です。

v バックアップの権限: Microsoft Exchange Server 2010 および 2013: 「組織
の管理」権限 (管理役割グループ「組織の管理」のメンバーシップ)

次のタスク

仮想マシン・バックアップ構成を検証して、VMDK が含まれていることを確認でき
ます。さらに、データ・ムーバーから preview オプションを指定した backup コマ
ンドを発行することで、他のパラメーターを表示することができます。例えば、次
のようにします。

dsmc backup vm vm_display_name -preview -asnode=datacenter_node

IBM Spectrum Protect スケジューラーを使用して、仮想マシンの定期的なバックア
ップをスケジュールすることもできます。また、次のようにデータ・ムーバーのコ
マンド・ラインを使用して、Microsoft Exchange Server をホストしている仮想マ
シンをバックアップすることもできます。

dsmc backup vm vm_display_name -asnode=datacenter_node

構成でリストア可能なデータをバックアップできることを確認
個々の Microsoft Exchange Server データベースを Data Protection for VMware
仮想マシン・バックアップからリストアするには、事前に少なくとも 1 つの仮想マ
シン・バックアップを正常に完了する必要があります。リストア操作が機能するに
は、Microsoft Exchange Server データベース・メタデータがバックアップに含ま
れている必要があります。

手順

1. データ・ムーバー・ノード上で、次のデータ・ムーバーの query コマンドを発
行します。

dsmc query vm vmname -detail -asnode=datacenter_node

ここで、

v vmname は、仮想マシンの名前を指定します。

v datacenter_node は、データ・センター・ノードの名前を指定します

2. コマンド出力では、以下の詳細情報を探してください。

Application(s) protected: MS Exchange 2013 (database-level recovery)
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Microsoft Exchange Server データベース・ファイルをホストする仮想ディスク
のどの Virtual Machine Disk (VMDK) 状況フィールドにも、Excluded が示さ
れていないことを確認してください。Excluded 状況は、Microsoft Exchange
Server データベースをリカバリーするために必要な 1 つ以上の VMDK が保護
されていないことを示します。例えば、次のようにします。

Query Virtual Machine for Full VM backup
# Backup Date Mgmt Class Size Type A/I Virtual Machine
- ----------- ---------- ----- ---- --- -----------------
1 02/20/2015 STANDARD 43.94GB IFFULL A vm_exc10

12:43:59

Size of this incremental backup: n/a
Number of incremental backups since last full: 0
Amount of extra data: 0
Object fragmentation: 0
Backup is represented by: 328 objects
Application protection type: TSM VSS
Application(s) protected: MS EXC 2013 (database-level recovery)
VMDK[1]Label: Hard Disk 1
VMDK[1]Name: [ess800_dev2] vm_exc10/vm_exc10 .vmdk
VMDK[1]Status: Protected
...
VMDK[6]Label: Hard Disk 6
VMDK[6]Name: [ess800_dev2] vm_exc10/vm_exc10_5.vmdk
VMDK[6]Status: Protected

Data Protection for Microsoft Exchange Server の構成
Data Protection for VMware を構成し、単一の Microsoft Exchange Server デー
タベースのリカバリーに使用できる仮想マシン・バックアップの作成を確認した
後、ゲスト仮想マシンに Data Protection for Microsoft Exchange Server を構成し
ます。

手順

1. Microsoft Exchange Server データベースをホストする仮想マシンにログオンし
ます。

2. 以下のパッケージがインストールされていることを確認します。

v IBM Spectrum Protect Recovery Agent、Recovery Agent コマンド・ライ
ン・インターフェース (CLI)、およびライセンス (Data Protection for
VMware 製品パッケージから)

v IBM Spectrum Protect データ・ムーバー

v Data Protection for Microsoft Exchange Server

Data Protection for VMware インストール・プログラムを使用すると、
Recovery Agent、CLI、ライセンス、およびデータ・ムーバーを一緒にインスト
ールできます。 パッケージを一緒にインストールするには、拡張インストー
ル・オプション「ゲスト内アプリケーション保護用の完全なデータ・ムーバーの
インストール (Install a complete data mover for in-guest application
protection)」を選択します。Data Protection for Microsoft Exchange Server
は、別個にインストールされます。

3. IBM Spectrum Protect 構成ウィザードを使用して Data Protection for
Microsoft Exchange Server を構成します。ウィザードの「IBM Spectrum
Protect ノード名」ページを開いたら、VMware データ・センター・ノード名、
Microsoft Exchange Server ノード名、および VSS リクエスター・ノード名を
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入力します。データ・センター・ノード名フィールドが無効な場合は、recovery
agent が正しくインストールされません。

4. Data Protection for Microsoft Exchange Server の構成後、「Recovery Agent
の構成」規則の状況が「合格」を示していることを確認します。

5. データ・ムーバー・インスタンスにログオンし、以下の手順を実行します。 す
べてのデータ・ムーバー・インスタンスでこのステップを繰り返さないでくださ
い。

a. データ・ムーバー・オプション・ファイル dsm.opt のコンテンツを
dsm.setaccess.opt という名前の一時ファイルにコピーし、その一時ファイ
ルに対して以下の変更を行います。 この変更は、dsm.opt ファイルに対し
ては行わないでください。

1) ASNODE 項目が含まれている行をすべて削除します。

2) NODENAME オプションを VMware データ・センター・ノード名に設定し
ます。 例えば、次のようにします。

NODENAME datacenter10

ヒント: dsm.opt ファイルに ASNODE 項目が含まれておらず、NODENAME オプ
ションが正しいデータ・センター・ノードに設定されている場合、
dsm.setaccess.opt ファイルを作成せずにこのファイルを使用できます。

b. NODENAME オプションで指定されたデータ・センター・ノードから、set
access コマンドを発行して、VSS リクエスター・ノードによる仮想マシ
ン・バックアップへのアクセスを許可します。以下に例を示します。

VSS リクエスター・ノードは、Data Protection for Microsoft Exchange
Server の代わりに仮想マシン・バックアップにアクセスするため、このス
テップを実行する必要があります。

データ・センター・ノードのパスワードが不明である場合に set access コ
マンドを実行すると、エラー・メッセージが表示されるため IBM Spectrum
Protect サーバー 管理者はコマンドを発行するためにパスワードをリセット
する必要があります。

例

以下の例は、set access コマンドの必須パラメーターを示します。 パラメーター
は仮想マシン名 (vm_exc10)、VSS リクエスター・ノード名 (EXC10_VSS)、およびデ
ータ・センター・ノード名を定義するオプション・ファイルの名前
(dsm.setaccess.opt) を指定します。

次の例には、query access コマンドの結果 (VSS リクエスター・ノードのバックア
ップ・アクセス許可) も示されています。
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dsmc set access backup –type=VM vm_exc10 EXC10_VSS –optfile=dsm.setaccess.opt

ANS1148I 『Set Access』 command successfully completed.

dsmc query access
Node name: datacenter10
Type Node User Path
------ ------ ------ ------
Backup EXC10_VSS * ¥VMFULL-vm_exc10¥*¥*

ANS1148I 『Query Access』 command completed successfully

バックアップの管理
Data Protection for Microsoft Exchange Server の構成後、仮想マシン・バックア
ップを個々にスケジュールしたり、仮想マシン上の Exchange Server データベー
ス・バックアップのメールボックス情報を更新したりすることができます。

仮想マシン・バックアップのスケジューリング
ご使用のデータを確実に保護するために、仮想マシンのバックアップをスケジュー
ルします。

始める前に

Microsoft Exchange Server データベースをホストしている仮想マシンのバックア
ップを行う前に、データベースをマウントしてください。

デフォルトでは、バックアップ操作で VMDK に許可される最大サイズは 2 TB に
設定されています。 ただし、実際の最大サイズは 8 TB です。 最大サイズを増や
すには vmmaxvirtualdisks オプションを使用します。 詳しくは、
Vmmaxvirtualdisksを参照してください。

このタスクについて

Data Protection for VMware は、バックアップ処理を行う際に、データベース可用
性グループ (DAG) 内の、取り外された状態、破損した状態、中断された状態、ま
たは正常ではない状態のゲスト Microsoft Exchange Server データベースをバイパ
スします。このような状態のデータベースは、仮想マシンのバックアップから除外
され、リストアに使用できません。

手順

1. Data Protection for VMwareユーザー・インターフェースにログオンします。

2. 「バックアップ」タブをクリックします。

3. 「スケジュールの作成」をクリックして、バックアップ・スケジュール名、ソー
ス (バックアップ・スケジュールに含める仮想マシン)、およびその他のスケジ
ュール・オプションを指定します。

4. スケジュールのソースに Microsoft Exchange Server をホストしている仮想マ
シンが含まれていることを確認します。

5. 以下のいずれかのサービスが稼働していることを確認します。
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v クライアント・アクセプター・デーモン (CAD) によって管理されるスケジ
ューラーを使用している場合は、データ・ムーバー上で CAD サービスが稼
働していることを確認してください。

v スタンドアロンのスケジューラーを使用する場合、そのスケジューラーのサ
ービスが稼働していることを確認してください。

Microsoft Exchange Server バックアップのメールボックス情報の
更新
Microsoft Exchange Server データをホストしている仮想マシンをバックアップす
る際に、仮想マシン上で Data Protection for Microsoft Exchange Server が検出さ
れると、仮想マシンのバックアップとともにメールボックス履歴が自動的にアップ
ロードされます。

このタスクについて

Data Protection for Microsoft Exchange Server が仮想マシンにインストールされ
ていない限り、メールボックス履歴情報は Exchange Server データベースのバック
アップ操作で自動的には更新されません。また、メールボックス履歴の自動アップ
ロードは、データ・ムーバー・オプション・ファイル (Windows システムの場合は
dsm.opt、Linux システムの場合は dsm.sys) で VMBACKUPMAILBOXHISTORY No を指
定することで使用不可になっている場合もあります。

Data Protection for Microsoft Exchange Server コマンド・ライン・インターフェ
ースを使用して、メールボックス履歴情報を手動で更新できます。

ヒント: Microsoft Exchange サーバーが入っている仮想マシンをバックアップする
前に、このタスクを実行してください。こうすると、データベース・バックアップ
のメールボックス履歴とメールボックスのロケーション情報の一貫性を確保できま
す。

手順

1. Exchange Server データベース・バックアップのメールボックス履歴情報のみ
を更新するには、次の例のように、backup /UpdateMailboxInfoOnly コマンドを
発行します。

tdpexcc backup DB1 full /UpdateMailboxInfoOnly

ここで、DB1 はデータベース名、full はデータベース・バックアップのタイプ
です。

ヒント: Exchange 組織のすべてのメールボックスに関する情報を更新するに
は、データベース名としてアスタリスク (*) 文字を指定します。

2. オプション: 以下の手順を実行して、メールボックス情報が正しく更新されてい
ることを確認します。

a. 次の例に示すように、query /SHOWMAILBOXInfo コマンドを発行して、IBM
Spectrum Protect サーバー上のデータベース・バックアップのメールボッ
クス情報を確認します。

tdpexcc query tsm /showmailboxinfo
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b. Microsoft 管理コンソール (MMC) を開始して、「メールボックスのリスト
ア」ビューまたは「メールボックスのリストア・ブラウザー」ビューで、リ
ストア対象として選択可能な更新済みメールボックスのリストを確認しま
す。

バックアップの検証
バックアップを作成した後、Data Protection for Microsoft Exchange Server イン
ターフェースから仮想マシン・バックアップおよびデータベース・バックアップを
照会できることを確認します。

このタスクについて

目標リカバリー・ポイント (RPO) に基づいて、1 つ以上の Microsoft Exchange デ
ータベースをリカバリーすることができます。

手順

1. Microsoft 管理コンソール (MMC) から、Microsoft Exchange Server を選択し
ます。

2. 「リカバリー」タブをクリックします。

3. 「表示」 > 「データベース」を選択します。 リストアできる Microsoft
Exchange Server データベース・バックアップのリストが表示されます。

Data Protection for VMware を使用してバックアップされた Microsoft
Exchange Server データベースは、vmvss バックアップ・メソッドとして識別
されます。

ゲスト仮想マシン上の VSS バックアップ操作のトラブルシューティ
ング
ゲスト VM 上で Volume Shadow Copy Service (VSS) バックアップ処理中に問
題が発生した場合は、ご使用の環境で問題を再現してみてください。

このタスクについて

問題を再現したり、以下の情報を確認したりしても解決できない問題がある場合
は、IBM サポートに連絡して支援を依頼してください。

VSS ライター・サービスが原因で VM バックアップが失敗する:

VM バックアップが失敗する原因となっている VSS ライターをバイパスし、バッ
クアップから除外することができます。

このタスクについて

VM バックアップの前は、VSS ライターは安定状態で、エラーはありません。VM
バックアップ処理中に、VSS ライターでエラーが発生し、VM バックアップ全体が
失敗することがあります。

例えば、Microsoft Forefront Protection VSS ライターがゲスト VM にインストー
ルされている場合、VM バックアップは失敗し、VSS ライターの状況が Retryable
error 状況、Waiting for completion 状況、または Stable 以外の状況に変わりま

68 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



す。以下の手順を実行して、ライター・サービスを VM バックアップから除外しま
す。

手順

1. ゲスト VM 上の VSS 管理コマンド・ライン・ツールで、vssadmin list
writers コマンドを発行し、VSS ライターをリストします。 以下のコマンド例
では、Microsoft Forefront Protection VSS Writer サービスが、ライター名、
ID、およびインスタンス ID によって識別されています。

Writer name: 'FSCVSSWriter'
Writer Id: {68124191-7787-401a-8afa-12d9d7ccc6ee}
Writer Instance Id: {f4cc5385-39a5-463b-8ab4-aafb2b35e21e}
State: [1] Stable
Last error: No error

2. データ・ムーバー・オプション・ファイル dsm.opt または dsm.sys に、以下の
例に示すように、EXCLUDE.VMSYSTEMSERVICE オプションとその後に Writer
Name を追加します。

EXCLUDE.VMSYSTEMSERVICE FSCVSSWriter

ヒント: データ・ムーバー・マシンが UNIX システム上にある場合、オプショ
ン・ファイルは dsm.sys です。ゲスト VM とデータ・ムーバー・マシンが異
なる言語セットを使用している場合は、Writer Name の代わりに Writer ID ま
たは Writer Instance Id を指定します。
例えば、次のとおりです。

EXCLUDE.VMSYSTEMSERVICE {68124191-7787-401a-8afa-12d9d7ccc6ee}

タスクの結果

Microsoft Forefront Protection VSS Writer サービスがゲスト VM 上で実行され
ている場合でも、VM バックアップは正常に完了します。

スキップされたデータベースにはアプリケーション保護ファイル
APPPROTECTIONDBINFO.XML がなく、警告メッセージがない:

特定の条件下では、バックアップ操作時に、取り外された Exchange 2010 Server
データベースがスキップされ、警告は発行されません。

このタスクについて

Exchange 2010 Server を搭載したゲスト VM の VM バックアップ中は、以下の
条件が存在します。

v Exchange 2010 Server はデータベース可用性グループ (DAG) のメンバーでは
ありません。

v すべての Exchange 2010 Server データベースが取り外されます。

以下の警告メッセージが生成されます。

ANS4063W IBM Spectrum Protect application protection cannot copy
the application metafile 'APPPROTECTIONDBINFO.XML ' from the following VM: '<name_name>'.
このバックアップからの個別のデータベース・リストアはサポートされていません。

ANS4063W IBM Spectrum Protect application protection cannot copy the
application metafile '___________________________L' from the following VM: '<vm_name>'.
このバックアップからの個別のデータベース・リストアはサポートされていません。
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この状況では、VM バックアップはフル VM リストアでのみ使用可能です。この
VM バックアップからの個別のデータベース・リストアは使用できません。

この状況を防止するには、VM バックアップ操作を開始する前に、Exchange 2010
Server データベースをマウントします。

Exchange 2010 Server DAG データベースまたは Exchange Server 2013 データベ
ースが取り外されていると、ゲスト VM の VM バックアップ操作では、以下の警
告メッセージが生成されます。

ANS2234W Restore from virtual machine backup is not available for
dismounted database <database>

DAG のメンバーでなく、取り外されている Exchange 2010 Server データベース
の場合、IBM Spectrum Protect は、データベースが取り外されていることを検出し
ません。その結果、ANS2234W ではなく、警告メッセージ ANS4063W が生成され
ます。

同じトランザクション内に重複排除されたデータと重複排除されていないデータが
混在していることに起因するトランザクション・エラー:

特定の条件下では、同じトランザクションに重複排除されたデータと重複排除され
ていないデータが混在していると、トランザクション・エラーが発生します。

このタスクについて

データ重複排除が有効になっている場合、仮想マシンのアプリケーション保護を使
用する Data Protection for VMware のバックアップでは、dsmerror.log ファイル
に以下のエラーが生成される可能性があります。

ANS0246E Issue dsmEndTxn and then begin a new transaction session.
ANS5250E An unexpected error was encountered.

IBM Spectrum Protect function name : vmSendViaFile()
IBM Spectrum Protect function : Failed sending file

/tmp/tsmvmbackup/fullvm/vmtsmvss/member1/IIS CONFIG WRITER.XML
IBM Spectrum Protect return code : 2070
IBM Spectrum Protect file : vmmigration.cpp (1383)

このエラーはリカバリー可能であり、無視できます。このエラーが起こるのは、
Data Protection for VMware が、重複排除されたデータと同じトランザクションで
(サイズが小さいために重複排除から除外された) XML ファイルを送信しようとす
る場合です。Data Protection for VMware は、新規トランザクションで (エラー・
メッセージに示されている) XML ファイルを再送信します。

仮想マシンのバックアップで Microsoft Exchange Server ボリュー
ムが除外されないことの確認
仮想マシンのディスク (VMDK) 内のボリュームには、Data Protection for
VMware バックアップ処理から除外されていない Microsoft Exchange Server デー
タベースが入っている必要があります。
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このタスクについて

データベースは、物理互換モードのロー・デバイス・マップ (RDM) ディスク、独
立ディスク、あるいは iSCSI を介してゲスト・オペレーティング・システムに直接
接続されたディスクに配置することはできません。

手順

1. 仮想マシンのバックアップに使用される Data Protection for VMware デー
タ・ムーバー内の EXCLUDE.VMDISK ステートメントが、Microsoft Exchange
Server ファイル、ファイル・スペース、データベース、およびメールボックス
を含むボリュームをホストしている VMDK を誤って除外していないことを確
認してください。

例えば、次のとおりです。

v vm_exc10.vmdk には論理ボリューム C: が含まれます

v vm_exc10.vmdk には論理ボリューム E: および F: が含まれます

v vm_exc10_1.vmdk のラベルは Hard Disk 1 です。

v vm_exc10_2.vmdk のラベルは Hard Disk 2 です。

v バックアップする Microsoft Exchange Server データベース・ファイルは、
E: ドライブおよび F: ドライブにあります。

2. データ・ムーバーに以下のステートメントあるいは同様のステートメントが含ま
れていないことを確認することで、仮想マシン・バックアップから
vm_exc10_2.vmdk を除外するステートメントがないことを確認します。

EXCLUDE.VMDISK VM_EXC10 『Hard Disk 2』
EXCLUDE.VMDISK * 『Hard Disk 2』

あるいは、ほとんどのハード・ディスクを除外する場合は、以下のいずれかのス
テートメントを使用して、仮想マシン・ディスクを明示的に組み込む必要があり
ます。

INCLUDE.VMDISK VM_EXC10 『Hard Disk 2』
INCLUDE.VMDISK * 『Hard Disk 2』

Include ステートメントと Exclude ステートメントは、dsm.opt ファイルに表
示されているとおり、下から上に処理されます。目的を達成するには、ステート
メントを正しい順序で入力します。

以下のように、コマンド・ライン・インターフェースから、仮想マシン・ディス
クの除外と組み込みを指定できます。

dsmc backup vm 『VM_EXC10:-vmdisk=Hard Disk 2』 -asnode=datacenter10
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データのリストア
データをバックアップした後、目標リカバリー・ポイント (RPO) に基づいてデータ
をリカバリーすることができます。

リカバリー操作は、Data Protection for VMware バックアップから Microsoft
Exchange Server データベースまたはメールボックスのフルバックアップをリスト
アします。

仮想マシン全体をリストアする場合、仮想マシン上のすべての Microsoft Exchange
Server データベースおよびメールボックスがリストアされ、仮想マシン・バックア
ップが行われた時点にリカバリーされます。

Microsoft iSCSI Initiator Service の開始
リカバリー操作に使用されるディスクをマウントするには、iSCSI プロトコルが使
用されます。 Microsoft iSCSI Initiator Service を開始して、データがリストアさ
れるシステムの「スタートアップの種類」を「自動」に設定するようにします。

手順

1. Windows の 「サービス」リストで「Microsoft iSCSI Initiator Service」を右
クリックします。

2. 「プロパティ」をクリックします。

3. 「全般」タブで、以下のオプションを設定します。

a. 「スタートアップの種類」リストで、「自動」を選択します。

b. 「開始」をクリックしてから「OK」をクリックします。

タスクの結果

「サービス」リストに、「Microsoft iSCSI Initiator Service」が、状況は「開
始」、スタートアップの種類は「自動」で表示されます。

グラフィカル・ユーザー・インターフェースを使用したデータベー
ス・バックアップのリストア
Data Protection for Microsoft Exchange Server グラフィカル・ユーザー・インタ
ーフェースを使用して、仮想マシン・バックアップから Microsoft Exchange
Server のフル・データベース・バックアップをリカバリーすることができます。

手順

1. 仮想マシンからフル・データベース・リカバリーを開始するには、Microsoft
Management (MMC) を開始します。ナビゲーション・ペインで、「データの
保護およびリカバリー」ノードを展開して、Microsoft Exchange Server サーバ
ーを選択します。

2. 「リカバリー」タブで、「データベースのリストア」を選択します。すべてのバ
ックアップ (仮想マシン・バックアップからのすべてのデータベース・バックア
ップを含む) がリストされます。

3. リストアするフル・データベース・バックアップを選択します。

4. 「アクション」ペインで、「リストア」をクリックします。
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別の仮想マシンのバックアップのリストア
Data Protection for Microsoft Exchange Server を使用して、IBM Spectrum
Protect サーバー 上の別の仮想マシンのバックアップにアクセスし、バックアップ
をリストアすることができます。

このタスクについて

データベースおよびメールボックスのバックアップを元のバックアップ・ノードと
は異なるデータベース可用性グループ (DAG) ノードにリストアすることができま
す。DAG データベース・バックアップのリストアについて詳しくは、「IBM
Spectrum Protect Snapshot for VMware インストールとユーザーズ・ガイド
(Windows 版)」を参照してください。

以下のシナリオでは、ご使用の仮想環境に Exchange 仮想マシン vm1 と vm2 があ
ることを前提としています。vm1 と vm2 上のデータベースおよびメールボックスの
バックアップにアクセスしてリストアするために、vm2 上の Data Protection for
Microsoft Exchange Server を使用可能にすることにします。

手順

1. vm1 と vm2 上の Microsoft Exchange Server データを保護するために、自己完
結型アプリケーション保護を構成します。

2. コマンド・ライン・インターフェースで dsmc backup vm コマンドを発行して、
vm2 と vm1 をバックアップします。

3. vm2 上で、Data Protection for Microsoft Exchange Server をインストール
し、VMware 環境での Exchange Server データ保護用にソフトウェアを構成し
ます。

4. vm2 上の Data Protection for Microsoft Exchange Server を使用可能にして、
vm1 と vm2 上のバックアップにアクセスするために、次の例に示すように、set
access コマンドを発行します。

dsmc set access backup -type=vm vm1 vm2_vss

dsmc set access backup -type=vm vm2 vm2_vss

5. vm2 または vm1 上のデータベースまたはメールボックスのバックアップをリス
トアします。

関連タスク:

62 ページの『Data Protection for VMware の構成』

60 ページの『VMware 環境での Exchange Server データ保護用のソフトウェア
の構成』

64 ページの『Data Protection for Microsoft Exchange Server の構成』
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メールボックス・データのリストア
IBM Spectrum Protect Snapshot は、メールボックス・データをデータベース・レ
ベルでバックアップします。また、データベース・バックアップから個々のメール
ボックス項目をリストアします。

始める前に

メールボックスの個別リストア操作を実行するには、役割ベースのアクセス制御
(RBAC) 権限を持っている必要があります。詳しくは、「Data Protection for
Microsoft Exchange Server インストールとユーザー・ガイド」でバックアップ操作
およびリストア操作のセキュリティー要件についての説明が記載されているトピッ
クを参照してください。

Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) サーバーを使用してメールあるいはフォル
ダーをリストアする予定の場合は、リストア操作を開始する前に、必ず SMTP サー
バーを構成してください。管理コンソールでこの構成を設定するには、ツリー・ビ
ューで「ダッシュボード」を右クリックし、「プロパティー」を選択します。「電
子メール」 プロパティー・ページで、SMTP サーバーおよびポートを入力します。

このタスクについて

v Exchange Server 2013 では、パブリック・フォルダー・メールボックス・デー
タベース、パブリック・フォルダー・メールボックス、またはメールボックスの
一部 (例えば、特定のパブリック・フォルダー) のみをリストアすることができ
ます。

– Exchange 2013 パブリック・フォルダー・メールボックスをリストアするに
は、Exchange ユーザーが Public Folders 管理役割を持っている必要があり
ます。

– パブリック・フォルダー・メールボックスは、Exchange Server 上の既存の
パブリック・フォルダー・メールボックスにのみリストアすることができま
す。

– パブリック・フォルダーは、既存のパブリック・フォルダーにのみリストア
することができます。Exchange Server 上のパブリック・フォルダーのパス
は、リストアするパブリック・フォルダーのパスと同じフォルダー・パスで
なければなりません。 Exchange Server 上のパブリック・フォルダー・メー
ルボックスからパブリック・フォルダーが削除された場合、リストア操作を
開始する前に、リストアするパブリック・フォルダーと同じフォルダー・パ
スを使用してパブリック・フォルダーを再作成する必要があります。

– ベスト・プラクティスとして、パブリック・フォルダー・メールボックス
は、ユーザー・メールボックスとは別にリストアすることをお勧めします。
メールボックス内の特定のパブリック・フォルダーをリストアしたい場合、
あるいは元のメールボックスとは別のパブリック・フォルダー・メールボッ
クスにリストアしたい場合は、リストアするパブリック・フォルダー・メー
ルボックスを一度に 1 つのみ選択するようにします。

単一のリストア操作で複数のメールボックスをリストアし、少なくとも 1 つ
のメールボックスがパブリック・フォルダー・メールボックスである場合、
メールボックスは元のメールボックス・ロケーションのみにリストアされま
す。フィルターや代替のメールボックス宛先を指定することはできません。
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– 例えば、パブリック・フォルダーがバックアップ時以降に再配置された場合
は、元のメールボックスとは異なるパブリック・フォルダー・メールボック
スにリストアすることができます。パブリック・フォルダーのリストア操作
を実行する前に、代替メールボックス・ロケーションの同じフォルダー・パ
スにパブリック・フォルダーが存在していることを確認してください。

v Exchange Server 2010 以降では、アーカイブ・メールボックスまたはメールボ
ックスの一部 (例えば、特定のフォルダー) をリストアすることができます。ア
ーカイブ・メールボックス・メッセージは、Exchange Server 上にあるメールボ
ックス、アーカイブ・メールボックス、または Exchange Server の .pst ファ
イルにリストアすることができます。

ユーザーのメールボックスをアーカイブできるようにする場合、メールボックス
のバックアップとリストアの操作を完了する前に、そのユーザーがそのメールボ
ックスに少なくとも 1 回ログオンしていることを確認してください。

v 複数のメールボックスをリストアし、リストア操作の完了後もリカバリー・デー
タベースを保持したい場合は、すべてのメールボックスが同じリカバリー・デー
タベース内になければなりません。

v デフォルトでは、IBM Spectrum Protect Snapshot は、指定したメールボックス
について使用可能な最新のバックアップをリストアします。

リストア処理の完了に必要な時間は、メールボックス・データベースのサイズ、ネ
ットワークの速度、および処理するメールボックスの数によって異なります。

手順

1. Microsoft 管理コンソール (MMC) を開始し、ナビゲーション・ツリーで
「Exchange Server」を選択します。

2. Exchange Server インスタンスの「リカバリー」タブで、「メールボックスの
リストア」ビューを選択します。

3. リストアするメールボックスを 1 つ以上選択します。 バックアップされている
メールボックスのリストが表示されます。 メールを Unicode の個人用フォル
ダー (.pst) ファイルにリストアする場合、あるいはバックアップ時以降に削除
または再作成されたメールボックスをリストアする場合、IBM Spectrum
Protect Snapshot では、メールボックス・メッセージを保管するための一時メ
ールボックスが必要になります。「プロパティー」ページの「一般」タブにある
「一時メールボックスの別名」オプションを設定して、一時メールボックスを作
成します。

重要: 作成する一時メールボックスが、リストアするすべてのメールボックス
項目を収容するために十分なディスク・ストレージ容量を持つデータベース上に
あることを確認してください。

4. オプション: オプション: メールボックス全体ではなく、個々のメッセージをリ
ストアするには、「項目レベルのメールボックス・フィルター (Item-Level
Mailbox Filter)」を選択します。

a. 「フィルター・オプションの表示」をクリックしてから、「行の追加」をク
リックします。

b. 「列名」フィールドで、下矢印をクリックし、フィルターする項目を選択し
ます。
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v パブリック・メールボックス・フォルダーは、「フォルダー名」列での
みフィルタリングすることができます。

v Unicode .pst ファイルは、「バックアップ日付」、「フォルダー名」、
および「すべての内容」フィルターでのみフィルタリングすることがで
きます。

v バックアップ日付でフィルタリングし、デフォルトの日時をクリックし
て、テーブル・セルを編集することができます。日付を変更するには、
セルの末尾にある矢印をクリックします。カレンダー日付選択ツールが
表示されます。日付を選択したら、フィールドに表示するために Enter
を押します。時刻を編集するには、12 時間クロックの時刻規則を使用し
て時刻を入力します (2 p.m など)。

バックアップ日付を指定すると、Data Protection for Exchange Server
は、その正確な日付に対応するバックアップを検索します。正確にその
日付を持つバックアップが見つからない場合は、Data Protection for
Exchange Server は、その日付以降の最初のバックアップを選択しま
す。

c. 「演算子」フィールドで、演算子を選択します。

d. 「値」フィールドで、フィルター値を指定します。

e. 追加の項目をフィルターに掛ける場合は、「行の追加」をクリックします。

5. 「リストア・オプションの表示」をクリックして、リストア・オプションを指定
します。

表 3. データベースのリストア・オプション

タスク アクション

リストア後のリカバリー・データベースの
保持

メールボックスのリストア操作が完了した
後に、リカバリー・データベースを保持す
るには、このオプションを使用します。デ
フォルト値は「いいえ」です。値を「は
い」に設定すると、Data Protection for
Exchange Server によって、メールボック
スのリストア処理後もリカバリー・データ
ベースが自動的に保持されます。

メールボックス リストアするメールボックスの別名がメー
ルボックスのリストに表示されない場合
は、別名を指定します。このオプション
は、選択されたメールボックスを指定変更
します。

メールボックスのオリジナル・ロケーショ
ン

このオプションは、選択されたバックアッ
プ時以降にメールボックスが削除または再
作成され、メールボックス履歴が使用不可
にされている場合にのみ使用してくださ
い。バックアップ時にメールボックスがあ
った Exchange Server およびデータベー
スを指定します。形式
server-name,db-name を使用します (例え
ば、serv1,db1)。
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表 3. データベースのリストア・オプション (続き)

タスク アクション

リストアされたメッセージを未読としてマ
ーク

リストア操作の完了後にメールボックス・
メッセージに自動的に未読のマークを付け
るには、このオプションを使用します。デ
フォルト値は「はい」です。

既存のリカバリー・データベースの使用 既存のリカバリー・データベースからメー
ルボックスをリストアするには、このオプ
ションを使用します。デフォルト値は「は
い」です。

値を「いいえ」 に設定すると、メールボ
ックスをリストアする前にリカバリー・デ
ータベースがサーバーにマウントされた場
合、Data Protection for Exchange Server
はメールボックスのリストア処理中にリカ
バリー・データベースを自動的に削除しま
す。

6. リストア操作を完了するには、以下のいずれかの「リストア」オプションをクリ
ックします。

表 4. リストア・オプション

タスク アクション

メールをオリジナル・ロケーションにリス
トア

メール項目をバックアップ操作時のロケー
ションにリストアするには、このアクショ
ンを選択します。

代替ロケーションにメールをリストア メール項目を別のメールボックスにリスト
アするには、このアクションを選択しま
す。

非 Unicode の PST ファイルにメールを
リストア

メール項目を非 Unicode の個人用フォル
ダー (.pst) ファイルにリストアするに
は、このアクションを選択します。

1 つのメールボックスを選択して、メール
項目を .pst ファイルにリストアする場
合、ファイル名の指定を求めるプロンプト
が出されます。複数のメールボックスを選
択して、メール項目を .pst ファイルにリ
ストアする場合、ディレクトリーのロケー
ションの指定を求めるプロンプトが表示さ
れます。各メールボックスは、指定された
ディレクトリーにあるメールボックスの名
前を示す別々の .pst ファイルにリストア
されます。

.pst ファイルが存在する場合、そのファ
イルが使用されます。存在しない場合は、
ファイルが作成されます。
制約事項: 各フォルダーの内容は、16,383
個のメール項目を超えてはなりません。
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表 4. リストア・オプション (続き)

タスク アクション

Unicode の PST ファイルにメールをリス
トア

メール項目を Unicode の .pst ファイル
にリストアするには、このアクションを選
択します。

1 つのメールボックスを選択して、メール
項目を .pst ファイルにリストアする場
合、ファイル名の指定を求めるプロンプト
が出されます。複数のメールボックスを選
択して、メール項目を .pst ファイルにリ
ストアする場合、ディレクトリーのロケー
ションの指定を求めるプロンプトが表示さ
れます。

標準パス名 (例えば、c:¥PST¥mailbox.pst)
または汎用命名規則 (UNC) パス (例え
ば、¥¥server¥c$¥PST¥mailbox.pst) を入力
できます。標準のパスを入力すると、その
パスは UNC パスに変換されます。UNC
パスがデフォルト以外の UNC パスである
場合、その UNC パスを直接入力します。

各メールボックスは、指定されたディレク
トリーにあるメールボックスの名前を示す
別々の .pst ファイルにリストアされま
す。.pst ファイルが存在する場合、その
ファイルが使用されます。存在しない場合
は、ファイルが作成されます。
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表 4. リストア・オプション (続き)

タスク アクション

パブリック・フォルダー・メールボックス
のリストア

パブリック・フォルダー・メールボックス
を既存のオンライン・パブリック・フォル
ダー・メールボックスにリストアするに
は、このアクションを選択します。

メールボックスをフィルタリングし、特定
のパブリック・フォルダーを既存のオンラ
イン・パブリック・フォルダーにリストア
することができます。「リストア対象のフ
ォルダー」フィールドに、リストアするパ
ブリック・フォルダーの名前を入力しま
す。親フォルダー内のサブフォルダーをリ
ストアする場合は、parent_folder_name/

sub_folder_name の形式でフォルダーの絶
対パスを指定します。親フォルダー内のす
べてのサブフォルダーをリストアするに
は、parent_folder_name/* を使用しま
す。フォルダーの絶対パスにスペースが含
まれている場合は、フォルダー・パスを二
重引用符で囲み、フォルダー・パスの末尾
に円記号文字 (¥) を付加しないでくださ
い。

また、元のメールボックスとは異なるパブ
リック・フォルダー・メールボックスに、
パブリック・フォルダー・メールボックス
の全部または一部をリストアすることもで
きます。「ターゲット・パブリック・フォ
ルダー・メールボックス」フィールドに、
リストアの宛先となるパブリック・フォル
ダー・メールボックスを指定します。
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表 4. リストア・オプション (続き)

タスク アクション

アーカイブ・メールボックスへのメールの
リストア

このアクションは、1 次メールボックスま
たはアーカイブ・メールボックスに適用さ
れます。これらのタイプのメールボックス
の全部または一部を、元のアーカイブ・メ
ールボックスまたは代替アーカイブ・メー
ルボックスにリストアするには、このアク
ションを選択します。

アーカイブ・メールボックスをフィルタリ
ングし、特定のメールボックス・フォルダ
ーをリストアすることができます。「リス
トア対象のフォルダー」フィールドに、リ
ストアするアーカイブ・メールボックス内
のフォルダー名を入力します。親フォルダ
ー内のサブフォルダーをリストアする場合
は、parent_folder_name/sub_folder_name

の形式でフォルダーの絶対パスを指定しま
す。親フォルダー内のすべてのサブフォル
ダーをリストアするには、
parent_folder_name/* を使用します。フ
ォルダーの絶対パスにスペースが含まれて
いる場合は、フォルダー・パスを二重引用
符で囲み、フォルダー・パスの末尾に円記
号文字 (¥) を付加しないでください。

「ターゲット・アーカイブ・メールボック
ス」フィールドで、リストアの宛先となる
アーカイブ・メールボックスを指定しま
す。

ヒント: リストア操作時に MMC に状況標識が表示されないため、操作が完了
するまでに長時間かかったために操作が停止したと見なすこともできます。ただ
し、データの量によっては、リストア操作に数時間かかる可能性もあります。

再配置および削除されたメールボックスのリストア
仮想マシン・バックアップ後に再配置および削除されたメールボックスをリストア
するためのバックアップ・ソリューションは、Data Protection for VMware と
Data Protection for Microsoft Exchange Server で構成されます。

始める前に

削除されたメールボックスからメールボックス・データがリストアされる場所を決
定します。

メールを Unicode の個人用フォルダー (.pst) ファイルにリストアする場合、ある
いはバックアップ時以降に削除または再作成されたメールボックスをリストアする
場合、Data Protection for Exchange Server では、メールボックス・メッセージを
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保管するための一時メールボックスが必要になります。「プロパティー」ページの
「一般」タブにある「一時メールボックスの別名」オプションを設定して、一時メ
ールボックスを作成します。

重要: 作成する一時メールボックスが、リストアするすべてのメールボックス項目
を収容するために十分なディスク・ストレージ容量を持つデータベース上にあるこ
とを確認してください。

このタスクについて

バックアップをリストアし、バックアップからのフル・データベース・リストア操
作を実行すると、Data Protection for VMware は、ファイルを元の場所にリストア
します。

バックアップ・サイクル中にデータベース・ファイルまたはログ・ファイルが再配
置された場合、Data Protection for Microsoft Exchange Server は、ファイルを元
の場所にリストアします。

バックアップ・サイクル中にデータベースまたはメールボックスが作成された場
合、Data Protection for Microsoft Exchange Server は、新規ファイルを再作成し
ます。バックアップ・サイクル中にデータベース・ファイルまたはログ・ファイル
が削除された場合、それらのファイルはリストアされません。

手順

以下のアクションのいずれかを実行します。

v 削除されたメールボックス・データを元の場所にリストアする。 メールボック
ス・リストア操作を実行する前に、Exchange を使用するメールボックスを再作
成します。

削除されたメールボックスを含むバックアップがバージョン 6.1 より前の IBM
Spectrum Protect Snapshot for Microsoft Exchange Server で作成されたか、
またはメールボックスの履歴が使用不可になっているときに、メールボックスが
バックアップされた後に再配置された場合は、バックアップ時にそのメールボッ
クスがあった Exchange Server およびデータベースを指定する必要がありま
す。 GUI で「メールボックスのオリジナル・ロケーション」オプションを使用
して、この情報を指定します。あるいは、/MAILBOXORIGLOCATION パラメーター
を指定して、 restoremailbox コマンドを実行します。

v 削除されたメールボックス・データをオンライン Exchange Server 内のアクテ
ィブな代替メールボックスにリストアする。

v 削除されたメールボックス・データを Exchange Server 個人用フォルダー
(.pst) ファイルにリストアする。
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対話式の「メールボックス・リストア・ブラウザー」を使用したメー
ルボックス・メッセージのリストア
メールボックス・リストア・ブラウザーを使用して、Exchange Server のメールボ
ックスまたはメールボックスの項目を対話式にリストアすることができます。

始める前に

メールボックスの個別リストア操作を実行するには、役割ベースのアクセス制御
(RBAC) 権限を持っている必要があります。

Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) サーバーを使用したメールやフォルダーの
リストアを計画している場合は、リストア操作を試行する前に、必ず SMTP サーバ
ーを構成してください。 Microsoft 管理コンソール (MMC) で、ツリー内の「ダッ
シュボード」を右クリックして「プロパティー」を選択し、構成を設定します。次
に、「電子メール」プロパティー・ページで、SMTP サーバーおよびポートを入力
します。

このタスクについて

v Exchange Server 2013 では、パブリック・フォルダー・メールボックス・デー
タベース、パブリック・フォルダー・メールボックス、またはメールボックスの
一部 (例えば、特定のパブリック・フォルダー) のみをリストアすることができ
ます。ただし、メールボックスのリストア・ブラウザー・インターフェースを使
用して、パブリック・フォルダー内の個々のメッセージをリストアすることはで
きません。

– Exchange 2013 パブリック・フォルダー・メールボックスをリストアするに
は、Exchange ユーザーが Public Folders 管理役割を持っている必要があり
ます。

– パブリック・フォルダー・メールボックスは、Exchange Server 上の既存の
パブリック・フォルダー・メールボックスにのみリストアすることができま
す。

– パブリック・フォルダーは、既存のパブリック・フォルダーにのみリストア
することができます。Exchange Server 上のパブリック・フォルダーのパス
は、リストアするパブリック・フォルダーのパスと同じフォルダー・パスで
なければなりません。 Exchange Server 上のパブリック・フォルダー・メー
ルボックスからパブリック・フォルダーが削除された場合、リストア操作を
開始する前に、リストアするパブリック・フォルダーと同じフォルダー・パ
スを使用してパブリック・フォルダーを再作成する必要があります。

– ベスト・プラクティスとして、パブリック・フォルダー・メールボックス
は、ユーザー・メールボックスとは別にリストアすることをお勧めします。
メールボックス内の特定のパブリック・フォルダーをリストアしたい場合、
あるいは元のメールボックスとは別のパブリック・フォルダー・メールボッ
クスにリストアしたい場合は、リストア時に 1 つのパブリック・フォルダ
ー・メールボックスのみを選択します。

単一のリストア操作で複数のメールボックスをリストアし、少なくとも 1 つ
のメールボックスがパブリック・フォルダー・メールボックスである場合、
メールボックスは元のメールボックス・ロケーションのみにリストアされま
す。フィルターや代替のメールボックス宛先を指定することはできません。
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– 例えば、パブリック・フォルダーがバックアップ時以降に再配置された場合
は、元のメールボックスとは異なるパブリック・フォルダー・メールボック
スにリストアすることができます。パブリック・フォルダーのリストア操作
を実行する前に、代替メールボックス・ロケーションの同じフォルダー・パ
スにパブリック・フォルダーが存在していることを確認してください。

v 複数のメールボックスをリストアし、リストア操作の完了後もリカバリー・デー
タベースを保持したい場合は、すべてのメールボックスが同じリカバリー・デー
タベース内になければなりません。

v デフォルトでは、IBM Spectrum Protect Snapshot は、指定したメールボックス
について使用可能な最新のバックアップをリストアします。

制約事項: 1 つのメールボックス・リストア・アクションでリストアできるのは、同
じデータベース内のメールボックスのみです。

手順

1. MMC を開始します。

2. ナビゲーション・ツリーの「データの保護およびリカバリー」ノードで、
「Exchange Server」を選択します。

3. 「リカバリー」パネルで、「表示」 > 「メールボックス・リストア・ブラウザ
ー」をクリックします。

4. 「ソースの選択」ウィンドウで、リストアしたいメールボックスを指定します。
以下の表からアクションを選択してください。

表 5. リストアするメールボックスの選択

タスク アクション

メールボックスを参照してリストアするメ
ールボックスを選択する

1. ドロップダウン・リストから、「メー
ルボックスの参照」を選択します。

2. メールボックスを選択します。

3. 「OK」をクリックします。

ヒント: メールボックスをフィルタリング
するには「検索」フィールドを使用しま
す。 また、メールボックスを列でソート
することもできます。

リストアするメールボックスを名前で指定
する

1. 「メールボックス名」フィールドに、
リストアするメールボックスの名前を
入力します。

2. 「OK」をクリックします。

特定の時刻に作成されたメールボックス・
バックアップをリストアする

1. 「バックアップ日時」フィールドで、
デフォルトの日時をクリックして、詳
細を編集します。

2. 日付を変更するには、カレンダー・ア
イコンをクリックして、日付を選択
し、Enter を押します。

3. 時刻を変更するには、12 時間システム
規則を使用します (2 p.m など)。

4. 「OK」をクリックします。
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表 5. リストアするメールボックスの選択 (続き)

タスク アクション

リストア操作を実行する前に、リストアに
使用可能なメールボックス・バックアップ
を確認する

1. ドロップダウン・リストから、「メー
ルボックスの参照」を選択します。

2. バックアップが存在しているメールボ
ックスを選択します。

3. 「使用可能なデータベース・バックア
ップ」リストから、メールボックスに
使用可能なバックアップを確認し、リ
ストアするバックアップ・バージョン
を選択します。

4. 「バックアップ日時」フィールドに、
選択したメールボックス・バックアッ
プのタイム・スタンプが示されている
ことを確認します。

5. 「OK」をクリックします。

バックアップ時以降に削除または再作成さ
れたメールボックスをリストアする

「アクション」ペインで「プロパティー」
をクリックし、「一般」ページで一時的な
メールボックスの別名を入力します。
ヒント: この別名を入力しないと、メール
ボックスのリストア操作で、管理者のメー
ルボックスが一時保管場所として使用され
ます。

バックアップ内のすべてのデータベースを
参照する

1. ドロップダウン・リストから、「デー
タベースの参照」を選択します。

2. データベースを選択します。

3. 「OK」をクリックします。

ヒント: データベースをフィルタリングす
るには「検索」フィールドを使用します。
また、メールボックスを列でソートするこ
ともできます。

選択したメールボックスがリカバリー・データベースにリストアされると、リス
トアされたメールボックスおよびフォルダーが結果ペインに表示されます。

5. 結果ペインで、選択したメールボックス内に含まれているフォルダーおよびメッ
セージを参照します。 以下からアクションを選択して、リストアするメールボ
ックス、フォルダー、またはメッセージを選択します。

表 6. メールボックス項目のプレビューおよびフィルタリング

タスク アクション

メールボックス項目をプレビューする 1. プレビュー・ペインに内容を表示する
メールボックス項目を選択します。

2. 項目に添付ファイルがある場合、添付
ファイル・アイコンをクリックしてそ
の内容をプレビューします。「開く」
をクリックするか、「保存」をクリッ
クして項目を保存します。
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表 6. メールボックス項目のプレビューおよびフィルタリング (続き)

タスク アクション

メールボックス項目をフィルターに掛ける フィルター・オプションを使用して、結果
ペインのフォルダーおよびメッセージのリ
ストを絞り込みます。

1. 「フィルター・オプションの表示」を
クリックしてから、「行の追加」をク
リックします。

2. 「列名」フィールドの下矢印をクリッ
クして、フィルターに掛ける項目を選
択します。 フォルダー名、件名のテキ
ストなどでフィルタリングすることが
できます。

パブリック・メールボックス・フォル
ダーは、「フォルダー名」列でのみフ
ィルタリングすることができます。

「すべての内容」を選択すると、メー
ルボックスの項目は、添付名、送信
者、件名、およびメッセージ本文に基
づいてフィルターに掛けられます。

3. 「演算子」フィールドで、演算子を選
択します。

4. 「値」フィールドで、フィルター値を
指定します。

5. 追加の項目をフィルターに掛ける場合
は、「行の追加」をクリックします。

6. 「フィルターの適用」をクリックし
て、メッセージおよびフォルダーをフ
ィルターに掛けます。

6. 「アクション」ペインで、実行するフォルダーまたはメッセージのリストア・タ
スクをクリックします。 プレビュー・ペインでメッセージを選択した場合にの
み使用可能になる「メール・メッセージの内容の保存」をクリックすると、
Windows の「ファイルの保存」ウィンドウが表示されます。ロケーションとメ
ッセージの名前を指定して、「保存」をクリックします。 「リストアの進行状
況」ウィンドウが開き、リストア操作の進行状況が表示されます。 IBM
Spectrum Protect Snapshot は、メールボックス・バックアップを元のメールボ
ックス・ロケーションにリストアします。

7. メールボックスまたはメールボックス項目を以下のいずれかの場所にリストアす
るには、以下のステップを実行します。 以下の表からアクションを選択してく
ださい。
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表 7. 別のメールボックスまたは .pst ファイルへのメールボックスのリストア

タスク アクション

メールボックスまたはメールボックス項目
を別のメールボックスにリストアする

1. 「アクション」ペインで、「Exchange
メールボックスのオープン」をクリッ
クします。

2. メールボックスの別名を入力し、それ
をリストア先として識別します。

3. ソース・メールボックスを結果ペイン
の宛先メールボックスにドラッグしま
す。

メールボックスを Outlook 個人用フォル
ダー (.pst) ファイルにリストアする

1. 「アクション」ペインで、「PST ファ
イルのオープン」をクリックします。

2. Windows の「ファイル」ウィンドウ
が開いたら、既存の .pst ファイルを
選択するか、.pst ファイルを作成しま
す。

3. ソース・メールボックスを結果ペイン
の宛先 .pst ファイルにドラッグしま
す。

制約事項: メールボックス・リストア・ブ
ラウザーは、非 Unicode の .pst ファイ
ルでのみ使用できます。
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表 7. 別のメールボックスまたは .pst ファイルへのメールボックスのリストア (続き)

タスク アクション

パブリック・フォルダー・メールボックス
のリストア

パブリック・フォルダー・メールボックス
を既存のオンライン・パブリック・フォル
ダー・メールボックスにリストアするに
は、このアクションを選択します。

メールボックスをフィルタリングし、特定
のパブリック・フォルダーを既存のオンラ
イン・パブリック・フォルダーにリストア
することができます。「リストア対象のフ
ォルダー」フィールドに、リストアするパ
ブリック・フォルダーの名前を入力しま
す。親フォルダー内のサブフォルダーをリ
ストアする場合は、parent_folder_name/

sub_folder_name の形式でフォルダーの絶
対パスを指定します。親フォルダー内のす
べてのサブフォルダーをリストアするに
は、parent_folder_name/* を使用しま
す。フォルダーの絶対パスにスペースが含
まれている場合は、フォルダー・パスを二
重引用符で囲み、フォルダー・パスの末尾
に円記号文字 (¥) を付加しないでくださ
い。

また、元のメールボックスとは異なるパブ
リック・フォルダー・メールボックスに、
パブリック・フォルダー・メールボックス
の全部または一部をリストアすることもで
きます。「ターゲット・パブリック・フォ
ルダー・メールボックス」フィールドに、
リストアの宛先となるパブリック・フォル
ダー・メールボックスを指定します。

宛先メールボックスまたは .pst ファイルを開いた場合にのみ、「アクション」
ペインに、「Exchange メールボックスのクローズ」および「PST ファイルの
クローズ」タスクが表示されます。

8. オプション: 「リストアするメールボックスのクローズ」をクリックして、リカ
バリー・データベースを削除します。 このオプションは、リカバリー・データ
ベースの作成後にのみ表示されます。IBM Spectrum Protect Snapshot によっ
て、リカバリー・データベースが削除され、リストアされたファイルがクリーン
アップされます。「リストアするメールボックスのクローズ」を選択しない場
合、MMC を終了してもリカバリー・データベースは削除されません。

MMC が IBM Spectrum Protect Snapshot の外部で作成されたリカバリー・デ
ータベースも検出した場合、MMC はそのリカバリー・データベースに自動的
に接続します。ご使用のメールボックスのリストア・タスクを完了したら、リカ
バリー・データベースを手動で除去する必要があります。「リストアするメール
ボックスのクローズ」オプションは使用できません。
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コマンド・ライン・インターフェースを使用したデータのリストア
必要な場合、コマンド・ライン・インターフェースを使用して、仮想マシンから
Microsoft Exchange Server のフル・データベース・リカバリーを開始できます。

手順

1. query コマンドを発行して、データベースのフルバックアップを検索します。
次の例では、exc_db10 という名前の Microsoft Exchange Server データベース
のすべてのバックアップを検索します。

tdpexcc q tsm exc_db10 IBM Spectrum Protect for Mail:
Data Protection for Microsoft Exchange Server Version 8, Release 1, Level 0.0
...
Querying IBM Spectrum Protect server for a list of
data backups, please wait....

Connecting to IBM Spectrum Protect Server as node 『exc_db10』...
Connecting to Local DSM Agent 『exc』...
Using backup node 『exc_db10』...

Exchange Server : exc

Database : exc_db10

Backup Date Size S Type Loc Object Name
------------------- ---- - ---- --- ----------------------
10/15/2014 19:17:26 5.40 B A full Srv 20141015191726 (VMVSS)

The operation completed successfully. (rc = 0)

2. トランザクション・ログを適用せずにデータベースをリストアするには、以下の
例に示すように、データベースの restore コマンドを発行します。

TDPEXCC RESTore databaseName FULL /BACKUPDEstination=TSM
/BACKUPMethod=VMVSS

次の出力例は、exc_db10 という名前の Microsoft Exchange Server データベー
スでコマンドを発行した結果です。

TDPEXCC RESTore exc_db10 FULL /BACKUPDEstination=TSM /BACKUPMethod=VMVSS
IBM Spectrum Protect for Mail:
Data Protection for Microsoft Exchange Server
Version 8, Release 1, Level 0.0 (C) Copyright
IBM Corporation 1997, 2016. All rights reserved.

Connecting to IBM Spectrum Protect Server as node 『exc_db10』...

Connecting to Local DSM Agent 『exc』...
Using backup node 『exc_db10』...

Starting Microsoft Exchange restore...
Beginning VSS restore of 『exc_db10』'...

Restoring 『exc_db10』 via file-level copy from snapshot(s).
This operation could take a while, please wait

...

The operation completed successfully. (rc = 0)

/INTODB パラメーターを追加することにより、データベースを別の場所にリスト
アすることができます。例えば、次のようにします。

TDPEXCC RESTore TestDB1 FULL /INTODB=Test2
/BACKUPDEstination=TSM /BACKUPMethod=VMVSS

88 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



次のタスク

Data Protection for Microsoft Exchange Server コマンド・ライン・インターフェ
ース TDPEXCCを使用して、活動状態にないバックアップをリストアできます。
restore コマンドの発行時に、特定のバックアップのデータベース・オブジェクト
名を指定します。

データベース・オブジェクト名を取得するには、以下のコマンドを入力します。

tdpexcc q tsm dbname full /all

データベース・オブジェクト名の値を入手したら、TDPEXCC restore コマンドの
/OBJect=objectname パラメーター (ここで、objectname はデータベース・オブジェク
ト名) で、そのデータベース・オブジェクト名を指定します。例えば、次のとおり
です。

TDPEXCC RESTore db44 FULL /OBJect=20140311131051 /BACKUPDEstination=TSM
/BACKUPMethod=VMVSS

Windows PowerShell コマンドレットを使用したデータのリストア
必要な場合、IBM Spectrum Protect Snapshot で Windows PowerShell コマンド
レットを使用して、仮想マシンから Microsoft Exchange Server のフル・データベ
ース・リカバリーを開始できます。

手順

1. データベースのフルバックアップを見つけるために、照会コマンドレットを発行
します。 例えば、すべてのデータベース・フルバックアップを見つけるには、
次のコマンドを入力します。

Get-DpExcBackup -Name * -FromExcServer *

2. データベースのリストア・コマンドレットを発行します。 例えば、次のように
します。

Restore-DpExcBackup -Name ExchDb01 -Full
-BACKUPDESTINATION TSM -FROMEXCSERVer PALADIN20
-INTODB Zwen

3. 代替ロケーションにリストアするには、リストア・コマンドレットにパラメータ
ー intodb を指定して発行します。 例えば、次のようにします。

Restore-DpExcBackup -Name ExchDb01 -Full
-BACKUPDESTINATION TSM -FROMEXCSERVer PALADIN20
-OBJect 20140923100738 -INTODB ExchDb01_altRdb

IBM Spectrum Protect ファイル・スペース情報
ご使用の仮想マシンのファイルのファイル名や場所を知っている必要はないかもし
れません。しかし、基礎のファイル構造に関心をお持ちの場合、Data Protection
for VMware バックアップは、vSphere データ・センターのノード名 (例えば、
datacenter10) の下に保管されています。

以下の例は、vm_exc10 と呼ばれる仮想マシンのファイル・スペース情報を示してい
ます。
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Protect: ORION>q file datacenter10 f=d

Node Name: DATACENTER10
Filespace Name: ¥VMFULL-vm_exc10
Hexadecimal Filespace Name:
FSID: 61
Collocation Group Name:
Platform: TDP VMware
Filespace Type: API:TSMVM
Is Filespace Unicode?: No
Capacity: 0 KB
Pct Util: 0.0
Last Backup Start Date/Time: 03/13/2014 21:29:17
Days Since Last Backup Started: 31
Last Full NAS Image Backup Completion Date/Time:
Days Since Last Full NAS Image Backup Completed:
Last Backup Date/Time From Client (UTC):
Last Archive Date/Time From Client (UTC):
Last Replication Start Date/Time:
Days Since Last Replication Started:
Last Replication Completion Date/Time:
Days Since Last Replication Completed:
Backup Replication Rule Name: DEFAULT
Backup Replication Rule State: Enabled
Archive Replication Rule Name: DEFAULT
Archive Replication Rule State: Enabled
Space Management Replication Rule Name: DEFAULT
Space Management Replication Rule State: Enabled
At-risk type: Default interval
At-risk interval:

VMware 環境での Microsoft SQL Server データの保護
VMware ESXi 仮想ゲスト・マシンで実行されている Microsoft SQL Server ワー
クロードの場合、Microsoft SQL Server データをホストしている仮想マシンのアプ
リケーション整合バックアップを取ることができます。IBM Spectrum Protect ソフ
トウェアを使用して、仮想マシンからバックアップをリカバリーすることもできま
す。

データをバックアップする前に、独自の目標復旧時点 (目標リカバリー・ポイント:
RPO) を確認してください。 RPO は、データをバックアップする頻度を決定する
のに役立ち、データ・バックアップに関連するコストに影響します。

例えば、必要なリカバリー・ポイントを確保するために、頻繁に仮想マシンのバッ
クアップを行うようにスケジュールできます。 仮想マシン・バックアップのリカバ
リー・ポイントは、バックアップが行われた時点です。仮想マシンのバックアップ
は、変更ブロックのトラッキングとデータ重複排除によってコストは節約されるも
のの、多数の仮想マシン・スナップショットの作成や削除を行う場合、コストが高
くなる可能性があります。

一方、従来のゲスト内データ保護メソッドのほとんどは適切な RPO を提供します
が、これらのゲスト内メソッドでは仮想マシン・レベルでデータをバックアップす
ることで得られる効率性が失われます。

IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware
および IBM Spectrum Protect Snapshot with Data Protection for Microsoft SQL
Server を使用して、仮想マシン・レベルで、バックアップ効率性を維持する方法
で、データをバックアップすることができます。
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VMware 環境内の Microsoft SQL Server データを保護するには、以下の製品がシ
ステムにインストールされて構成されていることを確認してください。

v IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for
VMware V8.1.0 (IBM Spectrum Protect クライアントを含む)

v Data Protection for Microsoft SQL Server V4.1.6 を使用する IBM Spectrum
Protect Snapshot

Microsoft SQL Server のアプリケーション・データをバックアップおよびリストア
するために必要な権限については、技術情報 1647995 を参照してください。

アプリケーション保護は、VMware vSphere 環境内の VMware VM についてのみ
サポートされます。

VMware 環境での SQL Server データ保護用のソフトウェアの構
成

VMware ESXi 仮想ゲスト・マシンで実行されている Microsoft Exchange Server
ワークロードを保護するには、Data Protection for VMware をインストールして構
成します。次に、Data Protection for Microsoft SQL Server をインストールして
構成します。

始める前に

以下の手順は、構成シナリオに基づくもので、ご使用の環境に合っていない可能性
があります。ご使用の環境に合わせて、構成を調整してください。

以下のリストは、このシナリオを要約した早見表です。

Windows ホスト名
SQL10

VSS リクエスター・ノード名
SQL10_VSS

Data Protection for Microsoft SQL Server のノード名
sql10_SQL

仮想マシン名
vm_sql10

データ・ムーバー・ノード名
datamover10 および datamover20

データ・センター・ノード名
datacenter10

VM ファイル・スペース
¥VMFULL-vm_sql10

このタスクについて

以下の詳細は、使用されているシナリオについて説明しています。

v vm_sql10 という名前の仮想マシン上の単一の Microsoft SQL Server データベ
ースをリカバリーする必要があります。
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v 仮想マシン vm_sql10 は、ノード名 datacenter10 を使用して Data Protection
for VMware によって保護されています。IBM Spectrum Protect サーバー内の
このノード名は、vSphere データ・センターを表しています。データ・ムーバ
ー・ノードは、datamover10 および datamover20 と呼ばれます。

v 仮想マシン・ゲストは、仮想マシン名 vm_sql10 を使用して構成されており、
Microsoft Windows ホスト名は SQL10 です。

v Data Protection for Microsoft SQL Server は、ゲストにインストールされてお
り、IBM Spectrum Protect サーバーがノード名 sql10_SQL を使用するように構
成されています。

v 仮想ゲスト・マシン内の IBM Spectrum Protect クライアントは、VSS リクエ
スター・ノードとして構成されており、ノード名 SQL10_VSS を使用していま
す。

手順
1. 各ソフトウェア・パッケージに付属のインストールおよび構成の手順に従ってく

ださい。

Data Protection for VMware の前に Data Protection for Microsoft SQL
Server をインストールした場合、Data Protection for Microsoft SQL Server
構成ウィザードで VMware データ・センター・ノードを指定することができま
せん。構成ウィザードでは、このフィールドが使用不可になっているためです。

2. 以下のチェックリストのタスクを実行します。

v Microsoft SQL Server データベースおよびメールボックスが VMware 仮想
ディスク上でホストされていることを確認してください。

v 物理互換モードのロー・デバイス・マップ (RDM) ディスク、独立ディス
ク、あるいはゲスト内 iSCSI を介してゲストに直接接続されたディスク上で
Microsoft SQL Server データベースがホストされていないことを確認してく
ださい。

v 十分な数の Microsoft SQL Server ログ・バックアップのバージョンおよび
仮想マシン・バックアップを保持するようにポリシーが設定されていること
を確認します。

v SQL Server データベースが、単一サーバー上にあり、どのタイプのクラス
タリング (例えば、フェイルオーバー・クラスター、AlwaysOn 可用性グル
ープ、または AlwaysOn フェイルオーバー・クラスター・インスタンス) に
も参加していないことを確認します。

3. 仮想ゲスト・マシンの外部 (データ・ムーバー内) で、Microsoft SQL Server
データベースを保護するように Data Protection for VMware を構成します。

4. 仮想ゲスト・マシン内で、以下のアクションを実行します。

v Data Protection for VMware Recovery Agent コマンド・ライン・インター
フェースがゲスト仮想マシン上の Recovery Agent と連動するように構成さ
れていることを確認します。

v Data Protection for Microsoft SQL Server を構成し、SQL Server ログ・バ
ックアップを完了して、仮想マシン・バックアップから SQL Server データ
ベースをリストアします。

関連タスク:
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62 ページの『Data Protection for VMware の構成』

96 ページの『Data Protection for Microsoft SQL Server の構成』

Data Protection for VMware の構成
Microsoft SQL Server データをホストしているシステムの仮想マシン・バックアッ
プ中に Microsoft VSS メタデータ情報を保持するように、Data Protection for
VMware を構成する必要があります。

このタスクについて

Microsoft SQL Server をホストしている仮想マシンをバックアップする場合、Data
Protection for VMware はアプリケーション整合性を提供します。これらのバック
アップを使用して、Microsoft SQL Server を整合した状態で仮想マシンをリカバリ
ーすることができます。

IBM Spectrum Protect を使用して、このタイプのバックアップから仮想マシン全体
をリカバリーすることなく選択したデータベースのみをリカバリーするには、仮想
マシンのスナップショットおよびバックアップが作成された時点の Microsoft SQL
Server の状態に関する情報を保持します。この情報は、仮想マシンのスナップショ
ットの作成時に行われる Microsoft Volume Shadow Copy Services (VSS) 対話の
一部として収集されます。

Data Protection for VMware で Microsoft SQL Server の Microsoft VSS メタデ
ータを収集するには、バックアップ操作中に仮想マシンからこの情報を取得するよ
うに Data Protection for VMware を構成する必要があります。

手順

1. Microsoft SQL Server データをホストしているシステムの仮想マシン・バック
アップ中に Microsoft VSS メタデータ情報を保持するように、Data Protection
for VMware を構成します。

a. Data Protection for VMware データ・ムーバーのオプション・ファイルを
見つけます。 Windows システムでは、このオプション・ファイルは
dsm.opt です。Linux システムでは、このオプション・ファイルは dsm.sys
です。

b. 仮想マシンに INCLUDE.VMTSMVSS オプションを指定します。 仮想マシン・
バックアップで Microsoft VSS メタデータ情報を保持するためには、この
オプションを設定する必要があります。以下の表からオプションを選択して
ください。
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表 8. INCLUDE.VMTSMVSS オプション

オプション 結果

INCLUDE.VMTSMVSS vm_display_name このオプションを設定すると、仮想マシ
ン・アプリケーションは、バックアップ
が実施されるときに通知を受け取りま
す。この通知により、アプリケーション
は、トランザクションをコミットしてト
ランザクション・ログを切り捨てること
ができるため、バックアップ完了時には
整合した状態から再開することができま
す。

vm_display_name は、VMware vSphere
Client および vSphere Web Client で
示されている仮想マシンの名前を表しま
す。

INCLUDE.VMTSMVSS vm_display_name

OPTions=KEEPSqllog

このオプションを設定すると、データ・
ムーバー・ノードが SQL Server を実行
している仮想マシンをバックアップする
際に SQL Server ログが切り捨てられま
せん。このパラメーターを指定すること
により、SQL Server ログを手動で保存
し、仮想マシンがリストアされた後に特
定のチェックポイントに SQL トランザ
クションをリストアすることができま
す。このオプションを指定すると、SQL
ログは切り捨てられません。

c. Microsoft SQL Server データベースをホストしている仮想マシン・ディス
ク (VMDK) が仮想マシン・バックアップ操作から除外されていないことを
確認します。 Microsoft SQL Server をホストしている仮想マシンを保護す
るすべてのデータ・ムーバーについて、上記の手順を繰り返します。

2. IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイブ・クライアントのコマンド・
ラインから次のコマンドを実行して、各データ・ムーバー (例えば、
datamover10) 上で Data Protection for VMware に対するゲスト仮想マシン資
格情報を保管します。

dsmc set password –type=vmguest vm_guest_display_name
guest_admin_ID guest_admin_pw

このコマンドは、データ・ムーバーをホストするシステム上で暗号化された、ゲ
スト仮想マシン資格情報を保管します。guest_admin_ID guest_admin_pw には以
下の最小権限が必要です。

v バックアップ権限: db_backupoperator データベース役割を持つユーザー
は、自己完結型アプリケーション・データのバックアップの実行を許可され
ています。そのユーザーが SQL Server sysadmin 固定サーバー役割のメン
バーの場合、ユーザーは Microsoft SQL Server インスタンスの任意のデー
タベースをバックアップできます。ユーザーは、そのユーザーが所有者であ
るデータベースもバックアップできますが、特定のデータベースに対するバ
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ックアップ権限がありません。ゲスト VM ユーザーは、ボリューム・シャド
ー・コピーを作成し、SQL サーバーのログを切り捨てる権限を持っている必
要があります。

v リストア権限: データベースが存在する場合、ユーザーが dbcreator 固定サ
ーバー役割のメンバーである場合、またはユーザーがデータベース所有者で
ある場合にリストア操作を実行できます。Microsoft SQL Server sysadmin
固定サーバー役割を持つユーザーは、任意のバックアップ・セットからデー
タベースをバックアップする権限があります。その他のユーザーの場合、シ
チュエーションはデータベースが存在するかどうかによって異なります。

次のタスク

仮想マシン・バックアップ構成を検証して、VMDK が含まれていることを確認でき
ます。さらに、データ・ムーバーから preview オプションを指定した backup コマ
ンドを発行することで、他のパラメーターを表示することができます。例えば、次
のようにします。

dsmc backup vm vm_display_name -preview -asnode=datacenter_node

IBM Spectrum Protect スケジューラーを使用して、仮想マシンの定期的なバックア
ップをスケジュールすることもできます。また、次のようにデータ・ムーバーのコ
マンド・ラインを使用して、Microsoft SQL Server をホストしている仮想マシンを
バックアップすることもできます。

dsmc backup vm vm_display_name -asnode=datacenter_node

構成でリストア可能なデータをバックアップできることを確認
個々の Microsoft SQL Server データベースを Data Protection for VMware 仮想
マシン・バックアップからリストアするには、事前に少なくとも 1 つの仮想マシ
ン・バックアップを正常に完了する必要があります。リストア操作が機能するに
は、Microsoft SQL Server データベース・メタデータがバックアップに含まれてい
る必要があります。

手順

1. データ・ムーバー・ノード上で、次のデータ・ムーバーの query コマンドを発
行します。

dsmc query vm vmname -detail -asnode=datacenter_node

ここで、

v vmname は、仮想マシンの名前を指定します。

v datacenter_node は、データ・センター・ノードの名前を指定します

2. コマンド出力では、以下の詳細情報を探してください。

Application(s) protected: MS SQL 2012 (database-level recovery)

Microsoft SQL Server データベース・ファイルをホストする仮想ディスクのど
の Virtual Machine Disk (VMDK) 状況フィールドにも、Excluded が示されて
いないことを確認してください。Excluded 状況は、Microsoft SQL Server デー
タベースをリカバリーするために必要な 1 つ以上の VMDK が保護されていな
いことを示します。例えば、次のようにします。
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Query Virtual Machine for Full VM backup
# Backup Date Mgmt Class Size Type A/I Virtual Machine
- ----------- ---------- ----- ---- --- -----------------
1 02/20/2016 STANDARD 43.94GB IFFULL A vm_sql10

12:43:59

Size of this incremental backup: n/a
Number of incremental backups since last full: 0
Amount of extra data: 0
Object fragmentation: 0
Backup is represented by: 328 objects
Application protection type: TSM VSS
Application(s) protected: MS SQL 2012 (database-level recovery)
VMDK[1]Label: Hard Disk 1
VMDK[1]Name: [ess800_dev2] vm_sql10/vm_sql10 .vmdk
VMDK[1]Status: Protected
...
VMDK[6]Label: Hard Disk 6
VMDK[6]Name: [ess800_dev2] vm_sql10/vm_sql10_5.vmdk
VMDK[6]Status: Protected

Data Protection for Microsoft SQL Server の構成
Data Protection for VMware を構成し、単一の Microsoft SQL Server データベー
スのリカバリーに使用できる仮想マシン・バックアップの作成を確認した後、ゲス
ト仮想マシンに Data Protection for Microsoft SQL Server を構成します。

手順

1. Microsoft SQL Server データベースをホストする仮想マシンにログオンしま
す。

2. 以下のパッケージがインストールされていることを確認します。

v IBM Spectrum Protect Recovery Agent、Recovery Agent コマンド・ライ
ン・インターフェース (CLI)、およびライセンス (Data Protection for
VMware 製品パッケージから)

v IBM Spectrum Protect データ・ムーバー

v Data Protection for Microsoft SQL Server

Data Protection for VMware インストール・プログラムを使用すると、
Recovery Agent、CLI、ライセンス、およびデータ・ムーバーを一緒にインスト
ールできます。パッケージを一緒にインストールするには、拡張インストール・
オプション「ゲスト内アプリケーション保護用の完全なデータ・ムーバーのイン
ストール (Install a complete data mover for in-guest application
protection)」を選択します。Data Protection for Microsoft SQL Server は、別
個にインストールされます。

3. IBM Spectrum Protect 構成ウィザードを使用して Data Protection for
Microsoft SQL Server を構成します。ウィザードの「IBM Spectrum Protect
ノード名」ページを開いたら、VMware データ・センター・ノード名、
Microsoft SQL Server ノード名、および VSS リクエスター・ノード名を入力
します。データ・センター・ノード名フィールドが無効な場合は、recovery
agent が正しくインストールされません。

4. Data Protection for Microsoft SQL Server の構成後、「Recovery Agent の構
成」規則の状況が「合格」を示していることを確認します。
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5. データ・ムーバー・インスタンスにログオンし、以下の手順を実行します。 す
べてのデータ・ムーバー・インスタンスでこのステップを繰り返さないでくださ
い。

a. データ・ムーバー・オプション・ファイル dsm.opt のコンテンツを
dsm.setaccess.opt という名前の一時ファイルにコピーし、その一時ファイ
ルに対して以下の変更を行います。 この変更は、dsm.opt ファイルに対し
ては行わないでください。

1) ASNODE 項目が含まれている行をすべて削除します。

2) NODENAME オプションを VMware データ・センター・ノード名に設定し
ます。 例えば、次のようにします。

NODENAME datacenter10

ヒント: dsm.opt ファイルに ASNODE 項目が含まれておらず、NODENAME オプ
ションが正しいデータ・センター・ノードに設定されている場合、
dsm.setaccess.opt ファイルを作成せずにこのファイルを使用できます。

b. NODENAME オプションで指定されたデータ・センター・ノードから、set
access コマンドを発行して、VSS リクエスター・ノードによる仮想マシ
ン・バックアップへのアクセスを許可します。以下に例を示します。

VSS リクエスター・ノードは、Data Protection for Microsoft SQL Server
の代わりに仮想マシン・バックアップにアクセスするため、このステップを
実行する必要があります。

データ・センター・ノードのパスワードが不明である場合に set access コ
マンドを実行すると、エラー・メッセージが表示されるため IBM Spectrum
Protect サーバー 管理者はコマンドを発行するためにパスワードをリセット
する必要があります。

例

以下の例は、set access コマンドの必須パラメーターを示します。 パラメーター
は仮想マシン名 (vm_sql10)、VSS リクエスター・ノード名 (SQL10_VSS)、およびデ
ータ・センター・ノード名を定義するオプション・ファイルの名前
(dsm.setaccess.opt) を指定します。

次の例には、query access コマンドの結果 (VSS リクエスター・ノードのバックア
ップ・アクセス許可) も示されています。

dsmc set access backup –type=VM vm_sql10 SQL10_VSS –optfile=dsm.setaccess.opt

ANS1148I 『Set Access』 command successfully completed.

dsmc query access
Node name: datacenter10
Type Node User Path
------ ------ ------ ------
Backup SQL10_VSS * ¥VMFULL-vm_sql10¥*¥*

ANS1148I 『Query Access』 command completed successfully
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バックアップの管理
Data Protection for Microsoft SQL Server を構成した後、バックアップをスケジ
ュールすることができます。バックアップを開始する前に、仮想マシンのバックア
ップ・スケジュールと Microsoft SQL Server ログのバックアップを設定しておく
必要があります。

仮想マシン・バックアップのスケジューリング
ご使用のデータを確実に保護するために、仮想マシンのバックアップをスケジュー
ルします。

始める前に

デフォルトでは、バックアップ操作で VMDK に許可される最大サイズは 2 TB に
設定されています。 ただし、実際の最大サイズは 8 TB です。 最大サイズを増や
すには vmmaxvirtualdisks オプションを使用します。 詳しくは、
Vmmaxvirtualdisksを参照してください。

手順

1. Data Protection for VMwareユーザー・インターフェースにログオンします。

2. 「バックアップ」タブをクリックします。

3. 「スケジュールの作成」をクリックして、バックアップ・スケジュール名、ソー
ス (バックアップ・スケジュールに含める仮想マシン)、およびその他のスケジ
ュール・オプションを指定します。

4. スケジュールのソースに Microsoft SQL Server をホストしている仮想マシンが
含まれていることを確認します。

5. 以下のいずれかのサービスが稼働していることを確認します。

v クライアント・アクセプター・デーモン (CAD) によって管理されるスケジ
ューラーを使用している場合は、データ・ムーバー上で CAD サービスが稼
働していることを確認してください。

v スタンドアロンのスケジューラーを使用する場合、そのスケジューラーのサ
ービスが稼働していることを確認してください。

Microsoft SQL Server ログ・バックアップのスケジューリング
仮想マシン・バックアップのスケジュールを作成した後、Microsoft SQL Server ロ
グ・バックアップのスケジュールを作成できます。

このタスクについて

SQL Server ログのバックアップは、より細かいレベルのリカバリー・ポイントを提
供します。現在のバックアップ頻度で十分なリカバリー・ポイントが提供される場
合や、バックアップに INCLUDE.VMTSMVSS vm_display_name OPTions=KEEPSqllog オ
プションを指定しなかった場合には、SQL Server ログをバックアップする必要はな
いかもしれません。

手順

1. Microsoft SQL Server をホストしている仮想マシンから Data Protection for
Microsoft SQL Server ユーザー・インターフェースを開始します。
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2. ナビゲーション・ペインで、「管理」ノードを展開します。

3. 「管理」ノードの下で、右クリックして「スケジューリング」 > 「スケジュー
リング・ウィザード」を選択します。

4. 「スケジューリング・ウィザード」を開き、スケジュールの名前と時刻を確認し
ます。

5. 「スケジュール・タスクの定義」ページで、「コマンド・ライン」を選択しま
す。

6. アイコンをクリックし、SQL Server テンプレートを選択します。「次へ」をク
リックします。

7. コマンド・ライン・インターフェースおよび SQL Server テンプレートを使用
して、データベース・ログ・バックアップを指定します。例えば、次のようにし
ます。

tdpsqlc backup * log /truncate=yes 2>&1

ヒント: あるいは、IBM Spectrum Protect 集中スケジューリング・サービスを
使用して、Microsoft SQL Server バックアップをスケジュールすることができ
ます。このサービスは、ユーザーが仮想マシン上のすべての Microsoft SQL
Server インスタンスのバックアップ・スケジュールを作成するのに役立ちま
す。

バックアップの検証
バックアップを作成した後、Data Protection for Microsoft SQL Server インター
フェースから仮想マシン・バックアップおよびデータベース・バックアップを照会
できることを確認します。

このタスクについて

目標リカバリー・ポイントに基づいて、1 つ以上の Microsoft SQL データベースを
リカバリーすることができます。

手順

1. Microsoft 管理コンソール (MMC) から、Microsoft SQL Server を選択しま
す。

2. 「リカバリー」タブをクリックします。

3. 「表示」 > 「データベース」を選択します。 リストアできる Microsoft SQL
Server データベース・バックアップのリストが表示されます。

Data Protection for VMware を使用してバックアップされた Microsoft SQL
Server データベースは、バックアップ・メソッド vmvss で識別されます。Data
Protection for Microsoft SQL Server を使用してバックアップされた
Microsoft SQL Server ログは、バックアップ・メソッド Legacy で識別されま
す。
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バックアップのバージョンの管理
Data Protection for Microsoft SQL Server を使用して、バックアップの有効期限
を管理することができます。保存するスナップショット・バックアップの数やスナ
ップショットの保存期間を指定できます。

このタスクについて

Microsoft SQL Server バックアップの保存を設定するには、以下の手順を実行しま
す。この手順では、バックアップを 30 日間保存することを想定しています。

手順

1. 仮想マシン・バックアップで使用する管理クラスで、保持パラメーターを定義し
ます。 例えば、次のようにします。

Retain extra versions = 30
Retain only versions = 30
Versions data exists = nolimit
Versions data deleted = nolimit

仮想マシン・バックアップに使用する管理クラスを指定するには、データ・ムー
バー・オプション・ファイルで vmmc オプションを使用します。

スケジュールされた仮想マシン・バックアップは、Data Protection for
VMware クライアントに関連付けられています。

2. Microsoft SQL Server バックアップで使用する管理クラスで、保持パラメータ
ーを定義します。 例えば、次のようにします。

Retain extra versions = 0
Retain only versions = 1
Versions data exists = nolimit
Versions data deleted = nolimit

Data Protection for Microsoft SQL Server エージェントで使用される dsm.opt
ファイルに、Microsoft SQL Server バックアップの管理クラスを指定します。
以下の INCLUDE オプションを参照してください。

INCLUDE *:¥...¥*log management_class_name
INCLUDE *:¥...¥log¥..¥* management_class_name

3. 仮想マシン上で Data Protection for Microsoft SQL Server が稼働している状
態で、inactivate コマンドを発行して、Microsoft SQL Server 上のすべてのデ
ータベースのすべてのアクティブ・ログ・バックアップを明示的に非アクティブ
化します。 例えば、次のようにします。

tdpsqlc inactivate * log=* /OLDERTHAN=30

フル・データベース・バックアップが Data Protection for VMware によって
実行されているため、Data Protection for Microsoft SQL Server によって作成
されたログ・バックアップを明示的に非活動化する必要があります。この構成で
は、Microsoft SQL Server ログ・バックアップが非アクティブ化されてから、
IBM Spectrum Protect サーバーがそのバックアップを削除するまでに、1 日の
猶予期間ができます。

ヒント: ログ・バックアップは、そのログ・バックアップが関連付けられている
フル・データベース・バックアップが保持されている場合にのみ、サーバー上に
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保持できます。管理クラスで、ログ・バックアップの RETONLY 値を、フル・デ
ータベース・バックアップの RETEXTRA パラメーターに一致するように設定しま
す。

仮想マシンのバックアップで Microsoft SQL Server ボリュームが
除外されないことの確認
仮想マシンのディスク (VMDK) 内のボリュームには、Data Protection for
VMware バックアップ処理から除外されていない Microsoft SQL Server データベ
ースが入っている必要があります。

このタスクについて

データベースは、物理互換モードのロー・デバイス・マップ (RDM) ディスク、独
立ディスク、あるいは iSCSI を介してゲスト・オペレーティング・システムに直接
接続されたディスクに配置することはできません。

手順

1. 仮想マシンのバックアップに使用される Data Protection for VMware デー
タ・ムーバー内の EXCLUDE.VMDISK ステートメントが、Microsoft Exchange
Server ファイル、ファイル・スペース、データベース、およびメールボックス
を含むボリュームをホストしている VMDK を誤って除外していないことを確
認してください。

例えば、次のとおりです。

v vm_sql10.vmdk には論理ボリューム C: が含まれます

v vm_sql10.vmdk には論理ボリューム E: および F: が含まれます

v vm_sql10_1.vmdk のラベルは Hard Disk 1 です。

v vm_sql10_2.vmdk のラベルは Hard Disk 2 です。

v バックアップする Microsoft SQL Server データベース・ファイルは、E: ド
ライブおよび F: ドライブにあります。

2. データ・ムーバーに以下のステートメントあるいは同様のステートメントが含ま
れていないことを確認することで、仮想マシン・バックアップから
vm_exc10_2.vmdk を除外するステートメントがないことを確認します。

EXCLUDE.VMDISK VM_SQL10 『Hard Disk 2』
EXCLUDE.VMDISK * 『Hard Disk 2』

あるいは、ほとんどのハード・ディスクを除外する場合は、以下のいずれかのス
テートメントを使用して、仮想マシン・ディスクを明示的に組み込む必要があり
ます。

INCLUDE.VMDISK VM_SQL10 『Hard Disk 2』
INCLUDE.VMDISK * 『Hard Disk 2』

Include ステートメントと Exclude ステートメントは、dsm.opt ファイルに表
示されているとおり、下から上に処理されます。目的を達成するには、ステート
メントを正しい順序で入力します。

以下のように、コマンド・ライン・インターフェースから、仮想マシン・ディス
クの除外と組み込みを指定できます。

dsmc backup vm 『VM_SQL10:-vmdisk=Hard Disk 2』 -asnode=datacenter10
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データのリストア
データをバックアップした後、目標リカバリー・ポイント (RPO) に基づいてデータ
をリカバリーすることができます。

リカバリー操作は、Data Protection for VMware バックアップから Microsoft
SQL Server データベースのフルバックアップをリストアします。

仮想マシン全体をリストアすると、仮想マシン上のすべての Microsoft SQL Server
データベースがリストアされ、仮想マシン・バックアップが行われた時点にリカバ
リーされます。このシナリオでは、その時点の後に作成されたバックアップをリス
トアおよびリカバリーすることはできません。

Microsoft iSCSI Initiator Service の開始
リカバリー操作に使用されるディスクをマウントするには、iSCSI プロトコルが使
用されます。 Microsoft iSCSI Initiator Service を開始して、データがリストアさ
れるシステムの「スタートアップの種類」を「自動」に設定するようにします。

手順

1. Windows の 「サービス」リストで「Microsoft iSCSI Initiator Service」を右
クリックします。

2. 「プロパティ」をクリックします。

3. 「全般」タブで、以下のオプションを設定します。

a. 「スタートアップの種類」リストで、「自動」を選択します。

b. 「開始」をクリックしてから「OK」をクリックします。

タスクの結果

「サービス」リストに、「Microsoft iSCSI Initiator Service」が、状況は「開
始」、スタートアップの種類は「自動」で表示されます。

グラフィカル・ユーザー・インターフェースを使用したデータベー
ス・バックアップのリストア
Data Protection for Microsoft SQL Server グラフィカル・ユーザー・インターフ
ェースを使用して、仮想マシン・バックアップから Microsoft SQL Server のフ
ル・データベース・バックアップをリカバリーすることができます。

手順

1. 仮想マシンからフル・データベース・リカバリーを開始するには、Microsoft
Management (MMC) を開始します。ナビゲーション・ペインで、「データの
保護およびリカバリー」ノードを展開して、Microsoft SQL Server サーバーを
選択します。

2. 「リカバリー」タブで、「データベースのリストア」を選択します。すべてのバ
ックアップ (仮想マシン・バックアップからのすべてのデータベース・バックア
ップを含む) がリストされます。

3. リストアするフル・データベース・バックアップを選択します。

4. 「アクション」ペインで、「リストア」をクリックします。
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コマンド・ライン・インターフェースを使用したデータのリストア
必要な場合、コマンド・ライン・インターフェースを使用して、仮想マシンから
Microsoft SQL Server のフル・データベース・リカバリーを開始できます。

手順

1. query コマンドを発行して、データベースのフル・データベース・バックアップ
およびログ・データベース・バックアップを検索します。 次の例では、
sql_db10 という名前の Microsoft SQL Server データベースのすべてのバック
アップを検索します。

tdpsqlc q tsm sql_db10
IBM Spectrum Protect for Databases:
Data Protection for Microsoft SQL Server
Version 8, Release 1, Level 0.0
...
Querying IBM Spectrum Protect Server for Backups ....
Backup Object Information -------------------------
SQL Server Name ........................ SQL10
SQL Database Name ........................ sql_db10
Backup Method ........................ VMVSS
...
Backup Creation Date / Time .............. 11/14/2014 13:41:18
...
Backup Object Information
-------------------------
SQL Server Name ........................
SQL10 SQL Database Name ........................sql_db10
Backup Method ........................ Lgcy
...
Backup on Secondary Replica ..............
No Backup Object State ......................
Active Backup Creation Date / Time .............. 11/14/2014 15:46:07
...
The operation completed successfully. (rc = 0)

2. トランザクション・ログを適用せずにデータベースをリストアするには、以下の
例に示すように、データベースの restore コマンドを発行します。

tdpsqlc restore databaseName /backupMethod=vmvss

以下の例は、sql_db10 と呼ばれる Microsoft SQL Server データベースを指定
した場合のコマンドの出力を示しています。

tdpsqlc restore sql_db10 /backupmethod=vmvss /sqlserver=sql10
/fromsqlserver=sql10 /recovery=no
IBM Spectrum Protect for Databases:
Data Protection for Microsoft SQL Server
Version 7, Release 1, Level 0.0
(C) Copyright IBM Corporation 1997, 2016. All rights reserved.

Connecting to SQL Server, please wait...
Querying IBM Spectrum Protect Server for Backups ....
Connecting to IBM Spectrum Protect Server as node 『SQL10_SQL』...
Connecting to Local DSM Agent 『SQL10』...
Using backup node 『SQL10_SQL』...
Starting Sql database restore...

Beginning VSS restore of 『sql_db10』...

Restoring 『sql_db10』 via file-level copy from snapshot(s). This
process may take some time. Please wait

Files Examined/Completed/Failed: [ 2 / 2 / 0 ] Total Bytes: 3146070
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VSS Restore operation completed with rc = 0
Files Examined : 2
Files Completed : 2
Files Failed : 0
Total Bytes : 3146070
Total LanFree Bytes : 0

The operation completed successfully. (rc = 0)

3. フル・データベース・リストア操作が正常に完了した後、ログをリストアするた
めのコマンドを発行します。 例えば、リストアされた Microsoft SQL データ
ベース sql_db10 に基づいてすべてのログをリストアするには、以下のコマンド
を発行します。

tdpsqlc restore databaseName /backupMethod=vmvss
/recovery=no

/stopat オプションを使用して、特定時点をより細かく指定することもできま
す。

tdpsqlc restore sql_db10 log=* /sqlserver=sql10
/fromsqlserver=sql10 /recovery=yes
IBM Spectrum Protect for Databases:
Data Protection for Microsoft SQL Server
Version 8, Release 1, Level 0.0
(C) Copyright IBM Corporation 1997, 2016. All rights reserved.

Connecting to SQL Server, please wait...
Starting Sql database restore...
Connecting to IBM Spectrum Protect Server as node 『SQL10_SQL』...
Querying IBM Spectrum Protect server for a list
of database backups, please wait...

Beginning log restore of backup object sql_db10¥20131114154607¥00000DB0,
1 of 3, to database sql_db10 ...

Beginning log restore of backup object sql_db10¥20131114155130¥00000DB0,
2 of 3, to database sql_db10 ....

Total database backups inspected: 3
Total database backups requested for restore: 3
Total database backups restored: 3
Total database skipped: 0
Throughput rate: 134.32 Kb/Sec
Total bytes transferred: 385,536
Total LanFree bytes transferred: 0
Elapsed processing time: 2.80 Secs
The operation completed successfully. (rc = 0)

次のタスク

Data Protection for Microsoft SQL Server コマンド・ライン・インターフェース
TDPSQLC を使用して、アクティブ状態にないバックアップをリストアできます。
restore コマンドの発行時に、特定のバックアップのデータベース・オブジェクト
名を指定します。

データベース・オブジェクト名を取得するには、以下のコマンドを入力します。

tdpsqlc q tsm dbname full /all

データベース・オブジェクト名の値を入手したら、TDPSQLC restore コマンドの
/OBJect=objectname パラメーターで、そのデータベース・オブジェクト名を指定しま
す (objectname がデータベース・オブジェクト名です) 。例えば、次のとおりです。
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tdpsqlc restore db44 /object=20140311131051 /backupdestination=tsm
/backupmethod=vmvss

制約事項: 仮想マシン上の代替ロケーションに Microsoft SQL データベースをリカ
バリーすることはできません。

Microsoft SQL Server ログ・バックアップのリストア
フル・データベース・リストアが正常に行われた後、トランザクション・ログをリ
ストアすることができます。

手順

1. Microsoft SQL Server を選択し、「リカバリー」タブをクリックします。

2. AutoSelect オプションが False に設定されていることを確認してください。

3. RunRecovery オプションを True に変更します。

4. リカバリーする必要があるすべてのログを選択します。

5. 「リストア」をクリックします。

再配置および削除されたメールボックスのリストア
仮想マシン・バックアップ後に再配置および削除されたデータベースおよびログ・
ファイルをリストアするためのバックアップ・ソリューションは、Data Protection
for VMware と Data Protection for Microsoft SQL Server で構成されます。

始める前に

データベースおよびログ・ファイル・データをリストアする場所を決定します。

このタスクについて

バックアップをリストアし、バックアップからのフル・データベース・リストア操
作を実行すると、Data Protection for VMware は、ファイルを元の場所にリストア
します。

バックアップ・サイクル中にデータベース・ファイルまたはログ・ファイルが再配
置された場合、Data Protection for Microsoft SQL Server は、ファイルを元の場
所にリストアします。

バックアップ・サイクル中にデータベースまたはログ・ファイルが作成された場
合、Data Protection for Microsoft SQL Server は、新規ファイルを再作成しま
す。バックアップ・サイクル中にデータベース・ファイルまたはログ・ファイルが
削除された場合、それらのファイルはリストアされません。

手順

1. Data Protection for VMware を使用して、仮想マシンをバックアップします。
以下の例で考えてみます。仮想マシン vm_sql10 をバックアップします。この仮
想マシンには、午後 2 時時点の Microsoft SQL Server データベース moose が
入っています。この Microsoft SQL Server データベースは、2:00 p.m. 時点の
以下のファイルで構成されています。

v C:¥sqldbs¥moose¥moose.mdf

v C:¥sqldbs¥moose¥moose_log.ldf
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2. データベース・バックアップを代替の位置に再配置します。 以下の例で考えて
みます。データベース moose を 6:00 p.m. に、次の場所に再配置することにし
ます。

v E:¥sqldbs¥moose¥moose.mdf

v F:¥sqldbs¥moose¥moose_log.ldf

3. データベース・バックアップにファイルを追加します。 以下の例で考えてみま
す。7:00 p.m. に、2 つの新規ファイルをデータベース moose に追加すること
にします。これで、データベースには以下のファイルが含まれることになりま
す。

v E:¥sqldbs¥moose¥moose.mdf

v F:¥sqldbs¥moose¥moose_log.ldf

v E:¥sqldbs¥moose¥moose2.ndf

v F:¥sqldbs¥moose¥moose2_log.ldf

4. Data Protection for Microsoft SQL Server を使用して、ログ・バックアップを
実行します。 以下の例で考えてみます。9:00 p.m に、ログ・バックアップを開
始します。

5. データベース・バックアップをリストアします。 以下の例で考えてみます。
moose データベース全体をリストアすることにします。

v runrecovery=false を指定して、Data Protection for VMware バックアッ
プからフル・データベースをリストアします。

v 9:00 p.m 時点で、ログ・バックアップをリストアして適用します。

moose データベースは、以下の場所にリストアされます。

v C:¥sqldbs¥moose¥moose.mdf

v C:¥sqldbs¥moose¥moose_log.ldf

v E:¥sqldbs¥moose¥moose2.ndf

v F:¥sqldbs¥moose¥moose2_log.ldf

仮想マシン全体のリストアでは、ファイルを元の場所にリストアします。ログ・
バックアップを適用すると、再配置の後で追加されたファイルがリストアされま
す。

仮想マシンのフルバックアップを確認するためのサンプル・スクリ
プト

Microsoft SQL Server ログをバックアップする前に、仮想マシンの有効なフルバッ
クアップがあることを確認してください。仮想マシンのフルバックアップの存在を
確認する 1 つの手順は、スクリプトの使用をスケジュールすることです。

このサンプル・スクリプトは、フルバックアップのインスタンスを検査し、仮想マ
シンのフルバックアップが存在する場合は、Microsoft SQL Server ログ・バックア
ップを実行します。このスクリプトは、IBM Spectrum Protect スケジューラーなど
のスケジューラー・サービスと一緒に使用することができます。
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@echo off
dsmc q vm sql01_SQL -detail -asnode=datacenter01 | find /c
『database-level recovery』 > c:¥temp.txt
SET /p VAR=<c:¥temp.txt

if %VAR% == 『1』 (
tdpsqlc back * log
) ELSE (
echo 『There is no full backup』
set ERRORLEVEL=1
)

このスクリプトにより、以下のような出力が生成されます。

IBM Spectrum Protect for Databases:
Data Protection for Microsoft SQL Server
Version 8, Release 1, Level 0.0
(C) Copyright IBM Corporation 1997, 2016. All rights reserved.
Connecting to SQL Server, please wait...
Starting SQL database backup...
Connecting to IBM Spectrum Protect Server as node 'SQL01_SQL'...
Using backup node 'SQL01_SQL...
ACO5458W The IBM Spectrum Protect Server 'backup delete' setting for node (SQL01_SQL)
is set to NO. It should be set to YES for proper operation. 処理は続行されます。
Beginning log backup for database model, 1 of 2.
Full: 0 Read: 87808 Written: 87808 Rate: 32.54 Kb/Sec
Database Object Name: 20140303011509¥000007CC
Backup of model completed successfully.
Beginning log backup for database sqldb test2, 2 of 2.
Full: 0 Read: 88832 Written: 88832 Rate: 132.44 Kb/Sec
Database Object Name: 20140303011511¥000007CC
Backup of sqldb test2 completed successfully.
Total SQL backups selected: 4
Total SQL backups attempted: 2
Total SQL backups completed: 2
Total SQL backups excluded: 2
Total SQL backups deduplicated: 0
Throughput rate: 51.85 Kb/Sec
Total bytes inspected: 176,640
Total bytes transferred: 176,640
Total LanFree bytes transferred: 0
Total bytes before deduplication: 0
Total bytes after deduplication: 0
Data compressed by: 0%
Deduplication reduction: 0.00%
Total data reduction ratio: 0.00%
Elapsed processing time: 3.33 Secs
The operation completed successfully. (rc = 0)

IBM Spectrum Protect アクティビティー・ログおよび拡張サマリー・テーブルを使
用して、仮想マシンのバックアップが正常に実行されているかどうかを判別するこ
ともできます。

IBM Spectrum Protect ファイル・スペース情報
ご使用の仮想マシンのファイルのファイル名や場所を知っている必要はないかもし
れません。しかし、基礎のファイル構造に関心をお持ちの場合、Data Protection
for VMware バックアップは、vSphere データ・センターのノード名 (例えば、
datacenter10) の下に保管されています。

以下の例は、vm_sql10 と呼ばれる仮想マシンのファイル・スペース情報を示してい
ます。
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Protect: ORION>q file datacenter10 f=d

Node Name: DATACENTER10
Filespace Name: ¥VMFULL-vm_sql10
Hexadecimal Filespace Name:
FSID: 61
Collocation Group Name:
Platform: TDP VMware
Filespace Type: API:TSMVM
Is Filespace Unicode?: No
Capacity: 0 KB
Pct Util: 0.0
Last Backup Start Date/Time: 03/13/2014 21:29:17
Days Since Last Backup Started: 31
Last Full NAS Image Backup Completion Date/Time:
Days Since Last Full NAS Image Backup Completed:
Last Backup Date/Time From Client (UTC):
Last Archive Date/Time From Client (UTC):
Last Replication Start Date/Time:
Days Since Last Replication Started:
Last Replication Completion Date/Time:
Days Since Last Replication Completed:
Backup Replication Rule Name: DEFAULT
Backup Replication Rule State: Enabled
Archive Replication Rule Name: DEFAULT
Archive Replication Rule State: Enabled
Space Management Replication Rule Name: DEFAULT
Space Management Replication Rule State: Enabled
At-risk type: Default interval
At-risk interval:

Active Directory ドメイン・コントローラーのアプリケーション保護
Data Protection for VMware は、スタンドアロン環境とクラスター環境の両方で、
Microsoft Active Directory ドメイン・コントローラーをホストする VM のバック
アップとリストアを保護します。クラスター環境には、Active Directory に組み入
れられた複数のドメイン・コントローラーが含まれます。

非権限リストアは、Active Directory (またはドメイン・コントローラー) をバック
アップ作成時点のバージョンにリカバリーします。リカバリーされた Active
Directory (またはドメイン・コントローラー) は、リストアの際に、他のドメイ
ン・コントローラーからの情報を使用して既存の複製プロセスによって更新されま
す。

環境要件

Data Protection for VMware は、Active Directory ドメイン・コントローラーを
ホストする Windows VM ゲストを保護します。Active Directory ドメイン・コン
トローラーをホストするゲストとしては、次に示すバージョンがサポートされてい
ます。

v Windows Microsoft Windows Server 2012

重要: Microsoft Windows Server 2012 上で実行されている VM ゲスト上の
Active Directory を保護するには、次に示すいずれかのレベルの VMware が必
要です。

– VMWare vSphere 5.0 Update 2 (vCenter Server と ESXi の両方が 5.0
Update 2 であることが必要)
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– VMWare vSphere 5.1 (ESXi 5.0 Update 2 以降)

v Windows VMware Tools の現行バージョンがインストールされていて、バック
アップの時点で VM ゲスト上で稼働している必要があります。 Data Protection
for VMware が Active Directory を検出するためには、この VM ゲストの電源
がオンになっている必要があります。そうでなければ、Active Directory は検出
されず、リストア保護は使用できません。

制約事項:

VM ゲストに Active Directory またはドメイン・コントローラーが含まれている場
合は、VSS バックアップとドメイン・コントローラーのディスカバリーが正常に機
能できるように、Windows NT ディレクトリー・サービス (NTDS) が実行されて
いることを確認してください。以下のタスクを実行するために、ドメイン・コント
ローラーに対してアプリケーション保護を使用することはできません。

v IBM Spectrum Protect Snapshot for VMware によって作成されたバックアッ
プのリストア。

v Data Protection for VMware および IBM Spectrum Protect Snapshot for
VMware によって作成されたバックアップのリストア。

v Active Directory オブジェクトのファイル・リストアの実行

v Active Directory Lightweight Directory Services (AD LDS) を実行する VM
のバックアップとリストア

v 期限切れ Active Directory トゥームストーン・オブジェクトのリカバリー

ヒント: Active Directory オブジェクトが期限切れにならないように、デフォル
トのトゥームストーン有効期限の 60 日よりも頻繁にバックアップを実行してく
ださい。

v フル VM インスタント・リストア操作の実行
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第 5 章 Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェース

vSphere 環境内の構成情報をバックアップ、リストア、あるいは表示するには、
Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース を使用しま
す。

Linux Windows

このタスクについて

Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースは以下のコマン
ドを備えています。

112 ページの『バックアップ』
VM のフルバックアップと増分バックアップを開始します。

114 ページの『リストア』
VM のバックアップをリストアします。

121 ページの『Inquire_config』
バックアップ・データベースについての構成情報を表示します。

123 ページの『Inquire_detail』
バックアップ環境についての構成情報を表示します。

126 ページの『Set_domain』
ドメイン設定に変更を適用します。

127 ページの『Set_option』
vmcliprofile にパラメーターを設定します。

128 ページの『Set_password』
Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースのノード名のパ
スワードを設定します。

131 ページの『Get_password_info』
管理対象のデータ・センターに設定されているゲスト資格情報の状況を表示しま
す。

132 ページの『Start_guest_scan』
アプリケーション情報についてゲスト VM をスキャンします。

例

以下のディレクトリーで Data Protection for VMware コマンド・ライン・インタ
ーフェースにアクセスします。
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Linux

/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/scripts

Windows (64 ビット)
C:¥Program Files (x86)¥Common Files¥Tivoli¥TDPVMware¥VMwarePlugin¥scripts

FMM プレフィックスを含む Data Protection for VMware コマンド・ライン・イ
ンターフェース メッセージの場合、メッセージ情報は IBM Knowledge Center に
あります。
FMM、FMF、FMV、FMX、FMY: IBM Spectrum Protect Snapshot メッセージ

バックアップ
この vmcli コマンドは、 VM または VM テンプレートの IFFULL バックアップ
および IFINCREMENTAL バックアップを開始するために使用します。

構文

vmcli -f backup コマンドでは次の構文が使用されます。

vmcli -f backup -t backupType -I backupObjectListFile -d datacenternodename |
providervDCnodename -o datamovernodename [--name taskName] [--description
descriptionInFile.txt] [-s tsmserverhostname][ -n vctrclinodename] [-p tsmserverport]

Linux

vmcli -f backup コマンドは、root としてではなく、tdpvmware ユーザーとして発
行する必要があります。

パラメーター

vmcli -f backup コマンドを発行する前に、vmcli -f inquire_config コマンドを
発行して、構成が正しいことを確認してください。また、vmcli -f inquire_config
コマンド出力からの情報を、バックアップ・パラメーターを設定するためのガイド
として使用してください。

バックアップ操作の実行中、Ctrl + C コマンドを含め、バックアップを停止するた
めのコマンドまたは方法はありません。操作が自然に完了するまで待つ必要があり
ます。

vmcli -f backup コマンドを使用するには、VE_VCENTER_NODE_NAME が
vmcliprofile 内で正しく設定されている必要があります。コマンド・ラインへの入
力によってこのパラメーターを上書きすることはできません。

データ・ムーバー・システム (IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイブ・
クライアントがインストールされている vStorage バックアップ・サーバー) が、
ASNODENAME オプションを設定してはなりません。

-t backupType

実行するバックアップのタイプを指定します。選択できるのは、以下のタイプの
うちの 1 つです。
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IFFULL
指定されたバックアップ・オブジェクトの永久増分フルバックアップを
作成します。IFFULL が指定されている場合は、最後のバックアップ以
降に変更されていないテンプレート VM も含まれます。

IFINCREMENTAL
指定されたバックアップ・オブジェクトの永久増分バックアップを作成
します。このタイプは、最後のバックアップ以降に変更されたデータの
みをバックアップします。 このタイプがデフォルトです。

このバックアップ処理では、通常の VM のスナップショットの作成と同じ方法
でテンプレート VM のスナップショットは作成されません。結果として、
VMware VDDK 拡張トランスポート (SAN、HotAdd モード)、変更ブロック
追跡 (CBT)、および増分バックアップは使用できません。

-I backupObjectListFile

バックアップするオブジェクトのリストが入っているファイルを指定します。各
行に、バックアップの指定が 1 つずつ示されます。

vSphere モードでは、backupObjectListFile は次のキーワードを使用します。

vmname
バックアップする VM の名前を指定します。バックアップしたい VM
ごとにこのキーワードを指定できます。例えば、次のとおりです。

vmname:vm1
vmname:vm2

制約事項:

v backupObjectListFile に VM ホスト名を指定しないでください。
Data Protection for VMware では、VM ホスト名によって識別され
る VM のバックアップはサポートされていません。

v backupObjectListFile で vmname キーワードを使用して VM の名前
を指定する場合、Data Protection for VMware は、キーワードの分
離文字として使用されるコロン (:) と、VM 名で使用されるコロン
を区別しません。したがって、キーワード値を指定する場合は注意し
てください。さらに、名前にコンマを含む VM のバックアップはサ
ポートされていません。

v VM のバックアップ操作に対する Data Protection for VMware の
サポートは、英語の 7 ビット ASCII 文字のみを含む VM 名とデー
タ・センター名に限定されます。他の言語文字を使用する VM 名と
データ・センター名は、現時点ではサポートされません。その他の文
字制限は、 195 ページの『付録 A. トラブルシューティング』にリ
ストされています。

v VMware vCenter では、2 つの VM が同じ名前で存在できます。
ただし、Data Protection for VMware は、同じ名前での 2 つの
VM のバックアップはサポートしません。 エラーやバックアップの
失敗を防ぐために、vCenter 内に同じ名前の VM が 2 つ存在する
ことがないようにしてください。
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-d datacenternodename | providervDCnodename | organizationvDCnodename

VE_TSM_MODE パラメーターが VSPHERE を指定している場合は、データ・セン
ター・ノード名を指定します。

-o datamovernodename

データ・ムーバー・ノード 名を指定します。この名前は、vStorage バックアッ
プ・サーバーにインストールされているデータ・ムーバーのノード名です。この
ノードはデータの移動を実行します。

[--name taskName]

バックアップ・タスクを識別するストリングを指定します。

[--description descriptionInFile.txt]

バックアップ・タスクの説明を含むテキスト・ファイルの名前を指定します。

[-s tsmserverhostname]

IBM Spectrum Protect サーバーのホスト名または IP アドレスを指定します。
このパラメーターが指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-n vmclinodename]

VMCLI ノード名を指定します。このノードは、Data Protection for VMware
コマンド・ライン・インターフェースを IBM Spectrum Protect サーバーおよ
び データ・ムーバー・ノードに接続します。このパラメーターが指定されない
場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-p tsmserverport]

IBM Spectrum Protect サーバーのポートを指定します。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されず、プロファイルでも指定されない場合、デフォル
トのポート (1500) が使用されます。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されないものの、プロファイルで指定される場合、プロ
ファイル内の値が使用されます。

リストア
この vmcli コマンドを使用して、VM あるいは VM テンプレートのバックアップ
をリストアします。

構文

vmcli -f restore コマンドでは次の構文が使用されます。

vmcli -f restore -I restoreObjectListFile -d datacenternodename -o
datamovernodename [-s tsmserverhostname] [-n vmclinodename][-p tsmserverport]
[-vmrestoretype (noninstant | instantrestore |instantaccess | mount |
vmcleanup | vmfullcleanup |mountcleanup)]

Linux

vmcli -f restore コマンドは、root としてではなく、tdpvmware ユーザーとして
発行する必要があります。
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パラメーター

vmcli -f restore コマンドを使用するには、VE_VCENTER_NODE_NAME が
vmcliprofile 内で正しく設定されている必要があります。コマンド・ライン入力で
このパラメーターを上書きすることはできません。

データ・ムーバー・システム (データ・ムーバーがインストールされている
vStorage バックアップ・サーバー) が、ASNODENAME オプションを設定してはなりま
せん。

-I restoreObjectListFile

リストアする VM のリストが含まれるファイルを指定します。各行には 1 つ
の VM IDのみを記載できます。

restoreObjectListFile は、以下のキーワードを使用します。

backupid
各行は、backupid から開始する必要があります。構文は、
backupid:your_backup_ID です。特定の VM バックアップの IBM
Spectrum Protect オブジェクト ID を指定します。 vmcli -f
inquire_detail コマンドを使用してオブジェクト ID を見つけます。
リストア操作にはこのキーワードが必要です。

restoreObjectListFile は、次のキーワードを使用します。

vmname
最初にバックアップされた VM の名前を指定します。 このキーワード
が指定されない場合、リストアには名前 vmname が使用されます。

制約事項: 制約事項: restoreObjectListFile でキーワードを指定した場
合、Data Protection for VMware は、キーワードの分離文字として使
用されるコロン (:) と、キーワード値として使用されるコロンを区別し
ません。したがって、キーワード値を指定する場合は注意してくださ
い。さらに、Data Protection for VMware による VM リストア操作
のサポートは、英語の 7 ビット ASCII 文字のみを含む VM 名と
VMware データ・センター名に限定されます。他の言語文字を使用する
VM 名とデータ・センター名は、現時点ではサポートされません。追加
の文字制限は、 195 ページの『付録 A. トラブルシューティング』に
リストされています。

リストア・プロセスでは、テンプレート VM のスナップショットは、
通常の VM のスナップショットと同じ方法で作成されません。結果と
して、VMware VDDK 拡張トランスポート (SAN、HotAdd モード)、
変更ブロック追跡 (CBT)、および IFINCREMENTAL バックアップは
使用できません。

vmname
リストアされた VM に指定したい名前を指定します。 このキーワード
は 2 番目の項目です。既存の VM を上書きしません。したがって、
vmcli -f restore コマンドを発行する前に、(このキーワードを使用し
て) VM の名前を変更するか、元の VM を削除してください。

-vmdk=cnfg
仮想マシン構成情報がリストアされることを指定します。 構成情報
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は、仮想マシン全体をリストアする場合は必ずリストアされます。しか
し、vmdk=disk label オプションを使用して選択したディスクのみをリス
トアする場合は、デフォルトでは構成はリストアされません。

通常、既存の仮想マシンへの構成情報のリストアは失敗します。リスト
アされた構成情報は既存の仮想マシンの構成情報と矛盾しているためで
す。 ESX サーバー上の仮想マシンの既存の構成ファイルが削除されて
いて、バックアップされた構成で再作成する場合に、このオプションを
使用してください。

例えば、restoreObjectListFile の次に示す項目は、仮想マシンの VMDK
を VM1 にリストアし、同じ名前を保持します。

backupid:26801107 vmname:VM1:-vmdk=cnfg

vmdk=disk label
リストア操作に組み込む仮想ディスクのディスク・ラベルを指定しま
す。このオプションは、特定のディスクのみをリストアすることで仮想
マシンのデータを部分的にリストアしたい場合にのみ指定します。

例えば、restoreObjectListFile の次に示す項目は、Hard Disk 1 という名
前の VMDK のみを新規仮想マシンとしてリストアします。

backupid:26801107 vmanme:myvm:vmdk=Hard Disk 1::vmname:newname

-vmdk=disk label
リストア操作から除外する 1 つ以上の仮想ディスクのディスク・ラベ
ルを指定します。

例えば、restoreObjectListFile の次に示す項目は、Hard Disk 1 という名
前のものを除くすべての VMDK を新規仮想マシンとしてリストアしま
す。

backupid:26801107 vmanme:myvm:-vmdk=Hard Disk 4::vmname:newname

この項目は、構成情報を含めずに、仮想マシンの VMDK を新規仮想マ
シンとしてリストアします。

backupid:26801107 vmname:oldvmname:-vmdk=cnfg::vmname:newname

newdatacentername
リストアの宛先を別のデータ・センターにしたい場合は、このキーワー
ドでそのデータ・センターの名前を指定します。

newesxhostname
リストアの宛先を別の ESX ホストにしたい場合は、このキーワードで
その ESX ホストの名前を指定します。

newdatastoreurl
VM がリストアされる VMware データ・ストアの名前 (URL ではな
く) を指定します。 例えば、datastore1 などのデータ・ストア名がサ
ポートされます。sanfs://vmfs_uuid:4d90pa2d-e9ju45ab-065d-

00101a7f1a1d/ などのデータ・ストアの URL はサポートされません。
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データ・ストアは、SAN、NAS、iSCSI デバイス、または VMware 仮
想ボリューム (vVol) 上に配置することができます。

vmtempdatastore
インスタント・リストア操作を実行する場合は、ESX ホスト上の一時デ
ータ・ストアを指定します。 この一時データ・ストアは、操作時に作
成された VM の構成情報とデータを保管しています。

vmautostartvm
インスタント・アクセスのために VM を作成する場合は
(vmrestoretype instantaccess)、VM を自動的に開始するかどうかを指
定します。

YES 瞬時アクセス用に作成された VM が自動的に始動します。

NO 瞬時アクセス用に作成された VM は自動的に始動しません。ユ
ーザーが手動で始動する必要があります。この値がデフォルト
です。

vmdiskprovision
インスタント・リストア・プロセス (vmrestoretype instant) 中にリス
トアされる VM ディスクのプロビジョニングのタイプを指定します。

THICK
ディスクは、シック・プロビジョニングを使用して作成されま
す。この値がデフォルトです。

THIN ディスクは、シン・プロビジョニングを使用して作成されま
す。

restoreObjectListFile の例は、以下のとおりです。

# restore of VM "678912345" named "vmName6" to new vmname "vm6newName" to datacenter
"DataCenter2" to ESX esxhostname:esxHost1Name to new datastore "datastore2"
backupid:678912345 vmname:vmName6::vmname:vm6newName newdatacentername:DataCenter2
newesxhostname:esxHost1Name newdatastoreurl:datastore2 vmtempdatastore:datastore2temp
vmdiskprovision:thin

各リストア指定は単一行に表示されなければなりません。ただし、ページのフォ
ーマットのために、この例のリストア指定は複数行で表示されています。

restoreObjectListFile は、マウント操作に以下のキーワードを使用します。

vmostype
バックアップされた VM のオペレーティング・システムのタイプを指
定します。

AUTOMATIC
バックアップされた VM のオペレーティング・システムは自動
的に削除されます。この値がデフォルトです。

LINUX
バックアップされた VM のオペレーティング・システムは
Linux です。

WINDOWS
バックアップされた VM のオペレーティング・システムは
Windows です。
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exportfs
マウントされたファイル・システムを、exportparameter の値が指定す
るロケーションにエクスポートします。

YES マウントされたファイル・システムはエクスポートされます。

NO マウントされたファイル・システムはエクスポートされませ
ん。この値がデフォルトです。

exportparameter
ファイル・システムがエクスポートされているロケーション。

Linux IP or machine name
エクスポートされたファイル・システムをマウントするマシン
の IP アドレスまたは名前。

Windows user name
Windows 共有へのアクセスが許可されているユーザー名。これ
らの共有ファイルに対するアクセス権限があるユーザーおよび
グループを認識することは、このユーザーの責任です。

マウント・ポイント mount point path
マウント・ポイントのパスを指定します。

Linux

 
デフォルト値は /mnt/vmname です。

Windows

 
デフォルト値は D:¥tsmvemount¥vmname です。

mounttag string
このストリングは、ローカル・ファイル・システムで検索する際に、マ
ウント・ポイント名をより簡単に特定できるように入力したテキストで
す。このストリングをマウント・パスの一部として指定します。

Linux

 
ディスクへの絶対パスは /mount root/tag/vmname/snapshot

date and time/file system number です。例えば、次のとおりです。

/mnt/tickel-4711/VM1/2013-12-12-12:12:12/disk1

Windows ディスクへの絶対パスは mount root¥tag¥vmname¥snapshot

date and time¥file system number です。例えば、次のとおりです。

C:¥Users¥Admin¥tickel-4711¥VM1¥2013-12-12-12:12:12¥disk1

マウント操作での restoreObjectListFile の例は、以下のとおりです。

Linux

backupid:1167852 vmname:VM-Lin4 mounttag:limor exportparameters:9.123.456.78
exportfs:yes vmostype:linux mountpoint:/tmp/tsm-mounts

Windows

backupid:1167850 vmname:VM-Name3 mounttag:limor exportparameters:WinUser1
exportfs:yes vmostype:windows mountpoint:C:¥temp¥mnt

restoreObjectListFile の例は次のとおりです。
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# restore of VM "678912345" named "vmName6" to new vmname "vm6newName" to datacenter
"DataCenter2" to ESX esxhostname:esxHost1Name to new datastore "datastore2"
backupid:678912345 vmname:vmName6::vmname:vm6newName newdatacentername:DataCenter2
newesxhostname:esxHost1Name newdatastoreurl:datastore2 vmtempdatastore:datastore2temp
vmdiskprovision:thin

各リストア指定は単一行に表示されなければなりません。ただし、ページのフォ
ーマットのために、この例のリストア指定は複数行で表示されています。

ヒント: restoreObjectListFile で正しい情報が指定されていることを確認するため
に、inquire_detail コマンドを発行できます。 123 ページの
『Inquire_detail』 は、バックアップ環境に関する現行の構成情報を提供しま
す。

-d datacenternodename

データ・センター・ノード名を指定します。

-o datamovernodename

データ・ムーバー・ノード名を指定します。この名前は、vStorage バックアッ
プ・サーバーにインストールされているバックアップ/アーカイブ・クライアン
ト・ノードの名前です。このノードはデータの移動を実行します。

[-s tsmserverhostname]

IBM Spectrum Protect サーバーのホスト名または IP アドレスを指定します。
このパラメーターが指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-n vmclinodename]

VMCLI ノード名を指定します。この名前は、Data Protection for VMware コ
マンド・ライン・インターフェースを IBM Spectrum Protect サーバーおよび
データ・ムーバー・ノードに接続するノードです。このパラメーターが指定され
ない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-p tsmserverport]

IBM Spectrum Protect サーバーのポートを指定します。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されず、プロファイルでも指定されない場合、デフォル
トのポート (1500) が使用されます。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されないものの、プロファイルで指定される場合、プロ
ファイル内の値が使用されます。

Windows [-vmrestoretype (noninstant | instantrestore | instantaccess |

mount | vmcleanup | vmfullcleanup | mountcleanup)]
vSphere 環境では、このオプションを指定して、既存のリストア操作、瞬時ア
クセス操作、あるいは瞬時リストア操作を切り替えます。インスタント・アクセ
スおよびインスタント・リストア機能は、VMware ESXi 5.1 サーバー以降のバ
ージョンでホストされる VMware VM についてのみサポートされます。
vmrestoretype パラメーターは、以下のキーワードを使用します。

noninstant
フル VM リストアが実行されます。
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instantrestore
リストア・プロセス中に VM が開始されます。

instantaccess
VM は開始される可能性がありますが、リストアされません。

マウント
入力ファイルに定義されている VM のボリュームは、データ・ムーバ
ーで読み取り専用モードでマウントされています。 Linux では、VM
のすべてのボリュームが、ネットワーク・ファイル・システム (NFS)
としてマウントされます。 Windows では、VM のすべてのボリュー
ムが、共通インターネット・ファイル・システム (CIFS) としてマウン
トされます。

vmcleanup
不要になったコンポーネントがクリーンアップされます。

vmfullcleanup
現在の状態に関係なく、VM およびそのすべてのコンポーネントがクリ
ーンアップされます。

mountcleanup
選択した VM にマウントされているすべてのボリュームがクリーンア
ップされます。このクリーンアップ・タスクには、リストア操作および
ファイル共有 (CIFS、NFS) に公開されていたファイルの削除を含みま
す。

制約事項: データ・ムーバー (dsmc) から実行されたインスタント・リストア操
作またはインスタント・アクセス操作の後に、Data Protection for VMware コ
マンド・ライン・インターフェース (vmcli) または Data Protection for
VMware vSphere GUI から実行されたインスタント・リストア操作またはイン
スタント・アクセス操作が続く場合は、TDPVMwareMount サービスを再始動
する必要があります。このシチュエーションは、Data Protection for VMware
コマンド・ライン・インターフェースが、データ・ムーバーで使用されたものと
は異なるノード名を使用して IBM Spectrum Protect サーバーにアクセスする
場合にのみ適用されます。この制限は、これら 2 つの製品間で行われる操作の
順序すべてに適用されます。

「スタート」 > 「管理ツール」 > 「コンピューターの管理」 > 「サービスと
アプリケーション」 > 「サービス」を選択して、サービスを再始動します。
「サービス」ウィンドウで、サービス名「IBM Spectrum Protect Recovery

Agent」を探します。「サービス」ウィンドウへのパスは、ご使用のオペレーテ
ィング・システムによって異なる場合があります。

VMware データ・センター名が dsm.opt ファイルの asnodename オプションで
指定されている場合、サービスを再始動する必要はありません。
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Inquire_config
この vmcli コマンドは、Data Protection for VMware に関連する IBM Spectrum
Protect ノードに関する構成情報を表示するのに使用します。

構文

vmcli -f inquire_config コマンドでは次の構文が使用されます。

vmcli -f inquire_config [-t backuptype] [-v vcenternodename] [-s
tsmserverhostname][-n vctrclinodename] [-p tsmserverport]

Linux

vmcli -f inquire_config コマンドは、root ではなく、tdpvmware ユーザーとして
発行する必要があります。

パラメーター

[-t backuptype]

バックアップのタイプを指定します。選択できるのは、以下のタイプのうちの 1
つです。

TSM IBM Spectrum Protect for Virtual Environments を使用して作成され
たバックアップを選択します。

FCM IBM Spectrum Protect Snapshot for VMware を使用して作成された
バックアップを選択します。

[-v vcenternodename ]

バックアップ環境に応じて、vCenter を表す仮想ノードを指定します。このパ
ラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェ
ースで指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-s tsmserverhostname]

IBM Spectrum Protect サーバーのホスト名または IP アドレスを指定します。
このパラメーターが指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-n vctrclinodename]

VMCLI ノード名を指定します。この名前は、Data Protection for VMware コ
マンド・ライン・インターフェースを IBM Spectrum Protect サーバーおよび
データ・ムーバー・ノードに接続するノードです。このパラメーターが指定され
ない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-p tsmserverport]

IBM Spectrum Protect サーバーのポートを指定します。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されず、プロファイルでも指定されない場合、デフォル
トのポート (1500) が使用されます。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されないものの、プロファイルで指定される場合、プロ
ファイル内の値が使用されます。
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vSphere 環境の例

vmcli -f inquire_config -s TSM コマンドの以下の出力のパラメーター値は、Data
Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースが IBM Spectrum
Protect ノード構成を認識することを示します。そのため、これは正しい構成です。

#TASK 38 inquire_config 20140108213337381
#PARAM INSTALLED=TSM
#RUN 32 20140108213337381
#LANG en_US
#PARAM BACKEND=TSM
#PARAM OPERATION_TYPE 5
#PHASE_COUNT 4
#PHASE PREPARE
#PARAM BACKUP_TYPE=0
#PARAM TSM_SERVER_NAME=FVTSERIES11ESX6.STORAGE.MYCOMPANY.COM
#PARAM TSM_SERVER_PORT=1500
#PARAM TSMCLI_NODE_NAME=DPM02_VMCLI
#PARAM VCENTER_NODE_NAME=DPM02_VC1
#PARAM DATACENTER_NODE_NAME=
#PARAM OFFLOAD_HOST_NAME=
#PARAM PASSWORD_TYPE=CLINODE
#PARAM TSM_OPTFILE=C:¥Users¥ADMINI~1¥AppData¥Local¥Temp¥2¥T4VBE42.tmp
#PARAM INPUT_FILE=
#PARAM TRACEFILE=
#PARAM TRACEFLAGS=
#PARAM RUNID=38
#PHASE INITIALIZE
#PHASE INQUIRE_DATACENTER_NODES
#CHILD datacenternode:DC1::DPM02_DC1
#PARENT vcenternode:DPM02_VC1
#PHASE INQUIRE_PROXY_NODES
#CHILD targetnode:DPM02_DC1
#PARENT peernode:DPM02_DC1_DM
#CHILD hladdress:tsmveesx2vm50.storage.mycompany.com
#PARENT peernode:DPM02_DC1_DM
#CHILD lladdress:49394
#PARENT peernode:DPM02_DC1_DM
#CHILD nodetype:DMNODE
#PARENT peernode:DPM02_DC1_DM
#CHILD partner:
#PARENT peernode:DPM02_DC1_DM
#CHILD targetnode:DPM02_DC1
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_WIN
#CHILD hladdress:tsmveesx2vm50.storage.mycompany.com
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_WIN
#CHILD lladdress:49453
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_WIN
#CHILD nodetype:MPNODE
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_WIN
#CHILD partner:DPM02_DC1_2_MP_LNX
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_WIN
#CHILD targetnode:DPM02_DC1
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_LNX
#CHILD hladdress:
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_LNX
#CHILD lladdress:
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_LNX
#CHILD nodetype:MPNODE
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_LNX
#CHILD partner:DPM02_DC1_2_MP_WIN
#PARENT peernode:DPM02_DC1_2_MP_LNX
#PARAM STATUS=success
#PARAM STATUS=success
#END RUN 32 20140108213340100
#END TASK 38
#INFO FMM16014I The return code is 0.
#END
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PHASE INQUIRE_DATACENTER_NODES セクションには、vSphere からそのデータ・セン
ター (DPM02_DC1) の IBM Spectrum Protect ノード名へのデータ・センター名
(DC1) のマッピングが表示されます。データ・センターは、大/小文字を区別しま
す。また、マッピングを機能させる vSphere で示される名前と同一でなければなり
ません。

PHASE INQUIRE_PROXY_NODES セクションには、各データ・センター・ノードへのプ
ロキシー・アクセスを持つデータ・ムーバー・ノードが表示されます。このプロキ
シー関係の形式は、次のようにペアで表示されます。

#CHILD targetnode::<datacenter node name>
#PARENT peernode::<data mover node name>

2 つのタイプのプロキシー・ノードは、PHASE INQUIRE_PROXY_NODES セクションで
識別されます。

v CHILD nodetype:DMNODE サブセクションは、データ・ムーバー・ノードとそれら
のプロキシー関係を識別します。

v CHILD nodetype:MPNODE サブセクションは、マウント・プロキシー・ノードとそ
れらのプロキシー関係を識別します。これらのノードは、マウントされた VM
ディスクに iSCSI 接続を介してアクセスするプロキシー・システムを表します。
マウント・プロキシー・ノードは、ファイル・リストア操作に必要です。

Inquire_detail
この vmcli コマンドは、Data Protection for VMware に関連したバックアップ環
境の構成情報を表示するために使用します。

構文

vmcli -f inquire_detail コマンドでは次の構文が使用されます。

vmcli -f inquire_detail -d datacenternodename | organizationvDCnodename [-a] [-n
vmclinodename][-o datamovernodename] [-p tsmserverport] [-e vmdetail ] [-q
dmverify | vmfs | vmsingle (-I inputfile)] [-s tsmserverhostname][-t backupType]
[-vmrestoretype(instantrestore | instantaccess |alltype | mount)]

Linux

vmcli -f inquire_detail コマンドは、root としてではなく、tdpvmware ユーザー
として発行する必要があります。

パラメーター

-d datacenternodename

データ・センター・ノード名を指定します。

[-a]
IBM Spectrum Protect サーバー上の活動バックアップのみを表示することを指
定します。

[-n vmclinodename]

VMCLI ノード名を指定します。この名前は、Data Protection for VMware コ
マンド・ライン・インターフェースを IBM Spectrum Protect サーバーおよび
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データ・ムーバー・ノードに接続するノードです。このパラメーターが指定され
ない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-o datamovernodename]

データ・ムーバー・ノード名を指定します。

[-p tsmserverport]

IBM Spectrum Protect サーバーのポートを指定します。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されず、プロファイルでも指定されない場合、デフォル
トのポート (1500) が使用されます。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されないものの、プロファイルで指定される場合、プロ
ファイル内の値が使用されます。

[-e vmdetail
バックアップされた VM に関する詳細情報を表示するには、vmdetail を指定
します。例えば、このパラメーターによって、VM に接続されたディスクに関
する情報が表示されます。

[-q dmverify | vmfs | vmsingle (-I inputfile)]

dmverify
-o パラメーターによって識別される データ・ムーバー・ノードの状況
を照会する場合に指定します。dmverify を指定する時には、-d パラメ
ーターと -o パラメーターを指定する必要があります。

vmfs すべての VMware 仮想マシン・ファイル・システム (VMFS) を照会す
る場合に指定します。このパラメーターは、すべての VM に関するハ
イレベル情報を示します。

vmsingle
インスタント・アクセスまたはインスタント・リストアの操作中にリス
トアされる、個々の VM を照会する場合に指定します。

-I inputfile
inputfile の値は、入力ファイルの絶対パスと名前を定義します。このキ
ーワードは、vmsingle パラメーターでのみ有効です。照会する VM の
名前を指定します。

q オプションを指定しない場合、デフォルト値は vmfs です。inputfile 項目に
スペースが含まれている場合は、項目を引用符で囲みます。例えば、次のとおり
です。

-I "/my dir/my file"

[-s tsmserverhostname]

IBM Spectrum Protect サーバーのホスト名または IP アドレスを指定します。
このパラメーターが指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-t backupType]

照会するバックアップ・タイプを以下から 1 つ指定します。

ALL 登録されているすべてのバックアップ・タイプに inquire_detail コマ
ンドを適用することを指定します。
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FCM IBM Spectrum Protect Snapshot for VMware バックアップのみに
inquire_detail コマンドを適用することを指定します。

IBM Spectrum Protect Snapshot for VMware は、独自のユーザー文
書を含む、別個にライセンス交付される製品です。VM を保護するため
の包括的な計画を適切に実装するためには、この製品およびその資料を
熟知している必要があります。

Windows [-vmrestoretype (instantrestore | instantaccess | alltype |

mount)]
このオプションは、アクティブなインスタント・アクセス操作またはインスタン
ト・リストア操作を照会する場合に指定します。このオプションは、障害発生後
に不整合または孤立した状態になった作成物も照会します。 vmrestoretype パ
ラメーターは、次のキーワードを使用します。

instantrestore
この照会は、インスタント・リストア操作のアクティブな VM をリス
トします。

instantaccess
この照会は、インスタント・アクセス・プロセスのアクティブな VM
をリストします。

alltype
この照会は、すべてのインスタント操作のアクティブな VM をリスト
します。

マウント
照会によって、アクティブなマウント操作がすべてリストされます。
出力には、マウント操作ごとに特定の VM のリストア操作中に作成さ
れたマウントされたスナップショット (リストア・ポイント) がリスト
されます。

制約事項: バックアップ/アーカイブ・クライアント (dsmc) から実行されたイ
ンスタント・リストア操作またはインスタント・アクセス操作の後に、Data
Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース (vmcli) または
Data Protection for VMware vSphere GUI から実行されたインスタント・リ
ストア操作またはインスタント・アクセス操作が続く場合は、Recovery Agent
サービスを再始動する必要があります。この状態は、vmcli が、データ・ムーバ
ーによって使用されているものとは異なるノード名を使用してサーバーにアクセ
スする場合にのみ当てはまります。この制限は、2 つの製品間の操作の順序に関
係なく適用されます。

「スタート」 > 「管理ツール」 > 「コンピューターの管理」 > 「サービスと
アプリケーション」 > 「サービス」を選択して、サービスを再始動します。
「サービス」ウィンドウで、サービス名「IBM Spectrum Protect Recovery

Agent」を探します。「サービス」ウィンドウへのパスは、ご使用のオペレーテ
ィング・システムによって異なる場合があります。

VMware データ・センター名が dsm.opt ファイルの asnodename オプションで
指定されている場合、サービスを再始動する必要はありません。
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例

この例では、vmcli -f inquire_detail コマンドは、詳細について antures という
名前の VM を照会するために発行されます。

vmcli -f inquire_detail -s BORODIN.MAINZ.DE.IBM.COM -p 1505 -n JF_VMCLI_HANNE
-v CHRISTO.MAINZ.DE.IBM.COM -o JF_MAINZ_DEVELOPMENT_DC_DM -d JF_MAINZ_DEVELOPMENT_DC
-q vmsingle -I .¥inputfile.txt --vmrestoretype (instantrestore | instantaccess)

inputfile には、次のステートメントが含まれます。

vmname:antures

Set_domain
この vmcli コマンドは、ドメイン設定に変更を適用するために使用します。

構文

vmcli -f set_domain コマンドでは次の構文が使用されます。

vmcli -f set_domain -I domainObjectListFile

Linux

vmcli -f set_domain コマンドは、root としてではなく、tdpvmware ユーザーと
して発行する必要があります。

新しいドメイン値は、vmcli データベースに保管されます。

パラメーター

-I domain ObjectListFile

domainObjectListFile は、以下の要件を満たしている必要があります。

v このファイルには、1 行に 1 つの VMware データ・センター ID が含まれ
ています。

v 有効な ID は、データ・センター名です。

ドメインが構成されていない場合は、現行インスタンスが、vCenter で使用可
能なすべてのデータ・センターを管理するために使用されます。vmcli -f

set_domain コマンドを -I パラメーターを指定せずに実行すると、ドメイン構
成が削除されます。

domainObjectListFile の例は次のとおりです。

#datacentername:datacenterName
datacentername:datacenterXYZ
datacentername:datacenterA*
datacentername:datacenterB*
...
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Set_option
この vmcli コマンドは、vmcliprofile 内でパラメーターを設定するために使用し
ます。

構文

vmcli -f set_option コマンドでは次の構文が使用されます。

vmcli -f set_option [-m datacentermapping][-n datamovernodename] [-p
tsmserverport] [-s tsmserverhostname][-v vctrnodename]

Linux

vmcli -f set_option コマンドは、root としてではなく、tdpvmware ユーザーと
して発行する必要があります。

パラメーター

-m datacentermapping

データ・センター・ノード名に関連付けられているデータ・センターの名前を指
定します (DC_name::DC_nodename)。DC_name の値は大/小文字の区別があり、ユ
ーザーのデータ・センターの名前と一致している必要があります。

[-n datamovernodename]

データ・ムーバー・ノード 名を指定します。この名前は、vStorage バックアッ
プ・サーバーにインストールされている IBM Spectrum Protect バックアップ/
アーカイブ・クライアントのノード名です。このノードはデータの移動を実行し
ます。

[-p tsmserverport]

IBM Spectrum Protect サーバーのポートを指定します。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されず、プロファイルでも指定されない場合、デフォル
トのポート (1500) が使用されます。

v このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イン
ターフェースで指定されないものの、プロファイルで指定される場合、プロ
ファイル内の値が使用されます。

[-s tsmserverhostname]

IBM Spectrum Protect サーバーのホスト名または IP アドレスを指定します。
このパラメーターが指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

[-v vcenternodename]

vCenter ノード 名を指定します。このノードは、vCenter を表す仮想ノードで
す。このパラメーターが Data Protection for VMware コマンド・ライン・イ
ンターフェースで指定されない場合、プロファイル内の値が使用されます。

例

この例で、vmcli -f set_option コマンドは、IBM Spectrum Protect サーバーとそ
のポートを設定するために発行されます。

vmcli -f set_option -s TEMPLE.MYCOMPANY.XYZ.COM -p 1650
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以下の出力が表示されます。

Setting VE_TSM_SERVER_NAME to: TEMPLE.MYCOMPANY.XYZ.COM
Setting VE_TSM_SERVER_PORT to: 1650
#INFO FMM16014I The return code is 0.

この例で、vmcli -f set_option コマンドは、データ・センター・マッピングを設
定するために発行されます。

vmcli -f set_option -m DataCenter2::NANO_DATACENTER123

以下のマッピングがプロファイルに設定されます。

VE_DATACENTER_NAME DataCenter2::NANO_DATACENTER123

Set_password
この vmcli コマンドは、ゲスト VM のパスワードを設定するために使用します。

構文

vmcli -f set_password コマンドは、次の構文を使用します。

vmcli -f set_password [-type VMGuest] -I passwordfile

アプリケーション保護レポートのパスワードを設定する場合は、-type VMGuest パ
ラメーターが必須です。

Linux

vmcli -f set_password コマンドは、root ではなく tdpvmware ユーザーとして発
行する必要があります。

Linux Windows

ゲスト・スキャン操作を実行する前に、vmcli -f set_password コマンドを実行す
る必要があります。

パラメーター

-type VMGuest
このパラメーターは、パスワードが VM に適用されることを示します。アプリ
ケーション保護レポートのパスワードを設定する場合は、このパラメーターが必
須です。

-I passwordfile

このファイルで以下の情報を指定します。

datacentername: vmcliprofile 内のデータ・センター
VM ゲストを含むデータ・センターを指定します。データ・センター
は、vmcliprofileで指定されている必要があります。パスワードは、その
データ・センターのみに適用されます。例えば、次のようになります。

datacentername:DataCenter1
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username: 共通 VM ゲスト・ユーザー
VM ゲストにログインするユーザー名を指定します。Windows の場
合、DOMAIN¥User 形式のユーザー名が許可されます。例えば、次のよ
うになります。

username:Domain1¥Administrator

password: パスワード
VM ゲストにログインするためのパスワードを指定します。

passwordfile の設定は同じ行に指定する必要があります。

例

Linux この例では、DataCenter3 に関連付けられる、共通 VM ゲストの名前
をパスワードを作成 (あるいは設定) します。 vmcliprofile には、以下の
VE_DATACENTER_NAME 設定が含まれています。

VE_DATACENTER_NAME DataCenter1::TSM_DC1
VE_DATACENTER_NAME DataCenter2::TSM_DC2
VE_DATACENTER_NAME DataCenter3::TSM_DC3
VE_DATACENTER_NAME DataCenter4::TSM_DC4

passwordfile には、以下の設定が含まれています。 passwordfile の設定は同じ行に指
定する必要があります。

datacentername:DataCenter3 username:tdpvmwareuserY password:tdpvmwareuserYpwd

この結果、vmcli -f set_password -type VMGuest -I password.txt によって、以
下のコマンド出力に示されているように、パスワードが設定されます。

IBM Spectrum Protect Command Line Wrapper for Virtual Environments Version: 8.1.0
Build Date: Mon Dec 12 20:03:31 2016
IBM Spectrum Protect API Version 81000
IBM Spectrum Protect Command Line Wrapper Compile Version 81000
#PARAM OPERATION_TYPE 8
#PHASE_COUNT 3
#PHASE PREPARE
#PARAM BACKUP_TYPE=0
#PARAM TSM_SERVER_NAME=ORION.FINANCE.MYCOMPANY.COM
#PARAM TSM_SERVER_PORT=1500
#PARAM TSMCLI_NODE_NAME=KA3095_TSMCLI_SLUDGE
#PARAM VCENTER_NODE_NAME=
#PARAM DATACENTER_NODE_NAME=
#PARAM OFFLOAD_HOST_NAME=
#PARAM TSM_OPTFILE=/tmp/T4VE_OD3PZ9
#PARAM INPUT_FILE=/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/scripts/password.txt
#PARAM TRACEFILE=
#PARAM TRACEFLAGS=
#PHASE INITIALIZE
#PHASE SET_PASSWORD
STATUS=success
#END

Windows この例では、DataCenter1 に関連付けられる、共通 VM ゲストの名前
をパスワードを作成 (あるいは設定) します。 vmcliprofile には、以下の
VE_DATACENTER_NAME 設定が含まれています。

VE_DATACENTER_NAME DataCenter1::TSM_DC1
VE_DATACENTER_NAME DataCenter2::TSM_DC2
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passwordfile には、以下の設定が含まれています。 passwordfile の設定は同じ行に指
定する必要があります。

datacentername:DataCenter1 username:Domain1¥Administrator password:secret1

この結果、vmcli -f set_password -type VMGuest -I password.txt によって、以
下のコマンド出力に示されているように、パスワードが設定されます。

IBM Spectrum Protect Command Line Wrapper for Virtual Environments Version: 8.1.0
Build Date: Mon Dec 12 20:03:31 2016
IBM Spectrum Protect API Version 81000
IBM Spectrum Protect Command Line Wrapper Compile Version 81000
#PARAM OPERATION_TYPE 8
#PHASE_COUNT 3
#PHASE PREPARE
#PARAM BACKUP_TYPE=0
#PARAM TSM_SERVER_NAME=ORION.FINANCE.MYCOMPANY.COM
#PARAM TSM_SERVER_PORT=1500
#PARAM TSMCLI_NODE_NAME=KA3095_TSMCLI_SLUDGE
#PARAM VCENTER_NODE_NAME=
#PARAM DATACENTER_NODE_NAME=
#PARAM OFFLOAD_HOST_NAME=
#PARAM TSM_OPTFILE=/tmp/T4VE_OD3PZ9
#PARAM INPUT_FILE=C:¥Program Files¥Common Files¥Tivoli¥TDPVMware¥VMwarePlugin¥
scripts¥password.txt
#PARAM TRACEFILE=
#PARAM TRACEFLAGS=
#PHASE INITIALIZE
#PHASE SET_PASSWORD
STATUS=success
#END

Windows echo コマンドを使用してパスワード・ファイルを作成する場合、パスワ
ード (password1) と右不等号 (>) の間にスペースが存在しないことを確認してくだ
さい。例えば、次のとおりです。

echo password1> pwd.txt

または

echo password1>pwd.txt

次の例では、パスワード (password1) をファイル pwd.txt で設定します。

vmcli -f set_password -I pwd.txt

Linux 次のように、echo コマンドを指定してパスワード・ファイル (pwd.txt)
を作成します。

echo password1 > pwd.txt

次の例では、パスワード (password1) をファイル pwd.txt で設定します。

vmcli -f set_password -I pwd.txt

Linux Windows 次の例では、ファイル pwd.txt でドメイン mydomain およ
びユーザー user1 のパスワードを設定しています。

set -f set_password -I pwd.txt -pwtype domain -domain mydomain -user user1
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Get_password_info
この vmcli コマンドは、管理対象のデータ・センターに対して設定されたゲスト資
格情報の状況を表示するために使用します。

構文

vmcli -f get_password_info コマンドは、次の構文を使用します。

vmcli -f get_password_info -type VMGuest

Linux

vmcli -f get_password_info コマンドは、root としてではなく、tdpvmware ユー
ザーとして発行する必要があります。

パラメーター

-type VMGuest
この必須パラメーターは、パスワード情報がゲスト VM について返されること
を示します。コマンド出力の username 値 (#CHILD ステートメントに示される)
は、パスワードがその usernameに対して設定されていることを示します。コマ
ンド出力の datacentername 値 (#PARENT ステートメントに示される) は、パス
ワードが設定されている対象の関連したデータ・センターを示します。

例

Windows この例では、VM ゲストに関連した管理対象のデータ・センターの状況
を示します。

vmcli -f get_password_info -type VMGuest

#TASK 0 get_password_info 20130129162344670
#RUN 0 20130129162344685
#LANG en_US
#PARAM BACKEND=TSM
#PARAM OPERATION_TYPE 4
#PHASE PREPARE
#PARAM BACKUP_TYPE=0
#PARAM TSM_SERVER_NAME=
#PARAM TSM_SERVER_PORT=
#PARAM TSMCLI_NODE_NAME=
#PARAM VCENTER_NODE_NAME=
#PARAM DATACENTER_NODE_NAME=
#PARAM OFFLOAD_HOST_NAME=
#PARAM PASSWORD_TYPE=VMGUEST
#PARAM TSM_OPTFILE=C:¥Users¥ADMINI~1¥AppData¥Local¥Temp¥2¥T4V3B15.tmp
#PARAM INPUT_FILE=
#PARAM TRACEFILE=
#PARAM TRACEFLAGS=
#CHILD username:<mydomain¥myuser>
#PARENT datacentername:DataCenter1
#CHILD username:<mydomain¥myuser>
#PARENT datacentername:DataCenter2
#CHILD username:<mydomain¥myuser>
#PARENT datacentername:DataCenter3
#PARAM STATUS=success
#END RUN 0 2013012916234513
#END TASK 0
#INFO FMM16014I The return code is 0.
#END
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Start_guest_scan
この vmcli コマンドは、アプリケーション情報についてゲスト VM をスキャンす
るために使用します。

vmcli -f start_guest_scan コマンドは、VM 名、アプリケーション、およびグロ
ーバル固有 ID (GUID) の情報を IBM Spectrum Protect サーバーに保存します。

vmcli -f set_password コマンドは、ゲスト・スキャン操作を実行する前に発行す
る必要があります。

構文

vmcli -f start_guest_scan コマンドは、次の構文を使用します。

vmcli -f start_guest_scan -dcscan "datacenterNvmcliprofile,...," | ALL_DC -o
datamovernodename

必須パラメーター

-dcscan datacenterNvmcliprofile | ALL_DC
vmcliprofile 内で定義された 1 つ以上のデータ・センター名を指定します。デー
タ・センター名を繰り返し指定するには、コンマを使用します。データ・センタ
ー名リストの最初と最後には。二重引用符 (") を指定する必要があります。例
えば、次のとおりです。

-dcscan "Local DC,svc"

すべてのデータ・センターに含まれるすべての VM ゲストをスキャンするに
は、ALL_DC パラメーターを指定します。

-o datamovernodename

-dcscan によって指定されたデータ・センターへのプロキシー権限アクセスを行
うように構成された データ・ムーバー・ノードを指定します。

vmcli -f start_guest_scan 操作中に、Data Protection for VMware はゲスト
VM 上のリモート・ディレクトリー ($TEMP_REMOTE¥TSMSCAN) 内の一時サブディレ
クトリーにファイルをコピーします。リモート・ディレクトリーはアンロックする
必要があり、別のアプリケーションによって使用されていてはなりません。Data
Protection for VMware は、リモート・ディレクトリーの場所を次の順序で決定し
ます。

1. TEMP 環境変数が設定されている場合、TEMP_REMOTE は TEMP 環境変数と同じ場
所に設定されます。

2. TEMP 環境変数が設定されていない場合、TEMP_REMOTE は C:¥TEMP に設定されま
す。

例

Windows この例では、vmcliprofile は次の VE_DATACENTER_NAME 設定を含んでいま
す。

VE_DATACENTER_NAME: DataCenter1:TSM_DC1
VE_DATACENTER_NAME: DataCenter2:TSM_DC2
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データ・ムーバー・ノード VC1_DC1_DM1 は、DataCenter1 および DataCenter2
へのプロキシー権限アクセスを行うように構成されています。

Windows

 
以下のコマンドを発行すると、DataCenter1 および DataCenter2 内のゲ

スト VM すべてがスキャンされます。

vmcli -f start_guest_scan -dcscan "DataCenter1,DataCenter2" -o VC1_DC1_DM1

次のアプリケーション情報が表示されます。

IBM Spectrum Protect Command Line Wrapper for Virtual Environments
Version: 8.1.0
Build Date: Mon Dec 12 20:03:31 2016
IBM Spectrum Protect API Version 81000
IBM Spectrum Protect Command Line Wrapper Compile Version 81000
#PARAM OPERATION_TYPE 9
#PHASE_COUNT 4
#PHASE PREPARE
#PARAM BACKUP_TYPE=0
#PARAM TSM_SERVER_NAME=OREO.STORE.XYZ.COM
#PARAM TSM_SERVER_PORT=1500
#PARAM TSMCLI_NODE_NAME=VC1_VCLI1
#PARAM VCENTER_NODE_NAME=VC1
#PARAM DATACENTER_NODE_NAME=VC1_DC1
#PARAM OFFLOAD_HOST_NAME=VC1_DC1_DM1
#PARAM PASSWORD_TYPE=CLINODE
#PARAM TSM_OPTFILE=C:¥Users¥ADMINI~1¥AppData¥Local¥Temp¥2¥T4V9393.tmp
#PARAM INPUT_FILE=
#PARAM TRACEFILE=c:¥amd64_unicode¥tsmcli.trace
#PARAM TRACEFLAGS=service,VMVCB,VMTSMVSS,verbdetail,C2C
#PHASE INITIALIZE
#CHILD targetnode:VC1_DC1
#PARENT peernode:VC1_DC1_DM1
#CHILD hladdress:9.52.62.65
#PARENT peernode:VC1_DC1_DM1
#CHILD lladdress:50408
#PARENT peernode:VC1_DC1_DM1
#PHASE READ_DATACENTER_GUEST_PASSWORD
#PHASE SCANGUEST
#PARAM STATUS=success

#CHILD scanid: DataCenter1::VC1_DC1.1358316054281
#PARENT datacentername: DataCenter1::VC1_DC1
#PARAM OPERATION_TYPE 9 #PHASE_COUNT 4
#PHASE PREPARE
#PARAM BACKUP_TYPE=0
#PARAM TSM_SERVER_NAME=OREO.STORE.XYZ.COM
#PARAM TSM_SERVER_PORT=1500
#PARAM TSMCLI_NODE_NAME=VC1_VCLI1
#PARAM VCENTER_NODE_NAME=VC1
#PARAM DATACENTER_NODE_NAME=VC1_DC2
#PARAM OFFLOAD_HOST_NAME=VC1_DC1_DM1
#PARAM PASSWORD_TYPE=CLINODE
#PARAM TSM_OPTFILE=C:¥Users¥ADMINI~1¥AppData¥Local¥Temp¥2¥T4V50B.tmp
#PARAM INPUT_FILE= #PARAM TRACEFILE=c:¥amd64_unicode¥tsmcli.trace
#PARAM TRACEFLAGS=service,VMVCB,VMTSMVSS,verbdetail,C2C
#PHASE INITIALIZE #CHILD targetnode:VC1_DC2
#PARENT peernode:VC1_DC1_DM1
#CHILD hladdress:9.52.62.65
#PARENT peernode:J_VC1_DC1_DM1
#CHILD lladdress:50408
#PARENT peernode:VC1_DC1_DM1
#PHASE READ_DATACENTER_GUEST_PASSWORD
#PHASE SCANGUEST
#PARAM STATUS=success
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#CHILD scanid: DataCenter2::VC1_DC2.1358316054281
#PARENT datacentername:DataCenter2::VC1_DC2
#INFO FMM16014I The return code is 0.
#END

Windows #PARAM STATUS=success メッセージ (#PHASE SCANGUEST セクション内)
は、データ・ムーバーに対してデータ・センターの処理依頼が正しく行われたこと
のみを示します。VM ごとの実際のスキャン状況は、データ・ムーバーがその VM
の処理を完了した後で初めて表示可能になります。個々の VM のスキャン状況を表
示するには、Data Protection for VMware vSphere GUI の「アプリケーション構
成状況 (Application Configuration Status)」レポートの「スキャン状況 (Scan
Status)」列の値を参照してください。スキャン操作全体の状況を確認するには、
Data Protection for VMware vSphere GUI の「レポート (Report)」ウィンドウの
「全体のスキャン状況 (Overall Scan Status)」の値を参照してください。

重要: vmcli -f start_guest_scan コマンドを実行した後にエラーが出た場合は、詳
細について dsmerror.log ファイルの内容を確認してください。dsmerror.log ファ
イルは、コマンド出力内の OFFLOAD_HOST_NAME パラメーターによって定義される
データ・ムーバー・ノードに関連したシステム上にあります。デフォルトでは、エ
ラー・ログ・ファイルは次のインストール・ディレクトリーにあります。
C:¥Program Files¥Tivoli¥TSM¥baclient

プロファイル・パラメーター
ご使用の環境でバックアップ・タスクとリストア・タスクの設定値を構成するに
は、Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースのプロファ
イルを使用します。

このプロファイルは、Data Protection for VMware vSphere GUIがインストールさ
れているシステムの次のディレクトリーに置かれています。

Linux

 
/home/tdpvmware/tdpvmware/config

Windows C:¥Program Files¥Common

Files¥Tivoli¥TDPVMware¥VMwarePlugin¥scripts

DERBY_HOME <Derby データベースへのパス>

このパラメーターは、Data Protection for VMware コマンド・ライン・インタ
ーフェースで使用される Derby データベースの位置を指定します。

例:

Linux

DERBY_HOME /home/tdpvmware/tdpvmware

Windows

DERBY_HOME C:¥Program Files¥Common Files¥Tivoli¥TDPVMware¥VMwarePlugin¥derby
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VE_DATACENTER_NAME <data_center_name::DATA_CENTER_NODE_NAME>
vCenter で使用されるデータ・センター名と一致し、大/小文字の区別のある値
を使用して、VMware データ・センター (datacenter name) を指定します。デ
ータ・センターにマップされる仮想ノード (DATA_CENTER_NODE_NAME) を指定し
ます。vCenter が複数のデータ・センターを管理する場合、データ・センター
ごとにこのパラメーターを指定できます。ただし、Data Protection for
VMware vSphere GUI は、vCenter 内で同じ名前を持つ複数のデータ・センタ
ーをサポートしません。

例:

VE_DATACENTER_NAME DataCenter1::Fin_Datacenter1
VE_DATACENTER_NAME DataCenter2::Fin_Datacenter2

このパラメーターは、vSphere 環境でのみ有効です。

制約事項: VM のバックアップ操作とリストア操作に対する Data Protection
for VMware のサポートは、英語の 7 ビット ASCII 文字を含む VM 名とデ
ータ・センター名に限定されます。 他の言語文字を使用する VM 名とデー
タ・センター名は、現時点ではサポートされません。追加の文字制限は、 195
ページの『付録 A. トラブルシューティング』にリストされています。

データ・センター名が作成され、IBM Spectrum Protect ノードに関連付けられ
た後、以下の制限に注意してください。

v IBM Spectrum Protect ノード名を作成し、それを新規データ・センター名
に関連付けることなく、vCenter 内のデータ・センター名を変更しないでく
ださい。

v IBM Spectrum Protect ノード名を変更することなく、データ・センター名
とプロファイルを変更しないでください。

v 以前に使用された IBM Spectrum Protect ノードを使用して、プロファイル
でデータ・センター・マッピング値を作成しないでください。

vCenter 内のデータ・センター名が変更された場合、操作を試行する前に以下
のステップを完了しておく必要があります。

1. 新規データ・センター名のデータ・センター・ノードを登録します。

2. vCenter ノードに代わってタスクを実行するためのプロキシー権限を新規デ
ータ・センター・ノードに付与します。

3. 新規データ・センター・マッピングを使用してプロファイルを更新します。

4. 新規データ・センター・ノードに代わってタスクを実行するためのプロキシ
ー権限をデータ・ムーバー・ノードに付与します。

5. 以前のデータ・センター・ノードまたは vCenter ノード名を使用した項目
があれば、それをプロファイルから除去します。

VE_TRACE_FILE <トレース・ファイルのパスおよび名前>

トレース情報を入れるのに使用されるファイルの絶対パスと名前を指定します。
IBM ソフトウェア・サポートから指示された場合のみ、トレースを活動化して
ください。

VE_TRACE_FLAGS <フラグ>

1 つ以上のトレース・フラグを指定します。複数のトレース・フラグを指定する
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場合はスペースで区切ります。IBM ソフトウェア・サポートから指示された場
合のみ、トレースを活動化してください。

VE_TSMCLI_NODE_NAME <VMCLI ノード>

VMCLI ノード を指定します。このノードは、Data Protection for VMware
コマンド・ライン・インターフェースを IBM Spectrum Protect サーバーおよ
び データ・ムーバー・ノードに接続します。

例:

VE_TSMCLI_NODE_NAME VC1_VCLI1

制約事項: VMCLI ノードは、IBM Spectrum Protect サーバーと通信する時に
SSL プロトコルまたは LDAP 認証をサポートしません。

VE_TSM_SERVER_NAME <サーバー・ホスト名または IP アドレス>

バックアップ操作に使用される IBM Spectrum Protect サーバーのホスト名ま
たは IP アドレスを指定します。デフォルト値はありません。

例:

VE_TSM_SERVER_NAME tsmserver.xyz.yourcompany.com

VE_TSM_SERVER_PORT <ポート名>

IBM Spectrum Protect サーバーに使用するポート名を指定します。デフォルト
値は 1500 です。

例:

VE_TSM_SERVER_PORT 1500

VE_VCENTER_NODE_NAME <vCenter ノード>

vCenter ノード を指定します。この仮想ノードは vCenter を表します。

例:

VE_VCENTER_NODE_NAME VC1

VMCLI_DB_BACKUP NO AT[day[, day[,.....]]] time TO backup location

このパラメーターは、Data Protection for VMware コマンド・ライン・インタ
ーフェースのメタデータを含む Derby データベースのバックアップを制御しま
す。以下の値の 1 つを指定します。

NO このオプションは、Derby データベースのバックアップを実行しませ
ん。

AT [day[, day[,....]]] time_in _24_H
このオプションは、指定された日 (複数の場合あり) の指定された時刻
にバックアップを作成します。これは、スケジューラーによってトリガ
ーされます。day 値が指定されない場合、日次バックアップが作成され
ます。以下の値の 1 つを指定します。
MON、TUE、WED、THU、FRI、SAT、SUN。
これらの値は、コンマまたはブランク・スペースで区切ることができま
す。
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AFTER_BACKUP
このオプションは、各 Data Protection for VMware バックアップ操作
後に Derby データベースのバックアップを作成します。

Derby データベースのバックアップのデフォルト・ロケーションは
install_dir/derby_backups です。カスタム・パスを設定するには、TO path を
指定してください。

例:

VMCLI_DB_BACKUP AT 00:00

VMCLI_DB_BACKUP_VERSIONS <数>

最も古いバージョンが新規バージョンによって上書きされるまでに、Derby デ
ータベース用に維持されるバックアップ生成の最大数を指定します。このパラメ
ーターは、メタデータを含む Derby データベースのバックアップのみに適用さ
れます。vSphere 環境のバックアップ用に維持されるバックアップ生成の数に
は影響を与えません。デフォルト値は 3 です。

例:

VMCLI_DB_BACKUP_VERSIONS 3

VMCLI_DB_HOST <Derby データベースのローカル・ホスト名>

Derby データベースのローカル・ホスト名を指定します。ホスト名 (localhost)
または IP アドレス (0.0.0.0) を指定できます。

例:

VMCLI_DB_HOST localhost

VMCLI_DB_NAME <Derby データベース名>

Derby データベースの名前を指定します。デフォルト値は VMCLIDB です

例:

VMCLI_DB_NAME VMCLIDB

VMCLI_DB_PORT <Derby データベース・ポート番号>

Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースが開始し、
データベースに接続するのに使用される Derby データベース・ポートを指定し
ます。デフォルト値は 1527 です。このポートが別のアプリケーションで使用中
の場合は、別のポートを選択します。

例:

VMCLI_DB_PORT 1527

VMCLI_GRACE_PERIOD <期間>

バックアップが IBM Spectrum Protect サーバーで使用可能でなくなると、そ
のバックアップには、削除日付で定義されたとおりに削除用にマークが付けられ
ます。ただし、バックアップが削除される前に、猶予期間が存在します。削除日
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付と、Derby データベースからバックアップが削除される日付との間の猶予期
間 (時間の長さ) を指定するのに、このパラメーターを使用します。デフォルト
値は 2592000 秒 (30 日) です。

例:

VMCLI_GRACE_PERIOD 1296000

VMCLI_LOG_DIR <ログ・ファイルのパス>

Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースがそのロ
グ・ファイルを書き込むインストール・ディレクトリーの絶対ロケーションまた
は相対ロケーションを指定します。デフォルト値は logs です。デフォルト値
logs が使用される場合、すべてのログ (およびトレース情報) がこれらの位置
に書き込まれます。

Linux

 
/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/logs

Windows C:¥Program Files¥Common Files¥Tivoli¥TDPVMware¥logs

例:

VMCLI_LOG_DIR logs

VMCLI_RECON_INTERVAL_TSM <間隔>

このパラメーターは、Data Protection for VMware を使用した Derby データ
ベース上の調整 操作間の間隔を指定します。調整操作により、使用可能でなく
なったバックアップのメタデータが削除されます。このアクションは、Derby
データベースが Data Protection for VMware リポジトリーと同期したままに
することを確実にします。デフォルト値は 1200 秒です。

例:

VMCLI_RECON_INTERVAL_TSM 1200

VMCLI_RESTORE_TASK_EXPIRATION_TIME <時間>

Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース・リスト
ア・タスクが Derby データベースに保管される時間を指定します。デフォルト
値は 2592000 秒 (30 日) です。

例:

VMCLI_RESTORE_TASK_EXPIRATION_TIME 2592000

VMCLI_SCHEDULER_INTERVAL <間隔>

スケジュール・タスクのスケジューラー検査を開始する間隔 (秒数) を指定しま
す。デフォルト値は 1 秒です。

例:

VMCLI_SCHEDULER_INTERVAL 60

VMCLI_TASK_EXPIRATION_TIME <時間>

このパラメーターは、Data Protection for VMware コマンド・ライン・インタ
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ーフェース Derby データベースにタスクが保管される時間を指定します。この
パラメーターは、inquire_config コマンドのみに適用されます。デフォルト値
は 864000 秒 (10 日) です。

例:

VMCLI_TASK_EXPIRATION_TIME 864000

VMCLI_TRACE YES|NO
トレース・ファイルが活動化されることを指定します。IBM ソフトウェア・サ
ポートから指示された場合のみ、トレースを活動化してください。

vSphere 環境内の Linux プロファイル例

Linux

VE_TSM_SERVER_NAME 9.11.90.28
VE_TSM_SERVER_PORT 1500
VE_TSMCLI_NODE_NAME my_vc1_vcli1
VE_VCENTER_NODE_NAME my_vc1
VE_DATACENTER_NAME Clovis Lab::MY_VC1_DC1
VMCLI_TASK_EXPIRATION_TIME 864000 # in seconds, defaults to 864000s = 10 days
VMCLI_RESTORE_TASK_EXPIRATION_TIME 2592000 # in seconds, defaults to 2592000s = 30 days
VMCLI_GRACE_PERIOD 2592000 # in seconds, defaults to 2592000s = 30 days
VMCLI_SCHEDULER_INTERVAL 60 # in seconds, defaults to 1s
VMCLI_DB_HOST localhost
VMCLI_DB_PORT 1527
VMCLI_CACHE_EXPIRATION_TIME 600 # in seconds, defaults to 600s = 10 min
VMCLI_DB_NAME VMCLIDB
VMCLI_RECON_INTERVAL_FCM 600 # setting in seconds default 600s = 10 min
VMCLI_RECON_INTERVAL_TSM 1200 # setting in seconds default 1200s = 20 min
VMCLI_DB_BACKUP AT 00:00
VMCLI_DB_BACKUP_VERSIONS 3
VMCLI_LOG_DIR logs
DERBY_HOME /home/tdpvmware/tdpvmware

vSphere 環境内の Windows プロファイル例

Windows

VE_TSM_SERVER_NAME philadelphia # -s
VE_TSM_SERVER_PORT 1500 # -p
VE_TSMCLI_NODE_NAME CLI_WIN8x32 # -n
VE_VCENTER_NODE_NAME VC_WIN8x32 # -v
VE_DATACENTER_NAME DC_CVT::DC_Win8x32
VMCLI_TASK_EXPIRATION_TIME 864000 # in seconds, defaults to 864000s = 10 days
VMCLI_RESTORE_TASK_EXPIRATION_TIME 2592000 # in seconds, defaults to 2592000s = 30 days
VMCLI_GRACE_PERIOD 2592000 # in seconds, defaults to 2592000s = 30 days
VMCLI_SCHEDULER_INTERVAL 60 # in seconds, defaults to 1s
VMCLI_DB_HOST localhost
VMCLI_DB_PORT 1527
VMCLI_CACHE_EXPIRATION_TIME 600 # in seconds, defaults to 600s = 10 min
VMCLI_DB_NAME VMCLIDB
VMCLI_RECON_INTERVAL_FCM 600 # setting in seconds default 600s = 10 min
VMCLI_RECON_INTERVAL_TSM 1200 # setting in seconds default 1200s = 20 min
VMCLI_DB_BACKUP AT 00:00
VMCLI_DB_BACKUP_VERSIONS 3
VMCLI_LOG_DIR logs
DERBY_HOME C:¥Program Files¥Common Files¥Tivoli¥TDPVMware¥VMwarePlugin¥derby
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第 6 章 Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェース

Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェース (CLI) を使用して、Data
Protection for VMware 機能にアクセスします。

Recovery Agent CLI は IBM Spectrum Protect Recovery Agent へのコマンド・
ライン API として表示できます。Recovery Agent CLI を使用して recovery
agent に加えた変更は、即時に有効になります。

Recovery Agent CLI は、recovery agent を実行中の 1 つのシステムのみを管理
する場合に使用できます。

Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェースの開始
Recovery Agent CLI は、Windows 「スタート」メニューから開始します。

このタスクについて

Recovery Agent CLI を開始するには、次の手順を実行します。

手順
1. Windows の「スタート」メニューから、「プログラム」 > 「IBM Spectrum

Protect」 > 「Data Protection for VMware」 > 「IBM Spectrum Protect
Recovery Agent」をクリックします。

2. コマンド・プロンプト・ウィンドウに以下のコマンドのいずれかを入力します。

v Recovery Agent CLI を実行するには、次のコマンドを入力します。

RecoveryAgentShell.exe -c command type tag parameter

v Windows Recovery Agent CLI のヘルプを表示するには、次のコマンドを
入力します。

RecoveryAgentShell.exe -h

Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェースの概要
コマンドを使用する場合、一部のパラメーターは必須ではありません。必須パラメ
ーターの詳細については、後述のセクションを参照してください。

必須ではないために入力されないパラメーターについては、デフォルト値が使用さ
れます。スペースのあるパラメーターは、引用符で囲む必要があります。例えば、
Accounting, Daily パラメーターを使用する場合は、 "Accounting, Daily" と入力し
ます。

コマンド入力のための構文図を読み取るには、その線をたどります。左から右、上
から下へ読み取ります。以下の指針を参照してください。

v 文字シーケンス >>- は、構文図の始まりを表します。

v 線の終わりの文字シーケンス --> は、構文図が次の線に続くことを表します。
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v 線の最初の文字シーケンス >-- は、構文図が前の線から続いていることを表し
ます。

v 文字シーケンス -->< は、構文図の終わりを表します。

記号

以下の記号は、構文図で表示されているのとまったく同じように入力します。

* アスタリスク

{} 中括弧

: コロン

, コンマ

= 等号

- ハイフン

() 括弧

. ピリオド

スペース

" 引用符

' 単一引用符

変数

<variable_name> のようなイタリックの小文字項目は、変数を表します。次の例で
は、 cmd_name コマンドを入力する際に <variable_name> を指定することができま
す。

►► -cmd_name <variable_name> ►◄

必須選択項目

スタック内に複数の項目があり、その 1 つが線の上にある場合は、1 つの項目を指
定する必要があります。次の例では、A、B、C のいずれかを選択する必要がありま
す。

►► -cmd_name A
B
C

►◄

オプション項目

項目が線の下にある場合、その項目はオプションです。次の例では、A を選択する
ことも、何も選択しないこともできます。

►► -cmd_name
A

►◄

142 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



スタック内の複数の項目が線の下にある場合は、すべての項目がオプションです。
次の例では、 A、B、C のいずれかを選択することも、何も選択しないこともでき
ます。

►► -cmd_name
A
B
C

►◄

Mount コマンド
mount コマンドは、recovery agent の各種タスクを完了するために使用します。

Recovery Agent CLI を使用すると、ボリュームおよびディスクのマウント (mount
add) とアンマウント (mount del)、およびマウントされたボリュームのリスト表示
(mount view) を行うことができます。mount コマンドを使用するには、IBM
Spectrum Protect Recovery Agent が実行中であることが必要です。
set_connection コマンドを使用して、RecoveryAgentShell.exe をマウント・アプリ
ケーションに接続します。

スナップショットのマウントやアンマウントは、 recovery agent が稼働している
システム上で行われます。

mount コマンドは、コマンド・モードでサポートされています。以下のコマンド・
タイプが使用可能です。各コマンド・タイプとともに、適切なタグおよびパラメー
ターがリストされています。

add このコマンド・タイプは、recovery agent が稼働しているシステムにスナ
ップショットのディスクまたはボリュームをマウントする場合に使用しま
す。以下に、add タイプのタグおよびパラメーターをリストします。

v -target - このタグは必須です。

このタグは、次のターゲットの指定に使用します。

– Windows 仮想ボリューム - 区画のマウント専用

– Windows リパース・ポイント - 区画のマウント専用

– Windows Linux iSCSI ターゲット

次の例では、-target タグが使用されています。

– Windows 次の例では、V: は仮想ボリュームのマウント・ターゲッ
トです。

-target "V:"

– 次の例では、リパース・ポイント・ボリュームのマウント・ターゲッ
トが指定されています。

-target "C:¥SNOWBIRD@FASTBACK¥SnowbirtK¥Snowbird¥K¥¥"

– Windows Linux 次の例では、iSCSI ターゲットが指定されてい
ます。

-target "ISCSI: target=<target_name> initiator=<initiator_name>"
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iSCSI ネットワークで recovery agent を使用し、その Recovery
Agent がデータ・ムーバーを使用しない場合は、
C:¥ProgramData¥Tivoli¥TSM¥RecoveryAgent¥mount¥

RecoveryAgent.conf ファイルにアクセスして、[IMOUNT] タグと
Target IP パラメーターを指定します。

[IMOUNT config]
Target IP=<IP address of the network card on the system
that exposes the iSCSI targets.>

例えば、次のとおりです。

[General config]
param1
param2
...
[IMount config]
Target IP=9.11.153.39

Target IP パラメーターの追加または変更後、Recovery Agent GUI
または Recovery Agent CLI を再始動します。

v -rep - このタグは必須です。

これは、VMware スナップショットを保管している IBM Spectrum
Protect サーバーと、VMware バックアップにアクセスする IBM
Spectrum Protect ノードの指定に使用します。例えば、次のとおりで
す。

tsm: ip=<ip/host_name> port=<port_number>
node=<node_name> pass=<node_password>

as_node オプションと from_node オプションを指定することもできま
す。 パスワード・フィールドが空の場合、recovery agent は格納された
ノードのパスワードの使用を試みます。

v -type - このタグは必須です。これは、ディスクまたは区画をマウントす
ることを指定します。オプションは以下のとおりです。

-type disk

-type partition

v -VMname - このタグは必須です。これは、スナップショットのソースであ
る VMware マシン名の指定に使用します。指定した値は大文字と小文
字が区別されます。

v -disk - このタグは必須です。これは、ソースがバックアップされたマウ
ントされる VMware マシンのディスク番号の指定に使用します。

v -date - このタグは必須です。マウントするスナップショットの日付を指
定する場合に使用します。日付形式は yyyy-Mmm-dd hh:mm:ss です。例
えば、次のようにします。

-date "2013-Apr-12 22:42:52 AM"

アクティブ (または最新) スナップショットを表示するには、last

snapshot を指定します。

v -PartitionNumber - このタグはオプションです。-type が partition の
場合は、マウントする区画番号を入力します。
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v -ro|-fw - このタグは、マウントするボリュームを読み取り専用 (-ro)
にするか、偽の書き込み (-fw) にするかを指定する場合に使用します。

v -disk - このタグは必須です。これは、ソースがバックアップされたマウ
ントされる VMware マシンのディスク番号の指定に使用します。

v -ExpireProtect - このタグはオプションです。マウント操作時は、IBM
Spectrum Protect サーバーのスナップショットは操作中に有効期限が切
れないようにロックされています。有効期限切れは、さらなる別のスナ
ップショットがマウント済みのスナップショット・シーケンスに追加さ
れるために発生する場合があります。 この値は、マウント操作中に有効
期限切れ保護を無効にするかどうかを指定します。次のいずれかの値を
指定することができます。

Yes スナップショットを期限切れから保護するには、Yes を指定しま
す。この値がデフォルトです。 サーバー上のスナップショット
はロックされ、スナップショットはマウント操作中に有効期限切
れから保護されます。

No 期限切れ保護を無効にするには No を指定します。サーバーのス
ナップショットはロックされず、スナップショットはマウント操
作中に有効期限切れから保護されません。そのため、スナップシ
ョットはマウント操作中に失効する場合があります。有効期限が
切れると、予期しない結果を招きマウント・ポイントに悪影響を
及ぼすおそれがあります。 例えば、マウント・ポイントが使用
不可になったり、エラーが発生したりする可能性があります。た
だし、有効期限は、現在のアクティブ・コピーには影響しませ
ん。アクティブ・コピーは操作中に失効することはありません。

スナップショットがターゲット複製サーバー上にある場合、その
スナップショットは読み取り専用モードなのでロックすることは
できません。サーバーによるロック試みが原因で、マウント操作
が失敗することがあります。 ロック試みが行われないように
し、そのような失敗を防ぐためには、No を選択して、有効期限
切れ保護を無効にします。

次の例は、add タイプを指定してディスクをマウントする方法を示しています。

mount add -rep "tsm: ip=10.10.10.01 port=1500 node=tsm-ba pass=password"
-target "iscsi: target=test1 initiator=initiator_name" -type disk
-vmname VM-03ENT -disk 1 -date "2014-Jan-21 10:46:57 AM -ExpireProtect=Yes"

この例では、VM-03ent という名前の VMware のスナップショットは、IP
10.10.10.01 を持つサーバーにあります。このスナップショットのディスク番号 1
が、recovery agent が稼働しているシステムにマウントされます。

del このコマンド・タイプは、recovery agent が稼働しているシステムから 1
つまたは全部のマウントされたバックアップを取り外す場合に使用します。
以下に、del タイプのタグおよびパラメーターをリストします。

v -target - このタグは必須です。このタグは、取り外すターゲットを指定
する場合に使用します。取り外すターゲットは、mount コマンドを使用
して作成した仮想ボリューム、リパース・ポイント、または iSCSI ター
ゲットのいずれでもかまいません。すべてのマウントされたバックアッ
プを取り外すには、everything 変数を使用します。
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v -force - このタグは、強制的にアンマウントする場合に使用します。デ
フォルト・オプションは、ターゲットが現在使用中の場合にはアンマウ
ントを強制しないことです。

例えば、現在 c:¥gever ディレクトリーにマウントされているスナップショットを強
制的にアンマウントするには、次のコマンドを使用します。

mount del -target "c:¥gever" -force

現在ボリューム V: としてマウントされているスナップショットを取り外すには、
次のコマンドを使用します。

mount del -target V:

現在 iSCSI ターゲットとしてマウントされているスナップショットを取り外すに
は、次のコマンドを使用します。

mount del -target "ISCSI:<target_name>"

dump このコマンド・タイプは、マウントに使用できるすべてのバックアップのリ
ストを取得する場合に使用します。

v -rep - このタグは必須です。このタグは、VMware スナップショットを
保管している IBM Spectrum Protect サーバーと、 VMware バックア
ップにアクセスする IBM Spectrum Protect ノードの指定に使用しま
す。例えば、次のとおりです。

tsm: ip=<IP/host name> port=<PortNumber>
node=<NodeName> pass=<NodePassword>

v -file - このタグはオプションです。このタグは、ダンプ・テキストを保
管するファイル名の識別に使用します。このタグを指定しなかった場
合、ダンプ・テキストは stdout に出力されるだけです。

以下の例は、ダンプ・タイプの指定方法を示しています。

v バックアップ済みで使用可能なすべての VM をリストします。

mount dump –type TSM –for TSMVE -rep P -request
ListVM [–file <FileNameAndPath>]

v ある VMware の、使用可能なすべてのディスク・スナップショットをリストし
ます。

mount dump –type TSM –for TSMVE -rep P -request
ListSnapshots -VMName P [-file <FileNameAndPath>]

v あるディスク・スナップショットの、使用可能なすべての区画をリストします。

mount dump –type TSM –for TSMVE -rep P -request
ListPartitions -VMName P -disk P -date P [-file <FileNameAndPath>]

remove
このタイプは、IBM Spectrum Protect サーバーへの接続を除去する場合に
使用します。マウント済みボリュームが存在する場合など、接続が使用中の
ときに接続を除去することはできません。 remove タイプにはタグが 1 つ
だけあります。

-rep - このタグは必須です。このタグは、除去する IBM Spectrum
Protect サーバー接続を指定する場合に使用します。

次の例では、ノード NodeName を使用して、サーバー (10.10.10.01) との接続を除
去します。
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mount remove -rep "tsm: NodeName@ip"

view このタイプは、マウントされているすべてのスナップショットのリストを表
示するために使用します。このタイプにはタグはありません。以下は、view
タイプの使用例です。

mount view

ディスクのマウント

次の構文図はディスクをマウントするコマンドのものです。

►► RecoveryAgentShell.exe -c mount add -rep "tsm: ip = IP
host_name

►

► port = portNumber node = nodeName
-as_node = nodeName

►

► pass = NodePassword" -vmname vmname -type disk -disk disk_number ►

► date date_format ►

► -target "ISCSI: target = target_name initiator = initiator_name" ►◄

区画のマウント

次の構文図は区画をマウントするコマンドのものです。

►► RecoveryAgentShell.exe -c mount add -rep "tsm: ip = IP
host_name

►

► port = portNumber node = nodeName
-as_node = nodeName

►

► pass = NodePassword" -vmname vmname -disk disk_number
vmdk

►

► date date_format -type partition -PartitionNumber partNum ►

► -target volume_letter
"ISCSI: target = target_name initiator = initiator_name"

►◄

Set_connection コマンド
set_connection コマンドは、指定された recovery agent を処理するように
Recovery Agent CLI を設定します。

set_connection コマンドは、次のフォーマットで使用します。

RecoveryAgentShell.exe -c set_connection Command_Tag <ホスト名または IP アドレス>

次のタグは、set_connection コマンドと一緒に使用できます。

mount_computer - recovery agent 接続の設定に使用します。

次の例では、Recovery Agent CLI は、 ComputerName ホスト上で recovery agent
を処理するように設定されます。

set_connection mount_computer ComputerName

第 6 章 Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェース 147



Help コマンド
help コマンドは、サポートされるすべての Recovery Agent CLI コマンドのヘル
プを表示します。

help コマンドは、次のフォーマットで使用します。

RecoveryAgentShell.exe -h

Recovery Agent コマンド・ライン・インターフェースの戻りコ
ード

戻りコードは、Recovery Agent CLI 操作の結果を識別する際のヒントになりま
す。

以下の戻りコードを使用して、Recovery Agent CLI 操作の状況を確認します。

表 9. Recovery Agent CLI の戻りコード

戻りコー
ド 値 説明

0 FBC_MSG_MOUNT_SUCCESS コマンドは正常に Data Protection
for VMware マウントに送信されまし
た。

0 FBC_MSG_DISMOUNT_SUCCESS 正常にスナップショットが取り外され
ました。

0 FBC_MSG_VIEW_SUCCESS 表示操作が正常に行われました。

0 FBC_MSG_DUMP_SUCCESS ダンプ操作が正常に行われました。

0 FBC_MSG_REMOVE_SUCCESS 除去操作が正常に行われました。

1 FBC_MSG_MOUNT_FAIL マウントが失敗しました (詳細につい
ては、マウント・ログを参照)。

2 FBC_MSG_MOUNT_DRIVER_ERROR マウント・ドライバーのエラー

3 FBC_MSG_VOLUME_LETTER_BUSY この名前のボリュームか、または再解
析ポイントが使用中です。

4 FBC_MSG_MOUNT_WRONG_
PARAMETERS

誤ったパラメーターがマウント・コマ
ンドに割り当てられました (詳細につ
いては、マウント・ログを参照)。

5 FBC_MSG_MOUNT_ALREADY_
MOUNTED

要求されたターゲットにジョブがすで
にマウントされています。

6 FBC_MSG_MOUNT_WRONG_
PERMISSIONS

許可が不十分です。

7 FBC_MSG_MOUNT_NETWORK_
DRIVE

ネットワーク・マップ・ボリュームに
マウントできません。

8 FBC_MSG_MOUNT_LOCKED_BY_
SERVER

スナップショットがサーバーによって
ロックされました。

9 FBC_MSG_CAN_NOT_CHANGE_
REPOSITORY

リポジトリーを変更できません。

11 FBC_MSG_DISMOUNT_FAIL マウントされたスナップショットの取
り外しに失敗しました。
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表 9. Recovery Agent CLI の戻りコード (続き)

戻りコー
ド 値 説明

13 FBC_MSG_VIEW_FAIL 仮想ボリュームのリストの取得に失敗
しました。

15 FBC_MSG_DUMP_FAIL ダンプ・コマンド・リストの作成が失
敗しました。

16 FBC_MSG_CONNECTION_FAILED Data Protection for VMware マウン
トから切断されました。

17 FBC_MSG_CONNECTION_TIMEOUT 操作がタイムアウトになりました。

18 FBC_MSG_MOUNT_FAILED_TO_
FIND_REPOSITORY

スナップショットを含む有効なリポジ
トリーの検出に失敗しました。

19 FBC_MSG_MOUNT_JOB_NOT_
FOUND

要求されたスナップショットの検出に
失敗しました。

20 FBC_MSG_MOUNT_JOB_FOLDER_
NOT_FOUND

要求されたスナップショット・データ
の検出に失敗しました。

22 FBC_MSG_CAN_NOT_REMOVE_
REPOSITORY

選択されたリポジトリーを削除できま
せん。

23 FBC_MSG_REPOSITORY_GOT_
MOUNTS

リポジトリーにマウント済みのスナッ
プショットがあります。

38 FBC_MSG_MOUNT_NOT_WRITABLE_
VOLUME

マウント・ボリュームが書き込み不能
です。

39 FBC_MSG_NO_TSM_REPOSITORY IBM Spectrum Protect リポジトリー
が見つかりませんでした。

40 FBC_MSG_MOUNT_NOT_ALLOWED_
AS_READONLY

iSCSI ターゲットを読み取り専用とし
てマウントすることはできません。

41 FBC_MSG_RESOURCE_BUSY_IN_
TAPE_MODE

Data Protection for VMware はテー
プ・モードで稼働中のため、メディア
はビジーです。

42 FBC_MSG_DISK_TYPE_NOT_
SUPPORTED

このタイプのディスクでは、区画操作
がサポートされていません。

43 FBC_MSG_MOUNT_INITIALIZING 操作が失敗し、Data Protection for
VMware マウントが現在初期化中で
す。後でやり直してください。

44 FBC_MSG_CANNOT_LOCK_
SNAPSHOT

スナップショットは、この操作中に失
効する場合、保護されません。詳しく
は、資料を参照してください。
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第 7 章 VMware データのバックアップ

Data Protection for VMware を使用して、IBM Spectrum Protect サーバー上に
VMware 仮想マシンのバックアップ・バージョンを保管します。

制約事項: 以下の制約事項は、バックアップ操作に含まれる VMware VMDK に適
用されます。

v 永久増分バックアップ・モードの場合、バックアップ操作に含まれる個々の
VMDK が 8 TB を超えてはなりません。 VMDK が 8 TB を超えると、バック
アップ操作は失敗します。デフォルトの 2 TB より大きいサイズに VMDK のサ
イズを増やすには、vmmaxvirtualdisks オプションを使用して最大サイズを指定
します。詳しくは、Vmmaxvirtualdisksを参照してください。

v 定期的フルバックアップ・モードの場合、バックアップ操作に含まれる個々の
VMDK が 2 TB を超えてはなりません。 VMDK が 2 TB を超えると、バック
アップ操作は失敗します。

いずれのバックアップ・モードの場合も、実行中の失敗を回避するには、データ・
ムーバーのオプション・ファイルで vmskipmaxvirtualdisks yes を指定して、
VMDK の処理をスキップします。詳しくは、Vmskipmaxvirtualdisksを参照してく
ださい。

IBM Spectrum Protect への仮想マシン・データのバックアップ
仮想マシン・データの「バックアップをすぐに実行」タスクまたは「スケジュール
されたバックアップ」タスクを作成します。データは、IBM Spectrum Protect サー
バーのストレージに保管されます。

始める前に

Microsoft Exchange Server データベースをホストしている仮想マシンのバックア
ップを行う前に、Exchange データベースをマウントしてください。

このタスクについて
v Data Protection for VMware は、バックアップ処理を行う際に、データベース

可用性グループ (DAG) 内の取り外された、破損した、あるいは「中断」状態の
ゲスト Exchange Server データベースをバイパスします。これらの状態にある
データベースは、仮想マシンのバックアップから除外され、リストアに使用でき
ません。

v 「バックアップをすぐに実行」タスクは、直ちに実行することも、後で実行する
ことも可能です。 「スケジュールされたバックアップ」タスクは、スケジュー
ルされた時刻に IBM Spectrum Protect によって実行されます。 直ちに実行す
ることはできません。

手順

仮想マシンをバックアップするには、以下の手順を実行します。
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1. 次のいずれかの方法を使用して、Data Protection for VMware vSphere GUI
を始動します。

v vSphere Client の「ソリューションおよびアプリケーション」ウィンドウ内
の「Data Protection for VMware vSphere GUI」アイコンをクリックす
る。

v Web ブラウザーを開き、GUI Web サーバーにアクセスする。例えば、次の
とおりです。

https://guihost.mycompany.com:9081/TsmVMwareUI/

vCenter のユーザー ID およびパスワードを使用してログインします。

2. 「始めに」ウィンドウで「バックアップ・タスクの定義」をクリックして、「バ
ックアップのスケジュール」ウィザードを開きます。ウェルカム情報を確認し
て、「次へ」をクリックし、バックアップ・タスクを作成します。

3. 「次へ」をクリックして、ウィザードを開始します。ウィザードの各ページの指
示に従い、「次へ」をクリックして、次のページに進みます。

4. 「一般」ページの「バックアップ・スケジュール名」フィールドに、作成しよう
としているバックアップ・スケジュールの名前を指定します。 スケジュール名
にスペースを含めることはできません。 オプションとして、スケジュールの説
明を追加できます。

5. 「ソース」ページで、VMware データ・センターを選択して、ナビゲーショ
ン・ツリーのブランチを展開します。バックアップしたい仮想マシン、仮想マシ
ン・テンプレート、ホスト・クラスター、またはホストを選択します。
新たに追加された仮想マシンや検出された仮想マシンをこのタスクの今後の実行
予定に組み込みたい場合は、「新たに追加された仮想マシンはこのバックアッ
プ・タスクに含まれる」にチェック・マークを付けます。このチェック・ボック
スには、以下の特性があります。

v 1 つの ESX ホストのすべての仮想マシンを選択し、このオプションを選択
すると、このスケジュールはその ESX ホストをバックアップします。つま
り、そのホスト上のすべての仮想マシンは、現在も将来もバックアップされ
ます。

v ESX ホストの 1 つ以上の仮想マシンを選択する (ただし、全部ではない) と
きに、このオプションを選択する場合、スケジュールには、選択された仮想
マシンのみ、およびホストに将来追加されるすべての仮想マシンが含まれま
す。そのホスト上で選択されていない残りの仮想マシンは除外されます。

v 仮想マシンの名前を変更した場合に、このオプションを選択すると、このス
ケジュールは名前変更済みの仮想マシンをバックアップします。

v このオプションを選択しない場合、仮想マシンのみをバックアップ対象とし
て選択できます。ホスト・クラスターおよびホストは選択できません。

v 命名規則に従う仮想マシンが追加されないように簡単な方法で除外したい場
合は、「拡張 VM フィルター・オプション」を展開します。除外する仮想
マシンを識別するテキスト・パターンを入力します。任意の文字と突き合わ
せるには、アスタリスク (*) を指定します。 単一の文字と突き合わせるに
は、疑問符 (?) を指定します。 例えば、次のとおりです。

vm=prod1*,*testvm,*dept*, dept4?prod
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これらの仮想マシンの選択を無効にするには、「フィルターの適用」をクリ
ックします。ワイルドカード文字を使用せずに仮想マシン名を入力した場合
に、その仮想マシンがソース・ツリー内で既知ならば、この仮想マシンがフ
ィルター表示から削除されます。ただし、ツリー内ではチェック・マークな
しの項目として表示されます。

6. 「宛先」ページで、バックアップ操作を実行する データ・ムーバー・ノード を
選択します。現在、バックアップ操作またはリストア操作で使用されていないデ
ータ・ムーバー・ノードを選択してください。

7. 「スケジュール」ページで、「バックアップをすぐに実行する」または「後で実
行するようにスケジュールする」をクリックして、バックアップを実行するタイ
ミングを指定します。 ユーザー権限が不十分である場合、「後で実行するよう
にスケジュールする」は選択できません。 ドロップダウン・リストから適切な
「バックアップ方法」を選択します。

IFINCREMENTAL / IFFULL
永久増分の増分バックアップ・タイプおよび永久増分のフルバックアッ
プ・タイプを示します。これらのバックアップ・タイプは、IBM
Spectrum Protect for Virtual Environments を使用するためのライセ
ンスを保有している場合にのみ適用可能です。

適切な「バックアップ・タイプ」を選択します。

v 前回のバックアップ (フルまたは増分) 以降に変更されたブロックを
バックアップするには、「増分」をクリックします。最新の増分が前
回のバックアップに追加されます。 この VM のフルバックアップ
が存在しない場合は、自動的にフルバックアップが実行されます。
そのため、フルバックアップが存在するかどうかを確認する必要はあ
りません。

v VM 全体のイメージを作成するには、「フル」をクリックします。
フルバックアップが実行された後は、追加のフルバックアップをスケ
ジュールする必要はありません。 「フル」を選択すると、最後のバ
ックアップ以降に変更されていない VM テンプレートも組み込まれ
ます。

v 「後で実行するようにスケジュールする」を選択した場合は、「次へ」をク
リックしてステップ 8 に進みます。

v 「バックアップをすぐに実行する」を選択した場合は、「次へ」をクリック
してステップ 9 に進みます。

8. 「繰り返し」ページで、以下の情報を指定します。

a. 前のステップで「フルバックアップの後に 6 回の増分バックアップを続け
る」を選択した場合は、以下を実行します。

1) 初回バックアップを実行する日時を指定します。 最初のフルバックア
ップがこの日時に実行されるようにスケジュールされます。

2) 6 回の増分バックアップは、その週の残りの 6 日間、選択された時間
に実行されるようにスケジュールされます。

b. 前のステップで「増分」または「フル」を選択した場合は、以下を実行しま
す。

1) 初回バックアップを実行する日時を指定します。

2) バックアップを実行する間隔を指定します。
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c. 「次へ」をクリックします。

9. 「要約」ページでバックアップの設定を見直し、「終了」をクリックしてタスク
を保存します。 「バックアップをすぐに実行する」を選択した場合、「終了」
をクリックすると、即座にバックアップ操作が開始されます。

次のタスク

バックアップ・スケジュールの完了後、仮想マシンがバックアップされたことを
「レポート」タブで確認できます。

永久増分バックアップ・スケジュールのオプションの設定
永久増分バックアップをスケジュールすると、VM のバックアップを頻繁に実行
し、各バックアップのサイズを削減することができます。

始める前に

ストレージ・プールでクライアント・サイド・データの重複排除が有効になってい
ることを確認します。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. IBM Spectrum Protect クライアント バックアップ/アーカイブ・クライアン
ト・オプション・ファイルを編集します。

v Windows dsm.opt オプション・ファイルで以下のオプションを指定しま
す。

v Linux データ・ムーバー・ノードのスタンザで、dsm.sys ファイルの以
下のオプションを指定します。

a. オプション compression yes をファイルに追加することで、圧縮を有効に
します。

b. オプション deduplication yes をファイルに追加することで、重複排除を
有効にします。

c. 以下のいずれかのオプションを設定して、メガブロックのリフレッシュのト
リガー値を変更します。

v mbobjrefreshthresh number をファイルに追加することで、オブジェク
トの数をトリガーとして有効にします。

v mbpctrefreshthresh percentage をファイルに追加することで、オブジェ
クトのパーセンテージをトリガーとして有効にします。
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詳しくは、オプションの解説のデータ・ムーバーの mbobjrefreshthresh オ
プションおよび mbpctrefreshthresh オプションを参照してください。

3. 各 VMware ゲストに対して手順 2 を繰り返します。

IBM Spectrum Protect とローカル・ディスクへの仮想マシン・データの
バックアップ

VM データをバックアップし、IBM Spectrum Protect Snapshot for VMware と
Data Protection for VMware の両方に保管するためのスケジュールを作成できま
す。 そのスケジュールを直ちに実行することも、後で実行することも可能です。

始める前に

Microsoft Exchange Server データベースをホストしている仮想マシンのバックア
ップを行う前に、Exchange データベースをマウントしてください。

このタスクについて

Data Protection for VMware は、バックアップ処理を行う際に、データベース可用
性グループ (DAG) 内の取り外された、破損した、あるいは「中断」状態のゲスト
Exchange Server データベースをバイパスします。これらの状態にあるデータベー
スは、仮想マシンのバックアップから除外され、リストアに使用できません。

手順

VM をバックアップするスケジュールを作成するには、以下のステップを実行して
ください。

1. 以下のいずれかの方法で Data Protection for VMware vSphere GUI を開始
します。

v vSphere Client の「ソリューションおよびアプリケーション」ウィンドウ
内の「Data Protection for VMware vSphere GUI」アイコンをクリックす
る。

v Web ブラウザーを開き、GUI Web サーバーにアクセスする。例えば、次
のとおりです。

https://guihost.mycompany.com:9081/TsmVMwareUI/

vCenter のユーザー ID およびパスワードを使用してログインします。

2. 「始めに」ウィンドウで「バックアップ・タスクの定義」をクリックして、
「バックアップのスケジュール」ウィザードを開きます。 ウェルカム情報を確
認して、「次へ」をクリックし、バックアップ・タスクを作成します。

3. 「次へ」をクリックして、ウィザードを開始します。ウィザードの各ページの
指示に従い、「次へ」をクリックして、次のページに進みます。

4. 「バックアップの設定」ページで、以下の手順を実行します。

a. 「実行するバックアップのタイプ」リストで、「IBM Spectrum Protect
Snapshot for VMware と IBM Spectrum Protect へのバックアップ」を
選択します。

b. 「実行する VMware スナップショットのタスク」リストで、操作対象の
スナップショットを選択します。
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5. 「一般」ページの「バックアップ・スケジュール名」フィールドに、作成する
バックアップ・スケジュールの名前を指定します。スケジュール名にスペース
を含めることはできません。 オプションとして、スケジュールの説明を追加で
きます。

6. 「ソース」ページで、VMware データ・センターを選択して、そのデータ・セ
ンターで使用可能なすべての VM を表示します。また、データ・センターを
展開して、VMware データ・ストアを選択し、そのデータ・ストアで使用可能
なすべての VM を表示することもできます。選択用の表で、バックアップす
る VM または VM テンプレートを選択します。 VM の位置が分からない場
合は、データ・センターを選択して、その VM をすべて表示します。

ヒント: 「フィルター」フィールドにテキストを入力して、VM のリストを微
調整します。ワイルドカード文字 (*) は許可されません。

7. 「追加バックアップ設定」ページで、以下の選択を行います。

a. 実装するバックアップ方法を選択します。

b. 実行したいバックアップのタイプを選択します。

c. サーバーへのバックアップを行う場合、IBM Spectrum Protect に活動バッ
クアップがあるときに取るアクションを選択します。

8. 「宛先」ページで、VM のバックアップ・バージョンを送信する宛先を選択し
ます。

v バックアップを保管する先である IBM Spectrum Protect Snapshot for
VMware のローカル・ディスクでデバイス・クラスを選択します。デバイ
ス・クラスは、データ・ストアに使用される論理装置 (LUN) のハードウェ
ア・スナップショットの作成に使用されるストレージ・デバイスとターゲッ
ト・ディスクを定義します。これらの装置クラスを IBM Spectrum Protect
Snapshot for VMware 構成で定義しておかないと、リストに表示されませ
ん。

v Data Protection for VMware へのバックアップも行う場合、バックアップ
を実行するデータ・ムーバー・ノードを選択します。

9. 「スケジュール」ページで、直ちにバックアップを実行するか、後で実行する
ようにバックアップをスケジュールするかを選択できます。

v このウィザードの完了時にバックアップを開始するには、「すぐに実行す
る」を選択します。

v バックアップを後で実行するようにスケジュールするには、以下の手順を実
行します。

a. 「後で (繰り返し) 実行するようにスケジュールする」を選択します。

b. 「初回バックアップの日時」フィールドで、最初にスケジュールを実行
する時間を指定します。

c. 「バックアップを実行する頻度」フィールドに、スケジュールを実行す
る間隔を指定します。

d. 「前回のバックアップの日時」フィールドで、スケジュールの実行を停
止する時間を指定します。前回のバックアップの日時を指定しないと、
スケジュール作成は続行できません。

e. 新たに追加された仮想マシンや検出された VM をこのスケジュールの
今後の実行予定に組み込みたい場合は、「新規に追加された仮想マシン
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をこのバックアップ・タスクに含める」を選択します。 表に、新規に
追加された VM を含むデータ・ストアがリストされます。このチェッ
ク・ボックスを選択した場合の特性は次のとおりです。

– 1 つのデータ・ストアまたはデータ・センターのすべての VM を選
択すると、このスケジュールは、そのデータ・ストアまたはデー
タ・センターをバックアップします。 つまり、そのデータ・ストア
またはデータ・センターのすべての VM が、現在も今後もバックア
ップされます。

– データ・ストアまたはデータ・センターの 1 つ以上の VM (ただ
し、全部ではない) を選択すると、このスケジュールには、選択され
た VM と、データ・ストアまたはデータ・センターに今後追加され
る VM のみが含まれます。 そのデータ・ストアまたはデータ・セ
ンター上の選択されていない残りの VM は除外されます。

– VM の名前を変更した場合に、このオプションを選択すると、この
スケジュールは名前変更済みの VM をバックアップします。

データ・ストアのリストを変更するには、「ソース」ページに進み、優
先データ・ストアのみから VM を選択します。 非優先データ・ストア
から選択されている VM を消去します。

10. 「要約」ページでバックアップの設定を見直し、「完了」をクリックしてスケ
ジュールを保存します。 「直ちにバックアップを実行」を選択した場合、「完
了」をクリックすると、即座にバックアップ操作が開始されます。

ヒント: 「要約」ページに、RDM ディスクを含む選択済み VM がリストされ
ます。

次のタスク

バックアップ・スケジュールの完了後、VM がバックアップされたことを「レポー
ト」タブで確認できます。

マイグレーション済み仮想マシンのバックアップ
仮想マシンを別の VMware データ・センターまたは vCenter Server にマイグレー
ションした場合、その仮想マシンをバックアップすることができます。

始める前に

マイグレーション済み仮想マシンをバックアップするには、以下の前提条件を満た
すようにしてください。

v マイグレーション済み仮想マシンは、VMware vSphere 6 環境で稼働する必要
があります。

v 仮想マシンをマイグレーションする前に、Data Protection for VMware V7.1.3
以降で仮想マシンをバックアップする。バックアップがエラーなしで完了したこ
とを確認します。

v 仮想マシン上に、VMware Storage vMotion がインストールされていることを
確認する。

以下の環境のマイグレーションがサポートされています。
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v ある vCenter から別の vCenter にマイグレーションする。 例: vCenter A、デ
ータ・センター A、およびデータ・ムーバー A が vCenter B、データ・センタ
ー B、およびデータ・ムーバー B にマイグレーションされます。

v あるデータ・センターから同じ vCenter 内の別のデータ・センターにマイグレ
ーションする。 例: vCenter A、データ・センター A、およびデータ・ムーバー
A が vCenter A、データ・センター C、およびデータ・ムーバー C にマイグ
レーションされます。

このタスクについて

仮想マシンを、ある VMware データ・センターから同じ vCenter Server 内の別の
データ・センターにマイグレーションするには、以下の手順を実行します。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. マイグレーション済み仮想マシンの VM フルバックアップを作成します。 仮
想マシンのマイグレーション元のデータ・センター・ノードにバックアップを保
管します。

例えば、仮想マシン VM_1 が VMware データ・センター DC_A からデー
タ・センター DC_C にマイグレーションされた場合、VM_1 を、データ・ムー
バー DM_A からデータ・センター DC_C に直接バックアップします。 以下
にコマンド例を示します。

dsmc backup vm VM_1 -vmbackuptype=fullvm -nodename=DC_C nodename
-password=DC_C nodename_password

3. 元のデータ・センターのマイグレーション済み仮想マシンの活動バックアップを
非活動化します。 仮想マシンのマイグレーション元であったデータ・センタ
ー・ノードでこのコマンドを発行します。 例えば、仮想マシン VM_1 が
VMware データ・センター DC_A からデータ・センター DC_C にマイグレー
ションされた場合、このコマンドをデータ・センター・ノード DC_A で発行し
ます。以下にコマンド例を示します。

dsmc expire -objtype=vm VM_1 -nodename=DC_A nodename
-password=DC_A nodename_password
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組織 vDC の IBM Spectrum Protect へのバックアップ
組織 vDC の即時バックアップを実行するか (「今すぐバックアップ」)、バックア
ップをスケジュールする (「バックアップ・スケジュールの作成」) ことができま
す。バックアップされたデータは、IBM Spectrum Protect サーバー・ストレージ上
に保管されます。

手順

組織 vDC をバックアップするには、以下の手順を実行します。

1. 「クラウド・リソース」ウィンドウで、「組織 VDC」をクリックします。
「組織」 (「クラウド・リソース」ウィンドウ内) をクリックしてから、組織
vDC を含む組織までドリルダウンすることもできます。

2. 1 つ以上の組織 vDC を選択して、以下のいずれかのバックアップ・タスクをク
リックします。

v サーバー・ストレージへの 組織 vDC の即時バックアップを開始するには、
「今すぐバックアップ」をクリックします。

v サーバー・ストレージへの 組織 vDC のスケジュール・バックアップを作成
するには、「バックアップ・スケジュールの作成」をクリックします。

3. ウィザード内で、次の手順を行ってください。

a. バックアップ・タイプを選択します。

増分バックアップ (常時) - 増分 (デフォルト)
前回のバックアップ (フルまたは増分) 以降に変更されたブロックを
バックアップします。この組織 vDC 内の vApp のフルバックアッ
プが存在しない場合は、自動的にフルバックアップが開始されま
す。そのため、フルバックアップが存在するかどうかを確認する必
要はありません。初回のフルバックアップが実行された後、一連の
増分バックアップが継続的に (永久) 行われます。この方法では、追
加のバックアップ・タスクを定義する必要はありません。

増分バックアップ (常時) - フル
この組織 vDC 内にあるすべての vApp のイメージを作成します。
フルバックアップが実行された後は、追加のフルバックアップをス
ケジュールする必要はありません。

b. バックアップ操作を実行する データ・ムーバー・ノード を選択します。
現在、バックアップ操作またはリストア操作で使用されていないデータ・ム
ーバー・ノードを選択してください。

c. 「バックアップ・スケジュールの作成」をクリックした場合は、このタスク
を識別する名前を入力します。タスク名にスペースを含めることはできませ
ん。タスクの説明を追加できます。「今すぐバックアップ」をクリックした
場合は、デフォルトのバックアップ名 (BackUpNow) を変更できます。また、
説明も追加できます。

d. 「次へ」をクリックします。

v 「今すぐバックアップ」をクリックした場合は、「次へ」をクリックしてス
テップ 5 に進みます。

v 「バックアップ・スケジュールの作成」をクリックした場合は、「次へ」を
クリックしてステップ 4 に進みます。
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4. 「スケジュールの作成」ウィザードの「スケジュール」ページで、以下の手順を
実行します。

a. 初回バックアップを実行する日時を指定します。

b. バックアップを実行する間隔を指定します。

5. 「要約」ページを確認します。情報にバックアップ目標が反映されている場合
は、「完了」をクリックして、バックアップ・タスクを開始するか、またはスケ
ジュールを作成します。それ以外の場合は、「戻る」をクリックして修正しま
す。

ディスクの使用によるデータのバックアップ
バックアップ・サービスに組み込んだり除外したりする仮想マシン・ディスクを指
定するために include オプションと exclude オプションを設定します。

始める前に

オプションの解説 の、データ・ムーバーの domain.vmfull、include.vmdisk、およ
び exclude.vmdisk オプションを参照してください。

このタスクについて

仮想マシンを、フル仮想マシン・イメージ・バックアップ操作に含めるには、
domain.vmfull オプションを使用します。

仮想マシン・ディスクを Backup VM 操作に含めるには、include.vmdisk オプシ
ョンを使用します。

仮想マシンのディスクを Backup VM 操作から除外するには、exclude.vmdisk オ
プションを使用します。

これらのオプションは、バックアップを必要としない仮想ディスクに使用します。
例えば、リストアする必要がないデータ、または別のバックアップ・メカニズムに
よって保存されるデータが含まれた仮想ディスクに、これらのオプションを使用し
ます。

制約事項: バックアップ操作から除外された仮想ディスクは、そのバックアップに
関して、VM から削除済みと見なされます。そのバックアップから VM がリスト
アされる場合、除外された仮想ディスクはリストアされません。ディスク定義のみ
がリストアされます。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin
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2. オプション: 仮想ディスクのディスク名とラベルは、preview オプションを発行
することによって表示します。 例えば、次のようにします。

dsmc backup vm VM1 -preview

3. 仮想ディスクを除外するには、IBM Spectrum Protect データ・ムーバーの
dsm.opt オプション・ファイルに exclude.vmdisk オプションを設定します。
例えば、次のようにします。

EXCLUDE.VMDISK VM1 "Hard Disk 3"

4. 次のバックアップ・コマンドを発行します。

dsmc backup vm VM1

シナリオ: バックアップ処理に 4 つのディスクを含める
include.vmdisk オプションと domain.vmfull オプションを使用して、バックアッ
プ・サービスに仮想マシン・ディスクを 4 つ含みます。

このタスクについて

以下の例では、仮想マシン vm5_fin_com にディスクが 4 つ含まれているとしま
す。

Hard Disk 1
Hard Disk 2
Hard Disk 3
Hard Disk 4

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. include.vmdisk ステートメントを使用して、Hard Disk 1 ディスクと Hard
Disk 2 ディスクをバックアップします。 例えば、次のとおりです。

INCLUDE.VMDISK vm5_fin_com "Hard Disk 1"
INCLUDE.VMDISK vm5_fin_com "Hard Disk 2"

3. 次のバックアップ・コマンドを発行します。

dsmc backup vm vm5_fin_com

ディスクの組み込みステートメントが指定されているため、このステートメント
は、明示的に組み込まれたディスクのみをバックアップすることを暗黙指定しま
す。結果として、Hard Disk 3 と Hard Disk 4 はバックアップされません。

4. domain.vmfull ステートメントを使用して、Hard Disk 1 ディスクと Hard
Disk 2 ディスクをバックアップします。 例えば、次のとおりです。

DOMAIN.VMFULL "vm5_fin_com:vmdk=Hard Disk 1:vmdk=Hard Disk 2"

5. 次のバックアップ・コマンドを発行します。
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dsmc backup vm vm5_fin_com

Hard Disk 3 と Hard Disk 4 はバックアップされません。

domain.vmfull ステートメントを使用して、1 つ以上のディスクの組み込みまた
は除外が可能です。 同じステートメントで、組み込みと除外を指定できます。
例えば、次のステートメントは有効です。

domain.vmfull "vm5_fin_com:vmdk=Hard Disk 1:-vmdk=Hard Disk 2:vmdk=Hard
Disk 3:vmdk=Hard Disk 4"

include ステートメントがある場合は、仮想マシン内の他のすべてのディスク
が、他のディスクも include ステートメントによって指定されていない限り、
バックアップ操作から除外されます。例えば、次のステートメントは、Hard
Disk 1 以外のすべてのディスクを除外します。

domain.vmfull "vm5_fin_com:vmdk=Hard Disk 1"

シナリオ: バックアップ処理において 4 つのディスクを除外する
exclude.vmdisk オプションと domain.vmfull オプションを使用して、バックアッ
プ・サービスの仮想マシン・ディスクを 4 つ除外します。

このタスクについて

以下の例では、仮想マシン vm5_fin_com にディスクが 4 つ含まれているとしま
す。

Hard Disk 1
Hard Disk 2
Hard Disk 3
Hard Disk 4

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. exclude.vmdisk ステートメントを使用して、Hard Disk 1 ディスクと Hard
Disk 2 ディスクをバックアップします。 例えば、次のとおりです。

EXCLUDE.VMDISK vm5_fin_com "Hard Disk 3"
EXCLUDE.VMDISK vm5_fin_com "Hard Disk 4"

3. 次のバックアップ・コマンドを発行します。

dsmc backup vm vm5_fin_com

ディスクの除外ステートメントが指定されているため、このステートメントは、
具体的に除外されたディスクのみがバックアップされないことを暗黙指定しま
す。結果として、Hard Disk 3 と Hard Disk 4 はバックアップされません。
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4. domain.vmfull ステートメントを使用して、Hard Disk 3 ディスクと Hard
Disk 4 ディスクをバックアップします。 例えば、次のとおりです。

DOMAIN.VMFULL "vm5_fin_com:vmdk=Hard Disk 3:vmdk=Hard Disk 4"

5. 次のバックアップ・コマンドを発行します。

dsmc backup vm vm5_fin_com

Hard Disk 3 と Hard Disk 4 はバックアップされません。

シナリオ: バックアップ処理とリストア処理でディスクを分ける
データを保護するには、ゲスト仮想マシンにインストールされている Data
Protection for VMware および IBM Data Protection エージェントのバックアップ
とリストアの機能を調整します。

始める前に

IBM Spectrum Protect では、特定のデータベースおよびメール・サーバーのデータ
を保護するアプリケーションが提供されています。データ保護アプリケーション・
サーバーは、通常、仮想マシン内で稼働します。 Data Protection for VMware を
IBM Spectrum Protect データ保護アプリケーションとともに効率的に使用するため
には、各アプリケーションのバックアップ処理とリストア処理を調整する必要があ
ります。 各アプリケーションのバックアップ処理とリストア処理を調整する 1 つ
の方法として、ディスクの使用によって処理を分ける方法があります。

このタスクについて

このシナリオでは、仮想マシン VM2-08R2EX10-1 の IBM Spectrum Protect for
Mail: Data Protection for Microsoft Exchange Server は Disk1 にインストールさ
れており、以下のディスク (.vmdk) 構成を使用します。

v Disk1: オペレーティング・システム・ファイル

v Disk2: Microsoft Exchange Server データベース・ファイル

v Disk3: Microsoft Exchange Server ログ・ファイル

v Disk4: Microsoft Exchange Server ファイル以外のファイルを保存

手順
1. Data Protection for Microsoft Exchange Server を使用して Disk2 と Disk3

をバックアップします。

a. コマンド・プロンプトを開いて、以下のようにインストール・ディレクトリ
ーに移動して Data Protection for Microsoft Exchange Server のコマン
ド・ライン・セッションを開始します。 例えば次のとおりです。

cd "C:¥program files¥tivoli¥tsm¥tdpexc"

b. 以下のバックアップ・コマンドを発行します。

tdpexcc backup * full /backupmethod=vss /backupdestination=tsm

2. データ・ムーバーを使用して、Disk1 と Disk4 をバックアップします。

a. コマンド・プロンプトを開いて、以下のようにインストール・ディレクトリ
ーに移動して、データ・ムーバー・コマンド・ライン・セッションを開始し
ます。 例えば次のとおりです。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"
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b. 以下のバックアップ・コマンドを発行します。

dsmc backup vm "VM2-08R2EX10-1_orig:vmdk=Hard Disk 1:vmdk=Hard Disk 4"

3. データ・ムーバーを使用して、仮想マシン VM2-08R2EX10-1 を新規仮想マシン
にリストアします。 以下のリストア・コマンドを発行します。

dsmc restore vm VM2-08R2EX10-1_orig -vmname=user_story_Exch
-datacenter=VC4-VE-2_DATACENTER1 -host=ESX41-VE-2.QA1.COM
-DATASTORE=ESX41-VE-3

以下の出力が表示されます。

Restore processing finished.
Session established with server VM-03R2-TSM62-5: Windows

Server Version 7, Release 1, Level 2.0
Server date/time: 12/16/2014 12:32:54 Last access: 12/16/2014 11:13:13

Total number of objects restored: 2
Total number of objects failed: 0
Total number of bytes transferred: 42.00 GB
Data transfer time: 4,708.17 sec
Network data transfer rate: 9,353.97 KB/sec
Aggregate data transfer rate: 9,210.25 KB/sec
Elapsed processing time: 01:19:41

4. VMware vSphere Client を開始し、「要約」 > 「設定の編集」に移動して、
リストアされた仮想マシン (user_story_Exch) に、元の仮想マシン
(VM2-08R2EX10-1_orig) と同じ構成が含まれていることを確認します。この例
では、リストアされた仮想マシンの構成に、元の仮想マシンと同様に 4 つのデ
ィスクが表示されます。ただし、Disk1 と Disk4 のデータのみがリストアされ
ます。Disk2 と Disk3 は、まず、使用するためにフォーマットする必要があり
ます。その後、Data Protection for Microsoft Exchange Server を使用して
Disk2 と Disk3 をリストアします。

5. リストアした仮想マシンを開始します。

a. 「サーバー・マネージャー」 > 「ディスク管理」に移動します。

b. Disk2 と Disk3 を選択してディスク初期設定要件を完了します。

c. MBR の区画スタイルを選択し、「OK」をクリックします。

d. 両方のディスクは、元の仮想マシンと同じドライブ名でフォーマット設定さ
れます。

e. Data Protection for Microsoft Exchange Server を使用して、Exchange デ
ータ・ファイルを Disk2 と Disk3 にリストアします。

ドメイン・レベルに基づく仮想マシンのバックアップ
domain.vmfull オプションを設定して、システムで実行中の仮想マシンのサブセッ
トに、操作のフォーカスを絞り込みます。

始める前に

domain.vmfull オプションを使用して、vmchost オプションで特定したシステムで
稼働中の仮想マシンをバックアップします。

データ・ムーバー domain.vmfull オプションについて確認してください。詳しく
は、Domain.vmfullを参照してください。
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このタスクについて

データ・ムーバー・システムで以下のステップを実行します。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリー cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient" に移動し
ます。

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリー cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin に移動します。

2. データ・ムーバーのオプション・ファイル (dsm.opt) を、任意のテキスト・エ
ディターで開きます。

3. オプション名と 1 つ以上のブランク・スペースを指定して、その後にオプショ
ン値を入力します。 例えば次のとおりです。

domain.vmfull vmhostcluster=Dev0105

シナリオ: クラスター・サーバーに基づく仮想マシンのバックアッ
プ

domain.vmfull vmhostcluster オプションを使用して、特定のクラスター・サーバ
ーの仮想マシンをバックアップします。

このタスクについて

VMware 環境は、3,000 を超える VM で構成されています。ホスト・クラスター
は、ハードウェア・リソースを管理するために使用されます。クラスターのほとん
どは、それぞれ 3 台から 4 台の ESXi ホストが含まれていますが、10 台もの
ESXi ホストが含まれているクラスターもあります。一方、より大規模で重要な VM
について、1 台から 3 台の VM を稼働している ESXi ホストもあります。負荷を
管理するために、必要に応じて、追加の VMware ホストの追加または除去が頻繁
に行われます。クラスター内の各 ESXi ホストは、10 - 30 の VM を管理します。
各クラスター内の VM の総数は 100 から 200 の範囲のため、各ホスト・クラスタ
ーは専用の vStorage バックアップ・サーバーにバックアップされます。各サーバ
ーは、専用の データ・ムーバー・ノードを使用してデータをバックアップします。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. クラスター・サーバー TivDev01 内のすべての仮想マシンを VM のフルバック
アップ操作に含めます。
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a. クライアント・オプション・ファイル (dsm.opt) に、vmhostcluster パラ
メーターを指定して domain.vmfull オプションを設定します。 例えば、次
のようにします。

domain.vmfull vmhostcluster=TivDev01

b. バックアップ・コマンドを発行します。 例えば、次のようにします。

dsmc backup vm -vmbackuptype=fullvm

3. 各クラスター・サーバーに対して手順 2 を繰り返します。

シナリオ: VMware データ・ストアに基づく仮想マシンのバックア
ップ

domain.vmfull vmdatastore オプションを使用して、特定の VMware データ・ス
トアの仮想マシンをバックアップします。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. VMware データ・ストア datastore_03 内のすべての仮想マシンを VM のフル
バックアップ操作に含めます。

a. クライアント・オプション・ファイル (dsm.opt) に、vmdatastore パラメ
ーターを指定して domain.vmfull オプションを設定します。 例えば、次の
ようにします。

domain.vmfull vmhostcluster=datastore_03

b. バックアップ・コマンドを発行します。 例えば、次のようにします。

dsmc backup vm -vmbackuptype=fullvm

3. 各データ・ストアに対して手順 2 を繰り返します。

シナリオ: 名前パターンに基づく仮想マシンのバックアップ
domain.vmfull vm オプションを使用して、特定の名前パターンに基づき仮想マシン
をバックアップします。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。
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cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. 名前の先頭に MailDept が付くすべての仮想マシンを VM のフルバックアップ
操作に含めます。

a. クライアント・オプション・ファイル (dsm.opt) に、vm パラメーターを指
定して domain.vmfull オプションを設定します。 例えば、次のようにしま
す。

domain.vmfull vm=MailDept*

b. バックアップ・コマンドを発行します。 例えば、次のようにします。

dsmc backup vm -vmbackuptype=fullvm

3. 名前パターンごとに手順 2 を繰り返します。

複数の仮想マシンの並列バックアップ (最適化されたバックアップ)
並列バックアップ処理では、単一のデータ・ムーバー・ノードを使用して複数の仮
想マシン (VM) を同時にバックアップすることで、バックアップ・パフォーマンス
を最適化することができます。

始める前に

VMware VM をバックアップする場合、以下のオプションが提供されているため、
VM をホストしている ESXi サーバーに悪影響を及ぼすことなく、バックアップを
最適化することができます。これらのオプションの詳細は、オプションの解説で説
明しています。Hyper-V VM のバックアップの場合、vmmaxparallel オプションの
みが有効です。

vmmaxparallel
vmmaxparallel オプションは、同時にバックアップできる VM の最大数を
制御するために使用されます。 vmmaxparallel の最適値は明確に決まって
いるわけではありません。データ・ムーバー・ノードが実行されている
vStorage サーバーの処理能力、およびデータ・ムーバーと IBM Spectrum
Protect サーバー との間の入出力パフォーマンスによって異なります。例え
ば、ビジー状態の LAN でデータをサーバーに移動する場合、各並列バッ
クアップ操作の VM の数を制限する必要があるかもしれません。同様に、
vStorage サーバーの処理能力が何らかの理由で制限されている場合も、
vmmaxparallel の値を制限する必要があります。このオプションのデフォル
ト値は 1 です。

vmmaxbackupsessions
vmmaxbackupsessions オプションは、同時にバックアップ操作に組み込むこ
とができるデータ移動セッションの最大数を制御するために使用されます。
このオプションは、許可されるセッションの最大数を設定しますが、デー
タ・ムーバーは、必要な実際のセッション数を着信ワークロードに基づいて
判別し、その数を使用します。

vmmaxbackupsessions オプションの値は、vmmaxparallel オプションの値以
上である必要があります。この値が vmmaxparallel オプションの値より小
さい場合、メッセージが返され、vmmaxparallel オプションと同じ値に変更
されます。これにより、VM と同じ数のセッションが存在するようになりま
す。
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最適値を見つけるために、この設定をいろいろ試してみる必要があるかもし
れません。ディスパッチされた各 VM には必ず 1 つのセッションがあり、
その後、追加セッションがディスパッチされた VM に適用されます。セッ
ション数は、vmmaxbackupsessions オプションで指定された値を超えませ
ん。

このオプションを使用する場合のその他の考慮事項には、以下のものがあり
ます。

v ホット・アド・データ転送方式を使用する場合、ネットワーク・ブロッ
ク・デバイス (NBD) データ転送を使用する場合より、セッションごと
のスケールが向上します。この差異により、vmmaxparallel オプション
に小さい値を指定するのに対して、vmmaxbackupsessions オプションに
はより大きい値を指定することができます。NBD 転送を使用する場合、
VM ごとに複数の NBD があるとスケーリングの問題が発生するため、
vmmaxbackupsessions オプションと vmmaxparallel オプションの差異を
小さくする必要があります。

v ご使用のストレージ・システムのネットワークが、データ・ムーバーと
サーバーの間で使用可能なネットワークの速度より低速である場合は、
vmmaxbackupsessions オプションを設定することによるパフォーマンス
上の利点はありません。

vmlimitperhost
vmlimitperhost オプションは、ESXi ホストから同時にバックアップできる
VM および仮想ディスクの数を制御するために使用されます。

最適値を見つけるために、この設定をいろいろ試してみる必要があるかもし
れません。使用頻度が高い ESXi サーバーの場合、vSphere サーバーのパ
フォーマンスに悪影響を与えないように、vmmlimitperhost の値を制限する
必要があるかもしれません。使用頻度がそれほど高くないサーバーの場合
は、より多くの VM の数を指定できます。

NBD データ転送方式を使用する場合、vmlimitperhost の値が大きすぎる
と、ホスト上のネットワーク・ファイル・コピー (NFC) プロトコルの制限
を超える可能性もあります。この状態では、以下の例に示すように、メモリ
ー割り振りエラーが返されます。

ANS9365E VMware vStorage API error for virtual machine 'VM1'.
IBM Spectrum Protect function name : VixDiskLib_Read
IBM Spectrum Protect file : ..¥..¥common¥vm¥vmvddksdk.cpp (3062)
API return code : 2
API error message : Memory allocation failed. Out of memory.

vmlimitperdatastore
vmlimitperdatastore は、データ・ストアから同時にバックアップできる
VM および仮想ディスクの数を制御するために使用されます。複数のデー
タ・ストアがある VMware 環境では、このオプションを使用して、並列バ
ックアップ操作中にいずれかのデータ・ストアにかかる負荷を軽減します。

手順

データ・ムーバー・システムで以下のステップを実行します。

1. 以下の手順に従って、コマンド・ライン・セッションを開始します。
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v Windows コマンド・プロンプトを開き、ディレクトリー cd "C:¥Program

Files¥tivoli¥tsm¥baclient" に移動します。

v Linux 端末ウィンドウを開き、ディレクトリー cd /opt/tivoli/tsm/

client/ba/bin に移動します。

2. 任意のテキスト・エディターを使用して dsm.opt ファイルを開きます。

3. オプション名と 1 つ以上のブランク・スペースを指定して、その後にオプショ
ン値を入力します。 例えば、次のようにします。

vmmaxparallel 5
vmmaxbackupsessions 10
vmlimitperdatastore 5
vmlimitperhost 5

4. backup vm コマンドを発行します。 例えば、次のようにします。

dsmc backup vm vm1 -vmbackuptype=fullvm

提供されている例を使用すると、VM 仮想ディスク・レベルまたはサブディス
ク・レベルでの VM vm1 のバックアップ操作には、5 つの仮想マシンと 10 個
のセッションを含めることができ、そのバックアップ操作は、データ・ストアご
とに 5 つの VM、およびホストごとに 5 つの VM に制限されます。

関連情報:

VM のバックアップ

例: 複数の仮想マシンの並列バックアップ

並列バックアップの例

以下の図で、円で囲まれている仮想マシンは、domain.vmfull のオプション設定に
基づいて、バックアップ処理用に選択された仮想マシンです。

例 1: 各 VM が単一のデータ・ストアに保管されている場合

170 ページの図 4 は、円で囲まれている各 VM のデータが固有のデータ・ストア
に保存されていることを示しています。並列バックアップ・オプションは次の値に
設定されていると仮定します。

v vmmaxparallel 3

v vmmaxbackupsessions 3

v vmlimitperhost 1

v vmlimitperdatastore 1
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ホスト A では、 VM 1 と 5 のみが、 domain.vmfull ステートメントの選択基準
に一致します。ホスト B では、VM 2 のみが、この選択基準に一致します。この構
成では、各 VM が別個のデータ・ストアを持っているため、vmlimitperdatastore

設定が有効です。しかし、vmlimitperhost は 1 に設定されているため、Backup
VM 操作の実行時には、ホスト A の 1 つのみの VM (VM1 または VM5) と、ホ
スト B の 1 つの VM (VM2) が含まれます。よって、2 つの VM のみが含まれま
す。

vmmaxbackupsessions が 3 に設定されているということは、2 つの VM に対する
バックアップ操作が、それぞれデータ移動セッションを取得することを示します。
最大バックアップ・セッションが 3 つに指定されており、2 つの VM のみがバッ
クアップされているため、一方の VM に対するバックアップ操作では、2 つ目のセ
ッションを取得することができます。セッションは、セッション・プール・マネー
ジャーによって取得されます。

例 2: vmlimitperhost の設定以外は例 1 と同じである場合

171 ページの図 5 は、円で囲まれている各 VM のデータが固有のデータ・ストア
に保存されていることを示しています。この構成では、vmlimitperhost を 2 に増
やして、このオプションの値を増やすことにより Backup VM 操作がどのように変
わるかを説明します。今度は、並列バックアップ・オプションが次の値に設定され
ていると仮定します。

v vmmaxparallel 3

v vmmaxbackupsessions 3

v vmlimitperhost 2 (1 増加)

v vmlimitperdatastore 1

IBM Spectrum Protect 
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図 4. 固有のデータ・ストアを使用する仮想マシン。
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前の例と同じ VM が domain.vmfull の基準に一致します。ただし、
vmlimitperhost の設定値が増えているため、今度は合計 3 つの VM が Backup
VM 操作に含まれます (ホスト A の VM1 と VM5、およびホスト B の VM2)。

vmmaxbackupsessions が 3 に設定されているということは、3 つの VM に対する
バックアップ操作が、それぞれデータ移動セッションを取得することを示します。

例 3: 複数の VM がデータ・ストアを共有する場合

172 ページの図 6 では、ホスト A の VM 5 の VMDK および構成ファイルが 2
つのデータ・ストアに保管されています。並列バックアップ操作にホスト A の
VM1 と VM5 を両方とも含めるには、vmlimitperdatastore の値を 2 以上に増や
す必要があります。vmlimitperdatastore を 2 以上に増やさない場合、ホスト A
の 2 番目の VM (VM5) のバックアップは、最初の VM (VM1) のバックアップが
完了するまで開始できません。これは、これら 2 つの VM がデータ・ストア 1 の

IBM Spectrum Protect
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VMware vSphere
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VM1 VM2 VM3
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図 5. 固有のデータ・ストアを使用する仮想マシンで、vmlimitperhost のオプション値が異な
る場合。
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データを共有しているためです。

Active Directory コントローラーをホストする仮想マシンのバックアップ

このタスクについて

この環境は、5 つのドメイン・コントローラー (VDC1 から VDC5) を含むデー
タ・センターから構成されています。ドメイン・コントローラーは 2 つの地理的位
置にあります。それぞれのドメイン・コントローラーは、VMware ゲスト上にあり
ます。物理ドメイン・コントローラーが 1 つ含まれます。ドメイン・コントローラ
ーは 2 つの地理的位置にあり、Active Directory 複製プロセスを使用して複製しま
す。

IBM Spectrum Protect
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IBM Spectrum Protect 

ESX -B

VMware vSphere
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VM1 VM2 VM3

VM4 VM5 VM6

図 6. データ・ストアを共有する仮想マシンの例。
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手順

1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。 Windows

コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストール・ディレクトリ
ー cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient" に移動します。

2. VDC1 と VDC3 をホストする仮想マシン・ゲストをバックアップします。 以
下の例では、仮想マシン・ゲスト VM1 がドメイン・コントローラー VDC1 を
ホストし、仮想マシン・ゲスト VM3 がドメイン・コントローラー VDC3 をホ
ストします。

dsmc backup vm VM1

dsmc backup vm VM3

3. VDC1 をホストする仮想マシン・ゲストをリカバリーします。 以下の例では、
仮想マシン・ゲスト VM1 がドメイン・コントローラー VDC1 をホストしま
す。

dsmc restore vm VM1

ドメイン・コントローラーは、バックアップ時点のバージョンにリストアされま
す。 サーバーの再始動後、リストアされた Active Directory ドメイン・コン
トローラー (VDC1 上) は、ネットワーク内にあるその他のドメイン・コントロ
ーラーを使用してデータを複製します。

4. リストアされた仮想マシン・ゲストを再始動します。

5. 複製処理が正常に完了したことを確認します。

関連タスク:

189 ページの『Active Directory ドメイン・コントローラーが正常に複製されたこ
との検証』

オブジェクトを関連付ける管理クラスの指定
IBM Spectrum Protect サーバー上での仮想マシン・バックアップと vApp バック
アップの操作の管理方法を指定します。

始める前に

データ・ムーバーの vmmc、vmctlmc、および vappmc オプションを オプションの解
説 で参照してください。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. データ・ムーバーのオプション・ファイル (dsm.opt) を、任意のテキスト・エ
ディターで開きます。
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3. オプション名と 1 つ以上のブランク・スペースを指定して、その後にオプショ
ン値を入力します。 例えば、次のようにします。

vmmc myManagmentClass

vmctlmc diskonlymc

vappmc MCPRODVAPPS

シナリオ: vSphere 環境の VMware バックアップの管理クラスを
指定する

vmmc オプションは、デフォルト以外の管理クラスを使用して VMware バックアッ
プを保管するために使用します。

このタスクについて

仮想マシン・バックアップをデフォルト以外の管理クラスに割り当てます。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. 仮想マシンの VM フルバックアップを作成します。 そのバックアップを、デ
フォルト以外の管理クラスに割り当てます。

例えば、仮想マシン myVirtualMachine のバックアップを管理クラス
myManagmentClass に割り当てるには、コマンドで vmmc オプションを指定しま
す。 例えば、次のとおりです。

dsmc backup vm "myVirtualMachine" -vmmc=myManagmentClass

管理クラスの再バインドを、IBM Spectrum Protect サーバー上の VMware バ
ックアップ・データに適用する方法については、技術情報 1665032 を参照して
ください。

シナリオ: vSphere 環境の VMware 制御ファイルの管理クラスを
指定する

vmctlmc オプションは、デフォルト以外の管理クラスに VMware 制御ファイルを
割り当てるために使用します。

始める前に

VMware 制御ファイルはデフォルト管理クラスに割り当てられます。 VMware デ
ータ・ファイルと VMware 制御ファイルをデフォルト以外の管理クラスに割り当
てる場合は vmmc オプションを使用します。vmctlmc オプションは、VMware 制御
ファイルのデフォルト管理クラスと vmmc オプションをオーバーライドします。
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条件によっては、VMware 制御ファイルを VMware データ・ファイルとは別の管
理クラスに割り当てることが必要な場合があります。

VMware データ・ファイルがテープにバックアップされる場合は、vmctlmc オプシ
ョンを使用します。 VMware 制御ファイルは、テープにマイグレーションされな
いディスク・ベース・ストレージ・プールにバックアップしてください。 ストレー
ジ・プールは、ランダム・アクセス・ボリュームと順次ファイル・ボリュームで構
成できます。また、ストレージ・プールを重複排除されたプールにできます。
vmctlmc オプションを使用して、このようなストレージ・プールに制御ファイルを
格納する管理クラスを指定します。

制約事項: vmctlmc オプションによって指定される管理クラスは、VMware 制御フ
ァイルの宛先ストレージ・プールのみを決定します。 VMware 制御ファイルの保
存は、vmmc オプション (指定されている場合)、またはデフォルト管理クラスによっ
て決定されます。VMware 制御ファイルの保存は、VMware データ・ファイルの保
存と常に一致した内容になります。

このタスクについて

仮想マシン・バックアップをデフォルト以外の管理クラスに割り当てます。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリーに移動します。例えば、次のようにします。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば次のとおりです。

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

2. 仮想マシンの VM フルバックアップを作成します。 そのバックアップを、デ
フォルト以外の管理クラスに割り当てます。

例えば、仮想マシン myVirtualMachine のバックアップを管理クラス
myManagmentClass に割り当てるには、コマンドで vmmc オプションを指定しま
す。

dsmc backup vm "myVirtualMachine" -vmmc=myManagmentClass

バックアップ操作とリストア操作に含めるオブジェクトの指定
バックアップ・サービスに含める VM または vApp を指定するために include オ
プションを設定します。

始める前に

データ・ムーバー include.vm および include.vapp オプションを確認してくださ
い。詳しくは、仮想マシン include オプションを参照してください。

第 7 章 VMware データのバックアップ 175

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSEQVQ_8.1.0/client/c_vmware_incl_options.html


このタスクについて

データ・ムーバー・システムで以下のステップを実行します。

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリー cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient" に移動し
ます。

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリー cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin に移動します。

2. データ・ムーバーのオプション・ファイル (dsm.opt) を、任意のテキスト・エ
ディターで開きます。

3. オプション名と 1 つ以上のブランク・スペースを指定して、その後にオプショ
ン値を入力します。 例えば次のとおりです。

include.vm vmtest*

シナリオ: vSphere 環境内でバックアップ操作およびリストア操
作に含めるオブジェクトを指定する

include オプションを使用して、バックアップおよびリストアの操作に含めるオブ
ジェクトを指定します。

始める前に

バックアップにオブジェクトを含める時期、それらのサーバー上での保持期間、お
よびサーバーが保持するオブジェクトのバージョン数を定義するには、管理クラス
を使用します。 オブジェクトの管理クラスを設定するには、データ・ムーバーの
vmmc オプションを使用します。このオプションは、クライアント・オプション・フ
ァイル dsm.opt とクライアント・システム・オプション・ファイル dsm.sys に入
れます。

データ・ムーバー include.vm オプションを使用すると、ファイルの処理方法 (異
なる管理クラスの使用など) も変更できます。

このタスクについて

このシナリオは、IBM Spectrum Protect サーバー上の以下の活動管理クラスの使用
を前提としています。

v MCFORTESTVMS

v MCFORPRODVMS

v MCUNIQUEVM

手順
1. データ・ムーバーのコマンド・ライン・セッションを開始します。

176 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



v Windows コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストー
ル・ディレクトリー cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient" に移動し
ます。

v Linux 端末ウィンドウを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリー cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin に移動します。

2. データ・ムーバーのオプション・ファイル (dsm.opt) を、任意のテキスト・エ
ディターで開きます。

3. VMTEST で始まる名前の仮想マシン・バックアップすべてを、管理クラス
MCFORTESTVMS に関連付けます。

include.vm vmtest* MCFORTESTVMS

4. 仮想マシン・バックアップ WINDOWS VM1 [PRODUCTION] を管理クラス
MCFORPRODVMS に関連付けます。

include.vm "WINDOWS VM1 ?PRODUCTION?" MCFORPRODVMS

以下の値が使用されます。

v この仮想マシン名はスペース文字を含んでいるため、引用符で囲みます。

v 仮想マシン名の中の特殊文字に一致させるために、疑問符 (?) のワイルドカ
ードが使用されています。

5. 仮想マシン・バックアップ VM1 を管理クラス MCUNIQUEVM に関連付けま
す。

include.vm VM1 MCUNIQUEVM
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第 8 章 VMware データのリストア

このセクションでは、Data Protection for VMware リストアのシナリオについて説
明します。

仮想マシン・ディスクのマウントとボリュームのエクスポート
IBM Spectrum Protect サーバー・ストレージにバックアップされた仮想マシンから
1 つ (または複数) のファイルをリストアすることができます。

始める前に

磁気テープ・メディアからのファイル・リストアはサポートされません。ディス
ク・ストレージからのファイル・リストアの方が推奨される方法です。

ファイル・リストア操作を試行する前に、磁気テープ・メディアからディスク・ス
トレージにターゲットの仮想マシンのバックアップ・データを移動することを検討
してください。サーバーの MOVE NODEDATA コマンドを使用して、データを移動する
ことができます。従来型のフル VM バックアップを定期的に実行することもできま
す。

手順

バックアップされた仮想マシン・ディスクをマウントして、マウントされたボリュ
ームをファイル・リストア操作用にエクスポートするには、以下のステップを実行
します。

1. マウント・プロキシー・ノードの構成:

a. Data Protection for VMware vSphere GUI の「構成」ウィンドウに進みま
す。

b. 「タスク」リストで「IBM Spectrum Protect 構成の編集」をクリックしま
す。構成ノートブックのロードには多少時間がかかる場合があります。

c. 「プロキシー・ノード・ペアのマウント」ページに進み、表内の VMware
データ・センターを選択します。

d. 「マウント・プロキシー・ノード・ペアの追加」をクリックします。

e. 表内で「新規設定」をクリックします。
Linux オペレーティング・システムの場合、Linux マウント・プロキシー・
ノードを手動で構成する必要があります。 Linux マウント・プロキシー・
ノードを構成する場合、「マウント・プロキシー設定」ダイアログに表示さ
れるサンプル dsm.sys ファイルの内容を使用します。
Windows オペレーティング・システムの場合、クライアント・アクセプタ
ーのみが作成されます。 2 つ目の Windows マウント・プロキシー・ノー
ドを追加する場合、リモート・システム上に手動でクライアント・アクセプ
ターを構成する必要があります。
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f. Windows マウント・プロキシー・ノード上のクライアント・オプション・
ファイルでクライアント vmstoragetype オプションを設定して、スナップ
ショットのマウント元のストレージ装置タイプを指定します。

1) コマンド・プロンプトを開き、データ・ムーバーのインストール・ディ
レクトリーに移動します。例えば、次のとおりです。

cd "C:¥Program Files¥tivoli¥tsm¥baclient"

2) データ・ムーバーのオプション・ファイル (dsm.opt) を、任意のテキス
ト・エディターで開きます。

3) vmstoragetype オプションを、以下の装置タイプのいずれかに設定しま
す。

ディスク
マウントされるスナップショットは、ディスクまたはファイル・
ストレージ・プール上にあります。この値がデフォルトです。

VTL マウントされるスナップショットは、VTL ストレージ・プール
上にあります。

TAPE マウントされるスナップショットは、磁気テープ・ストレージ・
プール上にあります。

2. 次のように、マウント・プロキシー・ノードがオンラインであること、および
iSCSI サービスが稼働中であることを確認します。

a. Data Protection for VMware vSphere GUI の「構成」ウィンドウに進みま
す。

b. ナビゲーション・ツリーで VMware データ・センターを選択します。

c. 表内でマウント・プロキシー・ノード (ステップ 1 で作成) を選択し、「選
択されたノードの検証」をクリックします。検証結果が完了するまでには、
多少時間がかかる場合があります。 検証が正常に完了すると、「状況の詳
細」ペインに各マウント・プロキシー・ノードについて「状況: 稼働中」メ
ッセージが表示されます。検証が失敗すると、エラーが発生した各マウン
ト・プロキシー・ノードについて「状況: エラー」メッセージが表示されま
す。

要確認: デフォルトでは、iSCSI サービスは手動で開始されます。このサー
ビスが実行中のシステムが再始動された場合、iSCSI サービスを手動で再始
動する必要があります。
エラー・メッセージを受信した場合、「最近のタスク」レポートの「タスク
の詳細」ペインに表示されるエラー・メッセージに基づいて、考えられる原
因を調査してください。

3. Data Protection for VMware vSphere GUI の「リストア」ウィンドウに進
み、ヘッダーで「リストア・ポイント」をクリックします。

4. VMware データ・センター のリストを展開し、ナビゲーション・ペインから仮
想マシンを選択します。選択した仮想マシンのすべての活動/非活動バックアッ
プ・バージョンは、「リストア・ポイント」の表でリストア・ポイントとして示
されます。仮想マシン・テンプレート・バックアップは、「リストア・ポイン
ト」の表の「テンプレート」列に示されます。
管理対象 vCenter の数に応じて、リストのロードには多少時間がかかる場合が
あります。
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5. 表内で 1 つの仮想マシンに対して 1 つ以上のリストア・ポイントを選択し、
「マウント」をクリックして「マウント」ウィザードを開きます。

6. 「マウント・オプション」ページで、以下のステップを実行します。

a. マウント・プロキシー・ノードを選択します。

b. オプション: バックアップされた仮想マシンディスクをマウントするオペレ
ーティング・システムを選択するには、「ゲスト・オペレーティング・シス
テム」リストをクリックし、選択を行います。

ヒント: ディスクをマウントするオペレーティング・システムが、マウン
ト・プロキシー・ノードのオペレーティング・システムと異なる場合、マウ
ント・ポイント・パスは自動的に更新されます。

c. マウント・ポイントの絶対パスを入力します。使用できる文字は、a から
z、A から Z、0 から 9、コロン (:)、スラッシュ (/)、円記号 (¥)、および
下線 (_) です。最大長は 200 文字です。

v Windows ディスクへの絶対パスは、mount root¥tag¥vmname¥snapshot

date and time¥file system number です。例えば、次のとおりです。

C:¥tsmmount¥ticket_9471¥tangowin2k12test¥2014-07-01-10_35_50¥Volume1¥

デフォルト値は C:¥tsmvemount¥vmname です。

制約事項: Windows 上のマウント済みボリューム内でアクセスされるパ
スとファイル名の最大長は、6255 文字を超えてはなりません。この最大
長には、パス、ボリューム名、マウント・ポイント、仮想マシン名、タグ
記述、およびスナップショット日の合計文字数が含まれます。

v Linux Linux オペレーティング・システムの場合、ディスクへの絶
対パスは mount root/tag/vmname/snapshot date and time/file system

number です。例えば、次のとおりです。

/tsmmount/ticket_9471/vm1/2014-07-01-10_35_23/Volume1

デフォルト値は /mnt/vmname です。

制約事項: Linux 上のマウント済みボリューム内でアクセスされるパスと
ファイル名の最大長は、4096 文字を超えてはなりません。この最大長に
は、パス、ボリューム名、マウント・ポイント、仮想マシン名、タグ記
述、およびスナップショット日の合計文字数が含まれます。

d. 「説明タグ」フィールドにこのマウント操作の説明を入力します。この説明
はマウント・パスの一部になるため、管理者は容易に操作を識別することが
できます。使用できる文字は、a から z、A から Z、0 から 9、および下
線 (_) です。最大長は 20 文字です。

e. オプション: ネットワーク共有上で仮想マシン・ディスクをマウントする場
合は、「ネットワーク共有の作成」を選択し、適切な資格情報を入力しま
す。

v Windows オペレーティング・システムの場合、Windows 共有へのアク
セスが許可されているユーザー名を入力します。

ヒント: セキュリティー上の理由から、ファイルは、そのファイルへのア
クセスを許可されたユーザーおよびグループでのみ共有してください。
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v Linux オペレーティング・システムの場合、エクスポートされたファイ
ル・システムをマウントするシステムの IP アドレスまたは名前を入力し
ます。

f. 「次へ」をクリックします。

7. 「要約」ページで設定を確認し、「完了」をクリックしてマウント操作を開始し
ます。マウント設定を変更するには、「戻る」をクリックします。
操作を開始した後、「レポート」ウィンドウ (「最近のタスク」) でその進行状
況をモニターすることができます。

マウント操作が正常に完了しない場合、「最近のタスク」レポートの「タスクの
詳細」ペインに表示されるエラー・メッセージに基づいて、考えられる原因を調
査してください。

8. 次のように、マウントされたボリュームを仮想マシンからエクスポート (または
共有) します。

a. Data Protection for VMware vSphere GUI の「リストア」ウィンドウに進
みます。

b. ヘッダーの「マウント状況」をクリックします。

c. エクスポートしたいボリュームを含むマウント操作を選択します。

d. Ctrl + C を使用して「ネットワーク共有」ペインの内容をコピーし、マウ
ントされたボリュームにアクセスするユーザーに送信してファイルをリスト
アします。

9. ファイルをリストアするシステムにログインし、以下のステップを実行します。

v Windows オペレーティング・システムの場合、ファイルがマウントされて
いる共通インターネット・ファイル・システム (CIFS) に接続します。
Windows Explorer などのファイル・マネージャー・アプリケーションを使
用して、ファイルをコピーします。

v Linux オペレーティング・システムの場合、ファイルがマウントされている
ネットワーク・ファイル・システム (NFS) に接続します。ファイル・マネー
ジャー・アプリケーションを使用して、ファイルをコピーします。

次のタスク

ユーザーによってファイルがリストアされた後、次のようにボリュームをマウント
解除します。

1. Data Protection for VMware vSphere GUI の「リストア」ウィンドウに進み
ます。

2. ヘッダーの「マウント状況」をクリックします。

3. エクスポートしたいボリュームを含むマウント操作を選択し、「マウント解除」
をクリックします。マウント操作は、「マウント状況」表の Type=HelpDesk で
示されます。
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vSphere 環境のリストア・シナリオ
このシナリオでは、vmcli -f restore コマンドを使用して VM をリストアする方
法を例示します。

VM は、次のユーザー・インターフェースを使用してリストアすることもできま
す。

Data Protection for VMware vSphere GUI
Data Protection for VMware vSphere GUI でリストア・タスクを実行す
る方法は、 GUI とともにインストールされるオンライン・ヘルプに記載さ
れています。いずれかの GUI ウィンドウで「詳細情報」をクリックする
と、タスクを支援するためのオンライン・ヘルプが開きます。

IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイブ・クライアントの GUI
バックアップ/アーカイブ・クライアントの GUI でリストア・タスクを実
行する方法は、GUI とともにインストールされるオンライン・ヘルプに記
載されています。いずれかの GUI ウィンドウで「ヘルプ」をクリックする
と、タスクを支援するためのオンライン・ヘルプが開きます。

IBM Spectrum Protect バックアップ/アーカイブ・クライアントのコマンド・ライ
ン・インターフェース

dsmc Restore VM コマンドを使用してリストア・タスクを実行する方法は、
製品とともにインストールされるコマンド・ライン・ヘルプ (dsmc help
restore vm) に記載されています。情報はVM のリストアにも記載されてい
ます。

このシナリオでは、新しい VM、データ・センター、ESX ホスト、およびデータ・
ストアに対して、vmName6 のインスタント・リストアを実行します。リストア・
プロセス中に、ディスクはシン・プロビジョニングを使用して作成されます。

次の vmcli -f restore コマンドを発行します。

vmcli -f restore -vmrestoretype instantrestore -I vmlistfile

vmpplistfile には、次のステートメントが含まれます。

backupid:678912345 vmname:vmName6::vmname:vm6newName
newdatacentername:DataCenter2 newesxhostname:esxHost1Name
newdatastoreurl:datastore2 vmtempdatastore:datastore2temp
vmdiskprovision:thin

フル VM インスタント・リストアのシナリオ
Windows

バックアップされた VM がリストアされ、即時に使用可能になります。

インスタント・アクセスおよびインスタント・リストア機能は、VMware ESXi 5.1
サーバー以降のバージョンでホストされる VMware VM についてのみサポートさ
れます。

このコマンドは、Cologne という名前の VM のインスタント・リストアを実行し
ます。
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dsmc restore vm Cologne -vmrest=INSTANTRestore -vmtempdatastore=Verify_datastore

このコマンドは、San_Jose という名前の VM をリストアする際に、通常のリスト
ア (VM を開始しない) を実行します。

dsmc restore vm San_Jose

あるいは、次のコマンドを使用することもできます。

dsmc restore vm San_Jose -vmrest=noni

このコマンド内で、-vmtempdatastore オプションは ESX ホスト上の一時データ・
ストアを指定します。新規 VM のデータは、この一時データ・ストアに格納されま
す。

dsmc restore vm Haifa -VMRESToretype=INSTANTRestore -vmname=Haifa_verify
-VMTEMPDAtastore=Verify_Datastore

一時データ・ストアは、インスタント・リストア処理時にリストアされた仮想マシ
ンの構成を格納するために、ストレージ vMotion によって使用されます。指定す
る名前は、固有であることが必要です。バックアップ時に仮想マシンによって使用
されていたオリジナル・データ・ストアのいずれかの名前と一致していてはなら
ず、任意指定の –datastore オプションで指定された名前と同じであってはなりま
せん。–datastore オプションを省略した場合、仮想マシンのファイルは、仮想マシ
ンのバックアップ時に使用されたデータ・ストアにリストアされます。

このコマンドは、Oslo という名前の VM のインスタント・リストアを実行
し、-pick オプションによって特定のバックアップ・バージョンを選択していま
す。

dsmc restore vm Oslo -vmrest=INSTANTRestore -pick -vmtempdatastore=datastore_temp

このコマンドは、すべての (アクティブおよび失敗) インスタント・リストア・セッ
ションを照会して検出します。

dsmc query vm * -VMRESToretype=INSTANTRestore

このコマンドは、IBM Spectrum Protect サーバーからのインスタント・リストア・
セッションすべてのメタデータを取り出し、その情報をリストとして出力します。

このコマンドは、VM およびそのコンポーネントすべてのクリーンアップを実行し
ます。これらのコンポーネントには、ESX ホスト上の VM 名によって指定される
iSCSI マウント、デバイス、および一時データが含まれます。

dsmc restore vm Oslo -VMRESToretype=VMCLeanup -vmname=Oslo_Verify

このコマンドは、ESX ホスト上の vSphere SDK からの情報に基づいて、リストさ
れた VM の現実の状態に関する情報を照会します。

dsmc query vm * -VMRESToretype=INSTANTRestore -Detail
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フル VM インスタント・リストアのクリーンアップと修復のシナ
リオ

VM の電源をオンにした後、インスタント・リストア操作が失敗した場合は、手動
のクリーンアップと修復のタスクが必要になります。

ストレージ vMotion の実行中にインスタント・リストア操作が失敗すると、以下
の両方の状態が発生します。

v インスタント・リストア操作がエラー・メッセージを生成します。

v インスタント・リストア操作は無期限に中断され、VM は応答しません。

問題の原因を判別するには、次のコマンドを使用して、VM の詳細照会を実行しま
す。

dsmc q vm * -vmrestoretype=instantrestore -detail

このコマンドによって生成される出力の中で、出力内の VM ごとに、「必要なアク
ション」を含む行を探します。次の「必要なアクション」の段落を使用して、「必
要なアクション」の状況に応じて失敗したインスタント・リストア操作からリカバ
リーします。

インスタント・アクセスおよびインスタント・リストア機能は、VMware ESXi 5.1
サーバー以降のバージョンでホストされる VMware VM についてのみサポートさ
れます。

必要なアクション: クリーンアップ

query vm * -vmrestoretype=instantrestore -detail コマンドの出力の中で、スト
レージ vMotion 状況が正常であること (vMotion の状況: 成功)、およびすべての
VM ディスクが物理ディスクであること (ディスクのタイプ: 物理) を確認しま
す。この状況により、VM がリストア済みであること、および孤立したコンポーネ
ント (iSCSI マウントなど) のクリーンアップが必要であることが確認できます。

このタイプの障害は、次のいずれかの状態になると発生します。

v インスタント・リストアが失敗し、ストレージ vMotion が実行されている。
VMware vSphere は vMotion プロセスを続行します。

v ストレージ vMotion が正常に完了したが、iSCSI マウントの自動クリーンアッ
プに失敗した。

孤立したコンポーネントをクリーンアップするには、-VMRESToretype=VMCLeanup パ
ラメーターを指定して restore vm コマンドを実行します。例えば次のとおりで
す。

dsmc restore vm original_vmname -vmname=new_vm_name -VMRESToretype=VMCLeanup

必要なアクション: 修復

query vm * -vmrestoretype=instantrestore -detail コマンドの出力で、VM に接
続されている iSCSI デバイスが非活動であることを確認します (状況が「ディス
ク・パス: 非活動 (Disk Path: Dead)」)。

このタイプの障害は、次に示す 3 つの状態のいずれかになると発生します。
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v データ・ムーバーまたは物理データ・ムーバー・マシンとして使用されている
VM が障害を起こしました。

v データ・ムーバーと ESX ホスト、またはデータ・ムーバーと IBM Spectrum
Protect サーバーの間でネットワーク障害が発生しました。

v IBM Spectrum Protect Recovery Agent サービスが失敗した。

他のインスタント操作を実行する前に、iSCSI デバイスをアクティブ状態に戻す必
要があります。

データ・ムーバーの障害からリカバリーするには、次の手順で行います。

1. 障害の原因を調査して、データ・ムーバー・マシンが自動的に始動しない場合は
再始動します。このアクションにより、マウントされている iSCSI ディスクの
自動リカバリーが開始されます。

2. query vm * -vmrestoretype=instantrestore -detail コマンドの出力で、VM
ディスクがアクティブであることを確認します (ディスク・パス (Disk Path):

アクティブ)。この状況は、VM がリストアされ、使用可能であることを示して
います。

3. vSphere Client でストレージ vMotion を再始動して、vSphere Client のステ
ータス・バーでその進行状況をモニターします。

4. ストレージ vMotion 処理が正常に完了した場合は、-vmrestoretype=VMCLeanup
パラメーターを指定して restore vm コマンドを実行し、iSCSI ディスクをクリ
ーンアップします。例えば、次のとおりです。

dsmc restore vm original_vmname -vmname=new_vm_name -VMRESToretype=VMCLeanup

ネットワーク障害の発生後にリカバリーを試行するには、次の手順で行います。

1. ネットワークの問題を修復して、データ・ムーバーと ESX ホスト、およびデー
タ・ムーバーと IBM Spectrum Protect サーバーの間の通信が再開されるよう
にします。

2. query vm * -vmrestoretype=instantrestore -detail コマンドの出力で、VM
ディスクがアクティブであることを確認します (ディスク・パス (Disk Path):

アクティブ)。この状況は、VM がリストアされ、使用可能であることを示して
います。

3. ネットワーク障害が原因でストレージ vMotion がタイムアウトにならなかった
場合、アクションは不要です。

4. ネットワーク障害によってストレージ vMotion がタイムアウトになり、エラ
ー・メッセージによってソース・ディスクが応答しないことが示されている場合
は、vSphere Client 内でストレージ vMotion を再始動します。ストレージ
vMotion 処理が完了した場合は、-vmrestoretype=VMCLeanup パラメーターを指
定して restore vm コマンドを実行し、iSCSI ディスクをクリーンアップしま
す。例えば次のとおりです。

dsmc restore vm original_vmname -vmname=new_vm_name -VMRESToretype=VMCLeanup

recovery agent サービス障害の発生後にリカバリーを試行するには、次の手順で行
います。

1. 障害の原因を調べ、自動的に始動しない場合は recovery agent サービスを再始
動します。このアクションにより、マウントされている iSCSI ディスクの自動
リカバリーが開始されます。
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2. query vm * -vmrestoretype=instantrestore -detail コマンドの出力で、VM
ディスクがアクティブであることを確認します (ディスク・パス (Disk Path):

アクティブ)。この状況は、VM がリストアされ、使用可能であることを示して
います。

3. recovery agent サービス障害によってストレージ vMotion のタイムアウトが
発生しなかった場合は、処置は不要です。

4. recovery agent サービス障害によってストレージ vMotion がタイムアウトに
なり、エラー・メッセージによってソース・ディスクが応答しないことが示され
ている場合は、vSphere Client 内でストレージ vMotion を再始動します。ス
トレージ vMotion 処理が完了した場合は、-vmrestoretype=VMCLeanup パラメ
ーターを指定して restore vm コマンドを実行し、iSCSI ディスクをクリーンア
ップします。例えば、次のとおりです。

dsmc restore vm original_vmname -vmname=new_vm_name -VMRESToretype=VMCLeanup

完全クリーンアップ

障害からリカバリーできず、VM とそのコンポーネントを削除する必要がある場合
は、-vmrestoretype=VMFULLCLeanup パラメーターを指定して restore vm を実行し
ます。例えば、次のとおりです。

dsmc restore vm original_vmname -vmname=new_vm_name -VMRESToretype=VMFULLCLeanup

VMFULLCLeanup 操作を実行すると、仮想マシンの状態に関係なく、VM とそのコン
ポーネントすべてが強制的に削除されます。vMotion がまだ仮想マシンをマイグレ
ーションしている間は、完全クリーンアップ操作を開始しないでください。

フル VM インスタント・リストアの保全性検証シナリオ
Windows

新規 VM は、要求された VM バックアップから作成され、即時に使用可能になり
ます。

検証のために VM を作成するプロセスは、インスタント・アクセスと呼ばれます。
検証自体は特定のアプリケーションによって実行され、このアプリケーションはユ
ーザーが提供して操作する必要があります。このシナリオでは、VM ゲスト・デー
タが IBM Spectrum Protect サーバー・リポジトリーに残るので、1 次データ・ス
トアに追加ストレージは必要ありません。

インスタント・アクセスおよびインスタント・リストア機能は、VMware ESXi 5.1
サーバー以降のバージョンでホストされる VMware VM についてのみサポートさ
れます。

インスタント・アクセス・シナリオの開始

インスタント・アクセス操作を開始するには、次の IBM Spectrum Protect バック
アップ/アーカイブ・クライアントのコマンドとオプションを入力します。

dsmc restore vm Haifa -VMRESToretype=instanta -vmname=Haifa_verify
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このコマンドは、VM はリストアせずに、Haifa という名前の VM バックアップを
検証します。オリジナルの VM が存在するので、-vmname オプションによって新し
い VM 名 Haifa_verify を割り当てます。

このコマンドでは、-vmautostart オプションにより、検証用に作成される VM の
電源を自動的にオンにするように指定します。

dsmc restore vm Haifa -VMRESToretype=instanta -vmname=Haifa_verify
-VMAUTOSTARTvm=YES

デフォルトでは、検証用に作成される VM の電源は、自動的にオンになりません。
このデフォルト値により、VM を始動前に再構成できます (必要な場合)。

-inactive オプションと -pick オプションを指定して、バックアップされた VM
すべてのリストから、検証する VM バックアップを選択します。または、-pitdate

オプションと -pittime オプションを指定して、バックアップ日時によって VM バ
ックアップを選択します。

すべてのロケーション・オプション (-vmname、-datacenter、-host、-datastore

など) が、-vmrestoretype=instantaccess オプションと
-vmrestoretype=instantrestore オプションによってサポートされます。

このコマンドは、インスタント・アクセス・モードで実行されている VM のリスト
を返します。

dsmc query vm * -VMRESToretype=instanta

このコマンドは、VM バックアップのためのクリーンアップ・プロセスを開始しま
す。

dsmc restore vm Haifa -VMRESToretype=VMCLeanup -vmname=Haifa_Verify

このコマンドは、インスタント・アクセス・セッションを実行します。クリーンア
ップ・プロセスには、次のアクションが含まれます。

v ESX ホスト上で検証用に作成された一時 VM が削除されます。

v vStorage バックアップ・サーバー上で iSCSI マウントがアンマウントされま
す。

v ESX ホスト上の iSCSI デバイス・リストが消去されます。

v VMware スナップショットの削除により、検証時に生成された一時データが削除
されます。

–VMRESToretype=VMCleanup オプションまたは –VMRESToretype=VMFULLCLeanup オプ
ションを使用して、ストレージ vMotion が仮想マシンをホストにマイグレーショ
ンしている間に、仮想マシンをクリーンアップすることはできません。
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Active Directory ドメイン・コントローラーが正常に複製されたことの検
証

Data Protection for VMware を使用して、Active Directory ドメイン・コントロ
ーラー (AD DC) を含む VM ゲストをリストアする際には、DC (その VM 上の)
が AD データベースのバックアップ・コピーからリストアされます。

始める前に

リストアした VM を始動する前に、オリジナルの VM の電源をオフにする必要が
あります。また、複製を実行するには、リストアした VM を手動でリブートする必
要があります。

このタスクについて

AD DC を含む VM ゲストを Data Protection for VMware によって正常にリス
トアし、その後リブートすると、次のタスクが実行されます。

手順
1. DC が AD DC データベースのバックアップ・コピーから更新されます。新し

い invocationID がディレクトリー・サーバーに割り当てられます。この更新
は、VM ゲストのイベント・ログ内のイベント 1109 によって示されます。こ
の更新を検証するには、次の手順で行います。

a. リストアしたシステムの「コンピューターの管理」ウィンドウで、「システ
ム ツール」 > 「イベント ビューアー」を選択します。

b. AD DC が正常にリストアされると、リストアされた DC の「情報」タイ
プのイベントに次のメッセージが表示されます。

ActiveDirectory 1109 Replication

また、次のイベント・ビューアーのメッセージにより、invocationID 属性
が変更されたためにリストアが正常に行われたことが確認できます。

The invocationID attribute for this directory server has been changed.
The highest update sequence number at the time the backup was created is <time>
InvocationID attribute (old value):<Previous InvocationID value>
InvocationID attribute (new value):<New InvocationID value>
Update sequence number:<USN>
The InvocationID is changed when a directory server is restored from backup media
or is configured to host a writeable application directory partition.

2. リストアされた DC は、ネットワーク内の複製パートナーに自身の非権限複製
を作成します。複製は、最新のドメイン、スキーマ、構成、およびアプリケーシ
ョン区画を反映して更新されます。

注: Data Protection for VMware は、権限リストアをサポートしません。

a. Data Protection for VMware を使用してリストアされた VM ゲストに管
理者としてログインします。

b. Windows コマンド・プロンプトを開きます。
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c. repadmin /showrepl コマンドを発行して、リストアされた DC に関連して
最後に行われた複製の状況を確認します1。このコマンドは、DC 上のディレ
クトリー区画ごとの複製パートナー、および最後の複製の状況を表示しま
す。

複製スケジュールが開始しなかった場合は、複製操作を手動で開始できま
す。「Active Directory サイトとサービス」に進み、複製パートナーを選択
して、「今すぐレプリケート」を選択します。

複製の開始について詳しくは、次の Microsoft サポート技術情報の記事を参
照してください。
http://support.microsoft.com/kb/232072
状況がリストア時刻より新しい場合、この状況は複製が正常に行われ、自動
的に完了したことを示しています。
その後の出力は、複製が正常に行われたことを示しています。

Repadmin: running command /showrepl against full DC localhost
Default-First-Site-Name¥DC12012
DSA Options: IS_GC
Site Options: <none>
DSA Object GUID: 8393da24-f18b-453a-b197-b8dc6956d51f
DSA invocationID: 8393da24-f18b-453a-b197-b8dc6956d51f

==== INBOUND NEIGHBORS ===============================

CN=Configuration,DC=his,DC=local
Default-First-Site-Name¥DC22012 via RPC
DSA Object GUID: 790c6f2d-61f1-4704-bdcf-6ef731bcb96e
Last attempt @ 2013-01-25 14:33:10 was successful.

複製が正常に実行されたことが repadmin /showrepl コマンドによって表示
された場合、AD DC 複製は正常に実行されたと考えられます。追加のタス
クは不要です。

d. 複製が正常に実行されなかったことが repadmin /showrepl コマンドによっ
て示されている場合は、次のような出力が表示されます。

Repadmin: running command /showrepl against full DC localhost
Default-First-Site-Name¥DC12012
DSA Options: IS_GC
Site Options: <none>
DSA Object GUID: 8393da24-f18b-453a-b197-b8dc6956d51f
DSA invocationID: 8393da24-f18b-453a-b197-b8dc6956d51f

==== INBOUND NEIGHBORS ===============================

CN=Schema,CN=Configuration,DC=his,DC=local
Default-First-Site-Name¥DC22012 via RPC
DSA Object GUID: 790c6f2d-61f1-4704-bdcf-6ef731bcb96e
Last attempt @ 2013-01-25 14:30:32 failed, result 1908 <0x774>:
Could not find the domain controller for this domain.

1 consecutive failure(s).
Last success @ 2012-12-14 15:01:36.

複製に障害が起きている、または続いている場合は、次のセクションで説明
する指示に従ってください。

1. Repadmin.exe は、Microsoft Active Directory とともにインストールされる Microsoft コマンド・ライン・ツールです。
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複製の障害からのリカバリー

複製に障害が持続して生じている場合は、次の方法を使用して原因を調べてくださ
い。

1. Microsoft ドメイン・コントローラー診断ツール (dcdiag.exe) を使用して、複
製を正常に実行するために必要なすべてのコンポーネント、オブジェクト、およ
び許可に関する情報を表示します。例えば、次のとおりです。

a. 管理者として Windows コマンド・プロンプトを開きます。

b. dcdiag /test:replications コマンドを発行します。出力情報を使用して問
題を解決します。コマンドが失敗する場合は、「イベント ビューアー」 >
「ディレクトリ サービス」 > 「ActiveDirectory_DomainServices」に表
示されるイベントを調べます。

2. Microsoft Repadmin.exe コマンド・ライン・ツールを使用して、DC の中止さ
れた invocationID を表示します。例えば、次のとおりです。

a. 管理者として Windows コマンド・プロンプトを開きます。

b. repadmin /showsig [DC_LIST] コマンドを発行します。この出力は、中止さ
れた invocationID が存在することにより、IBM Spectrum Protect サーバ
ーからのリストアが正常に実行されたことを示しています。

C:¥Users¥Administrator>repadmin /showsig rodc
Default-First-Site-Name¥RODC

Current DSA invocationID: ed8ea6b9-d347-4695-b886-b5128be280c4
2c995946-2389-4d98-bc78-3708ba906e01 retired on 2012-12-19 16:56:21
at USN 17703

出力に「中止された署名がありません」という記述が含まれている場合、
AD はサーバーから正しくリストアされていません。この場合、複製は完了
できません。これは、パートナー DC が、新しい invocationID を複製が
完了した証拠と誤って解釈するためです。例えば、次のとおりです。

C:¥Users¥Administrator>repadmin /showsig rodc
Default-First-Site-Name¥RODC

Current DSA invocationID: ed8ea6b9-d347-4695-b886-b5128be280c4
No retired signatures

invocationID が中止された場合は、複製を開始できます。ただし、この記
述が表示されても、複製が正常に実行されることは保証されません。

複数セッションを使用した仮想ディスクのリストア
リストア操作のパフォーマンスを最適化するために、複数セッションを使用して仮
想ディスクをリストアすることができます。

始める前に

複数セッションを使用して仮想ディスクをリストアするには、
vmmaxrestoresessions オプションを使用します。このオプションは、仮想ディスク
の最適化されたリストア操作に使用することができる IBM Spectrum Protect サー
バー セッションの最大数を指定します。
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このオプションは、Hyper-V 仮想マシンのバックアップには無効です。

このタスクについて

データ・ムーバー・システムで以下のステップを実行します。

手順
1. 以下の手順に従って、コマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows コマンド・プロンプトを開き、ディレクトリー cd "C:¥Program

Files¥tivoli¥tsm¥baclient" に移動します。

v Linux 端末ウィンドウを開き、ディレクトリー cd /opt/tivoli/tsm/

client/ba/bin に移動します。

2. 任意のテキスト・エディターを使用して dsm.opt ファイルを開きます。

3. vmmaxrestoresessions オプションと 1 つ以上のブランク・スペースを指定し
て、その後にオプション値を入力します。 例えば次のとおりです。

vmmaxrestoressions 3

4. restore vm コマンドを発行します。 例えば、次のようにします。

dsmc restore vm vm1

提供された例を使用すると、VM vm1 の仮想ディスクに対するリストア操作
は、最大 3 つのセッションを使用することができます。

関連情報:

VM のリストア
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第 9 章 データ・ムーバーの解説

Data Protection for VMware で使用できるデータ・ムーバーのコマンドおよびオプ
ションについて説明します。

データ・ムーバー・コマンド
コマンドを使用して、データ・ムーバー操作を実行することができます。

データ・ムーバー操作に使用できるコマンドについては、以下のリンクをクリック
してください。

Backup VM

Query VM

Restore VM

Set Access

Set Password

set vmtags

データ・ムーバー・オプション
ニーズを満たすように、データ・ムーバー処理に合わせてオプションを使用しま
す。デフォルト・オプションを使用することも、特定のニーズに合わせてデータ・
ムーバー・オプションを変更することもできます。

データ・ムーバー・オプションについては、以下のリンクをクリックします。

Domain.vmfull

仮想マシン exclude オプション

Exclude.vmdisk

仮想マシン include オプション

Include.vm

Include.vmdisk

INCLUDE.VMSNAPSHOTATTEMPTS

INCLUDE.VMTSMVSS

Mbobjrefreshthresh

Mbpctrefreshthresh

モード

Vmautostartvm

Vmbackdir

Vmbacknodelete

Vmbackupmailboxhistory

Vmbackuptype
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Vmbackvcbtransport

Vmchost

Vmcpw

Vmctlmc

Vmcuser

Vmdatastorethreshold

Vmdefaultdvportgroup

Vmdefaultdvswitch

Vmdefaultnetwork

Vmdiskprovision

Vmenabletemplatebackups

Vmexpireprotect

Vmiscsiadapter

Vmiscsiserveraddress

Vmlimitperdatastore

Vmlimitperhost

Vmmaxbackupsessions

Vmmaxparallel

Vmmaxrestoresessions

Vmmaxvirtualdisks

Vmmc

Vmmountage

Vmnoprdmdisks

Vmnovrdmdisks

Vmpreferdagpassive

Vmprocessvmwithindependent

Vmprocessvmwithprdm

Vmrestoretype

Vmskipctlcompression

Vmskipmaxvirtualdisks

Vmstoragetype

Vmtagdefaultdatamover

Vmtagdatamover

Vmtempdatastore

Vmverifyifaction

Vmverifyiflatest

Vmvstortransport

Vmtimeout
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付録 A. トラブルシューティング

Data Protection for VMware vSphere GUIおよび Data Protection for VMware
コマンド・ライン・インターフェース の問題に対する解決方法が記載されていま
す。

ログ・ファイルの検索

Data Protection for VMware のログ・ファイルについては、以下のトピックを参照
してください。

v ログ・ファイル関連のアクティビティー

v ファイル・リストア・ログ・アクティビティー・オプション

v 207 ページの『ファイル・リストアのトレース・オプション』

Data Protection for VMware vSphere GUI のバックアップ操作ま
たはリストア操作が失敗する

以下のタスクを実行して、バックアップまたはリストアの失敗を解決してくださ
い。

1. データ・ムーバーがインストールされているシステムにログオンします。

2. 以下の手順に従って、コマンド・ライン・セッションを開始します。

v Windows Windows の「スタート」メニューを開き、「プログラム」 >
「IBM Spectrum Protect」 > 「バックアップ/アーカイブのコマンド・ライ
ン」を選択します。

v Linux 端末ウィンドウを開きます。

3. 現行ディレクトリーがまだインストール・ディレクトリーでない場合は、インス
トール・ディレクトリーに移動します。

Windows

cd C:¥Program Files¥Tivoli¥TSM¥baclient

Linux

cd /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin

デフォルトにより、エラー・ログ・ファイルはインストール・ディレクトリーに
あります。

4. 以下のデータ・ムーバーのログ・ファイルを表示して、エラーが発生したかどう
かを確認します。

v dsmerror.log: すべてのクライアント・メッセージ。

v dsmwebcl.log: すべての Web クライアント・メッセージ。

v dsmj.log: すべてのクライアント Oracle Java™ GUI メッセージ。
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これらのログ・ファイルは、DSM_LOG 環境変数で指定するディレクトリー、
または現行作業ディレクトリーに置かれています。

ヒント: IBM Knowledge Center (メッセージ、戻りコード、およびエラー・コ
ード) でエラーの説明を確認することができます。

5. これらのファイルのいずれにもエラーが含まれていない場合は、バックアップ/
アーカイブ・クライアントのバックアップとリストア操作を実行して、失敗する
かどうかを確認します。

6. データ・ムーバーの操作が正常に完了する場合は、Data Protection for
VMware コマンド・ライン・インターフェースの 112 ページの『バックアッ
プ』と 114 ページの『リストア』操作を実行します。生成された可能性がある
エラーを表示できるように、適切なトレース・パラメーターを ( 134 ページの
『プロファイル・パラメーター』で説明されているように) 設定してください。

Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース
のバックアップが scSignOnAsAdmin: エラー 53 で失敗する

この状態では、Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース
のバックアップ操作が失敗し、データ・ムーバーの dsmerror.log に対して次のエ
ラーが生成されました。

scSignOnAsAdmin: Error 53 receiving SignOnAsAdminResp verb from server

通常、VMCLI ノード名がその管理者名と異なる場合に、このエラーが生じます。
これらの 2 つの名前は同じである必要があります。

データ・ムーバー・ノードがバックアップ操作中に表示されない

IBM Spectrum Protect サーバーで正しいプロキシー・ノード権限が付与されたこと
を確認します。正しい権限が存在する場合、VE_DATACENTER_NAME プロファ
イル・パラメーターで指定されたデータ・センター・マッピングが正しくありませ
ん。 VE_DATACENTER_NAME パラメーターの詳細な説明および正しい構文につ
いては、 134 ページの『プロファイル・パラメーター』を参照してください。

inquire_detail コマンドが戻りコード 53 で失敗した

この状態では、vmcli -f inquire_detail コマンドが失敗し、ログ・ファイルに対
して次のエラーが生成されました。

ANS1033E (RC-53) An invalid TCP/IP address was specified.

ノード名がその管理者名と一致しない場合にこのエラーが生じます。この問題が起
きる可能性があるのは、ノードの名前を変更したものの、その管理者の名前を変更
しない場合です。解決方法は、新しいノード名と一致するように管理者の名前を変
更するか、新しいノードに新しい管理者を登録するかのいずれかです。

以下の例のコマンドは、IBM Spectrum Protect 管理コマンド・ラインから発行され
ます。

v ノードの名前を変更するのと同時に管理者の名前を変更します。

rename node <current_node_name> <new_node_name>
rename admin <current_admin_name> <new_node_name>
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例えば、次のようにします。

rename node DC_VC5 DC_WIN2K8_X64
rename admin DC_VC5 DC_WIN2K8_X64

その結果、新しい管理者名は新しいノード名と一致します。

v ノードの名前を変更した直後に管理者を登録します。

rename node <current_node_name> <new_node_name>
register admin <new_admin_name> <password>

例えば、次のようにします。

rename node DC_VC5 DC_WIN2K8_X64
register admin DC_WIN2K8_X64 DC_WIN2K8_X64PWD

その結果、新しい管理者名は新しいノード名と一致します。

無効なサインオンと無効なパスワード・エラーが表示された

この状況では、Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース
あるいは Data Protection for VMware vSphere GUI の操作が失敗し、ログ・ファ
イルに以下のエラーの 1 つ以上が含まれています。

GVM1170E: A VMCLI command failed.

ANR2177I FRSV123015.TSMCLI has 1 invalid sign-on attempts. The limit is 5.

ANR0424W Session 125713 for node FRSV128215.TSMCLI (TSM4VE)
refused - invalid password submitted.

この問題が生じる可能性があるのは、以前に設定されたパスワードを使用して、
VMCLI ノード・セットのパスワードが試行されたときです。

VMCLI ノードのパスワードが設定されると、そのパスワードは登録されてから自
動的に変更されます。そのため、変更されたこのパスワードをユーザーは知りませ
ん。VMCLI ノードのパスワードを、すでに設定した後に変更する必要がある場
合、IBM Spectrum Protect 管理者は update node コマンドを使用して、IBM
Spectrum Protect サーバー上でこのノードをリセットする必要があります。ノード
がリセットされたら、VMCLI ノードのパスワードを再設定し、新規パスワードを
指定します。

VMCLI ノードのパスワードは、以下のいずれかの方法で設定されます。

v Data Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェース: vmcli -f
set_password コマンド

v Data Protection for VMware vSphere GUI: 「構成」 > 「タスク」 > 「構成
の編集」 > 「VMCLI ノード」

セッション・タイムアウト

IBM Spectrum Protect サーバーの COMMTIMEOUT オプションは、Data
Protection for VMware セッションの所要時間に影響を与えます。 Data
Protection for VMware 操作の処理時間がこの値を超えると、サーバーは Data
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Protection for VMware でのセッションを終了します。 したがって、Data
Protection for VMware 操作中にエラーが発生しなかったことが明らかであるとき
に COMMTIMEOUT 値に達した場合は、この値を増やしてください。同様に、エ
ラーが発生したにもかかわらず、Data Protection for VMware がそのエラーをタイ
ムリーに報告しなかった場合は、リアルタイム・レポートを改善するためにこの値
を減らしてください。

vSphere Client が、Data Protection for VMware vSphere GUIの
接続エラーを表示する

この状態で、Data Protection for VMware vSphere GUIは vCenter ノードに正常
にインストールされました。ただし、Data Protection for VMware vSphere GUIを
vSphere Client のプラグイン・マネージャー (「メニュー」 > 「プラグイン」 >
「プラグインの管理」) で表示している時に、以下のメッセージが表示されます。

IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware
IBM Spectrum Protect 2.1.1
使用不可
Data Protection for VMware Plug-in
The following error occured while downloading the script plugin from
https://guihost.mycompany.com:9081/TsmVMwareUI/plugin/config.xml:
The request failed because of a connection failure. (Unable to connect
to the remote server)

この問題は、bootstrap.properties ファイルで指定されたポートに Web サーバー
がアクセスできない場合に発生する可能性があります。インストール中に、Web サ
ーバーはポート 9081 にアクセスします。ただし、これらの追加ポートにアクセス
できない場合、vSphere Client は Data Protection for VMware vSphere GUIに接
続できません。

この問題を解決するには、以下のタスクを実行してください。

1. Data Protection for VMware vSphere GUI がインストールされているシステ
ム上で、オペレーティング・システムの以下のディレクトリーに移動します。

Linux

/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/webserver/usr/servers/veProfile

Windows

C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥usr¥servers¥veProfile

2. bootstrap.properties ファイルを開き、eWAS ポート設定を確認します。例え
ば、次のようにします。

veProfile.http.port=9080
veProfile.https.port=9081
veProfile.keystore.pswd={xor}KzosK2spOg==

3. netstat -a コマンドを発行して、すべてのアクティブな接続およびポートを表
示します。この結果を、bootstrap.properties ファイル内のポート設定と比較
します。(bootstrap.properties ファイルで指定されている) いずれかのポート
が開いていない場合は、以下のいずれかのタスクを実行して、この接続問題を解
決します。

v 閉じているポートを開く。
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v 使用可能なポートで bootstrap.properties ファイルを更新する。

4. 次のように、GUI Web サーバーを再始動します。

v Windows

a. 「スタート」 > 「コントロール パネル」 > 「管理ツール」 > 「サー
ビス」をクリックします。

b. 「Data Protection for VMware Web サーバー・サービス」を右クリック
し、「再始動」をクリックします。

v Linux root として次のコマンドを実行する。

[root@bold4win /]# service webserver restart

Restarting the WebSphere Liberty Profile ...
Stopping server veProfile.
Server veProfile stopped.
Starting server veProfile.
Server veProfile started with process ID 17894.

5. 以下のいずれかの方法で Data Protection for VMware vSphere GUI を開始し
ます。

v vSphere Client の「ソリューションとアプリケーション」ウィンドウ内の
「Data Protection for VMware vSphere GUI」アイコンをクリックする。

v Web ブラウザーを開き、GUI Web サーバーにアクセスします。例えば、次
のようにします。

https://guihost.mycompany.com:9081/TsmVMwareUI/

vCenter のユーザー名およびパスワードを使用してログインします。

ヒント: プラグイン・アクセス方式は、VMware vSphere 6 環境ではサポートされ
ていません。

VM ゲスト (アプリケーション保護付き) のバックアップ障害の解決

この状態では、ゲスト・マシンのバックアップ (アプリケーション保護付き) が、ユ
ーザーによって停止されます。データ・ムーバーのバックアップ処理 (dsmagent ま
たは dsmc) がこのように終了すると、アプリケーション保護のクリーンアップが実
行されません。その結果、同じゲスト・マシンの次のバックアップ (アプリケーシ
ョン保護付き) を実行できるのは、10 分の間隔後のみになります。この間隔は、ゲ
スト・マシンがバックアップされていないことをプロセスが認識するために必要な
時間の長さです。

通信をクリアするための 10 分間を待たずに、アプリケーション保護を手動でクリ
ーンアップするには、以下の手順を実行してください。

1. バックアップ操作の実行時に入力されたのと同じユーザー ID とパスワードを
使用してゲスト・マシンにログオンします。

2. コマンド・プロンプト・ウィンドウを開き、次のコマンドを入力します。

echo %TEMP%

3. %TEMP% ディレクトリーに移動し、TSM ディレクトリーに変更します。例えば、
次のようにします。

C:¥Users¥Administrator¥AppData¥Local¥Temp¥TSM
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4. BackupHeartBeat.txt ファイルを削除します。

5. ゲスト・マシンをバックアップします。

イベント・ログに、event ID 8194, VSS メッセージが含まれる

アプリケーション保護付きの VM ゲストのバックアップを完了した後、イベント・
ログに、event ID 8194, VSS エラー・メッセージが含まれます。このメッセージ
は、Volume Shadow Copy Service (VSS) ライター・プロセスまたはリクエスタ
ー・プロセスのセキュリティー設定が正しくないことが原因で出されます。

このエラーを解決するには、以下の手順を実行してください。

1. 管理者として VM ゲストにログオンし、「スタート」 > 「実行」ダイアログ
で Microsoft dcomcnfg.exe ユーティリティーを実行します。

dcomcnfg.exe

「OK」をクリックします。
dcomcnfg.exe ユーティリティーは、レジストリー設定を使用するために使用さ
れます。

2. 「コンポーネント サービス」インターフェースで、「コンポーネント サービ
ス」 > 「コンピュータ」に移動します。「マイ コンピュータ」を右クリック
し、「プロパティ」を選択します。

3. 「マイ コンピュータのプロパティ」パネルで、「COM セキュリティ」 >
「アクセス許可: デフォルトの編集」に移動します。

4. 「アクセス許可」パネルで、「ローカル アクセス」許可を「許可」に設定して
「ネットワーク サービス」アカウントを追加します。

5. 変更を適用し、開いている「コンポーネント サービス」のパネルをすべて閉じ
ます。

6. VM ゲストを再始動します。

7. VM ゲストをバックアップし、event ID 8194, VSS エラー・メッセージがイベ
ント・ログに出されていないことを確認します。

Data Protection for VMware インストールの失敗: デプロイメン
ト・エンジンの初期化

Data Protection for VMware のインストールは、.lock ファイルに起因するデプロ
イメント・エンジンの初期化の失敗によって停止することがあります。デプロイメ
ント・エンジンによって Data Protection for VMware のインストールが妨げられ
る場合、次のエラー・メッセージが生成されます。

Deployment Engine failed to initialize.
The installer will now shutdown. Please check with the log files for a more
complete description of the failure.
PRESS ENTER TO CONTINUE:

原因は、実行されている同時インストールまたは完了する前に停止したインストー
ルに由来するデプロイメント・エンジン .lock ファイルである可能性があります。
別のインストールを実行している場合は、そのインストールが終了するまで待って
から、Data Protection for VMware をインストールします。他のインストールが開
始されていないのにこの問題が発生した場合は、.lock ファイルをすべて削除しま
す。
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重要: 他の Data Protection for VMware のインストールを実行している場合は、
いずれの .lock ファイルも削除しないでください。

Windows

 
Windows で .lock ファイルを削除するには、次のコマンドを発行して

ください。

cd C:¥Program Files¥IBM¥Common¥acsi¥logs
del .lock*

Linux Linux で .lock ファイルを削除するには、次のコマンドを発行してくだ
さい。

cd /usr/ibm/common/acsi/logs
rm .lock*

これらのファイルを削除したら、インストールを再始動してください。

VM 名またはデータ・センター名でのサポートされない文字

Data Protection for VMware は、VM またはデータ・センターの名前に以下のい
ずれかの文字が含まれている場合、それらのバックアップをサポートしません。

" 二重引用符

' 単一引用符

: コロン

; セミコロン

* アスタリスク

? 疑問符

, コンマ

< 不等号 (より小さい)

> 不等号 (より大きい)

/ スラッシュ

\ 円記号

| 垂直バー

vCenter の変更後に検出される問題

Data Protection for VMware vSphere GUIで vCenter を変更した後に、以下の 2
つの問題が発生することがあります。

v 新規 vCenter に関連付けられたデータ・センターが、「構成状況」ページに表
示されない。

この問題を解決するには、新しい vCenter のドメインを手動で設定します。こ
のコマンドの発行について詳しくは、 126 ページの『Set_domain』を参照して
ください。

v 「リストア」タブで、(前のデータ・センターに関連付けられている) ESX ホス
トが、新しい vCenter 内の新しいデータ・センターの下に表示される。この問
題は既知の制限です。この問題に対する回避策はありません。
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VM バックアップの統合

VM のバックアップ後、スナップショット・マネージャーにスナップショットが存
在していないのに、VM に、既存のスナップショットが含まれていることがありま
す。例えば、VM ハード・ディスクは、通常の VMDK ファイルではなく、スナッ
プショット VMDK ファイル (例えば、*-000001.vmdk) を指します。既存のスナッ
プショットが意図的に保存されている可能性はありますが、Data Protection for
VMware には、その VMDK が有効なスナップショットを指しているかどうかを確
認するためのメカニズムはありません。スナップショットが統合されておらず、既
存のスナップショット・ファイルを持つ VM がバックアップされると、Data
Protection for VMware は、IBM Spectrum Protect サーバー上のバックアップに
対して誤ったサイズを報告する可能性があります。スナップショットの統合によ
り、他の VMware に関連する問題も防ぐことができます。結果として、この状態
が発生した場合はいつでも、スナップショットを統合してください。

この潜在的な問題を解決するために、VMware vSphere Client 5.x (以降) では、
VM でスナップショットの統合が必要になるとユーザーに通知されます。詳しく
は、次の VMware Knowledge Base の記事を参照してください。
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US
&cmd=displayKC&externalId=2003638

vSphere 4.1 (以前) の場合、統合オプションは使用不可です。ただし、同等タスク
がスナップショットを作成し、「すべて削除」アクションを実行します。

Data Protection for VMware vSphere GUIへの再登録

Data Protection for VMware vSphere GUI を vSphere Client のプラグインとし
て使用するには、vCenter に登録されている必要があります。これがインストール
されているシステムで IP アドレスが変更された場合は、GUI を再登録する必要が
あります。プラグイン・マネージャー内に GUI が見つからない場合は、GUI を再
登録してください。IP アドレスが変更された場合、あるいはインストール時にプラ
グインとしての GUI アクセスを有効に設定しなかった場合に、この手順を使用し
ます。

1. Data Protection for VMware vSphere GUIがインストールされているシステム
にログインします。

2. 次のディレクトリーに移動します。

Linux

 
/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/scripts

Windows (64 ビット) C:¥Program Files (x86)¥Common

Files¥Tivoli¥TDPVMware¥VMwarePlugin¥

3. Data Protection for VMware vSphere GUIを登録するには、次のコマンドを入
力します。

Linux

../jre/jre/bin/java -jar reg.jar <vCenterServer> <vCenterUser>
<vCenterPassword> <new_guiHostnameShort> <new_guiHostnameFull> 9081
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new_guiHostnameShort 値は、vCenter で Data Protection for VMware
vSphere GUI・アイコンに対して表示される名前です。
new_guiHostnameFull 値は、完全修飾 DNS ホスト名か、IP アドレスです。例
えば、次のようにします。

../jre/jre/bin/java -jar reg.jar vctr.archive.mycompany.com administrator
pass4admin myguihost myguihost.mydomain.mycompany.com 9081

Windows IBM Java ディレクトリーから reg.jar コマンドを発行します。例
えば、次のようにします。

C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥jre¥jre¥bin¥java -cp . -jar reg.jar
<vCenter Server address> <vCenter User ID> <vCenter Password>
<GUI web server host name> <GUI web server address>
<GUI web server HTTPS port>

例えば、次のようにします。

C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥jre¥jre¥bin¥java -cp . -jar reg.jar
vctr.archive.mycompany.com administrator pass4admin myguihost
myguihost.mydomain.mycompany.com 9081

config.xml ファイルが作成されます。

IBM Spectrum Protect 拡張を登録するために、-wc_ext パラメーターを指定し
て同じコマンドを発行します。例えば、次のようにします。

C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥jre¥jre¥bin¥java -cp . -jar reg.jar
-wc_ext <vCenter Server address> <vCenter User ID> <vCenter Password>
<GUI web server host name> <GUI web server address>
<GUI web server HTTPS port>

4. config.xml ファイルを次のディレクトリーにコピーします。

Linux

 
/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/webserver/usr/servers/

veProfile/apps/tsmVmGUI.war/plugin/

Windows

C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥usr¥servers¥veProfile¥apps¥

tsmVmGUI.war¥plugin¥

5. 次のように、GUI Web サーバーを再始動します。

v Linux root として次のコマンドを実行する。

[root@bold4win /]# service webserver restart

v Windows

a. 「スタート」 > 「コントロール パネル」 > 「管理ツール」 > 「サー
ビス」をクリックします。

b. 「Data Protection for VMware Web サーバー・サービス」を右クリック
し、「再始動」をクリックします。

6. vSphere Client を再始動し、Data Protection for VMware vSphere GUI が登
録されていることを確認します。

ヒント: プラグイン・アクセス方式は、VMware vSphere 6 環境ではサポートされ
ていません。
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Web サーバー要求の作成中にエラーが発生しました (GVM0103E)

この状況では、Data Protection for VMware vSphere GUI にアクセスしようとす
ると、以下のエラーが表示されます。

GVM0103E: Web サーバー要求の作成中にエラーが発生しました。
このエラーが解決されない場合は、Web サーバーとのネットワーク
接続を確認し、 Web サーバーが稼働中であることを確認します。

このエラーを回避するには、GUI を開始する前に、以下の状態が存在することを確
認します。

v Linux Windows Data Protection for VMware vSphere GUIが、オペレー
ティング・システムの前提条件を満たすシステムにインストールされている。以
下のシステムへのネットワーク接続を持っている必要があります。

– vStorage バックアップ・サーバー

– IBM Spectrum Protect サーバー

– vCenter Server (Data Protection for VMware vSphere GUI)

v Windows Data Protection for VMware vSphere GUI のホスト URL アドレス
が、ご使用の Internet Explorer の信頼済みサイト・ゾーンに設定されている必
要があります。 Internet Explorer のメニュー・バーで、「ツール」 > 「インタ
ーネット オプション」 > 「セキュリティ」 > 「信頼済みサイト」に移動しま
す。「サイト」をクリックし、ホスト URL アドレスを追加します。変更を必ず
適用してください。例えば、次のようにします。

Add this website to the zone:http://myvctrmachine.xyzco.com

Data Protection for VMware vSphere GUI が、VMware vCenter
で正しく表示されない。

この状況では、Data Protection for VMware vSphere GUI は vCenter プラグイ
ンとして登録されています。ただし、Data Protection for VMware vSphere GUI
アイコンは、vSphere Client の「ソリューションとアプリケーション」ウィンドウ
に表示されません。 vSphere Client のプラグイン・マネージャーで Data
Protection for VMware vSphere GUI を表示すると (「メニュー」 > 「プラグイ
ン」 > 「プラグインの管理」)、以下のメッセージが表示されます。

The following error occured while downloading the script plugin
from http://192.168.66.58:9080/TsmVMwareUI/plugin/config.xml:
The request failed because of a connection failure.
(Unable to connect to the remote server)

このエラーを解決するには、次の手順で説明するように各ステップを実行します。
202 ページの『 Data Protection for VMware vSphere GUIへの再登録』

ヒント: プラグイン・アクセス方式は、VMware vSphere 6 環境ではサポートされ
ていません。
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VM バックアップ操作の戻りコード

以下の戻りコードは、Linux または Windows システム上の VM バックアップ操
作に適用されます。

表 10. VM バックアップ操作の戻りコード

戻りコード 説明

0 1 つ以上の VM を処理するコマンドが正常に完了しました。

8 複数の VM を処理するコマンドは、そのコマンドの対象となっている
VM の一部でのみ成功しました。ログ・ファイルを調べて、対象の VM
それぞれの処理状況を調べてください。

12 1 つ以上の VM を処理するコマンドが発行されました。コマンドは、その
コマンドの対象となった VM のいずれもで完了しませんでした。ログ・フ
ァイルを調べて、失敗の考えられる原因を調べてください。

Data Protection for VMware vSphere GUI プラグイン特権が削除
されない

Data Protection for VMware vSphere GUI プラグイン特権を削除すると、その特
権に関連したラベルと説明のみが削除されます。実際の特権は削除されません。

詳しくは、次の VMware Knowledge Base の記事を参照してください。
http://kb.vmware.com/kb/2004601

ヒント: プラグイン・アクセス方式は、VMware vSphere 6 環境ではサポートされ
ていません。

ファイル・リストア操作のトラブルシューティング
Microsoft Windows PowerShell コマンドレット・コマンドを実行して、ファイ
ル・リストア問題を解決するために診断情報を取り出すことができます。

始める前に

Data Protection for VMware がインストールされているシステム上で、Microsoft
Windows PowerShell 3 以降が使用可能であることを確認してください。どのバー
ジョンの PowerShell がインストールされているのかを確認するには、PowerShell
セッションで次のコマンドを入力します。

PS C:¥> $PSVersionTable.PSVersion

Major 列に表示されている数字が PowerShell のバージョンです。

このタスクについて

Data Protection for VMware がインストールされているシステムで、以下の手順を
実行します。

手順
1. Microsoft Windows PowerShell または Microsoft Windows PowerShell ISE

セッションを管理者権限で開始します。 例えば、次のとおりです。
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「スタート」 > 「すべてのプログラム」 > 「アクセサリ」 > 「Windows
PowerShell」。
「Windows PowerShell」を右クリックして、「管理者として実行」を選択し
ます。

2. 次のコマンドを発行して、実行ポリシーが RemoteSigned に設定されていること
を確認します。

PS C:¥> Get-ExecutionPolicy

別のポリシーが表示されている場合は、次のコマンドを発行して、実行ポリシー
を RemoteSigned に設定します。

PS C:¥> Set-ExecutionPolicy RemoteSigned

このポリシーは、vetools.psm1 スクリプトをシステム上で実行することを許可
します。

ヒント: Set-ExecutionPolicy コマンドは、一度しか発行できません。

3. Data Protection for VMware PowerShell モジュールをインポートして、コマ
ンドレットを使用可能にします。
PS C:¥> Import-Module C:¥ibm¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥usr¥servers¥veProfile¥tsmVmGUI¥vetools.psm1

4. 次のコマンドを発行して、PowerShell Viewer にログ・ファイル情報を表示し
ます。

PS C:¥> Show-VeFileRestoreLogEntries

以下のアクションのいずれかを使用して、PowerShell Viewer 内のログ情報を
調査および共有することができます。

v 結果をフィルターに掛けるための条件を入力する。

v 「条件の追加」をクリックし、より詳細な指定で情報をフィルターに掛け
る。

v 1 つ以上の行をクリックして、共有するためにそれらの内容を保存またはコ
ピーする。

5. オプション: 次のコマンドを発行して、トレース・ファイルからトレース情報を
表示します。

PS C:¥> Show-VeFileRestoreTraceEntries

6. オプション: 詳細な診断情報を検討するために (-review)、または IBM サポー
トに送信するために、ログを収集する必要がある場合、次のコマンドを発行し
て、圧縮ファイルにログを保存します。

PS C:¥> Get-VeProblemDeterminationInfo -review

デフォルトでは、このコマンドは、デスクトップに
VeProblemDetermination.zip ファイルを保存します。

ヒント: このコマンドが、デフォルトの「PowerShell」インターフェースでエラ
ーを返した場合は、「PowerShell ISE」インターフェースを管理者として開始し
てください。その後、コマンドを再度実行してください。

7. オプション: 各コマンドレットでパラメーターを指定します。 パラメーターを
表示するには、次の help コマンドを発行します。

help cmdlet name -ShowWindow
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関連情報:

ファイル・リストア・ログ・アクティビティー・オプション
 

ログ・ファイル関連のアクティビティー

ファイル・リストアのトレース・オプション
FRLog.config ファイルでトレース・オプションを設定することにより、ファイル・
リストア操作中に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングを行うこと
ができます。

テキスト・エディターを使用して管理者モードで FRLog.config ファイル内のオプ
ションを変更します。FRLog.config ファイルは、以下のディレクトリーにありま
す。

C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥usr¥servers¥veProfile¥logs

FR.API.TRACE= ON | OFF
推奨される詳細レベルで API アクティビティーをトレースするかどうかを指定
します。

注: DEBUG、TRACE、ALL の値もサポートされており、それぞれ、最小レベ
ル、推奨レベル、最高レベルの詳細度を示します。

API_MAX_TRACE_FILES=number
作成または使用されるトレース・ファイルの最大数を指定します。デフォルト値
は 8 です。

API_MAX_TRACE_FILE_SIZE=number
各トレース・ファイルの最大サイズを KB で指定します。デフォルト値は 8192
KB です。

API_TRACE_FILE_NAME=API_trace_file_name
API トレース・ファイルの名前を指定します。デフォルト値は fr_api.trace
です。

API_TRACE_FILE_LOCATION=API_trace_file_location
API トレース・ファイルの場所を指定します。スラッシュ (/) を使用してロケ
ーションを指定します。デフォルトのロケーションは Install_Directory/IBM/
tivoli/tsm/tdpvmware/webserver/usr/servers/veProfile/logs です。

ファイル・リストア・ソリューション
ファイル・リストア操作を妨害する、非常に発生頻度の低い問題を解決します。

ログインの問題

このシナリオでは、ログイン・ページで完全修飾ホスト名 (myhost.mycompany.com)
または数値 IP アドレス (192.0.2.0) が入力された場合に、以下の情報メッセージ
が表示されます。

The host cannot be found. Verify the host name and log in again.
問題が解決しない場合は、管理者にお問い合わせください。

この問題を解決するには、完全修飾ドメイン・ネーム (myhost.mydomain) または短
縮ホスト名 (myhost) を入力してください。
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VMware 属性
Data Protection for VMware で、 VMware 属性と対話する方法を確認します。

VMware カスタム属性

Data Protection for VMware には、バックアップ操作とリストア操作のための
VMware カスタム属性が含まれています。 ただし、カスタム属性が含まれるの
は、データ・ムーバー・ノードが vCenter Server に直接接続され、ESXi Server
には接続されていない場合のみです。 この接続を設定するには、データ・ムーバ
ー・ノード上の VMCHost オプションを使用して、vCenter Server を指定します。

詳しくは、以下の VMware Knowledge Base 記事を参照してください。
http://kb.vmware.com/kb/1005720

VMware 構成属性

Data Protection for VMware は、.vmx ファイルを直接アクセス、変更、またバッ
クアップしません。.vmx ファイルは移植できません。 その結果、Data Protection
for VMware は、このファイルに含まれる値を保存したり、実際のファイルを保存
したりすることはありません。 Data Protection for VMware の主要目的は、VM
を使用可能 (または始動可能) 状態にリカバリーすることです。

Data Protection for VMware によって保存される VMware 構成属性のリストを確
認するには、技術情報 1631315を参照してください。

IBM Spectrum Protect 拡張の問題のトラブルシューティング
IBM Spectrum Protect 拡張の問題に対する解決策が提供されています。 Platform
Services Controller 接続の問題の解決方法やトレースの有効化の方法を学習し、
IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージに関する詳細情報を取得できます。

v 『Platform Services Controller 接続の問題の解決』

v 210 ページの『トレースの有効化』

v 211 ページの『IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージ』

Platform Services Controller 接続の問題の解決
仮想マシン・バックアップの管理に使用されるタグとカテゴリーは、VMware
Platform Services Controller (PSC) で保管および管理されています。 データ保護
でタグ付け機能を使用できるようにするには、タグ・ベースのデータ・ムーバー・
ノードと IBM Spectrum Protect 拡張が、シングル・サインオン・プロセスを使用
して Platform Services Controller に接続できることが必要です。

Platform Services Controller サーバーは、VMware Lookup Service をホストしま
す。この VMware Lookup Service は vSphere コンポーネントのロケーションを
登録し、vCenter シングル・サインオン・プロセスを処理します。

症状
接続の問題が発生すると、データ・ムーバー・ノードはシングル・サインオン・プ
ロセスを実行できず、Platform Services Controller のタグとカテゴリーにアクセス
できません。
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Platform Services Controller に到達できない場合、タグの情報は IBM Spectrum
Protect 拡張に表示されません。仮想マシンのバックアップ操作も失敗します。

問題の解決
接続の問題を診断して解決するためには以下のタスクを実行します。

v Platform Services Controller ホストの電源がオンになっており、ネットワーク
を介してアクセスできることを確認します。

v VMware Lookup Service がアクティブであり、アドレス https://PSC-FQDN/
lookupservice/sdk で接続を受け入れていることを確認します。ここで
PSC-FQDN は、Platform Services Controller ホストの完全修飾ドメイン・ネー
ムです。

v データ・ムーバーが Data Protection for VMware vSphere GUI をホストする
サーバーと同じサーバーにインストールされていることを確認します。 デー
タ・ムーバー・ノードは、バックアップ/アーカイブ・コマンド・ラインの dsmc
set password コマンドなどを使用して、vCenter server 資格情報を保存するよ
うに構成する必要があります。

v Linux Linux データ・ムーバー・ノードの場合、デフォルトのパスワード・
ファイル (/etc/adsm/TSM.PWD) を使用するようにしてください。

v Data Protection for VMware のインストール中に vCenter Server のフィール
ドに使用された同じ値とフォーマットを使用して、クライアント・オプション
vmchost が設定されていることを確認します。 vCenter Server のアドレスに推
奨されるフォーマットは、vCenter Server の完全修飾ドメイン・ネーム
(FDQN) です。 vCenter Server の IP アドレスを使用するのは、IP アドレスが
vCenter の登録中に使われた場合のみです。ただし IP アドレスは VMware で
は推奨されていません。

v データ・ムーバー・ホストのシステム時刻は、Platform Services Controller と
vCenter のシステム時刻と同期していなければなりません。 これら 3 つのシス
テムすべてにおいて、システム時刻とタイム・ゾーンを正しく設定する必要があ
ります。 正しく設定しないと、Platform Services Controller 接続でエラーが発
生します。 以下に、このタイプのエラーの典型的なメッセージを示します。

ANS2378E vSphere Server へのシングル・サインオン・ログインが関数
visdkGetSecurityToken で失敗しました - 問題 。 「現在の時刻 Wed Apr 20

21:31:58 UTC 2016 は、600000 ミリ秒のクロック許容差で拡張された要求存続
期間の間隔の範囲内 [ Wed Apr 20 16:20:46 UTC 2016; Wed Apr 20 16:50:46

UTC 2016) にありません。 これはクロック・スキュー問題に起因している可能
性があります。」

v 発生したメッセージについて詳しくは、 211 ページの『IBM Spectrum Protect
拡張のメッセージ』を参照してください。
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トレースの有効化
トレース機能を有効化することにより、IBM Spectrum Protect 拡張またはタグ・ベ
ースのデータ・ムーバー・ノードでの操作中に発生する可能性のある問題のトラブ
ルシューティングを行うことができます。

このタスクについて

バックアップ/アーカイブ・コマンド・ライン・クライアントおよび IBM Spectrum
Protect 拡張の両方に共通の VMware vCloud Suite レイヤーでトレースを有効に
するには、以下のトレース・ファイルとトレース・プロパティー・ファイルを使用
します。

ログのロケーション
トレース出力は、以下のログ・ファイルに追加されます。

v Windows (クライアント) C:¥Program

Files¥Tivoli¥TSM¥baclient¥vcsplugin.log

v Linux (クライアント) /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin/

vcsplugin.log

v Windows (Data Protection for VMware)
C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥usr¥servers¥veProfile¥logs

¥vcsplugin.log

v Linux (Data Protection for VMware) /opt/tivoli/tsm/tdpvmware/

common/webserver/usr/servers/veProfile/logs/vcsplugin.log

ログ・プロパティーのロケーション
トレースを有効にする場合、以下のトレース・プロパティー・ファイルでプ
ロパティー値を更新します。

v Windows (クライアント) C:¥Program

Files¥Tivoli¥TSM¥baclient¥plugins¥vcloudsuite¥sdk¥

log4j.properties

v Linux (クライアント) /opt/tivoli/tsm/client/ba/bin/plugins/

vcloudsuite/sdk/log4j.properties

v Windows (Data Protection for VMware)
C:¥IBM¥tivoli¥tsm¥tdpvmware¥webserver¥usr¥servers¥veProfile

¥apps¥tsmVmGUI.war¥WEB-INF¥classes ¥log4j.properties

v Linux (Data Protection for VMware) /opt/tivoli/tsm/tdpvmware/

common/webserver/usr/servers/veProfile/apps/tsmVmGUI.war/WEB-INF/

classes/log4j.properties

手順
1. 共通の VMware vCloud Suite レイヤーの詳しいトレース情報を確認するに

は、該当する log4j.properties ファイルのプロパティー値を INFO から TRACE
に変更します。

log4j.logger.com.ibm.tivoli.tsm.ve=TRACE
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2. 共通の vCloud Suite レイヤー、VMware vCloud Suite SDK、および関連する
.jar ファイルの詳しいトレース情報を確認するには、該当する
log4j.properties ファイルのプロパティー値を WARN から TRACE に変更しま
す。

log4j.rootLogger=TRACE,file

3. エラーを引き起こしたアクションまたはコマンドを再実行します。 エラーが
IBM Spectrum Protect 拡張で発生した場合、Data Protection for VMware
vSphere GUI をホストするサーバーを再始動する必要があります。

「管理者 ID が見つかりません」メッセージの解決
IBM Spectrum Protect サーバー 管理者 ID が使用できない場合、一部のデータお
よびオプションは、IBM Spectrum Protect 拡張 に表示されません。この ID は、
Data Protection for VMware vSphere GUI で構成する必要があります。

手順

IBM Spectrum Protect 拡張 にデータやオプションが表示されず、管理者 ID が見
つからないことを示すメッセージが表示される場合、Data Protection for VMware
vSphere GUI で以下のステップを実行して、管理者 ID を設定および保存します。

1. GUI のメニュー・バーで、「構成」をクリックします。

2. 「タスク」メニューで「IBM Spectrum Protect 構成の編集」を選択します。

3. 「サーバー資格情報」ページで、以下のステップを実行します。

a. 管理者 ID がまだ入力されていない場合は、「IBM Spectrum Protect 管理
者 ID」フィールドに入力し、パスワードとポートについて対応するフィー
ルドおよびオプションをすべて入力します。

b. 「今後のセッションで使用するために、管理者 ID、パスワード、およびポ
ートの設定を保管する」チェック・ボックスを選択します。 管理者 ID は
構成されているが、このチェック・ボックスが選択されていない場合、管理
者 ID を IBM Spectrum Protect 拡張 セッションで使用することはできま
せん。

4. 「OK」をクリックし、変更を保存します。

IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージ
IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージを理解するには、以下の情報を確認しま
す。

v GVM5107E

v GVM5110E

v GVM5111E

v GVM5112E
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GVM5107E: 'name' Platform Services Controller に指定されたロ
グイン資格情報が無効なので、データ保護設定は無効です
この IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージの症状、原因、およびユーザー応答
を以下に示します。

症状
データ保護設定は IBM Spectrum Protect 拡張に表示できません。

原因
Platform Services Controller にログインするために必要な資格情報は、vCenter に
対しては無効です。

問題の解決
IBM Spectrum Protect サーバー管理者に連絡して、Data Protection for VMware
vSphere GUI がインストールされているサーバー上のバックアップ/アーカイブ・
コマンド・ライン・クライアントで dsmc set password コマンドを使用して
vCenter Server 資格情報を更新するように依頼します。

dsmc set password -type=vm vmchost username password

vmchost オプションの値は、クライアント・オプション・ファイルの値に一致して
いなければなりません。 また、Data Protection for VMware vSphere GUI のイン
ストール中に使用された vCenter server のアドレスとも一致していることが必要で
す。

このエラーに関連する以下のようなデータ・ムーバー・メッセージも表示されるこ
とがあります。

v クライアント・メッセージ ANS9331W

v クライアント・メッセージ ANS9332E

関連情報
 

パスワードの設定

GVM5110E: 'name' Platform Services Controller への接続中にエ
ラーが発生したので、データ保護設定は無効です
この IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージの症状、原因、およびユーザー応答
を以下に示します。

症状
データ保護設定は IBM Spectrum Protect 拡張に表示できません。

原因
その他のエラーが Platform Services Controller および vCenter への接続の問題を
引き起こしています。

問題の解決
示されている Platform Services Controller が予期したように実行されていること
を確認します。詳しくは、 208 ページの『Platform Services Controller 接続の問
題の解決』を参照してください。
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このエラーに関連する以下のようなデータ・ムーバー・メッセージも表示されるこ
とがあります。

v クライアント・メッセージ ANS2373E

GVM5111E: 'name' Platform Services Controller のログイン資格
情報が見つからないので、データ保護設定は無効です
この IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージの症状、原因、およびユーザー応答
を以下に示します。

症状
データ保護設定は IBM Spectrum Protect 拡張に表示できません。

原因
Platform Services Controller にログインするために必要な資格情報は、vCenter で
は見つかりません。 例えば、次のとおりです。

v Windows vmchost オプションの値が Windows レジストリーに見つかりませ
ん。

v Linux IBM Spectrum Protect パスワード・ファイル (TSM.PWD) にアクセス
できないか、vmchost オプションの値が TSM.PWD ファイル内で見つかりませ
ん。

問題の解決
Windows

IBM Spectrum Protect サーバー管理者に連絡して、Data Protection for VMware
vSphere GUI がインストールされているサーバー上のバックアップ/アーカイブ・
コマンド・ライン・クライアントで dsmc set password コマンドを使用して
vCenter Server 資格情報を更新するように依頼します。

dsmc set password -type=vm vmchost username password

vmchost オプションの値は、クライアント・オプション・ファイルの値に一致して
いなければなりません。 また、Data Protection for VMware vSphere GUI のイン
ストール中に使用された vCenter server のアドレスとも一致していることが必要で
す。

Linux

TSM.PWD ファイルが見つからない場合は、次のアクションを試行します。

v TSM.PWD ファイルのデフォルト・ロケーションは、/etc/adsm/TSM.PWD です。
このファイルが存在するかどうか検査してください。存在しない場合、IBM
Spectrum Protect 管理者に、このパスワード・ファイルを作成するように依頼し
てください。管理者は、Data Protection for VMware vSphere GUI がインスト
ールされているサーバーのバックアップ/アーカイブ・コマンド・ライン・クラ
イアント (データ・ムーバー) で以下の手順を実行する必要があります。

1. 以下のコマンドを実行して、データ・ムーバー・ノードのパスワードを生成
して保存します。

dsmc set password
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2. クライアント・アクセプター・デーモン (dsmcad) を最新表示または再始動し
ます。

3. 以下のコマンドを実行します。

dsmc set password -type=vm vmchost username password

vmchost オプションの値は、クライアント・オプション・ファイルの値に一
致していなければなりません。 また、Data Protection for VMware
vSphere GUI のインストール中に使用された vCenter server のアドレスと
も一致していることが必要です。

v dsm.sys ファイルの passworddir オプションで、パスワード・ファイルの代替
ロケーションを指定した場合、vcs.properties ファイルの以下のオプションも
指定する必要があります。 以下に、vcs.properties ファイルの標準的なロケー
ションを示します。

/opt/tivoli/tsm/tdpvmware/common/webserver/usr/servers/veProfile/apps/

tsmVmGUI.war/WEB-INF/config/vcs.properties

次のステートメントをファイルに追加します。

passwordfile=<absolute path of the TSM.PWD file>

例えば、次のとおりです。

passwordfile=/etc/security/tsm/TSM.PWD

アクセス権の問題で TSM.PWD ファイルにアクセスできない場合、以下の手順を実行
します。

1. TSM.PWD ファイルが tdpvmware ユーザーによってアクセス可能であることを確
認します。

2. アクセス権のエラーが表示された場合、TSM.PWD のアクセス権が以下のように表
示されていることを確認します。

-rw-r----- 1 root tdpvmware

アクセス権がこれに一致していない場合、TSM.PWD ファイルを含むディレクトリ
ーに移動し、以下のコマンドを使用してアクセス権を変更します。

chgrp tdpvmware TSM.PWD
chmod g+r TSM.PWD

このエラーに関連する以下のようなデータ・ムーバー・メッセージも表示されるこ
とがあります。

v クライアント・メッセージ ANS9331W

v クライアント・メッセージ ANS9332E

関連情報
 

Set Password
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GVM5112E: 'name' Platform Services Controller に指定されたロ
グイン資格情報を処理中にエラーが発生したので、データ保護設定は
無効です
この IBM Spectrum Protect 拡張のメッセージの症状、原因、およびユーザー応答
を以下に示します。

症状
データ保護設定は IBM Spectrum Protect 拡張に表示できません。

原因
Platform Services Controller にログインするために必要な資格情報は使用可能です
が、以下のエラーが 1 つ以上発生しました。

v 資格情報の処理中にエラーが発生しました。

v 資格情報の処理に必要なネイティブ・ライブラリーのロード中にエラーが発生し
ました。

問題の解決
IBM Spectrum Protect サーバー管理者に連絡して支援を受けてください。

このエラーに関連する以下のようなデータ・ムーバー・メッセージも表示されるこ
とがあります。

v クライアント・メッセージ ANS2635E

v クライアント・メッセージ ANS9365E
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付録 B. IBM Spectrum Protect Recovery Agent 操作

このサービスでは、IBM Spectrum Protect サーバーから任意のスナップショット・
ボリュームをマウントできます。クライアント・システム上で、読み取り専用アク
セス権限を使用して、ローカル側でスナップショットを表示するか、iSCSI プロト
コルを使用してリモート・コンピューターからスナップショットにアクセスするこ
とができます。

さらに、Recovery Agent は Instant Restore 機能も提供します。リストア・プロセ
スがバックグラウンドで進行中、Instant Restore 処理で使用されるボリュームは使
用可能なままです。Recovery Agent には、Recovery Agent GUI またはコマン
ド・ライン・インターフェースを使用してアクセスします。

重要: 前のバージョンの IBM Spectrum Protect for Virtual Environments では、
recovery agent でマウントおよびファイル・リストアの機能が提供されていまし
た。この機能は引き続き Recovery Agent によってサポートされますが、以下のト
ピックで説明されているように、IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・イン
ターフェースが推奨方式です。

53 ページの『第 3 章 ファイル・リストアの概要』

この『IBM Spectrum Protect Recovery Agent 操作』コレクションの内容は、
Recovery Agent 方式を選択するユーザー向けの参照として提供されています。

Recovery Agent を使用したスナップショットのマウント
Linux Windows

IBM Spectrum Protect Recovery Agent を使用すれば、スナップショットをマウン
トし、このスナップショットを使用してデータ・リカバリーを完了させることがで
きます。

recovery agent GUI または 143 ページの『Mount コマンド』 のいずれかを使用
してスナップショットをマウントします。 recovery agent は、LAN を介して
IBM Spectrum Protect サーバーに接続されているシステムにインストールして実行
する必要があります。 LAN フリー・パスでは、recovery agent コンポーネントの
操作を使用できません。

マウント操作を実行する場合、以下の 3 つの状態に注意してください。

v recovery agent がゲスト・マシン上にインストールされている場合、そのゲス
ト・マシンがバックアップ中のときは、いかなるファイル・システムまたはディ
スクに対しても、インスタント・リストアおよびマウント操作を開始することは
できません。 バックアップが完了するまで待つか、インスタント・リストアま
たはマウント操作を実行する前にバックアップを取り消す必要があります。 ロ
ック機構は VM 全体を対象にしているので、これらの操作は許可されません。
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v スナップショット・バックアップ・インベントリーを参照すると、VM のオペレ
ーティング・システム・バージョンは、VM が最初に作成されたときに指定され
たバージョンになっています。そのため、recovery agent が現行のオペレーティ
ング・システムを反映しない場合があります。

v ネットワーク障害によりマウント操作が中断されると、ボリュームは不安定にな
ります。 メッセージがイベント・ログに発行されます。 ネットワーク接続が再
確立されると、別のメッセージがイベント・ログに発行されます。 これらのメ
ッセージは recovery agent GUI には発行されません。

最大 20 の iSCSI セッションがサポートされます。 同じスナップショットを複数
回にわたってマウントすることができます。 recovery agent の複数インスタンス
を使用して同じテープ・ストレージ・プールからスナップショットをマウントする
と、以下のいずれかのアクションが行われます。

v 2 番目の recovery agent インスタンスは、最初のインスタンスが完了するまで
ブロックされる。

v 2 番目の recovery agent インスタンスは、最初のインスタンスのアクティビテ
ィーを中断することがある。 例えば、2 番目のインスタンスが、最初のインス
タンスでのファイル・コピー処理を中断する可能性があります。

v recovery agent は、同時に複数のサーバーまたはノードに接続できません。

そのため、同じテープ・ボリューム上での recovery agent の並行セッションは避
けてください。

Windows システムでのスナップショットのマウントのガイドライン

スナップショットは読み取り専用モードまたは読み取り/書き込みモードでマウント
できます。読み取り/書き込みモードでは、Recovery Agent は、データに加えた変
更をメモリーに保存します。 サービスが再始動されると、変更は失われます。

Recovery Agent は、以下の 2 つのうちのいずれかのモードで稼働します。

ユーザーがログインしていない
Recovery Agent はサービスとして稼働します。このサービスにより、Data
Protection for VMware コマンド・ライン・インターフェースを介したリモ
ート接続が可能になります。

ユーザーがログインしている
ユーザーが Recovery Agent を開始して GUI を使用するまで、Recovery
Agent はサービスとして稼働し続けます。Recovery Agent および GUI を
閉じると、サービスが再始動します。Recovery Agent とグラフィカル・ユ
ーザー・インターフェースは、管理者のログイン資格情報で実行されている
場合にのみ使用できます。アクティブになれるのは、常に Recovery Agent
の 1 つのコピーのみです。

マウントされたボリュームが存在している場合に、Microsoft Windows オペレーテ
ィング・システムの「スタート」メニューから Mount を始動すると、次のメッセ
ージが表示されます。
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現在、いくつかのスナップショットがマウントされています。
If you choose to continue, these snapshots will be
dismounted. Note that if a mounted volume is currently
being used by an application, the application may
become unstable. 続行しますか?

「Yes」をクリックすると、マウントされたボリュームが使用中であってもアンマウ
ントされます。

制約事項: スナップショットを iSCSI ターゲットとして公開していて、ダイナミッ
ク・ディスクのスナップショットがその元のシステムに対して表示されると、UUID
が重複することになります。 同様に、GPT ディスクのスナップショットがその元
のシステムに対して表示されると、GUID が重複することになります。この重複を
避けるため、動的ディスクと GPT ディスクを、その元のシステム以外のシステム
に対して公開してください。 例えば、元のディスクが存在しなくなっている場合を
除き、これらのディスク・タイプをプロキシー・システムに対して公開します。

Recovery Agent を使用したファイルのリストア
Linux Windows

IBM Spectrum Protect Recovery Agent を使用して、ファイル・リストアを効率的
に実施し、仮想ボリュームにスナップショットをマウントすることでダウン時間を
最小限に抑えることができます。

以下のタスクには、recovery agent を使用することができます。

v 失われたファイルまたは損傷したファイルのバックアップからのリカバリー

v VM のゲスト・ボリュームのマウントと VM のゲスト・ファイルのアーカイブ
の作成

v バッチ・レポート用データベース・アプリケーションのマウント

仮想ボリュームは、 Windows エクスプローラなどの任意のファイル・マネージャ
ーを使用して表示できます。スナップショット内のディレクトリーとファイルは、
他のファイルと同じように表示および管理できます。 ファイルを編集して変更を保
存しても、変更されたデータはメモリーには保存されますがディスクには保存され
ないため、ボリュームのアンマウントを行うとその変更は失われます。 変更はメモ
リーに書き込まれるため、読み取り/書き込みモードで動作している場合、recovery
agent で大量の RAM が使用されることがあります。

ボリュームをアンマウントする前に、変更されたファイルを別のボリュームにコピ
ーできます。

マウントするボリュームが書き込み可能である必要がある場合を除き、デフォルト
の read only マウント・オプションが優先メソッドです。例えば、アーカイブ・ア
プリケーションが、アーカイブ・ボリュームに書き込みアクセスする必要がある場
合などです。

recovery agent は、IBM Spectrum Protect サーバーからスナップショットをマウ
ントします。recovery agent GUI で、「削除」をクリックし、サーバーへの既存の
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接続を閉じます。別のサーバーや別のノードへの新規接続を設定できるようにする
には、事前に既存の接続を削除する必要があります。「削除」をクリックする前
に、すべてのボリュームをマウント解除してください。Windows のマウント・マシ
ンにアクティブなマウント・セッションおよびリストア・セッションがあると、削
除操作は失敗します。サーバーからファイルのリストアまたはインスタント・リス
トアを実行中に、そのサーバーへの接続を削除することはできません。 サーバーか
ら切断する前に、まず仮想装置をすべて取り外し、Instant Restore セッションをす
べて停止してください。 そうしないと、接続は削除されません。

recovery agent をアンインストールする前に、すべての仮想ボリュームをアンマウ
ントする必要があります。そうしないと、recovery agent が再インストールされた
後で、これらのマウント済み仮想ボリュームをアンマウントできません。

ブロック・レベル・スナップショットのファイル情報のリストアは、ランダム・ア
クセス処理です。その結果、順次アクセス・デバイス (磁気テープなど) を使用する
場合、処理が低速になる可能性があります。磁気テープ・メディアからのファイ
ル・リストアはサポートされなくなったため、磁気テープに格納されているデータ
のファイル・リストアを実行するには、最初にディスクまたはファイル・ストレー
ジにデータを移動する必要があります。 IBM Spectrum Protect サーバーの管理コ
マンド・ライン・クライアント (dsmadmc) から QUERY OCCUPANCY コマンドを実行し
て、データが格納されている場所を確認することができます。その後、MOVE
NODEDATA コマンドを実行し、データをディスクまたはファイル・ストレージに戻し
ます。

ミラーリングされたボリュームからデータをリストアする場合、ミラーリングされ
たボリュームを含むディスクの一方のみをマウントしてください。 両方のディスク
をマウントすると、Windows がディスクの再同期を試行します。ただし、マウント
されている場合は、両方のディスクに異なるタイム・スタンプが含まれます。 その
結果、すべてのデータが一方のディスクから他方のディスクにコピーされます。 こ
のデータ量を仮想ボリュームで対応することはできません。 2 つのディスクにわた
るボリュームからデータをリカバリーする必要があり、それらのディスクにミラー
リングされたボリュームが含まれている場合は、以下のステップを実行してくださ
い。

1. 2 つのディスクをマウントします。

2. iSCSI イニシエーターを使用して、最初のディスクに接続します。

3. Windows Disk Manager を使用してこのディスクをインポートします。 同期
に関するすべてのメッセージを無視します。

4. 最初の (インポートされた) ディスクから、ミラーリングされた区画を削除しま
す。

5. iSCSI イニシエーターを使用して、2 番目のディスクに接続します。

6. Windows Disk Manager を使用して、2 番目のディスクをインポートします。

これで両方のボリュームが使用可能です。

制約事項: IBM Spectrum Protect ノードに保管されているスナップショットからフ
ァイル・リストアまたはインスタント・リストアを実行している間、このノードの
パスワードを変更しないでください。
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Recovery Agent を使用した Windows システムからのファイル
のリストア

Windows

IBM Spectrum Protect Recovery Agent を使用して、ファイル・リストアを効率的
に実施し、仮想ボリュームにスナップショットをマウントすることでダウン時間を
最小限にすることができます。

始める前に

重要: 前のバージョンの IBM Spectrum Protect for Virtual Environments では、
recovery agent でマウントおよびファイル・リストアの機能が提供されていまし
た。この機能は引き続き Recovery Agent によってサポートされますが、以下のト
ピックで説明されているように、IBM Spectrum Protect ファイル・リストア・イン
ターフェースが推奨方式です。

53 ページの『第 3 章 ファイル・リストアの概要』

この『IBM Spectrum Protect Recovery Agent 操作』コレクションの内容は、
Recovery Agent 方式を選択するユーザー向けの参照として提供されています。

recovery agent を使用して、ファイル・リストアを効率的に実施し、仮想ボリュー
ムにスナップショットをマウントすることでダウン時間を最小限にすることができ
ます。サポート対象の Windows オペレーティング・システム上では、ファイル・
リストアは、NTFS、FAT、または FAT32 のボリュームのスナップショットでサポ
ートされます。

Microsoft Exchange Server メールボックスの項目をリカバリーするためには、IBM
Spectrum Protect for Mail: Data Protection for Microsoft Exchange Server 製品
と資料を使用する必要があります。 このため、IBM Spectrum Protect for Mail:
Data Protection for Microsoft Exchange Server を有効なライセンスとともに別途
購入する必要があります。詳しくは、次の製品に関する Web サイトを参照してく
ださい。
http://www.ibm.com/software/products/tivostormanaformail/

マウント機能を使用して、動的ディスクまたは GPT ベース・ディスクからの区画
のスナップショットを、仮想ボリュームとしてマウントすることはできません。
MBR ベースの基本ディスクからの区画のみを、仮想ボリュームとしてマウントでき
ます。 仮想 iSCSI ターゲットを作成し、iSCSI イニシエーターを使用してシステム
に接続することによって、GPT ディスク、動的ディスク、またはその他の任意の非
MBR もしくは非基本ディスクからのファイル・リストアが可能です。

重要: ファイル・リストア操作でリストアされるフォルダーおよびファイルに関連付
けられた ACL 値は、リカバリーされたファイルに転送されません。 ACL 値を維
持するためには、ターゲットからファイルをコピーするときに XCOPY コマンドを
使用してください。

先に進む前に、必ず以下の情報を確認してください。

v 217 ページの『Recovery Agent を使用したスナップショットのマウント』
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ファイル・リストアのためにバックアップされた VM ディスクを Windows シ
ステムからマウントする場合、Data Protection for VMware vSphere GUI マウ
ント・ウィザードを使用します。

Microsoft Exchange Server メールボックスの項目をリカバリーするためには、IBM
Spectrum Protect for Mail: Data Protection for Microsoft Exchange Server 製品
と資料を使用する必要があります。 このため、IBM Spectrum Protect for Mail:
Data Protection for Microsoft Exchange Server を有効なライセンスとともに別途
購入する必要があります。詳しくは、次の製品に関する Web サイトを参照してく
ださい。
http://www.ibm.com/software/products/tivostormanaformail/

このタスクについて

Windows Windows システムのファイル・リストアを実行するには、以下の手順
を実行します。

手順
1. ファイルをリストアするシステムにログオンします。 リカバリー・エージェン

トがシステムにインストールされている必要があります。

2. recovery agent GUI は、「スタート」 > 「すべてのプログラム」メニューか
ら開始するか、タスクバーの recovery agent アイコンをクリックして開始し
ます。

3. 「IBM Spectrum Protect サーバーの選択」をクリックして、IBM Spectrum
Protect サーバーに接続します。 ターゲット・ノードは、バックアップが置か
れている場所です。 「ノードのアクセス方式」セクションで異なるノード名を
指定することにより、ターゲット・ノードのデータへのアクセス・レベルを管
理することができます。

指定されたノードにスナップショットが保管されている VM のリストが表示
されます。

4. リストから VM を選択します。 選択した VM のスナップショットのリスト
が表示されます。

ヒント: リスト・ボックスの編集部分にマシン名の最初の数文字を入力するこ
とにより、VM を素早く検索できます。 リストには、入力された文字と一致
するマシンのみが示されます。 マシン名では大文字小文字が区別されます。

VM リスト内に表示されている VM を選択しても、スナップショット・リス
トが空の場合があります。この状態は、以下のいずれかの理由により発生しま
す。

v その VM のスナップショットがまだ正常に完了していない。

v Fromnode オプションが使用されたが、指定されたノードが選択された
VM のリストアを許可されていない。

5. 任意のスナップショット日を選択します。選択したスナップショット内にバッ
クアップされている VM ディスクのリストが表示されます。ディスクを選択
し、「マウント」をクリックします。
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6. 「マウント宛先の選択」ダイアログで、「選択済み区画からの仮想ボリューム
の作成」をチェックします。 選択されたディスク上で使用可能な区画のリスト
が表示されます。 個々の区画について、そのサイズ、ラベル、およびファイ
ル・システムのタイプが表示されます。

v ディスクが MBR ベースでない場合、エラー・メッセージが表示されま
す。

v デフォルトでは、ファイル・リストアに使用可能な区画のみが表示されま
す。

v 元のディスク上に存在していたすべての区画を表示するには、「マウント可
能な区画のみを表示」チェック・ボックスをクリアしてください。

7. 必要な区画を選択します。 サポートされないファイル・システムを使用してフ
ォーマットされた区画は選択できません。

8. 仮想ボリュームのマウント・ポイントとして、ドライブ名または空のフォルダ
ーを指定します。

9. 「OK」をクリックして、ファイルをリカバリーするのに使用する仮想ボリュ
ームを作成します。

10. 仮想ボリュームが作成されると、Windows エクスプローラーを使用して、任
意の場所にファイルをコピーすることができます。

重要: ファイル・リストア操作でリストアされるフォルダーおよびファイルに
関連付けられた ACL 値は、リカバリーされたファイルに転送されません。
ACL 値を維持するためには、ターゲットからファイルをコピーするときに
XCOPY コマンドを使用してください。

Recovery Agent を使用したボリュームのインスタント・リストア
Linux Windows

標準的なボリューム・リストアとは異なり、インスタント・リストアではリスト
ア・プロセスが進行中にもボリュームの内容にアクセスできます。リカバリーされ
るボリュームが使用可能になるまでに必要なダウン時間が短縮されます。 Instant
Restore を開始すると、リストアの進行中にもディスク上のデータを使用できま
す。

Instant Restore では、ローカル・ボリュームのみが処理されます。 「ローカル」
という用語は、IBM Spectrum Protect Recovery Agent を表す場合に使用されま
す。リストアするボリュームを含むゲスト・マシンにインストールされている必要
があるためです。ローカル・ボリュームには、ドライブ名を割り当てる必要があり
ます。インスタント・リストアは、システム・ボリュームのリストアに使用するこ
とはできません。

Instant restore の宛先ボリュームは、基本ディスク上にあるか、またはダイナミッ
ク・ディスク上の単純ボリュームでなければなりません。 宛先ボリュームとして、
スパン・ボリューム、ミラー・ボリューム、または Software RAID 0、RAID 1、
および RAID 5 のボリュームを使用することはできません。 基本ディスクを宛先
ボリュームとして使用した後、この基本ディスクをダイナミック・ディスクに変換
できます。 宛先ボリューム上のファイル・システムは FAT ファイル・システムに
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することはできません。 FAT ボリュームにリストアする計画の場合は、Instant
Restore の試行前に NTFS としてフォーマットする必要があります。

サポート対象のクラスター環境にあるボリュームのインスタント・リストアを実行
できます。 Instant Restore 処理の実行中でも、そのボリュームにアクセスできま
す。 クラスター内の他のボリュームは影響を受けないため、クラスターで作業しな
がら、そのボリュームで並行して作業できます。 Instant Restore の実行中にノー
ドに障害が発生した場合、リストア中のディスクはフェイルオーバーすることがで
きません。

Instant Restore の進行中に、システムがシャットダウンされた場合、インスタン
ト・リストアは、電源の投入後、自動的に同じポイントから処理を続行します。

Recovery Agent を使用した Windows システムからのボリュー
ムのインスタント・リストア

Windows

Instant Restore を使用すると、ボリュームをリストアでき、リストアされたボリュ
ームをほぼ即時に使用できます。 リストアの進行中にもディスク上のデータを使用
できるため、リカバリーされるボリュームが使用可能になるまでに必要なダウン時
間は短縮されます。

始める前に

重要: 前のバージョンの IBM Spectrum Protect for Virtual Environments では、
IBM Spectrum Protect Recovery Agent でマウントおよびファイル・リストアの機
能が提供されていました。この機能は引き続き Recovery Agent によってサポート
されますが、以下のトピックで説明されているように、IBM Spectrum Protect ファ
イル・リストア・インターフェースが推奨方式です。

53 ページの『第 3 章 ファイル・リストアの概要』

この『IBM Spectrum Protect Recovery Agent 操作』コレクションの内容は、
Recovery Agent 方式を選択するユーザー向けの参照として提供されています。

Windows でのインスタント・リストア操作を行うには、ゲスト・マシンに
recovery agent がインストールされている必要があります。

インスタント・リストアは、単純な MBR ベースのディスクであるソース・ボリュ
ーム上の Data Protection for VMware スナップショットからのみ使用可能です。
それらのディスクのボリュームのボリューム・フォーマットは、NTFS、FAT、また
は FAT32 であることが必要です。 ただし、FAT ボリューム上の宛先区画への
Instant Restore はサポートされません。 そのため、FAT としてフォーマットされ
ている宛先区画へのリストアを計画する場合は、リストアを試行する前に、その区
画を NTFS としてフォーマットする必要があります。 さらに、Instant Restore 用
の宛先ボリュームを選択する際は、仮想 iSCSI ディスクではなく、必ず物理ディス
クにあるボリュームを選択してください。

v ボリュームをリストアする場合、既存のストレージ・ボリュームへのデータの上
書きを伴います。 リストアの開始後、現在のボリュームの内容は永久に消去さ
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れます。 リストアを開始する前に、正しいボリュームが選択されていること、
およびそのボリュームを使用しているオープン・ハンドルまたはプロセスがない
ことを確認してください。

v ターゲットのリストア・ボリュームで実行中のオープン・ファイルまたはアプリ
ケーションがある場合、リストア操作は失敗します。 「宛先ボリュームのオー
プン・ハンドルを無視」を選択すると、Data Protection for VMware は宛先ボ
リュームで実行中のオープン・ファイルおよびアプリケーションを無視します。
この状態は、ターゲット・ボリュームでオープン中のアプリケーションで問題を
生じさせ、ファイルのデータを失う原因となる可能性があります。

リストア・プロセスのプロセッサー使用量を調整するには「最大 CPU」スライダー
を使用します。

リストア・プロセスを取り消す場合は、進行中のインスタント・リストア・セッシ
ョンを選択し、「打ち切り」をクリックします。 ターゲット・ドライブ上のすべて
のデータが失われます。 「すべて打ち切り」をクリックして、すべてのプロセスを
取り消せます。 「打ち切り」または「すべて打ち切り」がクリックされずにインス
タント・リストアが停止された場合、リストアされたボリュームは有効なボリュー
ムとして表示されますが、ボリューム上のデータは無効です。 データは部分的にリ
ストアされましたが、リストア・プロセスは未完了で、シャットダウンが異常終了
だったため、このデータは無効です。

Instant Restore の実行中にサービスが停止されても、そのボリュームは有効なボリ
ュームのように見えます。 しかし、そのボリュームのまだリストアされていないエ
リアにアクセスしようとすると失敗し、データが壊れているように見えます。 サー
ビスが再開された後に、リストア処理が続行されると、そのデータは有効になりま
す。 Instant Restore の実行中に電源障害が発生した場合、マシンの再始動後に、
そのボリュームはフォーマットされていないように見えます。 ボリュームのフォー
マットまたは変更は行わないでください。 サービスが開始された後に、Instant
Restore 処理が再開されると、そのボリュームは有効になります。

一時的な問題により、セッションが実行できなくなることがあります。 例えば、ネ
ットワーク上の問題により、IBM Spectrum Protect サーバーに一時的にアクセスで
きなくなることがあります。この場合、Instant Restore セッションは一時停止しま
す。 一時停止後にリストア・プロセスを続行するには、インスタント・リストア・
リスト内の該当する行を選択し、「再開」をクリックします。 セッションが一時停
止されている期間中は、ボリュームのまだリストアされていない部分にはアクセス
できません。

Instant Restore を使用して、動的ディスク上の単純ボリュームにリストアできま
す。 ただし、ソース・ボリュームは MBR ベースのディスクでなければなりませ
ん。ソース・ボリュームには動的ディスクを使用できません。このリストアを行う
と、ディスク状況が「オンライン (エラー)」に変わることがあります。 しかも、デ
ィスク上のすべてのボリュームの状況が「危険」に変わることがあります。 ディス
ク状況のこの変更は、ネットワーク・トラフィックが多すぎて Instant Restore が
作動できない場合に生じる可能性があります。 この状態では、ボリュームはオンラ
インであり、マウントされています。 「コンピューターの管理コンソール」に移動
して、ディスクおよびボリューム状況を正常に戻すことができます。ディスクを右
クリックし、その後「ディスクの再始動」をクリックします。
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先に進む前に、必ず以下の情報を確認してください。

v 217 ページの『Recovery Agent を使用したスナップショットのマウント』

v 223 ページの『Recovery Agent を使用したボリュームのインスタント・リスト
ア』

recovery agent GUI を構成してから、ファイル・リストア操作を試行する必要があ
ります。構成するには、recovery agent GUI の「IBM Spectrum Protect サーバー
の選択」および「設定」をクリックし、必要な情報を入力してください。

このタスクについて

リストア・プロセスのプロセッサー使用量を調整するには「最大 CPU」スライダー
を使用します。

リストア・プロセスを取り消す場合は、進行中のインスタント・リストア・セッシ
ョンを選択し、「打ち切り」をクリックします。 ターゲット・ドライブ上のすべて
のデータが失われます。 「すべて打ち切り」をクリックして、すべてのプロセスを
取り消せます。 「打ち切り」または「すべて打ち切り」がクリックされずにインス
タント・リストアが停止された場合、リストアされたボリュームは有効なボリュー
ムとして表示されますが、ボリューム上のデータは無効です。 データは部分的にリ
ストアされましたが、リストア・プロセスは未完了で、シャットダウンが異常終了
だったため、このデータは無効です。

Instant Restore の実行中にサービスが停止されても、そのボリュームは有効なボリ
ュームのように見えます。 しかし、そのボリュームのまだリストアされていないエ
リアにアクセスしようとすると失敗し、データが壊れているように見えます。 サー
ビスが再開された後に、リストア処理が続行されると、そのデータは有効になりま
す。 Instant Restore の実行中に電源障害が発生した場合、マシンの起動後に、そ
のボリュームはフォーマットされていないように見えます。 サービスが開始された
後に、Instant Restore 処理が再開されると、そのボリュームは有効になります。

一時的な問題により、セッションが実行できなくなることがあります。 例えば、ネ
ットワーク上の問題により、IBM Spectrum Protect サーバーに一時的にアクセスで
きなくなることがあります。この場合、Instant Restore セッションは一時停止しま
す。 一時停止後にリストア・プロセスを続行するには、インスタント・リストア・
リスト内の該当する行を選択し、「再開」をクリックします。 セッションが一時停
止されている期間中は、ボリュームのまだリストアされていない部分にはアクセス
できません。

Instant Restore を使用して、ダイナミック・ディスク上の単純ボリュームをリスト
アできます。 宛先ボリュームにはダイナミック・ディスクを使用できますが、ソー
ス・ボリュームにはダイナミック・ディスクを使用できません。このリストアを行
うと、ディスク状況が「オンライン (エラー)」に変わることがあります。 しかも、
ディスク上のすべてのボリュームの状況が「危険」に変わることがあります。 ディ
スク状況のこの変更は、ネットワーク・トラフィックが多すぎて Instant Restore
が作動できない場合に生じる可能性があります。 この状態では、ボリュームはオン
ラインであり、マウントされています。 「コンピューターの管理コンソール」に移
動して、ディスクおよびボリューム状況を正常に戻すことができます。ディスクを
右クリックし、その後「ディスクの再始動」をクリックします。
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手順

Instant Restore を実行するには、以下の手順を実行します。

1. ゲスト・マシン上で、「スタート」 > 「すべてのプログラム」メニューから、
あるいはタスクバーの recovery agent アイコンをクリックして、recovery
agent GUI を開始します。

2. recovery agent ウィンドウ内で、「IBM Spectrum Protect サーバーの選択」
をクリックして、ソースとして使用する IBM Spectrum Protect サーバーを選
択します。「IBM Spectrum Protect サーバーの選択」リストには複数のサー
バーが含まれるように思われますが、このリストに含まれるサーバーは最大で 1
つのみです。 recovery agent は、保護対象の VM のリストに対してサーバー
を照会し、リストを表示します。

3. VM、日付、時刻、およびディスクを選択して、「リストア」をクリックしま
す。

4. recovery agent は、選択されたディスク上で使用可能な区画のリストを表示し
ます。 個々の区画について、そのサイズ、ラベル、およびファイル・システム
のタイプが表示されます。 必要な区画を選択します。 デフォルトでは、リスト
ア可能な区画のみが表示されます。 1 つ以上のディスクで使用可能なすべての
区画を表示するには、「リストア可能な区画のみを表示」チェック・ボックスを
クリアします。 必要な区画をリストから選択します。

注:

v ドライブ名は表示されません。

v ディスクを解析できない場合は、エラー・メッセージが表示され、「Instant
Restore」ダイアログが閉じます。 例えば、ディスクがダイナミックか、ま
たは GUID パーティション・テーブル (GPT) の場合は、この状況が発生し
ます。

5. データがリストアされる宛先区画を選択します。 宛先のサイズは、ソースのサ
イズ以上でなければなりません。

6. 「リストア」をクリックします。

7. 確認メッセージが表示されます。 この情報を確認したら「はい」をクリックし
ます。 リストア・プロセスが始まります。「Instant Restore」セクションで、
リストア・プロセスの状況を確認することができます。 状況がリストアに変わ
ると、ボリュームが使用できるようになります。
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付録 C. Data Protection for VMware vSphere GUIのメッセー
ジ

この情報には、Data Protection for VMware vSphere GUIが発行するメッセージの
説明と推奨アクションについて記載されています。

Data Protection for VMware vSphere GUIに表示される、FMM 接頭部を含むメッ
セージについては、以下の Web サイトにメッセージ情報があります:
FMM、FMF、FMV、FMX、FMY: IBM Spectrum Protect Snapshot メッセージ。

GVM0001E 操作が失敗しました。戻りコード:return
code

GVM0002E 内部エラーが発生しました: type of error

GVM0003E IBM Spectrum Protect サーバーとの接
続を確立できませんでした。

説明: サーバーが稼働していない可能性があります。

管理者の応答: サーバー・マシンとのネットワーク接続
を確認します。 サーバーが稼働していることを確認し
て、ログインを再試行してください。

GVM0004W このデータを本当に削除しますか?

説明: データの削除後にこのデータを回復することはで
きません。 データを削除する前に、不要であるように
してください。

管理者の応答: データを削除する場合は「OK」、この
アクションを取り消す場合は「キャンセル」をクリック
します。

GVM0005W IBM Spectrum Protect サーバーとの接
続がタイムアウトになりました。

説明: 考えられる原因として、操作の長時間実行、サー
バー上の問題、または通信の問題が挙げられます。

管理者の応答: 操作が長時間実行中の場合、その操作は
完了しているか、まもなく完了する可能性があります。
操作を再試行する前に、予期される結果となっているか
判別します。 次のようにして、IBM Spectrum Protect
サーバーのアクティビティー・ログで操作に関するエラ
ーがないか確認してください。SSL を選択しないで SSL
ポートを使用すると、このエラーを引き起こします。

GVM0006I サーバー名 server name のサーバー接続
は正常に作成されました。OK をクリッ
クして継続します。

GVM0007W IBM Spectrum Protect サーバーの定義
が見つかりません。

説明: サーバーの操作や照会を実行する場合は、事前に
IBM Spectrum Protect サーバーの接続を定義する必要
があります。

管理者の応答: サーバーを定義するには、以下のように
します。

1. 「構成」タブをクリックします。

2. 「構成設定の編集」アクション・リンクをクリック
します。

3. 「IBM Spectrum Protect サーバー資格情報」タブ
をクリックします。

GVM0008E サーバーのデータベース・ファイル
tsmserver.props への書き込み中にエラー
が発生しました

説明: サーバーの定義を tsmserver.props ファイルに
書き込めませんでした。

管理者の応答: このファイルは IBM Spectrum Protect
のインストール・ディレクトリーになければなりませ
ん。アクションを再試行する前に、ファイルが存在して
おり、ファイルが書き込み保護されていないことを確認
します。

GVM0011I VM VM name は複数のデータ・ストア
にまたがっています。これはその元の位置
にしかリストアできません。

GVM0011W VM VM name は存在します。上書きし
ますか?
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GVM0012W VM VM name は実行中です。システム
の電源が切れていることを確認してから、
「OK」を押して続行します。

GVM0020E vCenter サーバーとの接続を確立できま
せんでした。

説明: サーバーが稼働していない可能性があります。

管理者の応答: これは、ネットワークの問題を示してい
る可能性があります。 サーバーが稼働していてマシン
がアクセス可能であるようにしてください。 アクショ
ンを再試行してください

GVM0021I vCenter サーバーとの接続が確立されま
した。

GVM0022E VMCLI の inquire_config コマンドが失
敗しました。以下のメッセージがこのエラ
ーについて説明しています。

説明: Derby データベースが稼働していない可能性が
あります。

管理者の応答: 問題を修正してください。 アクション
を再試行してください

GVM0023I VMCLI の inquire_config コマンドが正
常に完了しました。

GVM0024E インストールされている製品 (複数の場合
あり) の判別に失敗しました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 問題を修正してください。 アクション
を再試行してください

GVM0025I インストールされている製品 (複数の場合
あり) が正常に判別されました。

GVM0026E 複数のリストア・ポイントが選択されまし
たが、それらは同じデータ・センター内に
ありません。

説明: 異なるデータ・センターからのリストア・ポイン
トの選択は許可されません。 リストア・ポイントはす
べて同じデータ・センター内になければなりません。

管理者の応答: 同じデータ・センターからリストア・ポ
イントを選択するか、あるいはリストア・ポイントを 1
つだけ選択してください。

GVM0027E 複数のリストア・ポイントが選択されまし
たが、それらは同じバックアップからのも
のでありません。

説明: 異なるバックアップからのリストア・ポイントの
選択は許可されません。 リストア・ポイントはすべて
同じバックアップ内になければなりません。

管理者の応答: IBM Spectrum Protect Snapshot から
のリストアの場合、すべてのリストア・ポイントが同じ
バックアップからのものでなければなりません。異なる
バックアップからの複数の VM をリストアすることは
できません。

GVM0028E 重要な構成ファイルが欠落しています:
vmcliConfiguration.xml。

説明: ファイル vmcliConfiguration.xml が GUI の操
作に必要ですが、GUI セッションの始動中に見つかり
ませんでした。 これは異常な問題で、インストールの
問題またはファイルの手動編集が原因の可能性がありま
す。

管理者の応答: ファイルが正しいディレクトリー内にあ
るか、正しいアクセス権限が設定されているか、および
そのコンテンツに対して有効な構文になっているかを確
認してください。 GUI へのアクセスを再試行してくだ
さい。

GVM0029E ファイル vmcliConfiguration.xml 内の
無効な mode タグ。

説明: ファイル vmcliConfiguration.xml 内の xml タ
グ mode が GUI の操作に必要ですが、欠落している
か、誤った値を持っています。 これは、インストール
の問題またはファイルの手動編集が原因の可能性があり
ます。

管理者の応答: タグに有効な値が指定されていることを
確認してください。 GUI へのアクセスを再試行してく
ださい。

GVM0030E ファイル vmcliConfiguration.xml 内の
無効な enable_direct_start タグ。

説明: ファイル vmcliConfiguration.xml 内の xml タ
グ enable_direct_start が GUI の操作に必要ですが、欠
落しているか、誤った値を持っています。 これは、イ
ンストールの問題またはファイルの手動編集が原因の可
能性があります。

管理者の応答: タグに有効な値が指定されていることを
確認してください。 GUI へのアクセスを再試行してく
ださい。
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GVM0031E ファイル vmcliConfiguration.xml 内
の、指定された mode タグに無効な
URL タグ。

説明: ファイル vmcliConfiguration.xml 内の、指定さ
れている mode タグに対応する URL タグが GUI の
操作に必要ですが、欠落しているか、誤った値を持って
います。 これは、インストールの問題またはファイル
の手動編集が原因の可能性があります。

管理者の応答: URL タグに、指定された mode に有効
な値が正しく指定されていることを確認してください。
GUI へのアクセスを再試行してください。

GVM0032E ファイル vmcliConfiguration.xml 内の
無効な VMCLIPath タグ。

説明: ファイル vmcliConfiguration.xml 内の xml タ
グ VMCLIPath が GUI の操作に必要ですが、欠落して
いるか、誤った値を持っています。 これは、インスト
ールの問題またはファイルの手動編集が原因の可能性が
あります。

管理者の応答: タグに有効な値が指定されていることを
確認してください。 GUI へのアクセスを再試行してく
ださい。

GVM0033E ファイル vmcliConfiguration.xml 内の
無効な interruptDelay タグ。

説明: ファイル vmcliConfiguration.xml 内の xml タ
グ interruptDelay が GUI の操作に必要ですが、欠落
しているか、誤った値を持っています。 これは、イン
ストールの問題またはファイルの手動編集が原因の可能
性があります。

管理者の応答: タグに有効な値が指定されていることを
確認してください。 GUI へのアクセスを再試行してく
ださい。

GVM0099E 入力された VM 名 VM name が既存の
VM と競合しています。 別の名前を入力
してください。

GVM0100E Web サーバーへの要求の処理中にエラー
が発生しました。 このエラーが解決され
ない場合は、Web サーバーとのネットワ
ーク接続を確認し、Web サーバーが稼働
中であることを確認します。詳細:
exception exception message

GVM0101E サーバーへの要求に時間がかかりすぎて完
了できませんでした。 このエラーが解決
されない場合は、Web サーバーとのネッ
トワーク接続を確認し、Web サーバーが
稼動中であることを確認します。

GVM0102E Web サーバーからの応答の処理中にエラ
ーが発生しました。詳細: error

GVM0103E Web サーバー要求の作成中にエラーが発
生しました。 このエラーが解決されない
場合は、Web サーバーとのネットワーク
接続を確認し、Web サーバーが稼働中で
あることを確認します。エラー: message

GVM0104E 一致する装置クラスが見つかりません。
ソース・ページに戻って再度選択してくだ
さい。

GVM0105E 一致するプロキシー・ノードが見つかりま
せん。 ソース・ページに戻って再度選択
してください。

GVM0106E 使用可能なプロキシー ESX ホストがあり
ません。

GVM0107I パスワードが正常に設定されました。

GVM0108E パスワードの設定が失敗しました。エラー
: message

説明: パスワードが間違っている可能性があるか、サー
バーが稼働していません。

管理者の応答: パスワードが正しいことを確認して、ア
クションを再試行してください。 あるいは、サーバ
ー・マシンとのネットワーク接続を調べて、サーバーが
稼働していることを確認してから、アクションを再試行
してください。

GVM0109E 管理対象ドメインの獲得が失敗しました。
エラー: message

GVM0110E 複数のリストア・ポイントが選択されまし
たが、それらは同じバックアップ・タイプ
でありません。

説明: 異なるタイプのリストア・ポイントの選択は許可
されません。 リストア・ポイントはすべて IBM
Spectrum Protect サーバー上または IBM Spectrum
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Protect Snapshot リポジトリー内になければなりませ
ん。

管理者の応答: 同じタイプのリストア・ポイントを選択
するか、あるいはリストア・ポイントを 1 つだけ選択
してください。

GVM0111E バックアップ ID がヌルです。

説明: 内部エラーが発生しました。

管理者の応答: テーブルを最新表示し、アクションを再
実行してください。

GVM0112E タスク ID がヌルです。

説明: 内部エラーが発生しました。

管理者の応答: テーブルを最新表示し、アクションを再
実行してください。

GVM0113E ポップアップ・ウィンドウを開けませんで
した。

説明: 内部エラーが発生しました。

管理者の応答: アクションを再試行してください

GVM0114E 仮想マシン名がヌルです。

説明: 内部エラーが発生しました。

管理者の応答: テーブルを最新表示し、アクションを再
実行してください。

GVM0115E データ・ストアが存在しません。

説明: 内部エラーが発生しました。

管理者の応答: テーブルを最新表示し、アクションを再
実行してください。

GVM0116I 何も選択されませんでした。仮想マシン全
体が付加されます。

説明: 何も選択されませんでした。

管理者の応答: アクションを続行するか、取り消してく
ださい。

GVM0117I ドメインが正常に設定されました。

GVM0118E ドメインの設定が失敗しました。エラー:
message

説明: サーバーが稼働していない可能性があります。フ
ァイル・ディレクトリーに対する許可が正しくない可能
性があります。

管理者の応答: サーバー・マシンとのネットワーク接続
を確認します。 サーバーが稼働していることを確認
し、アクションを再試行してください。エラーが正しく
ない許可を示している場合は、SystemErr.log に示され
ているディレクトリーの許可を調べてください。

GVM0119E このスケジュールでは、アクティブ・ドメ
インにない以下のデータ・センターを使用
する必要があります。 データ・センター:
listアクション: このスケジュールは更新
されない可能性があります。代わりに、デ
ータ・センターを含めるようにドメイン構
成を更新するか、またはこれらのデータ・
センターに依存しない新しいスケジュール
を作成してください。 詳細: スケジュー
ル定義は以下のとおりです。 スケジュー
ルの要約 summary

GVM0120E このスケジュールでは、システムに認識さ
れていない以下のデータ・センターを使用
する必要があります。 データ・センター:
list アクション: このスケジュールは更新
されない可能性があります。代わりに、こ
れらのデータ・センターに依存しない新し
いスケジュールを作成してください。 詳
細: スケジュール定義は以下のとおりで
す。 スケジュールの要約: summary

GVM0121E このスケジュールでは、システムに認識さ
れていない以下のホストを使用する必要が
あります。 ホスト: list アクション: この
スケジュールは更新されない可能性があり
ます。代わりに、これらのホストに依存し
ない新しいスケジュールを作成してくださ
い。 詳細: スケジュール定義は以下のと
おりです。 スケジュールの要約:
summary

GVM0122E このスケジュールでは、システムに認識さ
れていない以下のデータ・ストアを使用す
る必要があります。 データ・ストア: list
アクション: このスケジュールは更新され
ない可能性があります。代わりに、これら
のデータ・ストアに依存しない新しいスケ
ジュールを作成してください。 詳細: ス
ケジュール定義は以下のとおりです。 ス
ケジュールの要約: summary
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GVM0123E このスケジュールでは、システムに認識さ
れていない以下の仮想マシンを使用する必
要があります。 仮想マシン: list アクシ
ョン: このスケジュールは更新されない可
能性があります。代わりに、これらの仮想
マシンに依存しない新しいスケジュールを
作成してください。 詳細: スケジュール
定義は以下のとおりです。 スケジュール
の要約: summary

GVM0124I パスワードが正常に設定されました。 警
告: message

説明: パスワードは正常に設定されましたが、警告が表
示されました。

管理者の応答: 警告メッセージで説明されているアクシ
ョンに従ってください。

GVM0125E Web サーバー要求の作成中にエラーが発
生しました。 このエラーが解決されない
場合は、Web サーバーとのネットワーク
接続を確認し、Web サーバーが稼動中で
あることを確認します。 エラー: error

GVM1100E 次のコマンドには、サーバーからの確認応
答が必要です: Command

説明: コマンドが出されたため、応答をする必要があり
ます。 一部のコマンドは確認応答が必要ですが、この
ような応答は IBM Spectrum Protect GUI からは実行
できません。

管理者の応答: コマンドをコマンド・ラインから出して
ください。

GVM1101E 次のコマンドはサーバーに認識されません
: Command

説明: 不明なコマンドがサーバーに対して出されまし
た。 このコマンドがサーバー・バージョンおよびプラ
ットフォームに対して有効でないか、コマンド構文が誤
っている可能性があります。

管理者の応答: コマンドがサーバー・バージョンおよび
プラットフォームに対して有効であることを確認し、コ
マンド構文が正しいことを確認してください。

GVM1102E 次のコマンドの構文が誤っています:
Command。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 構文を訂正し、コマンドをコマンド・ラ
インから出してください。 IBM Spectrum Protect サー

バーのアクティビティー・ログに、このコマンドの前後
に出されたすべてのコマンドが表示されます。

GVM1103E 内部サーバー・エラーが発生しました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: コマンドを再試行してください これが
うまくいかない場合には、お客様サポートに連絡してく
ださい。 トレース情報および障害発生前に実行された
アクションに関する情報の提出を依頼される場合があり
ます。

GVM1104E 要求の処理中にサーバーがメモリー不足に
なりました。 IBM Spectrum Protect サ
ーバーで不要なプロセスを閉じてから、操
作を再試行してください。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。

GVM1105E データベース回復ログがフルです。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、回復ログ
を拡張するか、IBM Spectrum Protect サーバー・デー
タベースをバックアップしてください。IBM Spectrum
Protect サーバーの管理者にお問い合わせください。

GVM1106E サーバー・データベースは満杯です。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、サーバ
ー・データベースを拡張してください。 IBM Spectrum
Protect サーバーの管理者にお問い合わせください。

GVM1107E サーバーのストレージ・スペースが不足し
ています。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。

GVM1108E このアクションを実行する許可がありませ
ん。 システム権限を持つ管理者が、ご使
用の権限レベルを変更して、このアクショ
ンの実行を許可することができます。
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GVM1109E アクセスを試みているオブジェクトがサー
バーに存在しません。

GVM1110E アクセスを試みているオブジェクトは、別
のセッションまたはプロセスによって現在
使用中です。 あとでアクションを再試行
してください。

GVM1111E 削除を試みているオブジェクトは、サーバ
ーに定義された別のオブジェクトによって
参照されています。 このオブジェクトを
削除する前に、別のオブジェクトを削除し
てください。

GVM1112E アクセスまたは削除を試みているオブジェ
クトが利用不能です。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。

GVM1113E 要求の処理中にサーバーにて入出力エラー
が起こりました。 詳細については、オペ
レーティング・システム・イベントまたは
エラー・ログを参照してください。

GVM1114E トランザクションにコミットできなかった
ため、アクションに失敗しました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: あとでアクションを再試行してくださ
い。 アクションを再試行する前に、IBM Spectrum
Protect サーバーの管理者にお問い合わせください。

GVM1115E リソースのロック対立が起こったためアク
ションが失敗しました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: あとでアクションを再試行してくださ
い。 アクションを再試行する前に、IBM Spectrum
Protect サーバーの管理者にお問い合わせください。

GVM1116E モード対立により、アクションが失敗しま
した。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: あとでアクションを再試行してくださ
い。 アクションを再試行する前に、IBM Spectrum
Protect サーバーの管理者にお問い合わせください。

GVM1117E サーバーが新規スレッドを開始できなかっ
たために、アクションは失敗しました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: あとでアクションを再試行してくださ
い。 アクションを再試行する前に、IBM Spectrum
Protect サーバーの管理者にお問い合わせください。

GVM1118E サーバーは、このアクションを実行するラ
イセンス交付を受けていません。 ライセ
ンスを購入している場合は、コマンド・ラ
インを使用してライセンスを登録してくだ
さい。

GVM1119E 無効な宛先が指定されました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 別の宛先を入力するか、有効な宛先を指
定して構成を更新して、アクションを再試行してくださ
い。

GVM1120E 指定された入力ファイルをオープンできま
せん。 ファイル名およびディレクトリー
の権限を検証してから、アクションを再試
行してください。

GVM1121E 指定された出力ファイルをオープンできま
せん。 ファイル名およびディレクトリー
の権限を検証してから、アクションを再試
行してください。

GVM1122E 指定された出力ファイルへの書き込み中に
エラーが発生しました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: ファイル・システムに十分なスペースが
あるようにします。 詳細については、オペレーティン
グ・システム・イベントまたはエラー・ログを確認して
ください。

GVM1123E 指定された管理者はこのサーバーに対して
定義されていません。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 管理者名が正しく入力されているように
してください。 アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。
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GVM1124E SQL ステートメントは処理することがで
きません。

説明: SQL ステートメントの処理中に例外が発生しま
した。 例外として、ゼロ除算、計算オーバーフロー、
一時的に使用できないテーブル・ストレージ・スペー
ス、およびデータ・タイプ・エラーなどが考えられま
す。

管理者の応答: SQL 照会を訂正し、再試行してくださ
い。

GVM1125E この操作は、このオブジェクトに許可され
ていません。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。

GVM1126E テーブルがサーバー・データベース内で見
つかりません。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。

GVM1127E 指定したファイル・スペース名は、このフ
ァイル・スペース・タイプと互換性があり
ません。

説明: ユニコード・ファイル・スペース名は、非ユニコ
ードの名前と互換性がありません。

管理者の応答: 正しいタイプのファイル・スペース名を
入力し、アクションを再試行してください。

GVM1128E 無効な TCP/IP アドレスが指定されまし
た。 TCP/IP アドレスを検証して、アク
ションを再試行してください。

GVM1129E 検索条件に一致するオブジェクトが見つか
りません。

GVM1130E このサーバーでは、ご使用の管理 ID が
ロックされています。 システム権限をも
つ管理者が ID をアンロックできます。

GVM1131E アクションの実行中にサーバーへの接続が
失われました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: これは、ネットワークの問題を示してい
る可能性があります。 サーバーが稼働していてマシン
がアクセス可能であるようにしてください。 アクショ
ンを再試行してください。

GVM1132E ご使用の ID またはパスワードは、この
サーバーでは無効です。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 「構成」タブから構成エディターを起動
し、IBM Spectrum Protect サーバーに対して有効な
ID またはパスワードを入力します。

GVM1133E このサーバーでは、ご使用のパスワードは
有効期限が切れています。

説明: ご使用の IBM Spectrum Protect パスワードの
有効期限が切れました。

管理者の応答: IBM Spectrum Protect サーバーでパス
ワードをリセットするか、IBM Spectrum Protect サー
バー管理者に連絡してリセットを依頼してください。

GVM1134E サーバーは新規セッションを受け入れられ
ません。 セッションがこのサーバーに対
して無効になっている場合、コマンド・ラ
インから ENABLE SESSIONS コマンド
を出します。

GVM1135E 要求の処理中に通信障害が起こりました。
あとでアクションを再試行してください。

GVM1136E 要求の処理中に、管理 API で内部エラー
が発生しました。

GVM1137E 管理 API は、サーバーから送信されたコ
マンド文書を処理できません。

説明: XML コマンド文書を解析できません。 ファイ
ルを読み取ることができないか、ファイルが破壊されて
います。

管理者の応答: アクションを再試行する前に、IBM
Spectrum Protect サーバーの管理者にお問い合わせく
ださい。
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GVM1138E 次のは、1 つ以上の無効なパラメーターを
含んでいます。command。

説明: IBM Spectrum Protect GUI はコマンドを実行
しようとしましたが、API の呼び出しに 1 つ以上の無
効なパラメーターが含まれていました。

管理者の応答: コマンドのパラメーターを確認してくだ
さい。 フィールドにテキストを入力した場合、パラメ
ーターの誤りが見つかる可能性があります。見つかった
ら訂正します。 アクティビティー・ログを表示する
と、問題の原因を判別する上で役立ちます。 アクショ
ンを再試行する前に、IBM Spectrum Protect サーバー
の管理者にお問い合わせください。

GVM1139E 要求の処理中に、管理 API は無効なパラ
メーターを検出しました。

説明: コマンドが管理 API を使用して実行されました
が、API メソッドに対するいずれかのパラメーターが無
効でした。

管理者の応答: 通常、これは内部エラーですが、異常な
パラメーターによって引き起こされている可能性があり
ます。 例えば、< > & などの文字は問題の原因となり
ます。 コマンドのパラメーターを確認してください。
フィールドにテキストを入力した場合、パラメーターの
誤りが見つかる可能性があります。見つかったら訂正し
ます。

GVM1140E このサーバーでの管理者権限レベルを判別
できません。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 別の管理者 ID を使用します。 アクシ
ョンを再試行する前に、IBM Spectrum Protect サーバ
ーの管理者にお問い合わせください。

GVM1141E 指定した名前のオブジェクトは、既にサー
バーに存在します。 別の名前を入力して
ください。

GVM1142E サーバーのバージョンが IBM Spectrum
Protect GUI によってサポートされてい
ません。

GVM1143E 内部エラーが発生しました。

説明: 内部エラーを検出した後、操作が失敗しました。

管理者の応答: 操作を再試行します。 これがうまくい
かない場合には、お客様サポートに連絡してください。
トレース情報および障害発生前に実行されたアクション
に関する情報の提出を依頼される場合があります。

GVM1144E 操作が失敗しました。詳しくはログを確認
してください。

GVM1145E 終了日時の形式が間違っています。
yyyyMMddHHmmss の形式で終了日時
を入力してください。

GVM1146E 申し訳ありません。バックアップ・タスク
の説明はファイルに作成されませんでし
た。 やり直してください。

説明: バックアップ・ウィザードの一般ページでは、通
常バックアップ・タスクの説明を入力できます。

GVM1147E 入力した ESXHOST 名が長すぎます。
短い名前に変更してください。

GVM1148E バックアップ ID が間違っています。 や
り直してください。

GVM1150E バックアップ・オブジェクト・ファイルの
処理中にエラーが発生しました。 後で再
試行してください。

説明: バックアップ・ウィザードで「送信」をクリック
すると、オブジェクト・リストがファイルに保管されま
す。 このファイルを処理している時にエラーが発生し
ました。

GVM1151E バックアップ・オブジェクトが選択されて
いません。 バックアップするソース・ノ
ードを選択してください。

説明: バックアップ・タスクを開始するには、バックア
ップ・ウィザードのソース・ページでオブジェクトを選
択する必要があります。

GVM1152E 開始日時の形式が間違っています。
yyyyMMddHHmmss の形式で開始日時
を入力してください。

GVM1153I バックアップ・タスク Task Name が開始
しました。このタスクをモニターしますか
?

GVM1154I バックアップ・タスクの削除が正常に完了
しました。
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GVM1155E バックアップ・タスクの削除に失敗しまし
た。詳しくはログを確認してください。

GVM1156I リストア・タスク Task ID が正常に開始
されました。このタスクをモニターします
か?

GVM1157E Error Or Warning

GVM1158I マウントされたバックアップ項目をリスト
アできませんでした。

GVM1159I 付加の結果は status です ( タスク ID:
Task ID )。詳しくは、イベント・リスト
を参照してください。

GVM1160I 切り離しの結果は status です ( タスク
ID: Task ID )。詳しくは、イベント・リ
ストを参照してください。

GVM1161I コマンドは正常に IBM Spectrum
Protect サーバーに送信されました。詳細:
Server Messages

GVM1162E IBM Spectrum Protect サーバーに送信
されたコマンドが失敗しました。エラー:
Error Code Error Messages

説明: この問題の原因は、メッセージ・テキストに示さ
れています。

管理者の応答: メッセージ・テキストに示されている情
報に基づいて、問題を修正してください。 その後、ア
クションを再試行してください。

GVM1163E IBM Spectrum Protect サーバーの接続
がありません。構成パネルで IBM
Spectrum Protect サーバーを構成してく
ださい。

GVM1164E 選択された項目は 1 つのデータ・センタ
ーでのみ使用可能です。

GVM1165E 認証に失敗しました。 vCenter に接続で
きませんでした。 VMware vSphere ク
ライアントを使用してログインして、セッ
ションが有効であることを確認してくださ
い。

GVM1166E 認証に失敗しました。 VMware vSphere
クライアントを使用してログインしてくだ
さい。

GVM1167E 仮想マシン VM name が存在していま
す。 リストアする前に、まずその仮想マ
シンを削除してください。

GVM1168E ターゲット仮想マシン VM name が稼働
中です。仮想マシンを閉じてから、仮想デ
ィスクをリストアしてください。

GVM1169E 選択した仮想ディスクには、ターゲット仮
想マシンに存在しているものがあります。
その仮想ディスクをターゲット仮想マシン
から削除してから、リストアを行ってくだ
さい。

GVM1170E VMCLI コマンドが失敗しました。 エラ
ー: Error Messages

説明: この問題の原因は、メッセージ・テキストに示さ
れています。

管理者の応答: メッセージ・テキストに示されている情
報に基づいて、問題を修正してください。 その後、ア
クションを再試行してください。

GVM1171E VMware vCenter サーバーに送信された
要求が失敗しました。 エラー: Error
Messages

説明: この問題の原因は、メッセージ・テキストに示さ
れています。

管理者の応答: メッセージ・テキストに示されている情
報に基づいて、問題を修正してください。 その後、ア
クションを再試行してください。

GVM1172E IBM Spectrum Protect サーバーに送信
されたコマンドが失敗しました。エラー:
Error Messages

説明: この問題の原因は、メッセージ・テキストに示さ
れています。

管理者の応答: メッセージ・テキストに示されている情
報に基づいて、問題を修正してください。 その後、ア
クションを再試行してください。
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GVM1173E 「summary.date.log」形式のファイルが
パス path 内で見つかりません。

GVM1174E VMCLI inquire_config コマンドを使用
して、IBM Spectrum Protect Snapshot
インストール・パスを見つけることができ
ません。

GVM1175E バージョンを取得するための VMCLI コ
マンドが失敗しました。

GVM1176I バックアップ・タスク Task ID が開始し
ました。このタスクをモニターしますか?

GVM1177E IBM Spectrum Protect Web サーバーに
接続できませんでした。

説明: IBM Spectrum Protect GUI は Web サーバー
への接続を試みました。操作は正常終了しませんでし
た。

管理者の応答: 以下のステップを 1 つ以上実行して、
問題の判別を試みてください。IBM Spectrum Protect
Web Server が稼働中であることを確認する。Web サ
ーバー・マシンが稼働中であることを確認する。Web
サーバー・マシンがネットワークでアクセス可能である
ことを確認する。IBM Spectrum Protect GUI を閉じ
る。問題が解決したら、GUI を再始動してください。

GVM1178I コマンドは正常にサーバーに送信されまし
た。

GVM1179E データ・センター datacenter name にホス
トが見つかりません。リストアする別のデ
ータ・センターを選択します。

GVM1180W スケジュールには、必要なパラメーターが
すべて含まれているわけではない。 スケ
ジュールはプロパティー・ノートブックに
表示できません。

説明: このスケジュールは、IBM Spectrum Protect
GUI の外部で作成したり、変更したりされた可能性が
あります。

管理者の応答: このスケジュールは、IBM Spectrum
Protect GUI の外部で変更する必要があります。

GVM1181W 1 つ以上の VM が存在します。 リスト
ア操作を続行して、既存の VM を上書き
しますか?

GVM1182E 指定された管理者 ID には十分な特権が
ありません。

説明: 試みている操作では、IBM Spectrum Protect サ
ーバー管理者 ID が少なくとも無制限ポリシー特権を持
っている必要があります。

管理者の応答: IBM Spectrum Protect サーバー管理者
に連絡して、管理 ID に無制限ポリシー特権を付与する
ように依頼してください。あるいは、無制限ポリシー特
権を持っている代替 ID を使用して再試行してくださ
い。

GVM1183E ノード名 node name は既に使用されてい
ます。 別のノード名を選択してくださ
い。

説明: 選択されたノード名はサーバーに既に存在してい
ます。 別の名前を選択してください。

管理者の応答: 使用する別のノード名を選択してくださ
い。 このノードを再使用する場合は、「ノードの登
録」チェック・ボックスを選択解除してください。

GVM1184E ノード名 node name がサーバーに定義さ
れていません。 入力したノード名がサー
バーに存在することを確認してください。

説明: 入力されたノード名がサーバーに存在しません。
「ノードの登録」チェック・ボックスを選択しなかった
ため、入力するノード名は、以前に定義済みであり、サ
ーバーに存在している必要があります。

管理者の応答: 使用するつもりのノード名を確認して、
再入力してください。 このノードを登録する場合は、
「ノードの登録」チェック・ボックスを選択してくださ
い。

GVM1185E 入力フィールドのパスワードと検証フィー
ルドのパスワードが一致していません。
やり直してください。

説明: 入力された新規パスワードが一致していません。

管理者の応答: フィールドをクリアして、両方のパスワ
ード・フィールドに同じパスワードを入力してくださ
い。

GVM1173E • GVM1185E

238 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



GVM1186W 管理対象の 1 つ以上のデータ・センター
を選択してください。

説明: 少なくとも 1 つのデータ・センターを選択して
ください。

管理者の応答: 1 つ以上のデータ・センターを管理対象
データ・センターのリストに追加してください。

GVM1187W 1 つ以上のノードのパスワードが設定され
ていません。 すべてのノードのパスワー
ドが設定されていることを確認してくださ
い。

説明: あるノードで「ノードの登録」チェック・ボック
スが設定されている場合、そのノードのパスワードが設
定されている必要があります。

管理者の応答: 登録するノードにパスワードを割り当て
てください。

GVM1188I datacenter name にマップされるデータ・
センター・ノードが見つかりませんでし
た。datacenter name に関連付けるデー
タ・センター・ノードをリストから選択し
てください。対応する新規データ・センタ
ー・ノードを構成ウィザードに作成させる
場合は、選択を空のままにしてください。

GVM1189I IBM Spectrum Protect 管理 ID を入力
せずに続行してよろしいですか? IBM
Spectrum Protect 管理アクセス権限がな
いと、ウィザードはノード名の検証やノー
ドの登録を行いません。代わりに、このウ
ィザードの最後にマクロ・ファイルが生成
され、実行するために IBM Spectrum
Protect 管理者に提供されます。

GVM1190I このタスクは必要ないか、前提条件タスク
が失敗しているために、スキップされまし
た。

GVM1191E スクリプト・ファイル file path への書き
込み中にエラーが発生しました。

説明: 示されたファイル・パスでファイルに書き込もう
としたときにエラーが検出されました。

管理者の応答: 操作を再試行してください。

GVM1192I 管理対象データ・センターが変更されまし
た。 データ・ムーバー・ページに移動し
て、現行のマッピングを確認または変更し
てください。

GVM1193I vCenter ノード vCenter node および
VMCLI ノード VMCLI node 構成用のデ
ータ・センター・ノードが見つかりません
でした。ウィザードは、データ・センタ
ー・ノードのデフォルト・セットを生成し
ます。

GVM1194E 入力されたパスワードは受け入れられませ
ん。 別のパスワードを選択してくださ
い。

説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、選択された
パスワードを受け入れることができませんでした。パス
ワードが特定のパスワード規則を満たしていないことが
原因と考えられます。

管理者の応答: 別のパスワードを使用して再試行してく
ださい。

GVM1195W このチェック・ボックスのチェック・マー
クを外すことは、IBM Spectrum Protect
サーバーに既に定義されているノード名を
指定しており、その名前が構成に使用され
ることを意味しています。このウィザード
は管理アクセス権限を使用せずに進められ
ているため、ノードが存在するかどうかを
確認できません。 操作の内容を理解して
いる場合にのみ続行してください。

説明: IBM Spectrum Protect 管理 ID を使用せずに構
成ウィザードを使用しているため、十分注意する必要が
あります。構成ウィザードの実行終了時に生成されたマ
クロ・スクリプト・ファイルにエラーが含まれている可
能性があります。値の妥当性検査が行われなかったため
です。

管理者の応答: 構成ウィザードを使用する場合は、適切
な IBM Spectrum Protect 管理 ID を使用することを
強くお勧めします。

GVM1196W IBM Spectrum Protect ノード node は既
に識別されています。デフォルト名以外の
別の名前を使用する場合は、このフィール
ドを再編集してください。 複数のデー
タ・センターに同じデータ・ムーバーを使
用する場合は、「構成設定」を使用してこ
の編集を行ってください。
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説明: ノードは、この構成で既に使用されています。

管理者の応答: 別のノード名を試してください。

GVM1197W IBM Spectrum Protect ノード node に無
効な文字が使用されているか、64 文字を
超えています。別の名前を選択して、この
フィールドを再編集してください。

説明: ノード名が無効か、64 文字を超えています。

管理者の応答: 別のノード名を試してください。

GVM1198E 入力されたパスワードには無効な文字が含
まれているため、このサーバーでは受け入
れられません。 有効な文字は、
validCharsString です。

説明: パスワードに無効な文字が含まれているため、
IBM Spectrum Protect サーバーは、選択されたパスワ
ードを受け入れることができませんでした。

管理者の応答: 有効な文字のみを含む別のパスワードを
使用して再試行してください。

GVM1199E 入力されたパスワードは、以下の理由によ
り、このサーバーでは受け入れられませ
ん。 別のパスワードを選択してくださ
い。 エラー: message

説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、選択された
パスワードを受け入れることができませんでした。この
パスワードが無効である理由がメッセージに示されてい
ます。

管理者の応答: 規則を満たす別のパスワードを使用して
再試行してください。

GVM1200E フィルターが変更されました。続行する前
に「フィルターの適用」を選択してくださ
い。

説明: フィルター・パターンが変更された後は、それを
適用する必要があります。

管理者の応答: 「フィルターの適用」ボタンをクリック
します。

GVM1201E 続行するには、データ・センターから少な
くとも 1 つの項目を選択してください。

説明: バックアップを実行するには、ホスト、ホスト・
クラスター、または VM を選択する必要があります。

管理者の応答: データ・センター下で項目を選択しま
す。

GVM1202E 選択項目がバックアップに許容される 512
文字の長さ制限を超えています。選択を変
更してください。

説明: 選択項目をリストするために必要な文字数が 512
文字の制限を超えています。 さらに、ホストが一部選
択されている場合には、バックアップから除外される
VM をリストするための文字数も必要です。

管理者の応答: 複数のバックアップ・タスクを作成し
て、タスク当たりの選択項目数を少なくします。

GVM1203I 新しく追加された仮想マシンのチェック・
ボックスを変更すると、ホスト・クラスタ
ー、ホスト、および仮想マシンのすべての
選択がクリアされます。 続行する場合は
「OK」を押し、未変更のままにする場合
は「キャンセル」を押します。

説明: 新しく追加された仮想マシンのチェック・ボック
スの状態は、ソース・パネルで選択できるものに大きく
影響するため、状態が変更されると、選択がクリアされ
ます。

管理者の応答: 続行する場合は「OK」を選択し、すべ
ての選択を保持する場合は「キャンセル」を選択しま
す。

GVM1204E データ・センター・ノード datacenter
node name には、vmcli 構成ファイルに
マップされた IBM Spectrum Protect ノ
ードがありません。

説明: データ・センター・ノードは、vmcliprofile とい
う名前の構成ファイル内に、対応する IBM Spectrum
Protect ノードがリストされている必要があります。

管理者の応答: GUI の「構成」タブに移動し、「構成
の編集」を選択してデータ・センターのマッピングを更
新し、問題を修正します。 「構成」タブに報告されて
いる構成エラーが他にもあればすべて解決してくださ
い。

GVM1205E IBM Spectrum Protect データ・センタ
ー・ノード datacenter node name は、
vmcli 構成ファイル内の vCenter デー
タ・センター名 datacenter name にマップ
されますが、datacenter name が vCenter
に存在しません。

説明: vCenter データ・センター名が、vmcliprofile と
いう名前の vmcli 構成ファイル内のデータ・センタ
ー・ノードにマップされますが、そのデータ・センター
名は vCenter に存在しません。
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管理者の応答: GUI の「構成」タブに移動し、「構成
の編集」を選択してデータ・センターのマッピングを更
新し、問題を修正します。 「構成」タブに報告されて
いる構成エラーが他にもあればすべて解決してくださ
い。

GVM1206E 複数のデータ・センター datacenter list か
ら項目を選択しました。これは許可されま
せん。選択はすべて 1 つのデータ・セン
ターから行う必要があります。

説明: バックアップ・タスクは、1 つのデータ・センタ
ーからの項目のみをサポートします。 これが既存のタ
スクである場合は、タスクの作成後の vCenter 構成の
変更がこの問題の原因である可能性があります。

管理者の応答: 選択項目を調べて修正し、すべての選択
項目が同じデータ・センター下にあるようにします。

GVM1207E 選択された項目 item list が vCenter 内
のデータ・センター datacenter name 下で
見つかりません。選択項目を確認して選択
解除してください。

説明: 当初に選択された項目が、バックアップ・タスク
に関連付けられたデータ・センター下で見つからなくな
っています。 これは vCenter 構成の変更が原因である
と考えられます。

管理者の応答: 選択項目が現在、別のデータ・センター
下にあるかどうかを調べます。 見つからない項目を選
択解除して、別のデータ・センター下で新たに選択を行
うか、これらの項目用の新規バックアップ・タスクを作
成してください。

GVM1208I ソース・ページでデータ・センターが変更
されました。宛先ページでデータ・ムーバ
ー・ノードを再選択してください。

説明: 項目の選択が別のデータ・センターに変更された
場合、有効なデータ・ムーバーが変更される場合があり
ます。 宛先ページでデータ・ムーバーを再選択する必
要があります。

管理者の応答: 宛先ページでデータ・ムーバー・ノード
を再選択します。

GVM1209I ノード data mover node をデータ・セン
ター datacenter のデータ・ムーバーとし
て使用しますか?

GVM1210I IBM Spectrum Protect サーバーで既に
データ・ムーバーとして登録されているノ
ード node name をデータ・センター
datacenter のデータ・ムーバーとして使用
しますか? 使用する場合、そのノードにそ
れを示すマークを付けるため、以後はその
ノードに対してどのような変更も行えなく
なります。

GVM1211E 入力されたパスワードは短すぎるため、こ
のサーバーでは受け入れられません。 パ
スワードは、少なくとも
minPasswordLength 文字必要です。

説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、選択された
パスワードが短すぎるために受け入れることができませ
んでした。

管理者の応答: 必要な最小長さを超える別のパスワード
を使用して再試行してください。

GVM1212E Component はダウン・レベルであるた
め、GUI で使用不可にされています。
component 用の GUI のみ使用できます。

GVM1213E 現行設定の中で、IBM Spectrum Protect
サーバー項目の不一致が検出されました。
GUI が使用する IBM Spectrum Protect
Server 定義: server1 バックアップが格納
される IBM Spectrum Protect Server:
server2「サーバー定義のリセット」をクリ
ックして、IBM Spectrum Protect 定義
をクリアし、新しい資格情報を入力しま
す。あるいは『環境の再構成』をクリック
して構成ウィザードを起動し、IBM
Spectrum Protect 環境を再構成します。

説明: IBM Spectrum Protect は、vmcliprofile と現行
の GUI IBM Spectrum Protect サーバー接続の間で、
不一致の IBM Spectrum Protect サーバー項目を検出し
ました。

管理者の応答: 選択可能な 2 つのアクションのいずれ
かを選びます。 IBM Spectrum Protect Server 定義/資
格情報をリセットするか、または構成ウィザードを使用
して新しい環境をセットアップすることができます。

GVM1214E SSL 接続を確立できませんでした。 IBM
Spectrum Protect SSL 証明書がありませ
ん。 有効な IBM Spectrum Protect 証
明書が TSM-ve-truststore.jks にあるかチ
ェックしてください。
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説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、SSL 接続を
受け入れませんでした。SSL 鍵ストアがデフォルト・ロ
ケーションにないか、あるいは、IBM Spectrum Protect
証明書が含まれていません。

管理者の応答: 有効な証明書が TSM-ve-truststore.jks
にあるかをチェックしてください。また、
TSM-ve-truststore.jks が正しいデフォルト・ロケーショ
ンにあるかを確認してください。

GVM1215E 入力されたパスワードは長すぎるため、こ
のサーバーでは受け入れられません。 パ
スワードは、maxPasswordLength 文字を超
えてはいけません。

説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、選択された
パスワードが長すぎるために受け入れることができませ
んでした。

管理者の応答: 許される最大の長さより短い別のパスワ
ードを使用して再試行してください。

GVM1216E SSL 接続を確立できませんでした。 IBM
Spectrum Protect SSL 証明書の有効期限
が切れています。

説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、SSL 接続を
受け入れませんでした。TSM-ve-truststore.jks には、有
効期限切れの IBM Spectrum Protect SSL 証明書があ
ります。

管理者の応答: 新しい有効な IBM Spectrum Protect
SSL 証明書を IBM Spectrum Protect サーバーから入
手して、TSM-ve-truststore.jks に置いてください。

GVM1217E 非 SSL 接続を確立できませんでした。
この IBM Spectrum Protect 管理者 ID
は、IBM Spectrum Protect SSL 接続を
必要とします。

説明: IBM Spectrum Protect サーバーは、非 SSL 接
続を受け入れませんでした。IBM Spectrum Protect サ
ーバーは、この管理者 ID では SSL が使用されること
を必要とします。

管理者の応答: この管理者 ID では SSL を使用しま
す。 有効な IBM Spectrum Protect サーバーの SSL
証明書を持つ TSM-ve-truststore.jks がデフォルト・ロ
ケーションにインストールされていることを確認しま
す。

GVM1218E 選択の結果、バックアップ・タスク定義で
count 文字が必要になりましたが、これは
512 文字の制限を超えています。 原因
は、長い仮想マシン除外リストにある可能
性があります。このリストは、選択されな
かったホスト下のすべての VM のリスト
です。 選択されたホスト下の VM をよ
り多くするように選択するか、あるいは、
新しく追加された仮想マシン・チェック・
ボックスで選択解除してください。

説明: 新しく追加された仮想マシン・チェック・ボック
スでの選択をする場合は、結果のバックアップ・タスク
は、部分的に選択されたホストのすべての選択されない
仮想マシンをリストすることになります。 バックアッ
プ・タスク定義には 512 文字の制限があり、選択され
た項目と除外された VM の組み合わせがこの制限を超
えるとエラーとなります。

管理者の応答: 新しく追加された仮想マシン・チェッ
ク・ボックスで選択解除するか、複数のバックアップ・
タスクを作成して、タスク当たりの選択項目数を少なく
します。

GVM1219E 仮想マシンの選択の結果、バックアップ・
タスク定義で count 文字が必要になりま
したが、これは 512 文字の制限を超えて
います。 複数のバックアップ・タスクを
作成して、タスクあたりの仮想マシンの数
を少なくするか、あるいは、新しく追加さ
れた仮想マシン・チェック・ボックスを利
用して、選択されない VM が少ないホス
トはホスト全体を選択してしまうようにし
ます。

説明: バックアップ・タスクの定義には 512 文字の長
さ制限があり、選択された項目の合計文字数がこの制限
を超えています。

管理者の応答: 複数のバックアップ・タスクを作成し
て、タスクあたりの仮想マシンの数を少なくするか、あ
るいは、新しく追加された仮想マシン・チェック・ボッ
クスを利用して、個々の仮想マシンを選択する代わり
に、ホストを選択するようにします (必要な場合、ホス
トあたり、小さな数の仮想マシンを選択解除できます)。

GVM1220E データ・センター・ノード datacenter
node name のデータ・ムーバー・ノー
ド・プロキシー関係がありません。「構
成」タブまたは IBM Spectrum Protect
サーバーのデータ・ムーバー関係を確認し
てください。
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GVM1221E データ・センター datacenter name につい
てデータ・センター・ノードが定義されて
いません。 「構成」タブのノード構成を
確認してください。

GVM1222I ノード name name は現在ロックされてい
ます。 続行しようとすると、構成ウィザ
ードはこのノードをアンロックしようと試
みます。

GVM1223E IBM Spectrum Protect サーバー
(Address:Port) との接続を確立できません
でした。サーバー・アドレスと、サーバ
ー・ポートまたは管理ポートが正しいこと
を確認してください。

説明: サーバーが稼働していないか、指定された管理ポ
ートまたはサーバー・ポートが正しくない可能性があり
ます。

管理者の応答: IBM Spectrum Protect サーバー・マシ
ンとのネットワーク接続を確認してください。サーバー
が稼働していることを確認して、ログインを再試行して
ください。 また、サーバー・ポートと管理ポートの情
報が正しいことを確認してください。

GVM1224E vCenter ユーザー名またはパスワードが
無効です。 やり直してください。

説明: vCenter ユーザー名またはパスワードが無効で
す。

管理者の応答: ユーザー名またはパスワードを再度入力
してください。

GVM1225E この操作を実行する許可が拒否されまし
た。 別のユーザー名で試行してくださ
い。

説明: vCenter のユーザー名が無効です。

管理者の応答: 別のユーザー名を入力してください。

GVM1250I IBM Spectrum Protect 管理 ID とパス
ワードが現在設定されていません。この情
報がないと、GUI で実行できるアクショ
ンが制限されます。 「構成設定」パネル
に移動して ID とパスワードを設定する
場合は、「OK」をクリックしてくださ
い。 ID とパスワードを使用せずに続行
する場合は、「キャンセル」をクリックし
てください。

GVM1251W 現行 ID より権限が少ない管理 ID を選
択しました。 この ID を変更しますか?
現行の IBM Spectrum Protect 権限レベ
ル: Current Level新規の IBM Spectrum
Protect 権限レベル: New Level現行の役割
: Current Role新規の役割: New Roleこれ
らの変更を受け入れる場合は「OK」をク
リックし、変更しないで終了する場合は
「キャンセル」をクリックしてください。

GVM1252I IBM Spectrum Protect 管理 ID の現行
の役割と新規の役割は次のとおりです。こ
れらの変更を見直して、確認します。 現
行の IBM Spectrum Protect 権限レベル:
Current Level新規の IBM Spectrum
Protect 権限レベル: New Level現行の役割
: Current Role新規の役割: New Roleこれ
らの変更を受け入れる場合は「OK」をク
リックし、変更しないで終了する場合は
「キャンセル」をクリックしてください。

GVM1253I ID は変更されましたが、保存されません
でした。 以前の ID がロードされます。

GVM1254I 現行の UI 役割では、VMCLI ノードの
アンロックまたはリセットは許されませ
ん。 変更を行うには、「サーバー資格情
報」ページに進み、VMCLI ノードの更新
に必要な特権を持つ IBM Spectrum
Protect 管理 ID およびパスワードを入力
してください。「OK」を選択してこれら
の資格情報を保存してから、「構成設定」
ノートブックを再度開くと、VMCLI ノー
ド更新を行えます。

GVM1255I 現行の UI 役割では、その他のパネルへ
のアクセスは許されません。 「OK」を
選択してこれらの資格情報を保存してか
ら、「構成設定」ノートブックを再度開く
と、他の更新を行えます。

GVM1256I 1 つ以上のデータ・センターに英語以外の
文字が含まれています。 ドメインは、適
宜調整されます。

GVM1257E データ・センター DataCenter Name をド
メインに追加できません。英語以外の文字
が含まれているためです。

説明: 英語以外の文字が含まれているデータ・センター
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は、現在、サポートされていません。 したがって、そ
れらはドメインに追加できません。

管理者の応答: データ・センターはドメインに追加され
ません。

GVM1258W ノード Node Name がサーバー上に既に存
在しています。 ノードの名前を New
Node Name に変更しますか?

説明: ノード名は、IBM Spectrum Protect サーバー上
で既に登録されています。

管理者の応答: ノードの名前を変更する場合は「はい」
をクリックします。 他の変更を行う場合は「いいえ」
をクリックします。 例: レジスター・ノードのクリック
を解除して、ノードの名前を手動で変更します。

GVM1259W ホスト Host Name の仮想マシンの名前
Invalid Virtual Machine Names に、サポ
ートされない文字が含まれています。その
ため、ユーザーの選択に関係なく、これら
の仮想マシンはバックアップされません。
これらの仮想マシンをバックアップするた
めには、名前変更する必要があります。

説明: 次の文字は、仮想マシンではサポートされません
: ' : ; * ? , < > / \ |

管理者の応答: 特定された仮想マシンを名前変更して、
サポートされない文字を名前から削除してください。

GVM1260E ホスト・クラスター Invalid Host Clusters
の名前に、サポートされない文字が含まれ
ています。これらのホスト・クラスター
は、サポートされない文字を含んでいるた
め、バックアップ用として選択できませ
ん。 これらのホスト・クラスターを名前
変更するか、選択から削除してください。

説明: 次の文字は、ホスト・クラスター名ではサポート
されません: ' : ; * ? , < > / \ |

管理者の応答: 特定されたホスト・クラスターを名前変
更して、サポートされない文字を名前から削除してくだ
さい。 あるいは、バックアップの選択から削除してく
ださい。

GVM1261E ユーザーの選択により、空の、バックアッ
プ用の仮想マシン・リストが作成されまし
た。 この問題は、選択されたすべての仮
想マシンの名前に、サポートされない文字
が含まれていることが原因が発生します。
サポートされない文字が名前に含まれてい
ない仮想マシンを選択するようにしてくだ
さい。

説明: 次の文字は、仮想マシンではサポートされません
: ' : ; * ? , < > / \ | . これらの文字を含む仮想マシ
ン名は、バックアップ・タスク定義から自動的に削除さ
れます。 この削除により、空のタスク定義が作成され
る可能性があります。

管理者の応答: 特定された仮想マシンを名前変更して、
サポートされない文字を名前から削除してください。
あるいは、バックアップする別の仮想マシンを選択して
ください。

GVM1262E フィルター・パターンは、サポートされな
い文字を含んでいるため、適用できませ
ん。 サポートされない文字を削除するよ
うにパターンを変更してから、再度フィル
ターを適用してください。

説明: 次の文字は、フィルター・パターンではサポート
されません: ' : ; < > / ¥ |

管理者の応答: サポートされない文字を削除するように
フィルター・パターンを変更してから、再度フィルター
を適用してください。

GVM1263E この操作を実行するために、一時データ・
ストアを使用できません。 リストアの宛
先データ・ストアに加えて、この一時デー
タ・ストアが必要です。

説明: この操作の一時的なリストア宛先として使用する
ために、データ・ストアが必要です。 この一時デー
タ・ストアは、実際のリストア宛先に使用されるデー
タ・ストアと同じ ESX ホストにある必要があります。
ただし、その一時データ・ストアは、実際のリストア宛
先に使用されるものと同じデータ・ストアであってはな
りません。

管理者の応答: データ・ストアを宛先 ESX ホストに追
加します。 そして、そのデータ・ストアを一時リスト
ア宛先として選択します。
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GVM1264E opt ファイル file name の作成中にエラー
が発生しました。

説明: ファイルへの書き込みを試行中にエラーが検出さ
れました。

管理者の応答: 操作を再試行してください。

GVM1265E service の作成に失敗しました。データ・
ムーバー・ノード node name に対してサ
ービスが作成されませんでした。

説明: 指定されたデータ・ムーバー・ノードに対する
IBM Spectrum Protect サービスの作成を試行中に、エ
ラーが検出されました。

管理者の応答: ご使用の環境を確認してください。ま
た、ユーザーが操作を再試行する前に、ユーザーが適切
な権限を持っていることを確認してください。

GVM1266E service 用のファイアウォールの作成に失
敗しました。インストールされたサービス
に対して、ファイアウォール・ルールを手
動で追加してください。

説明: 指定された実行可能ファイルに関するファイアウ
ォール・ルールの追加を試行中に、エラーが発生しまし
た。

管理者の応答: ご使用の環境を調べて、ユーザーが適切
な権限を持っていることを確認してから、操作を再試行
します。または、IBM Spectrum Protect クライアン
ト・アクセプター、IBM Spectrum Protect エージェン
ト、および IBM Spectrum Protect スケジューラーに対
するルールをファイアウォールに手動で追加します。

GVM1267W ローカル・サービスが正常にセットアップ
されましたが、次の実行可能ファイルに対
するファイアウォール・アクセスを検証で
きませんでした: agentExe cadExe
schedExe ローカル・サービスに関連して
問題が発生した場合は、これらの実行可能
ファイルに対してファイアウォール・アク
セスが可能になっていることを確認してく
ださい。

説明: Microsoft ファイアウォールが無効になっている
か、別のファイアウォールが適用されている可能性があ
ります。

管理者の応答: 環境を確認し、必要な場合は IBM
Spectrum Protect クライアント・アクセプター、IBM
Spectrum Protect エージェント、および IBM
Spectrum Protect スケジューラーに対するルールを手
動で追加します。

GVM1268E データ・ムーバー・ノード node name が
サーバーに正常に登録されましたが、サー
ビスが作成されませんでした。

説明: 指定されたノードに対するサービスの作成を試行
中に、エラーが発生しました。

管理者の応答: ご使用の環境を確認してください。ま
た、ユーザーが操作を再試行する前に、ユーザーが適切
な権限を持っていることを確認してください。

GVM1269E 理由コード reason このエラーは、IBM
Spectrum Protect データ・ムーバーによ
って報告されました。その他の説明はあり
ません。 詳しくはアドレス「address」の
データ・ムーバー・ホスト・マシン
hostname 上のエラー・ログ errorLog を確
認してください。

説明: データ・ムーバーで、報告された理由コードを持
つエラーが発生しました。

管理者の応答: 指定されたホスト・マシンにログインし
てエラー・ログを表示し、詳細情報を確認してくださ
い。

GVM1270W 警告: このタスクが取り消されると、リス
トアが不完全な仮想マシン上の作成済みデ
ータはすべて失われ、その仮想マシンは
ESX ホストから削除されます。 このタス
クを取り消しますか?

説明: タスクの取り消しコマンドが実行依頼されます。
取り消しの進行状況を確認するには、最新表示してくだ
さい。

管理者の応答: 選択したタスクを取り消すか、タスクに
対して処理の続行を許可してください。

GVM1271W スキャン・スケジュール schedule name
がサーバー上で正常に定義され、ノード
node name に関連付けられましたが、ス
ケジュールを実行するためのサービスが作
成されませんでした。詳細: error

説明: VMCLI ノード用の IBM Spectrum Protect サ
ービスの作成を試行中に、次のいずれかのステップでエ
ラーが検出されました。

1. VMCLI ノード用のオプション・ファイルを作成す
る。

2. VMCLI ノードのパスワードを次のステップ用の一
時パスワードに設定する。
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3. IBM Spectrum Protect クライアント・サービス構
成ユーティリティーを実行してサービスを作成す
る。

4. IBM Spectrum Protect クライアント・サービス構
成ユーティリティーを実行してクライアント・アク
セプター・ サービスを開始する。

5. VMCLI ノードのパスワードを再設定する。

管理者の応答: スケジュールを削除し、スケジュールを
再作成してサービスを自動的に構成するか、手動でサー
ビスを構成します。 ご使用の環境を確認してくださ
い。また、ユーザーが操作を再試行する前に、ユーザー
が適切な権限を持っていることを確認してください。

GVM1272W スキャン・スケジュール schedule name
がサーバー上で正常に定義され、ノード
node name に関連付けられました。スケ
ジュールを実行するための IBM
Spectrum Protect サービスが作成されま
した。ただし、VMCLI ノード・パスワー
ドの再設定に失敗しました。 詳細: error

説明: VMCLI ノード・パスワードの再設定を試行中
に、エラーが検出されました。

管理者の応答: 構成設定を使用して、VMCLI ノード・
パスワードを再設定します。

GVM1273W 取り外し操作によって iSCSI ディスクが
削除されますが、VM やそのデータは削
除されません。 取り外しを続行する前
に、以下の条件が存在することを確認して
ください。-マウントされた iSCSI ディス
クがリカバリーされている。 -ストレージ
vMotion が VM からローカル・デー
タ・ストアへのマイグレーションを完了し
ている。 リカバリー操作が失敗し、VM
およびそのデータを削除して iSCSI ター
ゲットを取り外す場合、「取り外しと削
除」をクリックします。 「取り外しと削
除」は破壊アクションであり、インスタン
ト・リストア操作の成功または失敗に関わ
らず、VM とそのデータを削除します。
この情報に基づいて、インスタント・リス
トア用に選択されている VM を取り外し
ますか?

説明: 取り外し操作によって iSCSI ディスクが削除さ
れますが、VM やそのデータは削除されません。 取り
外しを続行する前に、以下の条件が存在することを確認
してください。-マウントされた iSCSI ディスクがリカ
バリーされている。ストレージ vMotion が VM から
ローカル・データ・ストアへのマイグレーションを完了

している。リカバリー操作が失敗し、VM およびそのデ
ータを削除して iSCSI ターゲットを取り外す場合、
「取り外しと削除」をクリックします。 「取り外しと
削除」は破壊アクションであり、インスタント・リスト
ア操作の成功または失敗に関わらず、VM とそのデータ
を削除します。

管理者の応答: 「取り外し」をクリックして、インスタ
ント・リストア操作用に選択されている仮想マシンを取
り外します。 「取り外しと削除」をクリックして、イ
ンスタント・リストア操作用に選択されている仮想マシ
ンを取り外し、ESX ホストから削除して、ストレージ
vMotion が実行されていないことを確認します。

GVM1274W 取り外し操作中に、仮想マシン上の作成済
みデータはすべて失われ、その仮想マシン
は ESX ホストから削除されます。 選択
したインスタント・アクセス仮想マシンを
取り外しますか?

説明: 仮想マシン上の作成済みデータはすべて失われ、
その仮想マシンは ESX ホストから削除されます。

管理者の応答: インスタント・アクセス仮想マシンを取
り外す (クリーンアップする) には、「取り外し」をク
リックします。

GVM1275E 異なるリストア・タイプで複数の仮想マシ
ンを選択することは許可されていません。

説明: 異なるリストア・タイプの複数の仮想マシンのリ
ストアはサポートされません。

管理者の応答: 同じリストア・タイプの仮想マシンを選
択してください。

GVM1276I クリーンアップ・タスク Task ID が正常
に開始されました。このタスクをモニター
しますか?

GVM1277W このタスクを取り消しますか?

説明: タスクの取り消しコマンドが実行依頼されます。
取り消しの進行状況を確認するには、最新表示してくだ
さい。

管理者の応答: 選択したタスクを取り消すか、タスクに
対して処理の続行を許可してください。

GVM1278I 現行の UI 役割では、バックアップ・プ
ロパティー・ノートブックの参照は許可さ
れていません。
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GVM1279I 現行の UI 役割では、ノードの編集は許
可されていません。 変更を加えるには、
「構成の設定」ノートブックを開いて「サ
ーバー資格情報」ページに進み、ノードの
更新に必要な特権を持つ IBM Spectrum
Protect 管理 ID およびパスワードを入力
してください。

GVM1280E 理由コード reason このエラーは、IBM
Spectrum Protect データ・ムーバーによ
って報告されました。その他の説明はあり
ません。 詳しくは、データ・ムーバー・
ホスト・マシン上のエラー・ログ
「dsmerror.log」を確認してください。

説明: データ・ムーバーで、報告された理由コードを持
つエラーが発生しました。

管理者の応答: データ・ムーバーがあるホスト・マシン
にログインしてエラー・ログを表示し、詳細情報を確認
してください。

GVM1281W vCenter のログイン情報が必要です。

説明: 新規ローカル・データ・ムーバー (DM) サービ
スをインストールするには、vCenter 資格情報が必要で
す。

管理者の応答: 続行するには vCenter 資格情報を入力
してください。

GVM1282E GUI にアクセスするために必要な特権が
ありません。

説明: GUI コンテンツにアクセスするためには、ユー
ザーは必要な vSphere 特権を持っていなければなりま
せん。

管理者の応答: ユーザーに必要な特権を追加してくださ
い。

GVM1283E GUI にアクセスするために必要な権限が
ありません。

説明: GUI コンテンツにアクセスするためには、ユー
ザーは必要な vSphere 権限を持っていなければなりま
せん。

管理者の応答: ユーザーに必要な権限を追加してくださ
い。

GVM1284I 新規データ・センター (name) が検出され
ました。「データ・ムーバー・ノード」ペ
ージに進み、対応するデータ・センター・
ノードを追加します。

GVM1285W 以下の共有およびマウントが削除され、そ
の中にあるデータにエンド・ユーザーはア
クセス不能になります。 選択した共有お
よびマウントをマウント解除しますか
?mounts

説明: 選択された共有およびマウントが削除されます。

管理者の応答: 共有およびマウントを取り外す (クリー
ンアップする) には、「取り外し」をクリックします。

GVM1286I 取り外しタスク Task ID が正常に開始さ
れました。このタスクをモニターしますか
?

GVM1287W オプション・ファイル file name の削除操
作中にエラーが検出されました。

説明: 削除操作中にエラーが検出されました。 例え
ば、このエラーの原因として、不十分なユーザー権限、
あるいはファイルが存在しなくなっていることが考えら
れます。

管理者の応答: オプション・ファイルが削除されたこと
を確認してください。 このファイルがまだ存在する場
合は、ファイルを手動で削除します。

GVM1288W IBM Spectrum Protect サービス service
の削除操作が失敗しました。

説明: エラーのために、IBM Spectrum Protect サービ
スを削除できませんでした。

管理者の応答: 環境を調べて、ユーザーにこの操作を実
行する十分な権限があることを確認します。 その後、
操作を再試行してください。

GVM1289E マウント・プロキシー・ノード node
name の iSCSI を開始できません。

説明: 指定されたマウント・プロキシー・ノードの
iSCSI サービスの開始を試行中に、エラーが検出されま
した。

管理者の応答: iSCSI サービスを手動で開始します。
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GVM1500E 複数のプロバイダー VDC から組織
VDC を選択しました。 バックアップ・
タスクの場合は、選択されたすべての組織
VDC が同じプロバイダー VDC に属し
ている必要があります。 選択項目を変更
して、操作をやり直してください。

GVM1501E 次に示す vcloud リソース (vApp、組
織、組織 vDC) は、名前にサポートされ
ない文字が含まれているので、選択対象と
して無効です: reslist

説明: バックアップ・タスクを作成するには、vcloud
リソース名に次のいずれかの文字が含まれていてはなり
ません: ' : ; * ? , < > / \ | .

管理者の応答: 示されているリソースの名前を変更し
て、サポートされない文字を名前から削除します。 あ
るいは、バックアップの選択から削除してください。

GVM1502E 異なる組織 VDC から vApp を選択しま
した。 リストア・タスクの場合は、選択
されたすべての vApp が同じ組織 VDC
に属している必要があります。 選択項目
を変更して、操作をやり直してください。

GVM1503E vApp vApp name は存在します。リスト
アのターゲットとなる別の vApp 名を選
択してください。

GVM2001E バックアップする項目の選択の結果、バッ
クアップ・タスク定義で count 文字が必
要になりましたが、これは 512 文字の制
限を超えています。 複数のバックアッ
プ・タスクを作成して、タスク当たりの項
目数を少なくします。

説明: バックアップ・タスクの定義には 512 文字の長
さ制限があり、選択された項目の合計文字数がこの制限
を超えています。

管理者の応答: 複数のバックアップ・タスクを作成し
て、タスク当たりの項目数を少なくします

GVM2002E 組織 VDC ノードは、そのプロバイダー
VDC ノードが組み込まれていないために
組み込むことができません。 最初に、プ
ロバイダー VDC ノードの組み込み用チ
ェック・ボックスを選択して、再試行して
ください。

GVM2004E ノード名 node name は既に使用されてい
ます。 「ノードの登録」チェック・ボッ
クスのチェック・マークを外すか、別のノ
ード名を選択してください。

説明: 選択されたノード名はサーバーに既に存在してい
ます。 このノードを登録しないことを選択するか、別
の名前を使用してください。

管理者の応答: 使用する別のノード名を選択してくださ
い。 この既存のノードを再使用する場合は、「ノード
の登録」チェック・ボックスを選択解除してください。

GVM2005W データ・ムーバー・ノード node name を
本当に削除しますか?

GVM2006W IBM Spectrum Protect ノード IBM
Spectrum Protect node は既に使用されて
います。デフォルト名以外の別の名前を使
用する場合は、このフィールドを再編集し
てください。

説明: ノードは、この構成で既に使用されています。

管理者の応答: 別のノード名を試してください。

GVM2007E プロバイダー VDC が無効なため、組織
VDC ノードは登録できません。

GVM2008E 組織 VDC 名 OVDC name は無効です。
サポートされる文字について詳しくは、
「IBM Spectrum Protect 管理者解説書」
で IBM Spectrum Protect オブジェクトの
命名に関するセクションを参照してくださ
い。

GVM2009I このタスクは必要ないために、スキップさ
れました。 これ以上のアクションは不要
です。

GVM2010W Internet Explorer のバージョン version
はサポートされていません。サポートされ
ているバージョンまたは別のブラウザーを
利用してください。サポートされないこの
ブラウザーの使用を続行すると、表示上の
問題や機能上の問題が発生することがあり
ます。

説明: Internet Explorer の実装はバージョン番号ごと
に相違があるため、特定のバージョンのみがサポートさ
れます。 標準準拠ブラウザー (Mozilla Firefox など)
の使用が推奨されています。 ただし、vSphere クライ
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アントからプラグインとして GUI にアクセスしている
場合には、vSphere クライアントがインストールされて
いるシステムにインストールされた Internet Explorer
ブラウザーを使用するよう限定されます。

管理者の応答: サポートされるバージョンの Internet
Explorer または他のブラウザーを使用してください。
サポートされるブラウザー・バージョンは、オンライ
ン・ヘルプに記載されています。

GVM2011W ブラウザー version はサポートされていま
せん。サポートされているブラウザーを利
用してください。サポートされないこのブ
ラウザーの使用を続行すると、表示上の問
題や機能上の問題が発生することがありま
す。

説明: ブラウザーの実装には相違があるため、特定のバ
ージョンのみがサポートされます。

管理者の応答: サポートされるブラウザーを利用してく
ださい。 サポートされるブラウザー・バージョンは、
オンライン・ヘルプに記載されています。

GVM2012E 代替の位置へのリストアのために選択した
少なくとも 1 つの仮想マシンが既にデー
タ・センターに存在するため、リストアは
行えません。 宛先仮想マシンが既に存在
する場合に代替の位置にリストアするに
は、リストア操作用に 1 つだけ仮想マシ
ンを選択し、宛先仮想マシンの新規名を選
択します。 重複する VM: VM name

説明: 代替の位置にリストアする場合、宛先仮想マシン
が既に存在してはなりません。

管理者の応答: 単一の仮想マシン・リストア・ウィザー
ドを使用することで、宛先仮想マシン名を変更すること
ができます。

GVM2012W ターゲットのデータ・ストアが見つかりま
せん。別の宛先データ・ストアを選択して
ください。

GVM2013E ユーザー User Name が管理対象データ・
センターに対する権限がありません。シス
テム管理者にお問い合わせください。

GVM2014E このイベントについて仮想マシンを表示す
るために必要な許可がありません。

GVM2015E この仮想マシンのリストア・ポイントを表
示するために必要な許可がありません。

GVM2016E 一部の接続済みポイントを表示するために
必要な許可がありません。

GVM2017E このデータ・ストアのリストア・ポイント
を表示するために必要な許可がありませ
ん。

GVM2018E リストア・ポイントを切り離すために必要
な許可がありません。

GVM2019E ユーザー許可の処理中にエラーが発生しま
した。 システム管理者にお問い合わせく
ださい。

GVM2020I 許可要件のために、一部のデータ・センタ
ーが表示されません。

GVM2021E このタスクをキャンセルするための許可が
ありません。

GVM2022I タスクはまだ開始状態にあります。タスク
をリフレッシュして、取り消しを再試行し
てください。

GVM2025E flrConfig.props 構成ファイルへの書き込
み中にエラーが発生しました。

説明: flrConfig.props ファイルには、ファイル・レベ
ル・リストア処理の構成オプションが含まれています。
このエラーの理由として、以下の状態が考えられます。
flrConfig.props ファイルが IBM Tivoli Data
Protection for VMware インストール・ディレクトリー
にない。flrConfig.props ファイルが書き込み保護され
ている。

管理者の応答: ファイルが IBM Tivoli Data
Protection for VMware インストール・ディレクトリー
内に存在していること、およびファイルが書き込み保護
されていないことを確認します。

GVM2026E ファイル・レベル・リストア機能が有効に
なっている場合、ローカル・マウント・プ
ロキシー・ノード・ペアを削除することは
できません。

説明: ファイル・レベル・リストア処理には、ローカ
ル・マウント・プロキシー・ノードが必要です。
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管理者の応答: ファイル・レベル・リストア機能を無効
にします。その後、マウント・プロキシー・ノード・ペ
アを削除するかどうかを選択します。

GVM2027E flrConfig.props 構成ファイルの読み取り
中にエラーが発生しました。

説明: flrConfig.props ファイルには、ファイル・レベ
ル・リストア処理の構成オプションが含まれています。
ファイルを読み取ることができません。このエラーの一
般的な理由は、ファイルが読み取り保護されていること
です。

管理者の応答: ファイルが読み取り保護されていないこ
とを確認します。

GVM2030W 指定されたユーザーには、データ・センタ
ー list of data centers にアクセスするた
めの十分な権限がありません。 OK をク
リックして続行するか、キャンセルして別
のユーザー名を入力してください。

説明: vCenter サーバーに対する認証に使用するユーザ
ー資格情報には、VMware データ・センターにアクセ
スするための適切な特権が必要です。

管理者の応答: 正しい特権があることを確認してくださ
い。必要な特権を確認するには、vCenter サーバー資格
情報のオンライン・ヘルプ・ページを参照してくださ
い。

GVM2031I 指定されたユーザーには、データ・センタ
ー list of data centers にアクセスするた
めの十分な権限があります。OK をクリ
ックして続行するか、キャンセルして別の
ユーザー名を入力してください。

説明: vCenter サーバーに対する認証に使用するユーザ
ー資格情報には、VMware データ・センターにアクセ
スするための適切な特権が必要です。

管理者の応答: 正しい特権があることを確認してくださ
い。必要な特権を確認するには、vCenter サーバー資格
情報のオンライン・ヘルプ・ページを参照してくださ
い。

GVM2032W 指定されたユーザーには、データ・センタ
ーにアクセスするための十分な権限があり
ません。OK をクリックして続行する
か、キャンセルして別のユーザー名を入力
してください。

説明: vCenter サーバーに対する認証に使用するユーザ
ー資格情報には、VMware データ・センターにアクセ
スするための適切な特権が必要です。

管理者の応答: 正しい特権があることを確認してくださ
い。必要な特権を確認するには、vCenter サーバー資格
情報のオンライン・ヘルプ・ページを参照してくださ
い。

GVM2132E IBM Tivoli Storage Manager サーバー
server name への接続中にエラーが発生し
ました。管理者 ID またはパスワードが
無効であるか、管理者ポート・フィールド
に TCPADMINPORT 番号または
SSLTCPADMINPORT 番号ではなく
TCPPORT 番号が入力されました。

説明: メッセージを参照してください。

管理者の応答: 「構成」タブから構成エディターを起動
し、IBM Tivoli Storage Manager サーバーに対して有
効な ID またはパスワードを入力します。

GVM2133E IBM Tivoli Storage Manager サーバー
server name の管理ユーザー ID admin id
のパスワードは有効期限が切れました。

説明: ご使用の IBM Tivoli Storage Manager 管理パ
スワードの有効期限が切れました。

管理者の応答: IBM Tivoli Storage Manager サーバー
管理者に連絡して、この管理ユーザー ID のパスワード
の再設定を依頼してください。

GVM2134E IBM Tivoli Storage Manager サーバ
ー・ポート番号 tcp port は正しくありま
せん。このポートの予想値は、tcp port
from query です。これは、TCPPORT オ
プションの値です。 構成ウィザードを使
用して、期待される値を入力してくださ
い。

説明: IBM Tivoli Storage Manager サーバー・ポー
ト・フィールドに入力する値は、IBM Tivoli Storage
Manager サーバーの TCPPORT オプションに一致して
いる必要があります。

管理者の応答: 構成ウィザードを使用して、IBM Tivoli
Storage Manager サーバーのポート・フィールドを正し
い値に変更します。

GVM2135E このスケジュールには、サポートされない
オプションが含まれているため、編集する
ことができません。この状態は、Data
Protection for VMware GUI 以外のツー
ルでスケジュールを作成または更新した場
合に発生する可能性があります。

GVM2027E • GVM2135E
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GVM2136E VMCLI コマンドの処理中にエラーが発生
しました。GUI セッションは閉じられま
す。 ログインして、操作を再試行してく
ださい。問題が解決しない場合は、管理者
にお問い合わせください。

GVM3000E Windows ドメインの資格情報が間違って
います。構成エディターを開き、「ファイ
ル・リストア」ページに移動し、資格情報
の入力を再試行します。

説明: 構成エディターの「ファイル・リストア」ページ
に入力された Windows ドメイン資格情報が間違ってい
ます。

管理者の応答: 構成エディターを再実行して、正しい
Windows ドメイン資格情報を再入力してください。

GVM2136E • GVM3000E
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付録 D. IBM Spectrum Protect Recovery Agent メッセージ

この情報には、recovery agentが発行するメッセージの説明と推奨アクションにつ
いて記載されています。

バージョン 8.1 以降の recovery agent メッセージでは、メッセージ内で製品が参
照されている場合、製品名として IBM Spectrum Protect が示されます。この変更
は、資料で示されたメッセージには反映されておらず、引き続き製品名は Tivoli
Storage Manager と示されています。

FBP0001E Recovery Agent は既に稼働しています。

説明: 複数のユーザーがシステムにログオンして
Recovery Agent の実行を試みると、この問題が発生し
ます。サポートされるアクティブ Recovery Agent イ
ンスタンスはただ 1 つです。

システムの処置: Recovery Agent が開始されませんで
した。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、現行
Recovery Agent インスタンスを閉じるか、別のシステ
ム上で Recovery Agent を開始してください。

FBP0002E Tivoli Storage Manager サーバーの接続
を削除できません。

説明: 現在、Tivoli Storage Manager サーバーへの接
続を必要としているアクティブなインスタント・リスト
ア・セッション、またはマウント済みボリュームがあり
ます。このため、既存の接続を削除できません。

システムの処置: 接続の削除操作は取り消されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、インスタン
ト・リストア・セッションが完了するまで待ってくださ
い。または、インスタント・リストア・セッションまた
はマウント済みボリュームを強制終了してから、Tivoli
Storage Manager サーバーを切断します。

FBP0003E 「認証ノード」と「ターゲット・ノード」
に同じノードを指定することはできませ
ん。

説明: Tivoli Storage Manager サーバー上のスナップ
ショットにアクセスするために、3 種類のノード認証方
式を使用できます。「Asnodename」はプロキシー・ノ
ードを使用して認証を行い、「Fromnode」は制限付き
アクセス権限を持つノードを使用して認証を行い、「ダ
イレクト」は直接認証を行います。 「Fromnode」また
は「Asnodename」を選択した場合は、ターゲット・ノ
ードを指定する必要があります。ターゲット・ノード

は、仮想マシン・バックアップが配置されている Tivoli
Storage Manager ノードです。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 正しい「認証ノード」と「ターゲッ
ト・ノード」を指定してください。ノード認証方式につ
いては、製品の資料を参照してください。

FBP0004E Recovery Agent はマウントに失敗しまし
た。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
上でのマウント操作に失敗しました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、マウント操作に失敗した原因が記
載されていないか確認してください。

FBP0005E RAID ミラー状況を取得できませんでし
た。

説明: インスタント・リストア・セッションの実行中
に、Recovery Agent が mdadm ミラー・デバイスの
状況の取得に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
のリカバリーを試行中です。

ユーザーの処置: この問題の解決策について、
Recovery Agent GUI と Recovery Agent エンジンの
ログに記載されているインスタント・リストア状況を確
認してください。

FBP0006E Recovery Agent のマウント操作中に、誤
ったパラメーターが指定されました。

説明: 誤ったパラメーターが指定されたために、
Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト上での
マウント操作に失敗しました。
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システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、マウント操作に失敗した原因が記
載されていないか確認してください。

FBP0007E 選択したスナップショットは、既にマウン
ト済みです。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
は、選択されたスナップショットが要求されたターゲッ
トに既にマウント済みであることを確認しました。

システムの処置: ありません。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッショ
ン、またはマウントされたスナップショットは使用可能
です。

FBP0010E 取り外しに失敗しました。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
上での取り外し操作に失敗しました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、取り外し操作に失敗した原因が記
載されていないか確認してください。

FBP0011E ノード・データを取得できませんでした。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
は、Tivoli Storage Manager サーバーを照会する際に
ノード・データの取得に失敗しました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、照会操作に失敗した原因が記載さ
れていないか確認してください。

FBP0012E Tivoli Storage Manager サーバー・スナ
ップショットが見つかりませんでした。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
が、指定された Tivoli Storage Manger サーバーのス
ナップショットの公開に失敗しました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager サーバーおよびノードが正しく指定さ
れているか確認してください。

FBP0013E スナップショットが見つかりませんでし
た。「最新表示」をクリックしてくださ
い。

説明: 選択したスナップショットが Tivoli Storage
Manager サーバーに見つかりませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent GUI の「最新表
示」をクリックして、Tivoli Storage Manager サーバ
ーに現行スナップショットをロードします。

FBP0016E 無効なパラメーターが指定されました。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
上でのマウント操作に失敗しました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、マウント操作に失敗した原因が記
載されていないか確認してください。

FBP0017E mdadm バージョンはサポートされていま
せん。

説明: Linux マシンにインストールされている
mdadm ユーティリティーのバージョンは、サポートさ
れていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシン上の
mdadm ユーティリティーを、サポート対象のバージョ
ンにアップグレードしてください。現行のソフトウェア
要件については、技術情報 1505139 を参照してくださ
い。

FBP0018E mdadm ユーティリティーが見つかりませ
んでした。

説明: mdadm ユーティリティーが Linux マシンにイ
ンストールされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシンに
mdadm ユーティリティーをインストールします。 現
在のソフトウェア要件については、技術情報 1505139
を参照してください。

FBP0019E iscsiadm バージョンはサポートされてい
ません。

説明: インストールされている iscsiadm ユーティリテ
ィー (RedHat Linux マシン上の Recovery Agent の場
合)、または open-iscsi (SUSE Linux マシン上の

FBP0007E • FBP0019E
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Recovery Agent の場合) のバージョンはサポートされ
ません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシン上の
iscsiadm ユーティリティー、または open-iscsi ユーテ
ィリティーを、サポート対象のバージョンにアップグレ
ードしてください。現行のソフトウェア要件について
は、技術情報 1505139 を参照してください。

FBP0020E iscsiadm ユーティリティーが見つかりま
せんでした。

説明: iscsiadm ユーティリティーが Linux マシンにイ
ンストールされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシンに
iscsiadm ユーティリティーをインストールします。 現
在のソフトウェア要件については、技術情報 1505139
を参照してください。

FBP0021E lsscsi バージョンはサポートされていませ
ん。

説明: インストールされている lsscsi ユーティリティ
ーのバージョンはサポートされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシン上の
lsscsi ユーティリティーを、サポート対象のバージョン
にアップグレードしてください。現行のソフトウェア要
件については、技術情報 1505139 を参照してくださ
い。

FBP0022E lsscsi ユーティリティーが見つかりません
でした。

説明: lsscsi ユーティリティーが Linux マシンにイン
ストールされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシンに
lsscsi ユーティリティーをインストールします。 現在の
ソフトウェア要件については、技術情報 1505139 を参
照してください。

FBP0023E セキュア・シェル (SSH) バージョンはサ
ポートされていません。

説明: インストールされている SSH クライアントのバ
ージョンはサポートされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシン上の
SSH クライアントを、サポート対象のバージョンにア
ップグレードしてください。現行のソフトウェア要件に
ついては、技術情報 1505139 を参照してください。

FBP0024E セキュア・シェル (SSH) が見つかりませ
んでした。

説明: SSH クライアントが Linux マシンにインストー
ルされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシンに
SSH クライアントをインストールします。 現在のソフ
トウェア要件については、技術情報 1505139 を参照し
てください。

FBP0025E 一部のインスタント・リストア・セッショ
ンが停止されませんでした。

説明: Recovery Agent は、すべてのインスタント・リ
ストア・セッションを停止することができませんでし
た。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
の一部が、Recovery Agent の「インスタント・リスト
ア」パネルに引き続き表示されます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッション
の停止を 1 つずつ順に試行します。問題が解決しない
場合は、Linux Recovery Agent エンジンのログ・ファ
イルを確認してください。通常、このファイルは
/opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/mount/engine/var/
TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。また、
Windows Recovery Agent プロキシー・ホストのログ
に、この問題に関連したエラーが記載されていないか確
認してください。

FBP0026E インスタント・リストア・セッションの読
み取りに失敗しました。

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア状
況ファイルを読み取ることができませんでした。

システムの処置: インスタント・リストアに関する情報
はありません。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッション
の再始動を試みてください。問題が解決しない場合は、
Linux システム・ログ (通常は /var/log/messages に
あります) に、この問題に関連するエラーが記載されて
いないか確認してください。

FBP0020E • FBP0026E
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FBP0027E マウント・セッションはすでに存在してい
ます。

説明: 選択したスナップショットは、要求されたターゲ
ットに既にマウントされています。

システムの処置: ありません。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッショ
ン、またはマウントされたスナップショットは使用可能
です。

FBP0028E マウント・セッション・ディレクトリーの
作成に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、マウント操作用のディレク
トリーを作成できませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: マウント操作を再試行してください。
問題が解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常
は /var/log/messages にあります) に、この問題に関
連するエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0029E ノード資格情報の暗号化に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、ノード資格情報を暗号化す
ることができませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0030E ノード資格情報の暗号化解除に失敗しまし
た。

説明: Recovery Agent は、ノード資格情報を暗号化解
除することができませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0031E マウント・セッションの削除に失敗しまし
た。

説明: Recovery Agent は、マウント状況ファイルを削
除することができませんでした。

システムの処置: マウントされたスナップショットは、
Recovery Agent の「マウントされたボリューム」パネ
ルに表示されたままになります。

ユーザーの処置: マウントされたスナップショットのア
ンマウントを再試行してください。問題が解決しない場
合は、Linux Recovery Agent エンジンのログ・ファイ
ルを確認してください。通常、詳細情報が記載されたこ
のファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/mount/
engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。ま
た、Linux システム・ログ (通常は /var/log/messages
にあります) に、この問題に関連するエラーが記載され
ていないか確認してください。

FBP0032E インスタント・リストア・セッションは既
に存在しています。

説明: 同様のインスタント・リストア・セッションが既
に存在するか、同様のインスタント・リストア状況ファ
イルが存在します。

システムの処置: 新規インスタント・リストア・セッシ
ョンは取り消されます。

ユーザーの処置: 詳しくは、Linux Recovery Agent エ
ンジンのログ・ファイルを確認してください。通常、こ
のファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/mount/
engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。

FBP0033E インスタント・リストア・セッション・デ
ィレクトリーの作成に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア操
作用のディレクトリーを作成できませんでした。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア操作を再試行
してください。問題が解決しない場合は、Linux システ
ム・ログ (通常は /var/log/messages にあります)
に、この問題に関連するエラーが記載されていないか確
認してください。

FBP0034E インスタント・リストア・セッションの削
除に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア状
況ファイルを削除できませんでした。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は、Recovery Agent の「インスタント・リストア」パ
ネルに引き続き表示されます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッション
の停止を再試行してください。問題が解決しない場合
は、Linux Recovery Agent エンジンのログ・ファイル
を確認してください。通常、詳細情報が記載されたこの
ファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/mount/
engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。ま
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た、Linux システム・ログ (通常は /var/log/messages
にあります) に、この問題に関連するエラーが記載され
ていないか確認してください。

FBP0035E マウントとインスタント・リストアの操作
に使用されている構成ファイルからの読み
取りに失敗しました。

説明: Recovery Agent は、構成ファイルを読み取るこ
とができませんでした。

システムの処置: マウントまたはインスタント・リスト
アに関する情報はありません。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0036E マウントとインスタント・リストアの操作
に使用されている構成ファイルへの書き込
みに失敗しました。

説明: Recovery Agent は、構成ファイルに書き込むこ
とができませんでした。

システムの処置: マウントまたはインスタント・リスト
アに関する情報はありません。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0037E マウントとインスタント・リストアの操作
に使用されている構成ファイル・セクショ
ンからの読み取りに失敗しました。

説明: Recovery Agent は、構成ファイルを読み取るこ
とができませんでした。

システムの処置: マウントまたはインスタント・リスト
アに関する情報はありません。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0038E マウントとインスタント・リストアの操作
に使用されている構成ファイル・セクショ
ンへの書き込みに失敗しました。

説明: Recovery Agent は、構成ファイルに書き込むこ
とができませんでした。

システムの処置: マウントまたはインスタント・リスト

アに関する情報はありません。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0039E アンマウントに失敗しました。 デバイス
は使用中です。

説明: ファイル・システムが使用中であるために、
Recovery Agent は選択されたマウント済みスナップシ
ョットのファイル・システムをアンマウントできません
でした。

システムの処置: アンマウント操作は取り消されます。

ユーザーの処置: このボリュームにアクセスしている可
能性があるアプリケーションをすべて閉じます。その
後、操作を再試行してください。問題が解決しない場合
は、Linux システム・ログ (通常は /var/log/messages
にあります) に、この問題に関連するエラーが記載され
ていないか確認してください。

FBP0040E 一部のマウント・セッションがアンマウン
トされませんでした。

説明: Recovery Agent は、一部のマウント済みスナッ
プショットをアンマウントしませんでした。

システムの処置: マウントされたスナップショット・セ
ッションの一部が、Recovery Agent の「マウントされ
たボリューム」パネルに引き続き表示されます。

ユーザーの処置: マウントされたスナップショットのア
ンマウントを 1 つずつ順に試行します。問題が解決し
ない場合は、Linux Recovery Agent エンジンのログ・
ファイルを確認してください。通常、このファイルは
/opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/mount/engine/var/
TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。

FBP0041E Recovery Agent CLI からデータを取得
できませんでした。

説明: Recovery Agent は、Recovery Agent CLI
(TDPVMWareShell) 出力ファイルを読み取ることがで
きませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。
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FBP0042E Recovery Agent CLI からのデータの構
文解析に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、Recovery Agent CLI
(TDPVMWareShell) 出力ファイルからのデータを解析
できませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux Recovery Agent エンジンの
ログ・ファイルを確認してください。通常、このファイ
ルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/mount/engine/
var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。

FBP0043E Recovery Agent CLI に対する照会の作
成に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、Recovery Agent CLI
(TDPVMWareShell) 出力ファイルを作成できませんで
した。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0044E Recovery Agent CLI からのマウント・
データの取得に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、Recovery Agent CLI
(TDPVMWareShell) 出力ファイルを作成できませんで
した。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0045E Recovery Agent CLI に対するマウント
照会の作成に失敗しました。

説明: ありません。

FBP0046E Recovery Agent CLI への接続に失敗し
ました。

説明: Linux Recovery Agent は、Windows マシン上
のレジストリーから Recovery Agent CLI
(TDPVMWareShell) インストール・パスを取得できま
せんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows マシンへの接続を検査し、
SSH が正しく構成されていること、および Cygwin 上
で定義されたユーザーに管理特権があることを確認して
ください。詳しくは、製品資料を参照してください。

FBP0047E マウント・ディレクトリーの作成に失敗し
ました。

説明: Recovery Agent は、マウント操作用のディレク
トリーを検出または作成できませんでした。

システムの処置: マウント操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: マウント操作を再試行してください。
問題が解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常
は /var/log/messages にあります) に、この問題に関
連するエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0048E スナップショットのファイル・システムの
マウントに失敗しました。

説明: Recovery Agent は、マウントされたスナップシ
ョット iSCSI デバイスへの接続に成功しました。ただ
し、Recovery Agent はスナップショットのファイル・
システムをマウントできませんでした。

システムの処置: マウント操作は失敗しました。
Recovery Agent は、5 分ごとにファイル・システムの
マウントを自動的に試行します。

ユーザーの処置: マウントされたスナップショットは
iSCSI デバイスとして使用可能なので、デバイスのファ
イル・システムのマウントを試行してください。問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0049E SSH サーバー・アドレスの設定に失敗し
ました。

説明: Recovery Agent は、SSH サーバー・アドレス
を設定できませんでした。指定されたサーバー・アドレ
スが正しくない可能性があります。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、詳細について Linux Recovery
Agent エンジンのログ・ファイルを確認してください。
通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/
mount/engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にありま
す。
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FBP0050E SSH ユーザー名の設定に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、定義された「SSH ログイ
ン」ユーザーを使用して Windows Recovery Agent
CLI (TDPVMwareShell) にアクセスできません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: セキュア・シェルを使用している場合
は、「設定」>「SSH ログイン」で定義されたユーザー
を使用して、Windows Recovery Agent CLI マシンに
接続できることを確認してください。

FBP0051E SSH コマンドの実行に失敗しました。

説明: ありません。

FBP0052E TDPVMware Shell への照会の送信に失
敗しました。

説明: ありません。

FBP0053E Recovery Agent CLI への照会の送信に
失敗しました。

説明: SSH の使用時に、Recovery Agent が Windows
Recovery Agent CLI (TDPVMWareShell) への入力コ
マンド・ファイルの送信に失敗しました。この問題の原
因としては、SSH ユーザーが Windows Recovery
Agent CLI マシン上で読み取りおよび書き込みの特権
を持っていないことが考えられます。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 「設定」>「SSH ログイン」で定義さ
れた SSH ユーザーが、Windows Recovery Agent CLI
マシン上で読み取りと書き込みの特権を持っていること
を確認してください。詳細について、Linux Recovery
Agent エンジンのログ・ファイルも確認してください。
通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/
mount/engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にありま
す。

FBP0056E マウント・ポイントに指定されたブロッ
ク・デバイスの検出に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア操
作に対して指定されたマウント・ポイントのブロック・
デバイスの検出に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア操作に対して
指定されたマウント・ポイントが正しいことを確認して
ください。

FBP0057E 指定されたブロック・デバイスのマウン
ト・ポイントの検出に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、指定されたインスタント・
リストア・ブロック・デバイスのマウント・ポイントの
検出に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア操作に対して
指定されたブロック・デバイスが正しく、マウント済み
であることを確認してください。

FBP0058E 指定されたマウント・ポイントが、ブロッ
ク・デバイスにマウントされていません。

説明: 指定されたマウント・ポイントが、指定されたブ
ロック・デバイスにマウントされていません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: 指定されたマウント・ポイントとブロ
ック・デバイスが正しいこと、およびマウント・ポイン
トがそのブロック・デバイスにマウントされていること
を確認してください。

FBP0059E 「/」または「/boot」に対するリストアは
行えません。

説明: Recovery Agent は、「/」または「/boot」ボリ
ュームであるターゲット・デバイスへのインスタント・
リストア操作をサポートしていません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア操作に対し
て、別のターゲット・デバイスを指定してください。

FBP0060E RAID デバイスに対するリストアは行え
ません。

説明: Recovery Agent は、RAID デバイスへのインス
タント・リストア操作をサポートしません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア操作に対し
て、別のターゲット・デバイスを指定してください。

FBP0061E リストア操作の開始に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア操
作の開始に失敗しました。
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システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、詳細について Linux Recovery
Agent エンジンのログ・ファイルを確認してください。
通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/
mount/engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にありま
す。

FBP0062E iSCSI イニシエーター名の取得に失敗し
ました。

説明: iSCSI イニシエーターが指定されていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: iSCSI イニシエーター名が正しく指定
されていることを確認してください。

FBP0063E iSCSI ターゲットはログインしていませ
ん。

説明: ありません。

FBP0064E IP アドレスをホスト名に解決できません
でした。

説明: Recovery Agent は、ホスト名と指定された IP
アドレスの関連付けに失敗しました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: IP またはホスト名が正しいことを確
認してください。その後、操作を再試行してください。
問題が解決しない場合は、詳細について Linux
Recovery Agent エンジンのログ・ファイルを確認して
ください。通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/
TDPVMWare/mount/engine/var/
TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。

FBP0065E iSCSI サービスが見つかりませんでし
た。

説明: iSCSI デーモンが Recovery Agent Linux マシ
ンにインストールされていません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent Linux マシンに必要
な iSCSI デーモンをインストールします。関連した
iSCSI タスクについては、製品資料を参照してくださ
い。

FBP0066E iSCSI デーモンの開始に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、iSCSI デーモンを開始でき
ませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0067E iSCSI ターゲットの検出に失敗しまし
た。

説明: Recovery Agent は、iSCSI ターゲットをディス
カバーできませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0068E iSCSI ターゲットへのログインに失敗し
ました。

説明: Recovery Agent は、iSCSI ターゲットにログイ
ンできませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0069E iSCSI ターゲットからのログアウトに失
敗しました。

説明: Recovery Agent は、iSCSI ターゲットからログ
アウトできませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0070E iSCSI ターゲットの削除に失敗しまし
た。

説明: Recovery Agent は、iSCSI ターゲットを削除で
きませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
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るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0071E iSCSI ターゲットのブロック・デバイス
の特定に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、iSCSI ターゲットに正常に
ログインしましたが、iSCSI ブロック・デバイスが見つ
かりませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0072E RAID ミラー・デバイスの作成に失敗し
ました。

説明: Recovery Agent は、mdadm ユーティリティー
を使用して RAID ミラー・デバイスを作成できません
でした。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Linux システム・ログ (通常は
/var/log/messages にあります) に、この問題に関連す
るエラーが記載されていないか確認してください。

FBP0073E RAID ミラー・デバイスの停止に失敗し
ました。

説明: Recovery Agent は、mdadm ユーティリティー
を使用して RAID ミラー・デバイスを停止します。た
だし、Recovery Agent は RAID ミラー・デバイスを
停止できませんでした。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Linux マシン上の Recovery Agent
エンジンのログ・ファイルに、デバイスが停止しなかっ
た理由の詳細が記載されていないか確認してください。
通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/
mount/engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にありま
す。 Linux システム・ログ (通常、/var/log/messages
にあります) も確認してください。

FBP0074E RAID ミラーへのターゲット・ブロッ
ク・デバイスの追加に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、mdadm ユーティリティー
を使用してターゲット・ブロック・デバイスを RAID
ミラーに追加します。ただし、Recovery Agent はター
ゲット・ブロック・デバイスを RAID ミラーに追加で
きませんでした。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Linux マシン上の Recovery Agent
エンジンのログ・ファイルに、デバイスがターゲット・
ブロック・デバイスを RAID ミラーに追加できなかっ
た理由の詳細が記載されていないか確認してください。
通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/
mount/engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にありま
す。 Linux システム・ログ (通常、/var/log/messages
にあります) も確認してください。

FBP0075E RAID ミラー内のターゲット・ブロッ
ク・デバイスに、障害ありのマークを付け
ることができませんでした。

説明: Recovery Agent は、mdadm ユーティリティー
を使用して、RAID ミラー内のターゲット・ブロック・
デバイスにマークを付けます。ただし、Recovery
Agent は、ターゲット・ブロック・デバイスに障害あり
のマークを付けることができませんでした。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は一時停止します。

ユーザーの処置: Linux マシン上の Recovery Agent
エンジンのログ・ファイルに、デバイスにマークが付け
られなかった理由の詳細が記載されていないか確認して
ください。通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/
TDPVMWare/mount/engine/var/
TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。 Linux システ
ム・ログ (通常、/var/log/messages にあります) も確
認してください。

FBP0076E RAID ミラーからのターゲット・ブロッ
ク・デバイスの削除に失敗しました。

説明: Recovery Agent は、mdadm ユーティリティー
を使用してターゲット・ブロック・デバイスを RAID
ミラーから削除します。ただし、Recovery Agent はタ
ーゲット・ブロック・デバイスを削除できませんでし
た。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Linux マシン上の Recovery Agent
エンジンのログ・ファイルに、デバイスが削除されなか
った理由の詳細が記載されていないか確認してくださ
い。通常、このファイルは /opt/tivoli/tsm/
TDPVMWare/mount/engine/var/
TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にあります。 Linux システ
ム・ログ (通常、/var/log/messages にあります) も確
認してください。
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FBP0079E キーが不明です。

説明: ありません。

FBP0080E 操作はタイムアウトになりました。

説明: Recovery Agent エンジン・スクリプトは、
Recovery Agent GUI に適時に応答しませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。 問題が
解決しない場合は、Linux マシンの Recovery Agent
エンジンのログ・ファイルを確認してください。通常、
このファイルは /opt/tivoli/tsm/TDPVMWare/
mount/engine/var/TSM4VE_IR_LOG_0040.sf にありま
す。

FBP0081E 内部エラー

説明: ありません。

FBP0083E サポートされるファイル・システムを使用
した区画がスナップショットに含まれてい
ません。

説明: Recovery Agent は、ディスクの区画構造を正常
に解析しました。ただし、これらの区画のいずれも、サ
ポートされるファイル・システム (FAT、 NTFS、
EXT2、 EXT3、EXT4、または ReiserFS) を使用してい
ません。このため、「インスタント・リストア」や「仮
想ボリュームとしてマウント」などのボリューム・レベ
ルの操作は、このスナップショットに対してはサポート
されません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 選択したスナップショットからデータ
をリストアするには、Windows Recovery Agent プロ
キシー・ホストを使用して、スナップショットをマウン
トし、公開します。iSCSI ターゲットとしてのマウント
については、製品資料を参照してください。

FBP0084E 区画の取得に失敗しました。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
は、ディスク・スナップショットから区画リストを取得
できませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、区画リストが取得されなかった原
因が記載されていないか確認してください。

FBP0085E Recovery Agent は、Tivoli Storage
Manager サーバー・ノードのみに接続で
きます。

説明: ありません。

FBP0086E Tivoli Storage Manager サーバーの接続
の削除に失敗しました。

説明: Tivoli Storage Manager サーバーへの接続を必
要としているアクティブなインスタント・リストア・セ
ッション、またはマウント済みボリュームがあること
が、Windows Recovery Agent プロキシー・ホストか
ら報告されました。このため、既存の接続を削除できま
せん。

システムの処置: 接続の削除操作は取り消されます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログに、アクティブなインスタント・リス
トア・セッションまたはマウント済みボリュームについ
て記載されていないか確認してください。

FBP0088E 書き込みキャッシュがいっぱいであるか、
または正しく構成されていないために、マ
ウント操作に失敗しました。

説明: マウントおよびインスタント・リストア・セッシ
ョン (Linux マシン上で実行される) が、Windows
Recovery Agent プロキシー・ホスト上の仮想ボリュー
ム書き込みキャッシュにアクセスしています。このプロ
キシー・ホストにより、書き込みキャッシュが使用不可
であると報告されました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストのログ・ファイルに、書き込みキャッシュが
使用不可になった原因が記載されていないか確認してく
ださい。Windows Recovery Agent GUI で、仮想ボリ
ューム書き込みキャッシュが正しく構成されていること
を確認してください。仮想ボリューム書き込みキャッシ
ュ・オプションの設定については、製品資料を参照して
ください。

FBP0089E Recovery Agent GUI のストレージ・タ
イプ・オプションは「テープ」で、要求さ
れたメディアは使用中です。

説明: Recovery Agent GUI でストレージ・タイプ・
オプションに「テープ」を指定している場合、マウント
できるスナップショットはただ 1 つです。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 現在マウントされているスナップショ
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ットを取り外してから、別のスナップショットのマウン
トを試みてください。

FBP0090E 操作がタイムアウトになりました。手操作
による介入が必要になる場合があります。

説明: マウントまたはインスタント・リストアの操作中
に、Linux Recovery Agent の GUI 操作がタイムアウ
トになりました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 「Data Protection for VMware イン
ストールとユーザーズ・ガイド」に記載されている、
『ファイル・リストアまたはインスタント・リストア時
のタイムアウトへの対応 (Linux)』の手順のとおりに行
います。

FBP0091E 選択されたディスクは MBR ディスクで
はありません。

説明: ディスクが MBR ベースの基本ディスクではな
いため、Recovery Agent はディスクの区画構造を解析
できませんでした。このスナップショットに対しては、
「インスタント・リストア」および「仮想ボリュームと
してマウント」のようなボリューム・レベルの操作はサ
ポートされません。

システムの処置: マウントとインスタント・リストアの
操作は使用不可になります。

ユーザーの処置: 選択したスナップショットからデータ
をリストアするには、Windows Recovery Agent プロ
キシー・ホストを使用して、「iSCSI ターゲットとして
マウント」方式でスナップショットをマウントし、公開
します。

FBP0092E 操作は失敗しました。 Recovery Agent
は初期化中です。

説明: Windows Recovery Agent プロキシー・ホスト
の初期化中は、マウントとインスタント・リストアの操
作を進めることができません。

システムの処置: マウントまたはインスタント・リスト
アの操作は取り消されます。

ユーザーの処置: Windows Recovery Agent プロキシ
ー・ホストが初期化を完了するまで待ってください。そ
の後、操作を再試行してください。

FBP0093E マウント・ポイントは、他のマウント・セ
ッションで既に使用されています。

説明: ターゲット・マウント・ポイントが現在使用中な
ので、マウント操作に失敗しました。

システムの処置: マウント操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 使用中でないターゲット・マウント・
ポイントを指定します。

FBP0094E マウント・ポイントは、別のインスタン
ト・リストア・セッションによって既に使
用中です。

説明: ターゲット・マウント・ポイントが現在使用中な
ので、インスタント・リストア操作に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: 使用中でないターゲット・マウント・
ポイントを指定します。

FBP1001I フォルダー folder path が存在しません。
フォルダーを作成しますか?

説明: 選択されたフォルダーが存在しません。画面に表
示された指示のとおりに行って、フォルダーを作成でき
ます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: フォルダーを作成して操作を続行する
場合は、「はい」を指定します。フォルダーを作成せず
に現在の操作を終了する場合は、「いいえ」を指定しま
す。

FBP1003I キャッシュ・ファイルのフォルダーを指定
してください

説明: 仮想ディスクと仮想ボリュームのキャッシュ・フ
ァイルの格納に使用されるフォルダーが指定されていま
せん。キャッシュは、マウント操作時に仮想ディスクと
仮想ボリュームへの書き込み操作を格納するために使用
されます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 仮想ディスクと仮想ボリュームのキャ
ッシュ・ファイルを格納するためのフォルダーを指定し
ます。

FBP1005I mount path には既に仮想ボリュームがマ
ウントされています。続行する前にボリュ
ームを取り外しますか?

説明: 選択されたパスには既に仮想ボリュームがマウン
トされています。現在のマウント操作を続行するには、
この既存のマウント済み仮想ボリュームを取り外す必要
があります。
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システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 既存のマウント済み仮想ボリュームを
取り外して、現在のマウント操作を続行する場合は、
「はい」を指定します。現在のマウント操作を終了する
場合は、「いいえ」を指定します。

FBP1008I Recovery Agent は他のユーザーによって
使用中のため開始できません。

説明: Recovery Agent アプリケーションがこのマシン
上で既に実行されています。例えば、別のセッション上
で別のユーザーによってアプリケーションが開始された
場合に、この状況が発生します。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーションを
開始したユーザーとしてマシンにログインします。

FBP1009I マウント済みボリュームが存在するとき
は、Recovery Agent を閉じることができ
ません。すべてのボリュームを取り外しま
すか?

説明: Recovery Agent アプリケーションを閉じる前
に、既存のマウント済み仮想ボリュームと仮想ディスク
を取り外す必要があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 既存のマウント済み仮想ボリュームと
仮想ディスクすべてを取り外し、Recovery Agent アプ
リケーションを閉じる場合は、「はい」を指定します。
既存のマウント済み仮想ボリュームと仮想ディスクすべ
てを取り外さずに、Recovery Agent アプリケーション
に戻る場合は、「いいえ」を指定します。

FBP1011I 仮想ボリューム・ドライバーは正常に登録
されました

説明: マウント機能を使用するには、Recovery Agent
仮想ボリューム・ドライバーが正常に登録されている必
要があります。

システムの処置: 操作は正常に完了しました。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1013I Tivoli Storage Manager サーバーへの接
続が再開されました。

説明: Recovery Agent アプリケーションと Tivoli

Storage Manager サーバーの間で通信が確立されまし
た。

システムの処置: 操作は正常に完了しました。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1014I データ・アクセス・オプションへの変更を
有効にするには、Recovery Agent アプリ
ケーションを再始動する必要があります。

説明: データ・アクセス・オプションに対して最近行っ
た変更は、Recovery Agent アプリケーションを再始動
するまでは適用できません。

システムの処置: 再始動するまで、Recovery Agent ア
プリケーションは既存のデータ・アクセス・オプション
設定を使用して動作します。

ユーザーの処置: データ・アクセス・オプションへの変
更が実装されるように、Recovery Agent アプリケーシ
ョンを再始動します。

FBP1100I サービス・マネージャーから
CONTINUE を受け取りました

説明: Recovery Agent サービスが
SERVICE_CONTROL_CONTINUE コマンドを受け取り
ました。

システムの処置: Recovery Agent サービスがアクティ
ビティーを再開します。&msgnl;最新の Recovery
Agent ドライバー・イベントが Recovery Agent ロ
グ・ファイルに書き込まれます。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1101I サービス・マネージャーから PAUSE を
受け取りました

説明: Recovery Agent サービスは
SERVICE_CONTROL_PAUSE コマンドを受け取りまし
た。

システムの処置: このコマンドは、Recovery Agent サ
ービスには影響を及ぼしません。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1102I サービス・マネージャーから STOP コマ
ンドを受け取りました

説明: Recovery Agent サービスは
SERVICE_CONTROL_STOP コマンドを受け取りまし
た。このメッセージは、サービス・マネージャーからサ
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ービスが停止されると発行されます。「スタート」メニ
ューから Recovery Agent GUI を開くと、サービスに
stop コマンドが送られます。

システムの処置: Recovery Agent サービスは停止しま
す。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1103I サービスが停止しました。サービス・マネ
ージャーに報告します

説明: Recovery Agent サービスは停止します。サービ
ス・マネージャーからサービスを再開できます。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
停止します。

ユーザーの処置: ユーザー処置は必要ありません。

FBP1104I --- Recovery Agent version string が開始
されました ---

説明: Recovery Agent アプリケーションが開始されま
した。バージョン・ストリングがメッセージに表示され
ます。

システムの処置: 操作は正常に完了しました。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1300I ライセンスに問題はありません。

説明: ライセンス・ファイルは有効です。

システムの処置: 操作は正常に完了しました。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1301W 再販ライセンス用ではありません。

説明: ライセンス・ファイルは有効です。

システムの処置: 操作は正常に完了しました。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP1302E ライセンス・ファイルへのアクセス・エラ
ー。

説明: ライセンス・ファイルにアクセスできませんでし
た。ライセンス・ファイルが見つからないか、アクセス
権の制限のためにファイルを開けなかったか、ファイル
が破損していると、この状況が発生します。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
停止します。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション用
に新しいライセンスを取得してください。

FBP1303E ライセンス・ファイルが破損しています。

説明: ライセンス登録ストリングが無効です。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
停止します。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション用
に新しいライセンスを取得してください。

FBP1304E 試用期限が切れています。

説明: ライセンス登録ストリングが無効です。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
停止します。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション用
に新しいライセンスを取得してください。

FBP1305I 試用ライセンス。 残り日数。

説明: ライセンス・ファイルは有効です。

システムの処置: 操作は正常に完了しました。

ユーザーの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、操作する準備ができています。

FBP5003W target volume: リポジトリーがロードされ
ていません。リポジトリーをロードして、
セッションを再開してください。

説明: Recovery Agent がバックアップ・スナップショ
ットの置かれている Tivoli Storage Manager サーバー
との接続を再確立できなかったために、インスタント・
リストア・セッションを再開できません。セッションの
一時停止中は、リストア対象のボリュームはアクセス不
能になります。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は一時停止します。

ユーザーの処置: Recovery Agent GUI で「IBM
Spectrum Protect サーバーの選択」をクリックして
Tivoli Storage Manager サーバーに接続し、インスタ
ント・リストア・セッションを再開します。
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FBP5005W Windows は、宛先ボリューム target
volume がネットワーク上でマップされた
ドライブである可能性があることを示して
います。ボリューム target volume again
がネットワーク上でマップされたドライブ
であると確認された場合は、操作が失敗し
ます。それでも続行しますか?

説明: Recovery Agent は、ネットワーク上でマップさ
れたドライブに対するインスタント・リストア・セッシ
ョンをサポートしません。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
はキャンセルされます。

ユーザーの処置: ネットワーク上でマップされたドライ
ブにない宛先ボリュームを指定します。

FBP5007W ソースからのブロックの読み取りに失敗し
ました。この問題はネットワーク障害によ
って引き起こされた可能性があります。詳
しくは、ログ・ファイルを参照してくださ
い。この問題がネットワーク障害によって
引き起こされた場合は、問題を修正して、
セッションを再開してください。

説明: インスタント・リストア・セッションは、Tivoli
Storage Manager サーバーからデータを取得できませ
ん。この結果、インスタント・リストア・セッションは
一時停止します。問題はネットワーク障害によって引き
起こされた可能性があります。セッションが一時停止し
ているときは、リストア対象のボリュームはアクセス不
能になります。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は一時停止します。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに問題の原因
が記載されていないか確認してください。問題を解決し
た後、セッションを再開します。

FBP5008W リストアされるボリューム (volume name)
へのオープン・ハンドルが存在します。こ
のボリュームにアクセスしている可能性が
あるアプリケーション (Windows エクス
プローラー、コマンド・プロンプトなど)
をすべて閉じて、再試行してください。
「無視」を選択すると、リストア・プロセ
スが開始した際に、これらのハンドルを使
用しているアプリケーションが不安定にな
る可能性があります。

説明: リストア対象のターゲット・ボリュームは使用中
です。表示可能なストレージ・ボリュームにボリューム
をリストアする場合、既存のストレージ・ボリューム上

でデータが上書きされます。リストアの開始後、現在の
ボリュームの内容は永久に消去されます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: このボリュームにアクセスしている可
能性があるアプリケーション (Windows エクスプロー
ラー、コマンド・プロンプトなど) をすべて閉じて、操
作を再試行してください。「無視」を選択すると、リス
トア操作が開始した際に、これらのオープン・ハンドル
を現在使用しているアプリケーションが不安定になる可
能性があります。

FBP5010W システムのメモリーが不足しています。仮
想ボリュームへの書き込み操作が失われる
可能性があります。

説明: マウント済みボリュームに対して行われた変更
は、メモリーに書き込まれます。このため、Recovery
Agent は読み取り/書き込みモードで動作するときに大
量の RAM を使用する可能性があります。

システムの処置: 仮想ボリュームへの書き込み操作が失
われる可能性があります。

ユーザーの処置: マウント済みボリュームの一部を取り
外すか (可能な場合)、ボリュームを読み取り専用として
マウントします。「先読みキャッシュ・サイズ」オプシ
ョンの値が、メモリーの使用量に影響します。このオプ
ションの設定については、製品の資料を参照してくださ
い。

FBP5011W Recovery Agent には、number of
mounted volumes 個のボリュームがまだマ
ウントされています。Recovery Agent を
停止すると、システムが不安定になる可能
性があります。Recovery Agent を停止し
てもよろしいですか?

説明: 最初に仮想ボリュームを取り外さずに Recovery
Agent を停止すると、システムとアクティブ・アプリケ
ーションの両方が不安定になる可能性があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: Recovery Agent を停止せずに、マウ
ント済みボリュームを取り外す場合は「いいえ」を指定
します。Recovery Agent を停止する場合は、「はい」
を指定します。ただし、システムとアクティブ・アプリ
ケーションの両方が不安定になる可能性があります。
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FBP5012W Recovery Agent には、number of active
sessions 件のアクティブなインスタント・
リストア・セッションがあります。
Recovery Agent サービスが再始動するま
で、これらのセッションは一時停止され、
リストア対象のボリュームは未フォーマッ
トとして表示されます。Recovery Agent
を停止してもよろしいですか?

説明: リストアの完了を待たずに Recovery Agent を
停止すると、リストア対象のボリュームが未フォーマッ
トとして表示されます。Recovery Agent サービスが再
始動すると、リストア・プロセスは再開します。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: Recovery Agent を停止せずに、イン
スタント・リストア・セッションを続行するには「いい
え」を指定します。Recovery Agent を停止する場合
は、「はい」を指定します。ただし、まだ処理中のボリ
ュームは未フォーマットとして表示されます。これらの
ボリュームをフォーマットするとデータ損失が生じるの
で、フォーマットを試みないでください。

FBP5013W 選択したセッションを打ち切りますか? す
べてのデータが失われ、ボリュームの再フ
ォーマット設定が必要になります。

説明: インスタント・リストア・セッションを打ち切る
と、リストア対象のボリュームに書き込まれたすべての
データが失われます。リストア対象のボリュームは未フ
ォーマットとして表示され、再フォーマット設定が必要
になります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッション
を打ち切るには、「はい」を指定します。これらのセッ
ション中にリストア対象のボリュームに書き込まれたデ
ータは、すべて失われます。インスタント・リストア・
セッションを続行するには、「いいえ」を指定します。

FBP5015W ターゲット・ドライブ volume name 上の
すべてのデータが失われます。注 1: イン
スタント・リストア処理を正常に実行する
には、リポジトリーへのネットワーク接続
と帯域幅が十分に確保されている必要があ
ります。注 2: インスタント・リストア
は、主に読み取り入出力を実行するアプリ
ケーションに対してのみ使用することをお
勧めします。続行しますか?

説明: インスタント・リストア処理により、ターゲッ

ト・ストレージ・ボリューム上のデータは上書きされま
す。インスタント・リストア操作を正常に実行するに
は、Tivoli Storage Manager サーバーからのデータ転
送速度が十分であることが必要です。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 生じる影響を理解してインスタント・
リストア操作を開始することを確認するには、「はい」
をクリックします。

FBP5017W mounted volume name にマウントされて
いるボリューム上にオープン・ファイルが
存在します。強制的に取り外すと、オープ
ン・ファイルはすべて無効になります。続
行しますか?

説明: 取り外そうとしている仮想ボリュームは、別のア
プリケーションで使用されています。例えば、ボリュー
ムは、Windows エクスプローラーで開かれている可能
性があります。仮想 iSCSI デバイスの場合は、iSCSI イ
ニシエーターがまだデバイスにログオンしています。こ
のボリュームを強制的に取り外すと、このボリュームに
アクセスしているファイルまたはアプリケーションが不
安定になる可能性があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: このボリュームにアクセスしているフ
ァイルまたはアプリケーションを特定し、閉じてくださ
い。あるいは、「続行」を指定して警告メッセージを無
視し、ボリュームの取り外しを続行してください。
iSCSI デバイスの場合は、iSCSI イニシエーターがデバ
イスからログオフされていることを確認してください。

FBP5018W リストア対象として選択されたボリューム
は、クラスター・ディスク上に存在しま
す。クラスター・ボリュームをリストアす
る際の指針については、製品資料を参照し
てください。これらのガイドラインを守ら
なければ、ハードウェア・エラーや
Windows エラーが発生した場合にデータ
損失が生じる可能性があります。続行しま
すか?

説明: クラスター環境では、ボリュームのインスタン
ト・リストアがサポートされています。クラスター内の
その他のボリュームは影響を受けません。クラスターと
リストア対象のボリュームは並列に操作できます。イン
スタント・リストア操作の実行中にノードに障害が発生
した場合、リストア中のディスクはフェイルオーバーす
ることができません。
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システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 指針の内容を理解してインスタント・
リストア操作を開始することを確認するには、「はい」
をクリックします。

FBP5020W The Virtual Volume Driver is not yet
registered. Recovery Agent では、ここ
でドライバーを登録できます。登録中に
Microsoft Windows ロゴの警告が表示さ
れる場合があります。この警告を受け入れ
ると、登録を完了することができます。仮
想ボリューム・ドライバーを今すぐ登録し
ますか?

説明: Recovery Agent を操作するには、ユーザーが仮
想ボリューム・ドライバーを登録する必要があります。
このメッセージは、サイレント・インストール後にマウ
ントを最初に試みると表示されます。これは、サイレン
ト・インストール中にドライバーの登録が実行されない
からです。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 「はい」を指定すると、登録プロセス
が開始されます。登録後、Recovery Agent アプリケー
ションは操作可能になります。

FBP5021W マウントされたボリューム「mounted
volume name」は使用中です。ボリューム
を取り外すと、このボリュームを使用して
いるアプリケーションが不安定になる可能
性があります。続行しますか?

説明: 取り外そうとしている仮想ボリュームは、別のア
プリケーションで使用されています。例えば、ボリュー
ムは、Windows エクスプローラーで開かれている可能
性があります。仮想 iSCSI デバイスの場合は、iSCSI イ
ニシエーターがまだデバイスにログオンしています。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: このボリュームにアクセスしているア
プリケーションを特定し、閉じてください。あるいは、
「続行」を指定して警告メッセージを無視し、ボリュー
ムの取り外しを続行してください。iSCSI デバイスの場
合は、iSCSI イニシエーターがデバイスからログオフさ
れていることを確認してください。

FBP5023W アクティブなインスタント・リストア・セ
ッションがあります。アプリケーションが
ロードを完了してセッションを再開するま
で、これらのセッションは一時停止され、
リストア対象のボリュームは未フォーマッ
トとして表示されます。続行しますか?

説明: 「スタート」>「すべてのプログラム」メニュー
で Recovery Agent UI を開くと、サービスが停止しま
す。アプリケーションがロードを完了し、セッションを
再開するまで、アクティブなインスタント・リストア・
セッションは一時停止します。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: サービスを停止して Recovery Agent
UI をロードする場合は、「はい」を指定します。この
アクションを行うと、インスタント・リストア・セッシ
ョンが一時停止してから再開します。Recovery Agent
UI をロードしない場合は、「いいえ」を指定します。
このアクションを行うと、サービス・モードのインスタ
ント・リストア・セッションがバックグラウンドで実行
されます。

FBP5025W 'num active sessions' 件のセッションが書
き込みキャッシュを使用しています。キャ
ッシュ設定の更新は、キャッシュを使用す
るアクティブ・セッションが存在しないと
きに処理されます。続行しますか?

説明: 書き込みキャッシュ設定への更新が検出されまし
た。これらの更新は、キャッシュを使用するアクティ
ブ・セッションが存在しないときに適用されます。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーション
は、既存の書き込みキャッシュ設定を使用して動作しま
す。

ユーザーの処置: キャッシュを使用するアクティブ・セ
ッションが存在しないときに、書き込みキャッシュ設定
を更新します。

FBP5026W 書き込みキャッシュのサイズの num write
cache percentage% が使用されています。

説明: Linux マシン上で実行されるマウント・セッシ
ョンとインスタント・リストア・セッションでは、書き
込みの操作に Recovery Agent の仮想ボリュームの書
き込みキャッシュが使用されます。キャッシュ・サイズ
が最大限度に近づいています。キャッシュ・サイズが限
度に達すると、Linux のマウントおよびインスタント・
リストア・セッションが失敗する可能性があります。

システムの処置: ありません。
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ユーザーの処置: 仮想ボリュームの書き込み「キャッシ
ュ・サイズ」の値が減少するまで、Linux マシン上で
の新しい Recovery Agent のマウント・セッションま
たはインスタント・リストア・セッションを開始しない
でください。このオプションの設定については、製品の
資料を参照してください。

FBP5028W 選択された区画 (partition format) のファ
イル・システムが、現在のオペレーティン
グ・システムではサポートされていない可
能性があります。ボリュームを読み取るた
めには、適切なファイル・システム・ドラ
イバーが Windows にインストールされ
ている必要があります。続行しますか?

説明: ボリュームがマウントされる Windows オペレ
ーティング・システムで、区画ファイル・システムがサ
ポートされ、認識されている必要があります。マウント
された区画のファイル構造を表示するには、この条件が
満たされている必要があります。Linux マシン上のネイ
ティブ Linux ファイル・システムを使用してボリュー
ムをマウントすることをお勧めします。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: ボリュームがマウントされる
Windows オペレーティング・システムに、適切なファ
イル・システム・ドライバーがインストールされている
ことを確認してください。

FBP5029W Tivoli Storage Manager サーバーへの接
続が失われました。

説明: Recovery Agent アプリケーションと Tivoli
Storage Manager サーバーの間の接続が失われました。

システムの処置: マウントされたボリュームがアクセス
不能になる可能性があります。インスタント・リスト
ア・セッションは一時停止します。

ユーザーの処置: 接続障害に関する情報が記載されてい
ないかどうか、Recovery Agent のログを確認します。
問題を解決した後、一時停止したインスタント・リスト
ア・セッションを再開します。

FBP5030W 選択された仮想マシンに使用可能なスナッ
プショットがありません。または、認証ノ
ードにこの仮想マシンをリストアするため
の権限がありません。

説明: 選択された仮想マシンに対してスナップショット
が見つかりませんでした。スナップショットが正常に完
了しなかったか、あるいは「移動元ノード」アクセス方
式が使用されていた場合は、選択された仮想マシンをリ

ストアする権限が認証ノードにありません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 「移動元ノード」アクセス方式を使用
する場合は、認証ノードに対して十分なアクセス権限が
設定されていることを確認してください。IBM
Spectrum Protect データ・ムーバーの「set access」コ
マンドを使用してアクセス権限を設定する方法の詳細と
例については、製品資料を参照してください。

FBP5031W 現在、いくつかのスナップショットがマウ
ントされています。続行すると、これらの
スナップショットが取り外されます。現在
マウントされたボリュームがアプリケーシ
ョンで使用されている場合は、そのアプリ
ケーションが不安定になる可能性がありま
す。続行しますか?

説明: 「スタート」>「すべてのプログラム」メニュー
で Recovery Agent UI を開くと、サービスは停止され
ます。アクティブなマウント・ボリュームはマウント解
除されます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: マウント済みボリュームにアクセスし
ている可能性があるアプリケーション (Windows エク
スプローラー、コマンド・プロンプトなど) をすべて閉
じます。その後、Recovery Agent UI を開きます。マ
ウント済みボリュームにアクセスしているアプリケーシ
ョンを閉じずに続行すると、これらのアプリケーション
が不安定になる可能性があります。

FBP5032W 選択されたスナップショットは、この操作
中に失効する場合、保護されません。 有
効期限については、製品資料を参照してく
ださい。

説明: 「移動元ノード」認証方式が使用される場合、認
証ノードには、「set access」コマンドを使用して、タ
ーゲット・ノードへの読み取り専用アクセス権限が付与
されます。 ターゲット・ノードがスナップショットを
所有しています。このため、スナップショットにはサー
バー上で使用中のマークを付けることができません。し
たがって、リストア操作の進行中にスナップショットが
失効する可能性があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 続行する場合は、操作中のスナップシ
ョットの満了処理を無効にしてください。あるいは、リ
ストア操作中にリストア対象のマシンに対してスナップ
ショットが作成されないようにします。それ以外の場合
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は、リストア操作を取り消します。

FBP5033W 選択されたノードには、スナップショット
がありません。

説明: スナップショットが完了しなかったか、選択され
た Tivoli Storage Manager ノードがスナップショット
を所有するノードではありません。

システムの処置: スナップショットは示されません。

ユーザーの処置: Tivoli Storage Manager for Virtual
Environments スナップショットが完了していた場合
は、スナップショットを所有する Tivoli Storage
Manager ノードを選択します。

FBP5034W スナップショットは、マウント操作中の有
効期限切れからは保護されません。有効期
限が切れると、予期しない結果を招きマウ
ント・ポイントに悪影響を及ぼすおそれが
あります。

説明: マウントされたスナップショットには、サーバー
で使用中としてマークを付けられません。したがって、
リストア操作の進行中にスナップショットが失効する可
能性があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 続行する場合は、リストア操作中にリ
ストア対象のマシンに対してスナップショットが作成さ
れないようにします。それ以外の場合は、有効期限切れ
保護を有効にします。

FBP5035W 選択されたスナップショットは、このマウ
ント操作中の有効期限切れからは保護され
ません。有効期限が切れると、予期しない
結果を招きマウント・ポイントに悪影響を
及ぼすおそれがあります。

説明: マウントされたスナップショットには、サーバー
で使用中としてマークを付けられません。したがって、
リストア操作の進行中にスナップショットが失効する可
能性があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 続行する場合は、リストア操作中にリ
ストア対象のマシンに対してスナップショットが作成さ
れないようにします。それ以外の場合は、「設定」パネ
ルで有効期限切れ保護を有効にし、操作を再実行しま
す。

FBP7003E フォルダー folder name が無効です。

説明: 指定したパスは有効なフォルダー・パスではあり
ません。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 有効なフォルダー・パスを指定してく
ださい。

FBP7004E フォルダー: folder name が作成できませ
んでした。

説明: システムは要求されたフォルダーの作成に失敗し
ました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、フォルダ
ーが作成されなかった理由が記載されていないか確認し
てください。

FBP7005E folder name は空ではありません。空のフ
ォルダーのみをマウント・ポイントとして
使用できます。

説明: システムは空のフォルダーのみにボリューム・ス
ナップショットをマウントできます。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 空のフォルダー・パスを指定してくだ
さい。

FBP7006E スナップショット・サイズ (snapshot size)
がターゲット・サイズを超えています
(partition name)

説明: 宛先の位置のボリューム・サイズは、リストアす
るスナップショットの元のボリュームのサイズと等しい
か、それより大きくなくてはなりません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: リストアするスナップショットのソー
ス・ボリュームと等しいか、それより大きいサイズのタ
ーゲット・ボリュームを指定してください。

FBP7007E 有効な iSCSI ターゲット名を指定する必
要があります。有効な iSCSI 名は、英小
文字、数字、「.」、「:」および「-」で構
成されます。

説明: スナップショットが iSCSI ターゲットとして公
開されている場合は、有効な iSCSI ターゲット名を入
力する必要があります。
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システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 有効な iSCSI ターゲット名を指定し
てください。

FBP7008E 有効な iSCSI イニシエータ名を指定する
必要があります。有効な iSCSI 名は、英
小文字、数字、「.」、「:」および「-」で
構成されます。

説明: 指定した iSCSI イニシエーターは、有効なイニ
シエーター名ではありません。スナップショットが
iSCSI ターゲットとして公開されている場合は、有効な
イニシエーター名をユーザーが指定する必要がありま
す。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 有効な iSCSI イニシエーター名を指
定します。

FBP7009E 有効なフォルダー名を指定する必要があり
ます。

説明: フォルダーのパスが無効であるか、指定されてい
ませんでした。ボリューム・スナップショットのマウン
ト・ポイントのパスには、空のフォルダーが含まれてい
る必要があります。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 空のフォルダーへの有効なパスを指定
します。

FBP7012E Tivoli Storage Manager サーバーにすで
に接続されています。別のサーバー、また
はこのサーバー内の別のノードに接続する
には、リストから現在のサーバーを選択し
て「削除」をクリックします。

説明: Recovery Agent は、単一の Tivoli Storage
Manager サーバーとノードにのみ接続できます。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: リストからサーバーを選択して「削
除」をクリックすることにより、既存の接続を削除しま
す。アクティブなマウント済みボリューム、またはイン
スタント・リストア・セッションが存在するサーバーへ
の接続を削除することはできません。

FBP7013E テープ・モードではインスタント・リスト
アはサポートされていません。

説明: テープに格納されているスナップショット・デー
タのインスタント・リストアはサポートされていませ
ん。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショット・データをディス
ク・ストレージ・プールにマイグレーションするか、別
のリストア方式を使用します。

FBP7014E テープ・モードでは複数のスナップショッ
トをマウントできません。

説明: スナップショット・データがテープに保管されて
いる場合、単一のスナップショットのみマウントできま
す。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 現在マウントされているスナップショ
ットを取り外してから、別のスナップショットのマウン
トを試みてください。

FBP7015E インスタント・リストアの宛先として使用
可能なローカル・ボリュームがありませ
ん。

説明: ボリューム名を持つ、システム・ボリュームでは
ないローカル・ボリュームに対してインスタント・リス
トアが実行されます。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストアの宛先とし
て、ボリューム名を持つ、システム・ボリュームではな
いローカル・ボリュームが存在することを確認してくだ
さい。

FBP7016E Recovery Agent の「先読みサイズ」オプ
ションには、0 から 8192 の値を指定する
必要があります。

説明: Recovery Agent の「先読みサイズ」の値は、1
つのブロックに対する読み取り要求の後にストレージ・
デバイスから取得される追加データ・ブロックの数を指
定します。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 0 から 8192 の有効な「先読みサイ
ズ」の値を指定します。このオプションの設定について
は、製品の資料を参照してください。
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FBP7017E Recovery Agent の「先読みキャッシュ・
サイズ」オプションには、1000 から
75000 の値を指定する必要があります。ま
た、この値は、「先読みサイズ」オプショ
ンの値より少なくとも 1 ブロック大きく
する必要があります。

説明: Recovery Agent の「先読みキャッシュ・サイ
ズ」の値は、「先読み」の余分なデータ・ブロックが格
納されるキャッシュのサイズを指定します。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 有効な「先読みキャッシュ・サイズ」
の値を 1000 から 75000 の範囲で指定し、「先読みサ
イズ」オプションの値より少なくとも 1 ブロック大き
くする必要があります。このオプションの設定について
は、製品の資料を参照してください。

FBP7018E Recovery Agent は、Tivoli Storage
Manager サーバーからスナップショッ
ト・データを読み取ることができません。
ストレージ・タイプの設定が実際のストレ
ージ・デバイスと一致していることを確認
してください。例えば、データがテープ上
にある場合は、ストレージ・タイプが「テ
ープ」に設定されていることを確認してく
ださい。それでも問題が解決しない場合
は、その他のエラーがないかどうか、
Tivoli Storage Manager サーバー・アク
ティビティー・ログを確認してください。

説明: 必要なデータがサーバーに存在しないか、データ
にアクセスできません。データにアクセスできない原因
は一般に、データが格納されている実際のストレージと
「ストレージ・タイプ」構成が一致しないことです。
Recovery Agent は、ストレージ・タイプが「ディス
ク」に設定されている場合に、テープまたは VTL に格
納されたデータを読み取ることができません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent GUI の「設定」を
クリックして、スナップショットをマウントする元の正
しいストレージ・デバイスを選択します。「ディスク/
ファイル」、「テープ」、または「VTL」を選択できま
す。ストレージ・タイプが変更されたときには、その変
更を有効にするために、この Recovery Agent を再始
動する必要があります。また、その他のエラーがないか
どうか、Recovery Agent のログと Tivoli Storage
Manager サーバー・アクティビティー・ログを確認し
てください。

FBP7019E 選択されたディスクは、MBR 区画スタイ
ルの基本ディスクではありません。

説明: ディスクが Basic ディスクではなく MBR ベー
スのディスクであるため、Recovery Agent はディスク
の区画構造を解析できませんでした。 このスナップシ
ョットに対しては、「インスタント・リストア」および
「仮想ボリュームとしてマウント」のようなボリュー
ム・レベルの操作はサポートされません。

システムの処置: ボリューム・レベルの操作は無効にな
っています。

ユーザーの処置: 「iSCSI ターゲットとしてマウント」
などの別の方式を使用して、選択されたスナップショッ
トからデータをリストアしてください。

FBP7020E 選択されたディスクの区画が、サポートさ
れるファイル・システムでフォーマットさ
れていません。

説明: Recovery Agent は、ディスクの区画構造を正常
に解析しました。ただし、これらの区画のいずれも、サ
ポートされるファイル・システム
(FAT、NTFS、EXT2、EXT3、EXT4、または ReiserFS)
を使用していません。このため、「インスタント・リス
トア」や「仮想ボリュームとしてマウント」などのボリ
ューム・レベルの操作は、このスナップショットに対し
てはサポートされません。

システムの処置: ボリューム・レベルの操作は無効にな
っています。

ユーザーの処置: 「iSCSI ターゲットとしてマウント」
などの別の方式を使用して、選択されたスナップショッ
トからデータをリストアしてください。

FBP7021E ノード・アクセス方式を選択してくださ
い。

説明: Tivoli Storage Manager サーバー上のスナップ
ショットにアクセスするために、3 種類のノード認証方
式を使用できます。「Asnodename」はプロキシー・ノ
ードを使用して認証を行い、「Fromnode」は制限付き
アクセス権限を持つノードを使用して認証を行い、「ダ
イレクト」は直接認証を行います。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: Tivoli Storage Manager サーバー上
のスナップショットにアクセスするためのノード認証方
式を指定します。これら 3 種類の方式については、製
品資料を参照してください。
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FBP7022E Tivoli Storage Manager サーバー名また
は IP を指定する必要があります。

説明: Recovery Agent では、Tivoli Storage Manager
サーバー上にある仮想マシンのバックアップ・スナップ
ショットにアクセスするためにこの情報が必要になりま
す。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: バックアップ・スナップショットが配
置されている Tivoli Storage Manager サーバーのホス
ト名または IP アドレスを指定します。

FBP7023E 有効な Tivoli Storage Manager サーバ
ー・ポートを指定する必要があります。

説明: Recovery Agent では、Tivoli Storage Manager
サーバー上にある仮想マシンのバックアップ・スナップ
ショットにアクセスするためにこの情報が必要になりま
す。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: バックアップ・スナップショットが配
置されている Tivoli Storage Manager サーバーが使用
するポート番号を指定します。

FBP7024E 認証ノードを指定する必要があります。

説明: 認証ノードが指定されていません。スナップショ
ットを所有する Tivoli Storage Manager ノードを指定
してください。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager ノードを指定してください。 ノード
認証方式については、製品の資料を参照してください。

FBP7025E ターゲット・ノードを指定する必要があり
ます。

説明: Recovery Agent は、3 種類のノード認証方式を
提供しています。「Fromnode」または
「Asnodename」を選択した場合は、ターゲット・ノー
ドを指定する必要があります。ターゲット・ノードは、
仮想マシン・バックアップが配置されている Tivoli
Storage Manager ノードです。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 仮想マシン・バックアップが配置され
ているターゲット・ノードを指定します。ノード認証方

式については、製品の資料を参照してください。

FBP7026E ノード・パスワードを指定する必要があり
ます。

説明: 認証ノードのパスワードが指定されていません。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 仮想マシン・スナップショットを所有
する Tivoli Storage Manager ノードのパスワードを入
力します。

FBP7027E Recovery Agent の「ドライバー・タイム
アウト」オプションを使用するには、60
から 300 までの値を指定する必要があり
ます。

説明: Recovery Agent の「ドライバー・タイムアウ
ト」オプションは、ファイル・システム・ドライバーか
らのデータ要求を処理するための時間の長さ (秒) を指
定します。指定した時間内に処理が完了しない場合、要
求は取り消され、ファイル・システム・ドライバーにエ
ラーが返されます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 60 から 300 までの有効な「ドライバ
ー・タイムアウト」値を指定します。このオプションの
設定については、製品の資料を参照してください。

FBP7028E Recovery Agent の「書き込みキャッシ
ュ・サイズ」オプションには、1 から
upper limit の値を指定する必要がありま
す。

説明: Linux のインスタント・リストアおよびマウン
ト操作の間、Windows のバックアップ・プロキシー・
ホスト上の Recovery Agent は、書き込みキャッシ
ュ・フォルダー内のデータの変更を保存します。最大キ
ャッシュ・サイズは、選択されたフォルダーの使用可能
なスペースの 90% です。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 有効な仮想ボリュームの書き込み「キ
ャッシュ・サイズ」の値を指定してください。このオプ
ションの設定については、製品の資料を参照してくださ
い。
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FBP7029E Recovery Agent CLI mount コマンド
に、1 つ以上の必須パラメーターが欠落し
ています。

説明: 必須パラメーターをすべて指定しなければ、
Recovery Agent CLI mount コマンドを完了できませ
ん。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 「RecoveryAgentShell.exe -h
mount」(Windows) コマンド、または
「RecoveryAgentShell -h mount dump」(Linux) コマ
ンドを発行して、必須パラメーターを確認します。その
後、すべての必須パラメーターを指定して、mount コ
マンドを発行します。

FBP7030E リポジトリー「repository name」が見つか
りません。

説明: Recovery Agent の「-rep」タグで指定された
Tivoli Storage Manager サーバー接続が見つかりませ
んでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent CLI コマンドの
「-rep」タグを修正して、バックアップ・スナップショ
ットが配置されている Tivoli Storage Manager サーバ
ーを指定します。

FBP7031E 有効な iSCSI ターゲット名を指定する必
要があります。有効な iSCSI 名は、英小
文字、数字、「.」、「:」および「-」で構
成されます。

説明: スナップショットが iSCSI ターゲットとして公
開されている場合は、有効な iSCSI ターゲット名を入
力する必要があります。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 有効な iSCSI ターゲット名を指定し
てください。

FBP7032E マウント・ターゲット「mount target」が
無効です。

説明: 指定したマウント・パスは、有効なフォルダー・
パスではありません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 有効なフォルダー・パスを指定してく
ださい。

FBP7033E 再解析ポイント「reparse point」が見つか
らず、作成できません。

説明: 指定したマウント・ターゲット・パスが見つから
ず、作成できません。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 有効なフォルダー・パスを指定してく
ださい。

FBP7035E 区画「partition」のロードに失敗しまし
た。

説明: Recovery Agent は、ディスク・スナップショッ
トから区画リストを取得できませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、区画リス
トが取得されなかった理由が記載されていないか確認し
てください。

FBP7036E 区画番号「partition number」が誤ってい
ます

説明: 指定した区画が、ディスク・スナップショット上
に見つかりませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 有効な区画番号を指定してください。

FBP7037E 「キャッシュ・サイズ」は少なくとも
1GB でなければなりません。

説明: Linux マシン上で実行されるマウント・セッシ
ョンとインスタント・リストア・セッションでは、書き
込みの操作に Recovery Agent のキャッシュが使用さ
れます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: 「書き込みキャッシュ」サイズのフィ
ールドに、有効なサイズを指定してください。キャッシ
ュ・サイズは少なくとも 1GB であることが必要です。

FBP7038E Recovery Agent の書き込み「キャッシ
ュ・サイズ」オプションの値は、max size
in GB GB を超えてはなりません。

説明: Linux のインスタント・リストアおよびマウン
ト操作の間、Windows のバックアップ・プロキシー・
ホスト上の Recovery Agent は、書き込みキャッシ
ュ・フォルダー内のデータの変更を保存します。最大キ
ャッシュ・サイズは、選択されたフォルダーの使用可能
なスペースの 90% です。
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システムの処置: キャッシュ・サイズが限度に達する
と、Linux のマウントおよびインスタント・リストア・
セッションが失敗する可能性があります。

ユーザーの処置: 仮想ボリュームの書き込み「キャッシ
ュ・サイズ」の値が減少するまで、Linux マシン上で
の新しい Recovery Agent のマウント・セッションま
たはインスタント・リストア・セッションを開始しない
でください。このオプションの設定については、製品の
資料を参照してください。

FBP8001E 再開に失敗しました

説明: インスタント・リストア・セッションを再開でき
ません。このため、インスタント・リストア・セッショ
ンは一時停止します。セッションの一時停止中は、リス
トア対象のボリュームはアクセス不能になります。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は一時停止します。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、再開が失
敗した原因が記載されていないか確認してください。問
題を解決した後、セッションを再開します。

FBP8002E マウント・ポイントが多すぎたため、マウ
ントに失敗しました。

説明: Recovery Agent がサポートする、同時にマウン
トされるスナップショットの最大数は 128 です。その
最大数を超えました。

システムの処置: マウント操作は取り消されます。

ユーザーの処置: 現在マウントされているスナップショ
ットを少なくとも 1 つ取り外してから、別のスナップ
ショットのマウントを試みてください。

FBP8003E mounted volume name の取り外しに失敗
しました。

説明: Recovery Agent は、マウントされたスナップシ
ョットの取り外しに失敗しました。この問題は、スナッ
プショットを所有する Tivoli Storage Manager サーバ
ーから切断されたことが原因で生じる可能性がありま
す。

システムの処置: 取り外し操作は取り消されます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、取り外し
操作が失敗した原因が記載されていないか確認してくだ
さい。

FBP8004E repository name のロードに失敗しまし
た。

説明: Recovery Agent は、指定された Tivoli Storage
Manager サーバーのスナップショットの公開に失敗し
ました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager サーバーおよびノードが正しく指定さ
れているか確認してください。

FBP8007E 仮想ボリューム・ドライバーが有効になっ
ていません

説明: マウント操作を行うには、正常に動作する
Recovery Agent 仮想ボリューム・ドライバーが必要で
す。

システムの処置: マウント操作は取り消されます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、仮想ボリ
ューム・ドライバーが使用可能になっていない理由が記
載されていないか確認してください。

FBP8008E スナップショットが見つかりません。

説明: 選択したスナップショットが Tivoli Storage
Manager サーバーに見つかりませんでした。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent GUI の「最新表
示」をクリックして、Tivoli Storage Manager サーバ
ーに現行スナップショットをロードします。

FBP8009E 既にマウントされています

説明: 選択したスナップショットは、要求されたターゲ
ットに既にマウントされています。

システムの処置: ありません。

ユーザーの処置: マウントされたスナップショットは使
用可能です。

FBP8012E ターゲットはネットワークにマップされた
ドライブです

説明: ネットワーク上でマップされたドライブへのスナ
ップショットのマウントはサポートされていません。

システムの処置: マウント操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: ネットワーク上でマップされたドライ
ブにないターゲット・ドライブを指定します。
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FBP8015E ボリューム名が使用されています。別の名
前を選択してください。

説明: マウント操作のために選択されたドライブ名は使
用中です。

システムの処置: マウント操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 使用中でないターゲット・ドライブ名
を選択します。

FBP8016E マウントに失敗しました

説明: Recovery Agent は、マウント操作の完了に失敗
しました。

システムの処置: マウント操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、マウント
操作の完了に失敗した原因が記載されていないか確認し
てください。

FBP8019E 停止できませんでした

説明: Recovery Agent が選択されたインスタント・リ
ストア・セッションを見つけることができなかったた
め、選択された インスタント・リストア・セッション
の現行の打ち切り要求が失敗しました。

システムの処置: ありません。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・セッション
の打ち切り要求は既に実行済みです。

FBP8020E セッションの最終処理に失敗しました

説明: インスタント・リストア・セッションの最終処理
の試行中に、内部エラーが検出されました。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、セッショ
ンの最終処理が行われなかった理由が記載されていない
か確認してください。

FBP8023E ターゲット区画が小さすぎます

説明: 宛先の位置のボリューム・サイズは、リストアす
るスナップショットの元のボリュームのサイズと等しい
か、それより大きくなくてはなりません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: リストアするスナップショットのソー
ス・ボリュームと等しいか、それより大きいサイズのタ
ーゲット・ボリュームを指定してください。

FBP8024E リポジトリー repository name のロードに
失敗しました: error message

説明: Recovery Agent は、指定された Tivoli Storage
Manger サーバーのスナップショットの公開に失敗しま
した。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager サーバーおよびノードが正しく指定さ
れているか確認してください。

FBP8025E リポジトリーにアクセス不能です。ボリュ
ームを取り外します。

説明: Recovery Agent は、Tivoli Storage Manager
サーバーからデータを取得できません。このため、現在
マウントされているスナップショットは取り外されま
す。

システムの処置: マウントされているスナップショット
は取り外されます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、リポジト
リーがアクセス不能になった原因が記載されていないか
確認してください。

FBP8026E 'path to repository' にアクセス不能である
か、リポジトリー以外です。

説明: Recovery Agent は、指定された Tivoli Storage
Manger サーバーのスナップショットの公開に失敗しま
した。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager サーバーおよびノードが正しく指定さ
れているか確認してください。

FBP8027E リポジトリーを開けませんでした

説明: Recovery Agent は、指定された Tivoli Storage
Manger サーバーのスナップショットの公開に失敗しま
した。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager サーバーおよびノードが正しく指定さ
れているか確認してください。

FBP8029E ユーザーによってセッションが停止されま
した

説明: ユーザーはインスタント・リストア・セッション
の打ち切りを要求しました。インスタント・リストア・
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セッションを打ち切ると、リストア対象のボリュームに
書き込まれたすべてのデータが失われます。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は終了します。

ユーザーの処置: リストア対象のボリュームは未フォー
マットとして表示され、再フォーマット設定が必要にな
ります。

FBP8031E Tivoli Storage Manager サーバーで、マ
ウントされたスナップショットへの排他的
アクセスを取得できませんでした。

説明: Tivoli Storage Manager サーバー上のスナップ
ショット・データへの排他的アクセスを取得できません
でした。このため、リストア中のバージョンが失効し
て、リストアを完了できない可能性があります。排他的
アクセスを取得できない原因は、多くの場合、スナップ
ショット・データがターゲット複製サーバー上にあるこ
とによるものです。

システムの処置: マウント操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: 有効期限切れ保護が有効に設定されて
いる場合、ターゲット Tivoli Storage Manager サーバ
ーの状況を確認します。ターゲット・サーバーがフェイ
ルオーバー・モードの複製サーバーである場合、あるい
は 1 次サーバー上に実行中のスナップショットがない
ことを確認した場合は、有効期限切れ保護を無効にしま
す。その後、操作を再試行してください。このエラーの
発生時に有効期限切れ保護が無効に設定されていた場合
は、IBM Support Portal (http://www.ibm.com/
support/entry/portal/) にアクセスして、追加情報を入
手してください。

FBP8032E ボリュームのアンマウントに失敗しました

説明: リストア操作のターゲット・ボリュームが使用中
です。このため、インスタント・リストア操作は開始さ
れませんでした。表示可能なストレージ・ボリュームに
ボリュームをリストアする場合、既存のストレージ・ボ
リュームへのデータの上書きを伴います。リストア・セ
ッションが開始された後、既存のボリューム上にあるデ
ータは永続的に消去されます。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
はキャンセルされます。

ユーザーの処置: このボリュームにアクセスしている可
能性があるアプリケーション (Windows エクスプロー
ラー、コマンド・プロンプトなど) をすべて閉じます。
その後、操作を再試行してください。

FBP8033E ブロックのリストアに失敗しました

説明: インスタント・リストア操作は、Tivoli Storage
Manager サーバーからデータを取得できないか、ター
ゲット・ボリュームにデータを書き込むことができませ
ん。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は終了します。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、ブロック
のリストアに失敗した原因が記載されていないか確認し
てください。リストア対象のボリュームは未フォーマッ
トとして表示され、再フォーマット設定が必要になりま
す。

FBP8034E ボリュームのマウントに失敗しました

説明: Recovery Agent はターゲット・ボリュームのマ
ウントに失敗し、インスタント・リストア操作を開始で
きません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、ターゲッ
ト・ボリュームをマウントできなかった理由が記載され
ていないか確認してください。

FBP8036E 最終処理に失敗しました

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア・
セッションの最終処理に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
はキャンセルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに問題の原因
が記載されていないか確認してください。リストアされ
たボリュームは、未フォーマットとして表示され、再フ
ォーマット設定が必要になる可能性があります。

FBP8037E 初期化に失敗しました。理由については、
ログを参照してください。

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア操
作の初期化に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに問題の原因
が記載されていないか確認してください。
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FBP8041E ダイナミック・ディスクにリストアするこ
とができません

説明: 動的ボリュームへのインスタント・リストアはサ
ポートされていません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・ターゲット
として基本ボリュームを選択します。その後、操作を再
試行してください。

FBP8042E クラスター化ディスクにリストアすること
ができません

説明: クラスター環境では、ボリュームのインスタン
ト・リストアがサポートされています。ただし、クラス
ター環境のボリュームに対するリストアをユーザーが取
り消しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: インスタント・リストア・ターゲット
として別のボリュームを選択します。その後、操作を再
試行してください。

FBP8043E ビットマップの作成に失敗しました

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア操
作に必要な内部データ構造の作成に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、データ構
造が作成されなかった理由が記載されていないか確認し
てください。

FBP8044E 最初のブロックを緊急で処理することに失
敗しました

説明: Recovery Agent は、ディスクの最初のセクター
の上書きに失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、ディスク
への上書きが失敗した原因が記載されていないか確認し
てください。

FBP8045E ドライバーの通知に失敗しました

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア・
セッションの開始に関するカーネル・ドライバーへの通
知に失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、ドライバ
ーへの通知が行われなかった理由が記載されていないか
確認してください。

FBP8046E 最初のブロックのスクランブル解除に失敗
しました

説明: Recovery Agent は、ディスクの最初のセクター
の上書きに失敗しました。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は終了します。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、ディスク
への上書きが失敗した原因が記載されていないか確認し
てください。リストアされたボリュームは、未フォーマ
ットとして表示され、再フォーマット設定が必要になる
可能性があります。

FBP8047E FAT ボリュームにリストアすることがで
きません。ターゲット・ボリュームを
NTFS としてフォーマットしてください

説明: FAT32 ファイル・システムとしてフォーマット
されたボリュームへのインスタント・リストアはサポー
トされていません。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: ボリュームを NTFS ファイル・シス
テムとしてフォーマットします。その後、操作を再試行
してください。

FBP8048E セッションが応答していません

説明: インスタント・リストア・セッションが打ち切り
要求に 5 分以内に応答しませんでした。このため、イ
ンスタント・リストア・セッションは強制的に停止され
ました。

システムの処置: インスタント・リストア・セッション
は終了します。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、Recovery
Agent が打ち切り要求に応答しなかった理由が記載され
ていないか確認してください。リストアされたボリュー
ムは、未フォーマットとして表示され、再フォーマット
設定が必要になる可能性があります。

FBP8041E • FBP8048E

278 IBM Spectrum Protect for Virtual Environments: Data Protection for VMware ユーザーズ・ガイド



FBP8050E 最初のブロック・ファイルの作成に失敗し
ました

説明: Recovery Agent は、インスタント・リストア・
セッションのメモリー・マップ・ファイルの作成に失敗
しました。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、メモリ
ー・マップ・ファイルが作成されなかった理由が記載さ
れていないか確認してください。

FBP8051E シグニチャー '0' を使用してディスクにリ
ストアすることができません

説明: MBR ディスク・シグニチャーのないディスクに
対しては、インスタント・リストアはサポートされませ
ん。

システムの処置: インスタント・リストア操作はキャン
セルされます。

ユーザーの処置: ディスク・シグニチャーのある MBR
ディスク上で、インスタント・リストア・ターゲット・
ボリュームを選択してください。

FBP8052E Recovery Agent は現在初期化していま
す。

説明: Recovery Agent の初期化中は、マウントとイン
スタント・リストアの操作を進めることができません。

システムの処置: マウントまたはインスタント・リスト
アの操作は取り消されます。

ユーザーの処置: Recovery Agent が初期化を完了する
まで待ってください。その後、操作を再試行してくださ
い。

FBP8053E サーバーからのデータの読み取りに失敗し
ました。

説明: Recovery Agent は、指定された Tivoli Storage
Manger サーバーのスナップショットの公開に失敗しま
した。

システムの処置: 操作はキャンセルされます。

ユーザーの処置: スナップショットを所有する Tivoli
Storage Manager サーバーおよびノードが正しく指定さ
れているか確認してください。 詳しくは、Recovery
Agent のログを確認してください。

FBP9000E カーネル・ドライバーへの接続に失敗しま
した

説明: インスタント・リストア操作を行うには、正常に
動作する Recovery Agent カーネル・ドライバーが必
要です。

システムの処置: インスタント・リストア操作は取り消
されました。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、Recovery
Agent がドライバーへの接続に失敗した理由が記載され
ていないか確認してください。

FBP9001E 仮想ボリューム・ドライバー (FBVV) の
バージョンが非互換です。想定されるバー
ジョン: expected major versionexpected
minor version。インストール済みのバージ
ョン: installed installed major
versioninstalled minor version。

説明: カーネル・ドライバーのバージョンが、
Recovery Agent のバージョンと一致しません。
Recovery Agent が正常に動作するためには、有効なド
ライバーが必要です。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
閉じられます。

ユーザーの処置: Recovery Agent は正しくインストー
ルされませんでした。製品の資料に記載されている
Recovery Agent のインストール手順に従ってくださ
い。

FBP9002E Windows ソケットを初期化することがで
きません。

説明: Recovery Agent は、Windows ソケット DLL
ファイルの初期化に失敗しました。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
閉じられます。

ユーザーの処置: Windows イベント・ログに、この問
題に関連するエラーが記載されていないか確認してくだ
さい。また、Recovery Agent のログに、Windows ソ
ケット DLL ファイルの初期化に失敗した原因が記載さ
れていないか確認してください。

FBP9003E アプリケーション・データ・ディレクトリ
ー・パスを取得できません。

説明: Recovery Agent は、オペレーティング・システ
ムからアプリケーション・データ・ディレクトリー・パ
スを取得できませんでした。
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システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
閉じられます。

ユーザーの処置: Windows イベント・ログに、この問
題に関連するエラーが記載されていないか確認してくだ
さい。また、Recovery Agent のログに、Recovery
Agent がアプリケーション・データ・ディレクトリー・
パスの取得に失敗した理由が記載されていないか確認し
てください。

FBP9004E ディレクトリー directory name を作成で
きません。

説明: Recovery Agent は、アプリケーション・デー
タ・ディレクトリーの作成に失敗しました。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
閉じられます。

ユーザーの処置: Windows イベント・ログにエラーが
記載されていないか確認してください。Recovery
Agent のログに、Recovery Agent がアプリケーショ
ン・データ・ディレクトリーの作成に失敗した理由が記
載されていないか確認してください。

FBP9005E module name モジュールの初期化に失敗
しました。

説明: Recovery Agent の初期化に失敗しました。

システムの処置: Recovery Agent アプリケーションは
閉じられます。

ユーザーの処置: Recovery Agent のログに、Recovery
Agent が初期化に失敗した理由が記載されていないか確
認してください。

FBP9006E Recovery Agent の別のインスタンスが既
に実行中です

説明: サポートされるアクティブ Recovery Agent イ
ンスタンスはただ 1 つです。複数のユーザーがシステ
ムにログオンして Recovery Agent の実行を試みる
と、この問題が発生します。

システムの処置: Recovery Agent は開始されませんで
した。

ユーザーの処置: 現行 Recovery Agent インスタンス
を閉じるか、別のシステム上で Recovery Agent を実
行します。

FBP9007E Recovery Agent をインストールすること
ができません

説明: Recovery Agent のインストールに失敗しまし

た。Recovery Agent が正常に機能するためには、有効
なインストールを実行する必要があります。

システムの処置: Recovery Agent は開始されませんで
した。

ユーザーの処置: 製品の資料に記載されている
Recovery Agent のインストール手順に従ってくださ
い。

FBP9008E AFS.dll 用のフォルダー名を取得すること
ができません

FBP9009E 仮想ボリューム・ドライバーの登録に失敗
しました。詳しくは、file
name¥¥installFBVV.log ファイルを調べ
てください。仮想ボリューム・ドライバー
の登録を再試行しますか?

説明: Recovery Agent が正常に機能するためには、仮
想ボリューム・ドライバーを正しく登録する必要があり
ます。

システムの処置: システムは、ユーザーの応答を待ちま
す。

ユーザーの処置: >Recovery Agent のログに、
Recovery Agent がドライバーの登録に失敗した原因が
記載されていないか確認してください。ドライバーの登
録を再試行するには「再試行」をクリックし、操作を終
了する場合は「キャンセル」をクリックします。

FBP9010E 書き込みキャッシュが満杯です。

説明: Linux マシン上で実行されるマウント・セッシ
ョンとインスタント・リストア・セッションでは、書き
込みの操作に Recovery Agent の仮想ボリュームの書
き込みキャッシュが使用されます。キャッシュ・サイズ
が限度に達すると、Linux のマウントおよびインスタン
ト・リストア・セッションが失敗する可能性がありま
す。

システムの処置: Linux のインスタント・リストアと
仮想ボリュームへの書き込み操作内容が失われる可能性
があります。

ユーザーの処置: Linux マシン上のマウント済みボリ
ュームをいくつかアンマウントして、書き込みキャッシ
ュ内の使用可能なスペースを増やしてください。 Linux
マシン上のインスタント・リストア・ボリュームが未フ
ォーマットとして表示される場合があります。キャッシ
ュが満杯になると、Linux インスタント・リストア・ボ
リュームに書き込まれたすべてのデータが失われます。

FBP9004E • FBP9010E
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付録 E. IBM Spectrum Protect 製品ファミリーのアクセシビリ
ティー機能

アクセシビリティー機能は、運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザ
ーが情報技術コンテンツを快適に使用できるように支援します。

概要

IBM Spectrum Protect ファミリーの製品は、以下の主要なアクセシビリティー機能
を備えています。

v キーボードのみによる操作

v スクリーン・リーダーを使用する操作

IBM Spectrum Protect ファミリーの製品では、US Section 508
(www.access-board.gov/guidelines-and-standards/communications-and-it/about-
the-section-508-standards/section-508-standards) および Web Content
Accessibility Guidelines (WCAG) 2.0 (www.w3.org/TR/WCAG20/) に確実に準
拠するために、最新の W3C 標準である WAI-ARIA 1.0 (www.w3.org/TR/wai-
aria/) を使用します。アクセシビリティー機能を利用するには、最新リリースのス
クリーン・リーダーと、この製品によってサポートされる最新の Web ブラウザー
を使用してください。

IBM Knowledge Center の製品資料は、アクセシビリティーに対応しています。
IBM Knowledge Center のアクセシビリティー機能については、Accessibility
section of the IBM Knowledge Center help (www.ibm.com/support/
knowledgecenter/about/releasenotes.html?view=kc#accessibility) に記載されてい
ます。

キーボード・ナビゲーション

この製品は、標準のナビゲーション・キーを使用します。

インターフェース情報

ユーザー・インターフェースには、毎秒 2 回から 55 回フラッシュするコンテンツ
は含まれません。

Web ユーザー・インターフェースは、カスケーディング・スタイル・シートを使用
することで、コンテンツを適切にレンダリングし、使いやすさを実現しています。
このアプリケーションは、視覚に障害のあるユーザーがシステム表示設定を使用す
るための、同等の方式 (ハイコントラスト・モードなど) を備えています。デバイス
または Web ブラウザーの設定を使用して、フォント・サイズを制御することがで
きます。

Web ユーザー・インターフェースには、アプリケーション内の機能領域に素早く移
動できる WAI-ARIA ナビゲーション・ランドマークが含まれます。
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ベンダー・ソフトウェア

IBM Spectrum Protect 製品ファミリーには、IBM 使用許諾契約書の対象とならな
い特定のベンダー・ソフトウェアが含まれています。これらの製品のアクセシビリ
ティー機能について、IBM は一切の保証責任を負いません。ベンダーの製品に関す
るアクセシビリティー情報については、該当のベンダーにお問い合わせください。

関連アクセシビリティー情報

標準の IBM ヘルプ・デスクおよびサポートの各 Web サイトに加え、IBM では、
聴覚障害を持つユーザーまたは聴覚機能が低下しているユーザーが販売サービスや
サポート・サービスにアクセスするのに使用できる TTY 電話サービスを用意して
います。

TTY サービス
800-IBM-3383 (800-426-3383)
(北アメリカ内)

IBM のアクセシビリティーへの取り組みの詳細については、IBM Accessibility
(www.ibm.com/able) を参照してください。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。この
資料は、IBM から他の言語でも提供されている可能性があります。ただし、これを
入手するには、本製品または当該言語版製品を所有している必要がある場合があり
ます。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM
の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510
東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜の
ため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありま
せん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではあり
ません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive, MD-NC119
Armonk, NY 10504-1785
US

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

本書に含まれるパフォーマンス・データは、特定の動作および環境条件下で得られ
たものです。実際の結果は、異なる可能性があります。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、 IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布すること
ができます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテスト
を経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼
性、利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできませ
ん。これらのサンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供され
るものであり、いかなる保証も提供されません。 IBM は、お客様の当該サンプ
ル・プログラムの使用から生ずるいかなる損害に対しても一切の責任を負いませ
ん。

それぞれの複製物、サンプル・プログラムのいかなる部分、またはすべての派生的
創作物には、次のように、著作権表示を入れていただく必要があります。「© (お客
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様の会社名) (西暦年)」。このコードの一部は、IBM Corp. のサンプル・プログラ
ムから取られています。© Copyright IBM Corp. _年を入れる_.

商標

IBM、 IBM ロゴ、および ibm.com® は、世界の多くの国で登録された
International Business Machines Corp. の商標です。 他の製品名およびサービス
名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM
の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

Adobe は、Adobe Systems Incorporated の米国およびその他の国における登録商
標です。

Linear Tape-Open、LTO、および Ultrium は、HP、IBM Corp. および Quantum
の米国およびその他の国における商標です。

Intel および Itanium は、Intel Corporation または子会社の米国およびその他の国
における商標または登録商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

Microsoft、Windows、および Windows NT は、Microsoft Corporation の米国お
よびその他の国における商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

UNIX は The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

製品資料に関するご使用条件

これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただ
けます。

適用条件
IBM Web サイトの「ご利用条件」に加えて、以下のご使用条件が適用され
ます。

個人使用
これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくこ
とを条件に、非商業的な個人による使用目的に限り複製することができま
す。ただし、IBM の明示的な承諾をえずに、これらの資料またはその一部
について、二次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表
示 (上映を含む) することはできません。

商業的利用
これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくこ
とを条件に、お客様の企業内に限り、複製、配布、および表示することがで
きます。ただし、IBM の明示的な承諾をえずにこれらの資料の二次的著作
物を作成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、また
は表示することはできません。

権利 ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、
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データ、ソフトウェア、またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、
ライセンス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するものではありませ
ん。

資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切
に守られていないと判断された場合、IBM はいつでも自らの判断により、
ここで与えた許可を撤回できるものとさせていただきます。

お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国の
すべての輸出入関連法規を含む、すべての関連法規を遵守するものとしま
す。

IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの
資料は、特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定
目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは
黙示の保証責任なしで提供されます。

プライバシー・ポリシーに関する考慮事項

サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM ソフトウェア製品
(「ソフトウェア・オファリング」) では、製品の使用に関する情報の収集、エン
ド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーとの対話またはその他の目的のた
めに、Cookie はじめさまざまなテクノロジーを使用することがあります。多くの場
合、ソフトウェア・オファリングにより個人情報が収集されることはありません。
IBM の「ソフトウェア・オファリング」の一部には、個人情報を収集できる機能を
持つものがあります。ご使用の「ソフトウェア・オファリング」が、これらの
Cookie およびそれに類するテクノロジーを通じてお客様による個人情報の収集を可
能にする場合、以下の具体的事項をご確認ください。

この「ソフトウェア・オファリング」は、Cookie もしくはその他のテクノロジーを
使用して個人情報を収集することはありません。

この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを
使用してエンド・ユーザーから個人を特定できる情報を収集する機能を提供する場
合、 お客様は、このような情報を収集するにあたって適用される法律、ガイドライ
ン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や同意の要求
も含まれますがそれらには限られません。

このような目的での Cookie などの各種テクノロジーの使用について詳しくは、
「IBM オンラインでのプライバシー・ステートメントのハイライト」
(http://www.ibm.com/privacy/jp/ja/)、「IBM オンラインでのプライバシー・ス
テートメント」(http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウ
ェブ・ビーコン、その他のテクノロジー』というタイトルのセクション、および
「IBM Software Products and Software-as-a-Service Privacy
Statement」(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy) を参照してく
ださい。
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用語集

この用語集には、IBM Spectrum Protect 製品ファミリーの用語および定義が記載されています。

IBM Spectrum Protect 用語集を参照してください。

他の IBM 製品の用語集を見るには、IBM 用語 を参照してください。
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索引

日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
アクセシビリティー機能 281
アプリケーション保護

バックアップ・ポリシーの構成 39
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